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良 基の 連理 祕抄 

-  - •  •  •;  #  •  -  .  / 

連歌の 沿革 や 句の 作り方に 式目を そへ た 二條良 基の 連理 祕抄一 '益 
'は、連歌め.學書として遣された最も古いものである。 

これは、 その 祕抄の 本文のは じめ の 一丁で ある 〇原 本は 京都の 猪、 
熊 信 男 氏の 所蔵に かかり、 斐紙 胡蝶 裝の .册 子で 表紙と ともに 四十 二 
葉の 墨饔 きで ある。 室町 時代 中期の ものと いはれ、 玄惠法 印の 小 序 
と救濟 法師の 奧饔 きとが ついて ゐ る。  .  . 
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連歌 道の 建設 


近古 以降 隆盛を 極めて ゐた 連歌が 全く 世に 忘れられて 六十 年、 幸 ひに 世の 春に 遇つて 再び 芽を 吹き出す や 
うにな つたことは、 わが 文藝 道のう へに おいて 喜ばしい ことで ある。 

世界 文學 上に 對照 比較すべき 類例を 見ない わが 連歌の 發生は 極めて 古く、 日本 武尊が 常 陸は 新治筑 波の あ 
たりまで 平 げられ、 いまの 甲府の 北郊 酒 折の 宮で 征戰を 追憶され、 從臣と 問答 遊ばされた 唱和に 濫觴を 發す 
ると いはれ てゐ る。 隨つ て、 これを 筑 波の 道と 稱 へて來 たこと. も隨分 遠い むかしの. ことで ある。 しかし その 
當 時の リズミヵルな 唱和 もい は ゆる 片歌 問答の 形式に 屬し 、後世の やうに 短歌 形式を 用ゐ るに 至つた のは 奈 
良 時代の 末期に 屬す るが、 これ も 類例に 乏しく* 平安時代の 半ば ころに なつて、 拾遺 集に これを 採り、 金 葉 
集に 至つ て、 はじめて その 部闫を 設ける やうに なつた。 鎖 連歌と ょぶ 長 連歌は 院政の/ はじまつ たころ に發生 
したが、 その 隆盛に 向かつた のは 近古の 初期、 後鳥羽院の 御代からの ことであつて、 定家 卿の 明月 記な どを 
繙い てみ ると、 和歌と ともに 各種の 長 連歌の ま， ど ゐが しばしば 行 はれた ことが 知ら. れる〇 


醉 
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莬玖波 集 (上)  '  ■四 
院が 歌道を 御獎勵 遊ばされ、 勅撰 二十 一代 集のう ちで、 劃期的な 新 古今 集を 撰 ま しめられた ことは 世に 知 
らな いものは ない。 これと ともに 連歌の 道 も 大いに 御勸獎 遊ばされ、 水無瀨 離宮には 有心 無心の 二 座を 設け 
て、 おのおの その 道に 堪能な 人人を 分屬 させて、 互 ひに 競爭 させられた ことは 水 蛙 眼 nii などに みえて ゐ る。 
後 京 極攝政 •慈 鎭和尙 などは 有心 派の 錚錚た る 人、 光親 卿 •宗行 卿 •泰覺 法眼な どは 無心 派の 傑出した 人、 
互 ひに 挑み かは した 趣きが 目に 映ず る 感じが する。 

承久の 役の のち、 大統 を嗣が せられた 後鹾 峨院も 同じく 敷 島の 道と ともに 筑 波の 遣を 興隆 遊ばされ、 宮中 
に 奉仕して ゐた 女官' のうちに もこの 道に 秀でた ものが あり、 關東 武士の 間に も 次第に 文雅を 嗜む ものが 輩出 
し、 僧侶 や 民間に もやう やく その 流行を みる やうになる。 公卿のう ちに， は 歌の 宗匠 家と なつた 中院 大納言 爲 
家、 その子 民 部 卿 二條爲 氏を はじめ、 廟堂の 首座を 占めて ゐた福 光院關 白、 圓明 寺攝政 •九 條內 大臣 基 家. 
衣笠 內 大臣 良 智 以下、 また 民間の 宗匠と して 道 生 •寂 忍 •無 生らの 傑出した A 人が 出で、 その 流れを くむ も 
のが 都に も 鎌 倉に も 出て 來た 。和歌が 格式に か かづら ひ、 舊 法を 墨守す るのと 異なり、 連歌は 新ら しい 立場 
にょ' つて 先例に 拘束され る ことが 少い ので、 これを 嗜む ものが 都鄙と もに 多く あら はれる に 至つ た 〇定つ て 
その 同好者のう ちには 各自 集團の 人人の おもしろい と 思 ふ 句 や、 附合 などを 留書 する もの も あつたと 考 へら 
れ る。 

連歌が 和歌の 附屬の やうに 思惟され たことは 一朝一夕の ことではなかつた が、 その 生 質は 全く 別箇の もの 


である。 五 七 五の 長 句に 七 七の 短句をから ませる もの、 七 七の 短句に 五 七 五の 長 句を 結合 させて あつて 名、 
その 各部は おのおの 獨 立し、 和歌に みられる 相關を 要と しないで、 變化 をむ ねとし、 これに 對 する ものを し 
て、 その 融合 連結の 妙味に 恍惚と させる 特殊の 文藝 である。 特に その 長 連歌と 呼ばれる 百 韻 •五十 韻 •歌仙 
などに 至つては、 各 句は それぞれ 切れる やぅに みえて つづき、 つづく やぅに みえて 切れて ゐ る . 〇 しかも 春と 
思 ふとたち まち 秋、 冬と 思 ふとたち まち 夏、 戀と思 ふと 述懷 、山邊 をい ふとみ ると 水鄕 •その 變 化の 目 まぐ 
るし さは 應接 にいと まもない ほどで ある。 しかも 序破急、 その他の 統制が あつて 世に 全く 比類のない 文藝に 
屬するもの。兩吟にあれ、三吟にあれ、乃至五吟十吟にあれ、一座の人人0別別の創作.ではなく、集團の人 
人の 創作であつて、 己れ * 人が 勝手に 振舞 ふので はない。 しかも 各-個と いふ ことを 失は ない。 一方では 人 
の 前 句を 鑑賞しながら やがて これにつ れて 自己の 創作を 試み、 前後 相 まつて 完い 新作を 産み出す ので、 他と 
ともに 自然に 沒 入し、 人事に 共鳴し、 そこに 樂 しく 新ら しい 他に 比較す る ことの ありえない 文 藝的氣 分に ひ 
たるので ある。 隨 つて、 これを 和歌 集の 一部に 屏 居させて おいては ならない ので ある。 

ここに 別箇の 撰 集を なすの 要が ある。 この 任に あたつた のは 二 條攝政 良 基で ある。 公は 後光明 照 院關白 道 
平の 子で、 はじめ 後醍蝴 天皇に 仕へ てゐ たが、 天皇 南 巡の のちは 京都の 朝廷に 仕へ、 光嚴 •光明 •崇光 •後 
光 嚴四院 に歷 事し、 位 も官も 最高 位に 陞 り、 關 白と なること 前後 二十 年の 久しき に， わたつて、 京都の 柱石で 
あつた。 嘉慶二 年 六十 九 歳の 天壽を 保つた 人。 博 覽强識 頗る 著作に 富んだ 人。 頓 阿を 引いて 當 流の 和歌を 復 
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菀玖波 集 (上)  _  +、  . 

興させ、 愚問 賢 註を 出し、 また 來風 體抄を 著した。 しかし、 これに も慊ら ないで 善 阿 門下の 救濟を 引き、 
連歌 道の 興隆を はかつた。 そして、 文 和 五年菟 玖 波 集 二十 卷を撰 成した。 

二、 二 條良基 

連歌は 和歌に ついで、 最も 古い 傳統を もち、 特に 近古 以來の 社會の 各方 面に 織り込まれた わが 特有の 文學 
である。 維新 以降 社 會の變 動に つれて、 しばらく 影を ひそめて ゐ たが、 その 覆が 認められ、 次第に 復活の 
氣運 をた どる やぅに なつた ことは ょろこばしい。 

連歌 道の. 建立 者は、 實に二 條關白 良 基 公で ある。 公は 關白 左大臣 道 平の 子" 母は 前 右大臣 公 顯の如 であ 
る。 嘉曆二 年 八歲で 元服 禁 色を 聽 されて ゐた 。はじめ 後 醒_ 天皇に 仕へ てゐ たが、 のちに 光 嚴院に 奉仕し、 
光明 •崇光 •後光 嚴院に 歷 事し、 位 も 官も最 高位に のぼり、 關白 とな ^ • こと 前後 二十 年の 久しき にわた つて、 
京都の 柱石で あつた。 嘉慶二 年；！ ハ 十九 歳で 薨去し、 後 普 光園 院攝 政と ！ T- した。 博覽 にして 多 趣の 人、 文才に 
富み、 著作 も少 くない。 文 和 二 年後 光嚴院 に從つ て、 美 濃の 小島の 行宮に 侍つて ゐた ときの 紀 n には 小島の 
口す さび 一卷が あり •貞治 二 年 六月の 御 S 記と しては 衣 かつぎの 日記が ある。 貞治五 年 八月 春 日の 神木 歸 
座の さまを 叙した ものには 綱 葉 日記が ある。 魚 鳥 平家は 眞僞 がわから ない が、 その 作に 擬 する 說 も—。 鷹 
に關 して 望德 三年に 書いた 嵯峨野 物語が あり、 鷹 翔 連歌が ある。 永 和 元年に 大嘗會 記を ものし、 康曆二 年 


には 後光 嚴院の 七囘 忌には 雲井の 御 法を 綴つた。 世世の 日記を はじめ 諸家の 祕 書を 謄寫 し、 その 文庫に 藏し 
た。 足 利義滿 の需め •に 應へて は 百 寮 訓要鈔 を 著した。 

和歌の 方面に お. いては 頓 阿を 助けて 二條 派の 歌學を 盛大に した。 貞治二 年には 愚問 賢 註を 著し、 その 說を 
弘 通させ、 また 永 德二年 には 假名 遣抄を 著し、. 定家の 假名 遣を 補 ひ、 嘉慶 元年には 近 來風牀 抄を 著し、 貞和 
以降 二三 十 年の 歌壇の 批評を 試みて ゐる 。その 作品は 勅撰に 入つて ゐる ものが 風雅 集に 五 首、 新 千載 集に 七 
首、 新 拾遺に 十 首、 新 後 拾遺に 二十 八 首ぃ 新續 古今に 八 首に 上 •り、 貞治六 年の 新玉津 島百番 歌合に も 加は 
り、 また 觀應 元年 月に 頓阿 •慶運 •兼 好 三人に 批評せられ た 百 首 詠が 殘 つて ゐる 。そのな かに 
思 ひ 出の なきには なさ じ 雲の上の 月は 心に 任せて ぞ 見る 
の やうな 得意の 境遇を 詠 じた もの 

悌を後 忍べと や 有 明の 月を のこして 花の 散る らん 
の やう， な 幽玄の 作 も ぁる。 

身.. 

連歌に おいては 最も 力を 盡 くし、 連歌 道の 確立した の も その 力に よる ことが 多い。 その 學書 としても 連 1 
祕抄繫 蒙 句法、 筑波 問答、 連歌 新式、 知連抄 、十 問 最祕抄 より 梵灯菴 主に 傳へ たもの、 平 井 入道の 聞 書に 
した 類も少 くなかつた でぁらう。 高山 宗砌の 古今 連談 集に 菴 主の 受けた 七 種抄の 面影を たどり、 蜷川 氏の 丘 
隅抄に 平 ^ { 入道の 一端を 見て その 連歌 觀を しのび、 菟玫波 集に よつて 世世の 連歌の 跡を たどる。 玉 梅 集は 
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名を 留める だけでは やく 佚 亡して ゐる 。公は 斯道の 保護者で ある ばかりでなく、 みづか ら 作家であつた し、 
批評家で も あり、 指導者であつた。  ~ 
一體 道に 志 ふかき 人は 他の 意 料は ゆるさない。 公は、 身は 攝關の 貴い 地位に あつた が、 連歌の 點を請 ふ も 
のが あるときは、 深夜であつて も祗 承の 官人 もしくは 大 夫を 寢させ たま ま、 ただ 一人の 殿上人に 紙燭 させて、 
みづ から 筆を 執つて 直ちに 點を 加へ て かへ したと いふ。 かう いふ 風で 一生の 間に 人の 句を 閱ナる こと 五十 茑 
句に 上つ たといは れる〇 かやうな 熱意と 多くの 人才を 近づけ、 鼓舞した からこ そ、 連歌 道の 建立を なしえ た 
ので ある。 いまの 時世には 嘘の やうな 話で あるが、 一官 人が 駿河國 へ' 赴く にあたつて 公を 訪ひ、 I 句を 請う 
た。 公は 卽座に 

•  .  # 

いづれ 見む 紅 ^ 之 山 冨士の 雪 

の 一句を 墨痕うる はしく 書いて 下された。 公は その 人の 立ち去つた のち、 再考して 見る と、 第一 句が 意 こ 滿 
たない。 これは*  . 

いかに 見む 紅 _ 芝 山冨士 の 雪  ,  .  . 

とすると ころであつた と 〇使ひ の 人は その あとを 追つて やう やく 三 河の 國で追 ひつき、 前の 色紙と 取り 奐へ 
たとい ふ。 これは ^ 話 かも 知れない。 

二條 河原に 八 萬 四千 基の 石 塚を 建てょう として、 まづ 家臣 中原 師茂に 三十 基を 立てさせた のは 貞和三 年の 


ことで あつた。 

公の 邸 宇は、 どのく らゐの 廣さで あつたら うか。 門ね の 高い 家が らで 世世の 記が あつた ことは いふまで も 
ない。 野史には 實錄を 引いて、 藏春亭 、洗 暑亭 、聽 松亭な どの 名を あげて、 觀魚臺 も あり、 吉靈泉 も あり、 
梅香亭 、水明 樓 、絲楊 橋、 政 平水の 名 も 見ぇて ゐる 。ここに 四季を りを り 文士を 集へ て 歌 や 連歌の 會を 開か 
れた ことで あらう。 

後 普 光園 院關 白と 銘を きつた ものの 中で 吾人の 眼に 入る ものが いくつか ある。 一つは 觀應三 年 八月 二十 八 
日の 銘記が ぁつて、 もう 一つは 頓 阿、 一. つは 兼 好、 一つは 慶運が 批評を 加へ てゐ る。 慶 運は 朱點 七十 一首、 
頓 阿は 墨點 六十 八 首、 兼 好は 紫點 四十 二 首。 いま 兼 好の 點に つき 
おもかげを 後し のべと や 有 明の 月を 殘 して 花の 散る らん 
の ごときは 見所 有體絕 妙に 候歟と 評して 

みだる とは 見 ゆる ものから 获の 美の 末 こす 風に 殘る 白露 
を 無限 優美 妖艶に 候と 評して ゐ る。 r 澤 田の 面に 臥す 鴨の」 秀吟に よつて 名を ぇた 幽玄 宗の 大本山 頓 阿より 
もどう かしたら 一隻眼を そな へた ものと いつて よい。 

勅撰 作者 部類を 檢 して 見る と、 公の 所 詠の 採られた ものは 風雅 集 四 首、 新 千載 集 七 首、 新 拾遺 集 十 首、 新 
後 拾遺 集 二十 八 首、 新續 古今 集 八 首の 計 五十 七 首に 上る。 そして 新 後 拾遺 集には みづ から 序文を 書いて 奉つ 
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てゐ る。 

公は 政治と 禮 儀との 相關 からこれ を 歌道に むすびつけて 年中行事 歌合 五十 番 を計畫 した。 これが 判者には 
冷泉 中納 言爲秀 卿を 推し、 判詞 はみ づから それに あたる。 作者は その 一族、 四 辻 善 成 卿、 武人には 今川貞 世、 
神道 家には 卜 部 兼 卿 r 僧侶には 頓阿 •經賢 等 北朝 一流の 人人を 撰んで、 四方 拜か ら宣命 •詔書な ど 一一 詠ま 
せ、 君臣の 道 •父子の 義も 一に これによ らぅと した。 

公は 歌の 本質に 關 して 古今 集の 序に 基づき、 物に 觸れて 情 性を 吟詠す る ほかには なにもない。 萬 葉 集 も 三 
代 集 もみな 人の 糟粕 である。 「只 風雲 草木に 對 して 眼前の 風景を 有りのままに 詠 ずれば、 自ら 發 明の 期 も あ 
るべ く、 徒らに 古語を 借り 舊 典を 學ぶ ことな かれ。 萬 葉 も 軌範と する に 足らず、 ^ んや 三代 集 以下は その 實 
落ちて その 花殘れ り。 眞實 胸中より 新しき 風情を 廻らして ありのままに 詠むべき もの」 であるとの 見地に 立 
つて 和歌 も 連歌 も 解明して ゐ る。  . 

、公が 藤 春閣で 花見の •連歌、 七夕の 連歌を 賦し たことは はやく 見えて ゐるが 、薬 玖 波 集を 撰定 した ことは 延 
文 元年の ことに 屬す る。 それから II 去の 嘉慶二 年まで 三十 三年 も 活躍して ゐ る。 藤澤 寺の 由 阿が 萬葉忙 精し 
いと 聞いて ははる ばる 招いて その 講義を 聽く 。その 翌年には 光嚴院 のために 句法 (繫蒙 句法) を進献 した。 
この 調子で、 愚問 賢 答を 著し. て 頓 阿の 歌學を 提唱した のは 七 年後の， ことで ある。 かの 名著 筑波 問答を 著した 
のは それより 十三 年の のちで ある。 知 連 抄も大 原野 千 句 註文 も お ほよ そその ころの 作に かかり、 かの 名 ^ ハ 


應安 新式 目を 定め、 連歌の 型を 一定した のは 1 巩波 問答が 出來 てから 五 年の のちで ある。 

薬 玖 波 集撰定 以前の 作 だと 見られる ものに 連理 祕抄が あり、 僻 連 祕抄が ある。 これらを みても 應安 新式の 
素地は 出來 上つて ゐ るので ある。 源， 氏 物語の 詞 寄の 銘感 腑抄も 公の 作に 擬す るの も あながち 無理と も みられ 

ない。  -  :  .--V.--  -  ^  ^ 

•  ^  -  *  . 

その 千 問 最祕抄 が 出來 たのは 永德 三年 六十 六歲 のこと で、 九州 問答は その後の 作で あらう。 それには 
連歌は 花を 先と すべき か、 實を 先と すべき か。 答 云 語 も 歌 も花實 そろ ひたる をよ しとは 申すな り。 花 あ 
れど も實 なきは 惡し 。實 あれ ども 花な きは 惡し 。されば 鳥翅の 如し。 風情 ありて 然も かかり 幽玄なる ベ 
し。 心に つれて 詞が 損じ、 詞につ れて 心が 損ず るな り …… 花が よきと 心得て うかう かとして ささめ かす 
よしに て ある も おかし。 心を 本と 心得て つよく げすて くす る も 又 比 興な り 云云。 いかに 栂尾 宇治 茶な ど 
にて あると も 仕立惡 くて はおの が 花 もい たづら ごとな り。 連歌 もい かに 風情は あると も 磨かず、 油を 引 
かずして は 美しき 姿 あるべからず 云云。 

この 茶に 險へた 花實 論は け ふの 時代に も至當 である。 

菟玖波 集撰定 のまへ.、 およそ 百年 間、 こまごました 形式美は 隅から隅までき ちんと 整 ふまでに は 至らな か 
つたが、 俊 成らの 唱へた 幽玄 美の 探求と 定家 卿の 唱へ た艷麗 美のう へに 築かれた。 しかも そのよく 調和した 
姿は、 かの 應安 新式の 衣. 裳を 着けて 權威 ある ものと なつた。 

解說  一一 
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三、 菟玖波 集 

和歌に 對 して、 連歌の 行 はれて 來た ことは 久しい ものである。 この 道の 權 威と 仰がれた 二 條攝政 良 基が 連 
歌のぅ へに 遺された 業績は 偉大な ものが ある。 文 和 五 年に 撰んだ 菟玖波 集 二十 卷は この 道に おける 大きな 記 
念 塔で、 連歌の 作品を みょぅと 希 ふ ものは 必ず まづ この 書を繙 かねば ならない。 

この 書の 體 裁は 大體 和歌の 勅撰集、 分けても 古今 和歌 集に 則つた もので、 部を 春 (上下)、 夏、 秋 (上下)、 
冬、 神祇、 釋敎 、戀 (上中下)、 雜 (一二三 四 五)、 覉 旅、 賀 、雜體 、發 句の 十二に 分け、 雜體 はさら に 俳諧、 
.聯句、 雜句 、片 句に 分けて ある。 眞名 序は 春 隅 本には 近衛 右大臣の 作と し、 勝延 本には 兼 好 法師の 實兄覺 性 
院 大僧正 慈遍の 作と いつて ある。 假名 序は 攝政良 基の 手に 成る とい ふ。 撰に あたつて は、 斯界の 耆宿 救濟法 
師が與 つたと いふ。 撰の 終つた のが 文 和 五 年、 すなは ち 正 平 十一 年 三月 二十 •五日で、 翌延文 二 年すな はち 正 
平 十二 年後 七月 •十一 日 左 中 辨日野 時 光を もつて 勅撰に 准ぜら ると いふ 宣旨が 下された。. この 撰の 成立に つい 
ては 足 利 氏の 權臣で 斯道の 數寄者 佐々 木 判官 道譽の 斡旋が あつた とい ひ、 武家の 奏聞に ょつて 勅撰と なつた 

ので ある。 

菟玖波 集 可 被 准 勅撰 可 有 御存知 之 由 天 氣所候 也 以此由 可 令 申入 關白殿 給 仍執達 如 件 
延文二 年 七月 十一 日  .  .  左 中 辨時光 


'  謹 上 刑 部 卿 殿 
追申 

武家 奏聞 之 間 其 沙汰 候 也 同 可 申入 給 

と ある。 その 作品は 假名 序に 「菟玖 波の 道を 尋ね 佐 保 川の 源を 知りて 流を うけょ」 と ある やうに、 上は 日本 
武 尊、 大伴家 持から 撰者 當 時の 人々 の 作に 及んで ゐ る。 句數は 「撰べる 數二千 句に あまれり」 といって ゐる 
やうに、 二 千 百 七十 九 句に 上って ゐ る *o このうち 發句が 百 二十、 附 句は 二千餘 句で ある。 

作家は 上は 天皇 上皇を はじめと して 攝政 •關白 •大臣 さては 大小の 官吏、 僧侶、 女流に 及ぶ まで 約 五 百 三 
十 人に ちかく、 そのうち 天皇 上皇 十四、 皇族 七、 大臣 以上の 高官 二 十三、 以下 官 人ょり 庶民が 二百 六十 九、 
僧侶 百 九十 五、 女流は 二十 一人を 數 へて ゐ る。 句 敷の 多い 作家は 

救濟 法師 一一 八 句 關白前 左大臣 (良 基) 七 九 句 梶井宮 二 品 法 親王 七 七 句 佐々 木道譽 七三 句前大 
納言尊 氏 六 〇句前 大納言 爲家三 九 句 素 阿 法師 三 二 句 善 阿 法師 三 一句 性 遵法 師二九 句權少 僧都 
永 運 二 六 句 前 大納言 爲氏二 六 句 寂 意 法師 二 四 句 前 中 納言定 家 二三 句 後嵯峨 院 ニニ 句 從 二位 家 
隆 ニニ 句 左 近 中 將義詮 二 〇句頓 阿 法師 二〇句 

などで ある。 鎌 倉 初期の 定 家、 家隆 、定 家の 子爲家 その子 爲 氏を 瞼いて は 撰 集成 立當時 または その 直前の 作 
家が 代表して ゐる ことが わかる。 

解  說  二 一一 
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その 取材 引用 書目は 別に あげてない が、 內裡 •仙 洞 •後宮 •竹苑 をは じめ として、 關白家 以下 將軍 家、 神 
社佛閣 その他 花の 下の 會に 及び、 百 韻は 六十 三種、 千 句 十一 種、 その他 月次 會など から 撰 取され たこと が 知 
られ る。  •  V 
奏覽本 並びに 撰者の 稿本は はやくから 佚した もの か 管 見に ふれない。 河内の 國霧一 ^鄕聖 光明 院本は 淨 書の 
人名を 檢 してみ ると、 當 時の ものと 察せられる が" これ も 天 正 二 年の 兵火に 失 はれて 存しな い。 尋尊 大僧正 
記に 記して ある 嵯峨の 龍 光院の 三帖本 もい まは ない。 第一の 勅撰で あるのに、 從來 かって 一た び も 上梓され 
たこと がな く、 連歌師の 家家 やその 流れを 酌む 人人の 筆寫 した ものに ょる ほかはなかった。 自分が 早 稻田大 
學 出版部から 校本つ くば 集新釋 上. 卷を 出した のは 昭和 五 年の ことで ある。 この 書には 自分が 觸 目した 二十 一 
本を 精査し、 諸 本 異同 考を 加へ ておいた。 この 新 釋二卷 の 紙型 も 摺本 も 全部 燒け てし まった。 

四、 諸 本 異同 考 

荛玖波 集は 諸 本の 異同が 非常に 多い。 これは 幕府の 連歌師 その他の 所傳 が區 々であった ためで ある。 
句數の 比較的 少い昌 勃 本 (里 村 南 家) と遙 かに 多い 河 村 本 (名 古 屋圖書 館) と、 その 中間に 位する 春 隅 本 
(京都 帝 大國語 研究室) との 三 大別に わける ことが 便利 だと 思 ふ。 昌勃 本は 江戶 幕府の 連歌師 里 村 南 家の 傳本 
で、 河 村 本は 里 村 北 家の 宗匠 傳本 である。 同じ 北 家の 裔 にあた る紹甫 本は. その 亞 流で、 昌 逸本と ともに 句數 


の 多く 傭は つて ゐる一 系統で ある。 伊藤 本 (松 宇) は 春 隅 本の 親 本から 寫 しとつた もので、 內容 からみても 
乇 れに よつ て 校合を 加へ て あるら しい。  • 

昌郁 本は 幕府の 連歌師、 瀨川 氏所藏 の一傳 本であつて、 昌勃 本の 一傳 本と みぇ、 これに よつた ものに 道 紙 
本 •稱 原本 •阪昌 文 本が あり、 昌文 本の 系を 引いた ものに 柳 亭種彥 本が あり、 山 田 通 政 本が ある。 有賀昆 收 
本 も昌勃 本の 一傳 本で、 三 河の 刈 屋文卓 ;#: 、 早大 本な どみ な 一系で ある。 

昌勃本 さながらの ものには 內閣 文庫の 一本、 宮內省 圖書寮 本、 水 戶彰考 館 本な どが ある。 Q ちに 成つた も 
•のは 親 本に よつ て 他 本と 校合した ために その 關係が 複雜 になつて ゐ る。 

猪 苗代 兼 誼 本、 阪昌 成の 校合に 用ゐ たもの、 種彥 本の 奥に 註記して ある 屋代弘 賢 本、 小 西勝延 本な どが あ 
るが、 管 見に ふれない。 

〔諸 本〕  •  - 
一、 藤 井 紫 影 氏 藏昌勃 本 

上下 二 册橫綴 本、 第 十二 卷 までを 前卷 とし" 以下を 後卷 とし、 各 葉 表裏と も 十一 行づつ に 認めて ある。 そ 
■の 奥に 「寬 文四曆 正月 七日 昌 勃」 の 奥 書が ある。 筆寫 年月の 明記され たもの のなかで、 現存せ る 最も 古い 
一本で ある。 この 本は 書寫 年代は 早い が、 必ずしも 善 本で ない。 句の 脫 落して ゐる もの、 作者 名を 逸して ゐ 
.る もの、 語句の いかがと 思 はれる ものが 少く ない。 


宽玖波 集. (上〕  .  .一六 

昌勃は 里 村 昌琢の 三男で、 昌裎の 弟で ある。 寬文 八年昌 純と 改名した。 式目の 委しい 注釋な ども 著して ゐ 
る 里 村 南 家の 名高い 宗匠で あるが、 その 原本. が 優れた もので ない。 樋 口 功 氏は 大正 十三 年に 紫 影 博士 監 撰の 
下に 古 俳 書 文庫の 一篇 として、 この 本を 底本と し、 凉大春 隅 本と 對 校して 出版され た。 脫漏や 誤謬 も少 くな 
いが、 この 集は じめ ての 版本と して 世に 生まれた 最初の ものである。 

二、  京大 國語 研究室 藏春隅 本 

この 本は 横 綴四册 、每册 五卷づ つを 收 め、 各 葉 表裏 各 十三 行に 認めて ある。 四 冊の 終りに 日 野 時 光の 執 達 
狀追 中の つぎに 「阿 州聖 光明 院 常住 物 行忠」 と あつて、 さらに 請 書 人名を 擧げて ある。 阿 州は 河 州、 常住 
は 常 什、 請 書は 清書の 誤りで あら V 終りに 「元 祿 十六 年 未 二月 寫之 一校 異春 隅」 と ある。 その 句數 は昌 
勃 本に くらべて、 春 上 一句、 釋敎 一句、 戀中三 句、 雜四 •一句、 雜五 •二 句、 覉旅四 句、 俳諧 五 句、 聯句 一 
句、 發句 一句 多い。  • 

三、  故 伊藤松宇 氏 舊藏河 合本 

この 本は 天長地久の 四册に 分け、 半紙 本、 各 葉 表裏 各 十三 行を 準と し、 詞 書の 長い ものは 細 書して 十四 五 
行を 認めて ある。 舂隅 本と 同 系統の もので、 書寫 年代は 明らかで ない。 

四、  故 土 井 剛吉郞 氏舊藏 土橋 本  • 

この 本は 上下 二 册橫綴 本で、 紅 黃靑柑 白の 五色 紙を 用ゐ 、各 葉 表裏 十四 行づつ 認め、 卷 首ょり 卷 十一まで 


0 


を上卷 とし、 以下を 下卷 として、 上下 兩筆の やぅに 見える。 土橋 家、 主 宮家、 夢 華 園圖書 館の 藏書 印が あつ 

て寬文 •延讀 Q 寫し 44 はれる。 土 雲 § 掌野鄕 Q 震で、 四郞 兵衞奎 と， S ふ 人が あつて、 
字を 靜齋 とい ひ、 汲 古堂と 號 し、 飛 島 井雅章 卿の 高弟 阿 瀨菅離 を師 とし、 漢學 はは じめ 後藤 戾山 について 修 
め、 のちに 伊藤 仁齋の 門に 入り、 本 多 侯の 代官 總 年寄と なつて 含翠 堂と いふ 講舍を 創建し、 時時 學 者を 聘し 
て 學 徒を敎 へたと いふ。 子孫が その 業を 繼續 して ゐ た。 この 人 か、 あるいは その 一門の 宗靜 とい ふ 人の 藏し 
てゐ たもの かと 思 はれる。 宗 靜は諱 は以慶 、春 林と 號 し、 平野を 出て 難 波に 住し、 直 # と號 して 西 山宗因 
に從ひ 俳諧 浪花 色紙を 著した。 宗靜 は宗 因の 子宗 春と ともに しばしば 連歌を 賦し たもので、 それの 作品が 
同じく 土 井 氏の 有に 歸 して ゐる點 から 土橋 家の 愛藏 して ゐた 本と 思 はれる。 

この 本の 系統は 明らかで ない。 昌勃 本ょりは 春 隅 本に 近い。 

五、 名 古 屋圖書 館 藏河村 本 ■ . 
この 本は 尾 張の 國學者 河 村秀根 家の 所蔵で、 その子 孫の 方が 名古屋 市立 圖書 館に 寄託され て ある。 半紙 
大 、袋 綴十卷 にて、 第 十卷の 終りに 「安永 八 年已亥 仲春 七十 四 翁 惟寅 花押」 と ある。 書寫 年代は 古く 
な V 力 幕 -r の 連歌師 M 村 北 家の 宗匠 家の 面影を 傳へ たものと して 珍重すべき である 〇玄陳 i 紹 E の 孫で、 
寬文五 年 S し、 玄 俊は そ Q 子で 父に 先 だつ て その 前年に 残した。 隨 つて 親 本は 寬文四 年 以前の 書寫 らし 
く、 筆者は 名 富 藩の 連歌師と 思 はれる。 竹 腰 山 域 守 勝 起 夫人 百斯 女史 以下の 閨秀作家の 赋 した 明 和 六 年 九 
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月法樂 のた め 熱 田 神宮 文庫に 奉納した 何路百 韻の 跋を 加へ てゐ る。 

六、  岩瀨 文庫 藏紹甫 本 

この 本は 四册 から 成つて ゐ て、 玄陳玄 俊 本と 一聯の 善 本で ある。 奥に 「右菟 玖 波 集 二卷者 京都 從里 村紹甫 
_ 被 相 惠之書 令 正 校 畢寶曆 十三 年 癸未 年 林 鐘 中旬」 と ある。 紹甫と あるのは 玄祥の 子の 紹甫 ではなく、 玄 
仍の 玄孫に 當る 。はじめ 仍隣 とい ひ、 字を 閱齋 とい ひ、 方寸 菴と號 した。 紹甫 はの ちに 改めた 名で、 寶曆十 
年の 冬關 東へ 下向した ときの 路次 紀行 も 遺つ てゐ る。 この 書は 河 村 本と 同じく 句數 多く、 河 村 本と この 本と 
にょり 他 本に 洩れた 前 句 •附 句の 補 はれた ものが 少く ない。  ， 

七、  宮內省 圖書寮 本 

この 本は 中形 本 四册 から 成り、 卷一か ら卷 六までを 春の 卷 とし、 卷七 から 卷 十一までを 夏の 卷 とし、 卷十 
二から 卷 十六までを 秋の 卷 とし、 以下を 冬の 卷 とし、 各 葉 表裏と も 九行づ つ 認め T ある，。 昌勃本 系で 句數增 
減は ほとんどない。 淨寫 年月と 識語とは ない。 誤寫が 多い のは 遺憾で ある。 

八、  內閣 文庫本 

二 本 あつて いづれ も 四册か らな つて ゐる 。一本は 昌勃系 本で、 一本は 早 稻田本 •別 屋 文庫本の ごとく、 發 
句 中 十九 句の 錯簡が ある。 

九、  神宮 文庫本  . 


舊林崎 文庫本で、 その 系統は 十分の 檢討 はして ゐな いが、 昌勃 本に 屬 する ものと 見ぇる。 

十、 彰考館 本 

三本 ある。 一本は 四册 から 成り、 一本は 十册 から 成る。 ともに 奥 書 識語がない が、 昌勃本 系統の もの。 他 
の 一本は 零 本で、 卷 十一ょり 卷 二十に 至る。 中に 卷 十五が 缺 けて ゐ る。 昌勃 本とは 少し 異なる やぅで ある。 

十一、 刈屋 文庫本 

四册 、源 長 救の 元 文 二 年， の奧書 ある 本と 同一 系の 本で ある。 

十二、 早 稻田大 學圖書 館 本 

この 本は 半紙 形 本で 七卷 から 成り、 各 葉 表裏 各 八 行と し、 詞書は 細 書して ある。 集の 一から 三までを 第一 1 
卷 、四から 八までを 第二 卷 、九から 十一までを 第三 卷 、十二を 第四卷 、十三から 十五までを 第五 卷 、十六 か 
ら 十七までを 第六卷 、十八から 二十までを 第 七卷に 分冊して ゐ る。 倉 持 氏 印、 湖 泊 堂、 朝田藏 記な どの 藏印 
が ある。 朝 田 氏と あるのは 考 證家躬 弦の ことで あらぅ。 傳來は 由緖が あるが、 親 本が 宜しくない ので、 價値 
が 下る。 それに 誤寫が 多い のは 遺憾で ある。 七卷の 末の 執達狀 追申の つぎに 「阿 州 太子 聖 光明 院之常 什物 也 
行忠 判」 と あるが、 清書 人名は 載せて ない。 その 奥に 「元 文二已 如月 中旬 源 長 救 手書 之、 右 連歌 莬玖波 集， 
第 十六 卷ヨ リニ 十卷 大尾 勝延 所持 之 本、 橫瀨貞 音 ヨリ 笹本忠 省 及 順 覽亦從 忠省蜷 川 親 豐順覽 之 折、 安永 丁酉 
年 二月 二十 二日 ヨリ 書寫 、同年 二月 朔日滿 了紀宗 麿書寫 J と 誌され て ある。 親璺は 智蘊の 後裔、 貞 厗 

解說  -  一九 
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は 侍 從貞臣 の 父、 忠 省勝延 いづれ も 幕臣、 卷十 五までは 何 本に よつた か 明らかで ない 0 
十三、 帝 國圖書 館藏榊 原本 

この 書は 上下 二册 で、 瀬 川昌郁 本に よつて 筆寫 し、 他 本と 校合した もので、 原本は 誤脫が 多い が、 その後 
安永 十 年 仙 里 所持の 本に よつて 一校し、 天明 三年 申概 堂所藏 本に よつて 再校し、 寬政十 年 猪 苗代 謙 誼 本に よ 
つて 三校を 重ねた とみえて ゐ る。 書寫は わるい ばかりでなく、 三次の 校合が 單にィ と 註す る だけで 區 別を 立 
てない。 猪 苗代 家は 仙臺 藩の 連歌師で 代代に 京 住であつて 里 村 家の 宗匠と 交渉は 常に あつた にしても、 兼 載 
以來の 連歌の 家で あるから、 別種の 本を 傳へ てゐた かも 知れない と 想像され るに、 書き入れの 識別が つかな 
いのは 惜しい 感じが する。 

十四、 故 松 井 ' ff 士舊藏 道祇本 

この 書は 美 濃 紙 大本 四册 。越後の 高 階 道祇が 寶曆四 年 十二月 淺草新 寺 町 萬 年 山 祝言 寺に 寓居の 際、 幕府の 
連歌師 瀨川昌 郁 本を 借りて 寫 した もので、 道祇 は彌彥 神社の 祠 官の裔 である。 句數の 少い 本で、 脫落 が少く 
ない。 . -  V  - 
十五、 學習院 藏阪家 本 

この 本は 美 濃 紙 本四册 からな つて、 各 葉 表裏と も 八行づ つに 認めて ある。 書寫 した 石 野 遠 江守廣 道は 幕臣 
で、 歌を 冷泉 爲村 卿に 學ぴ、 大澤隨 筆、 蹄溪隨 筆の 歌學 書を はじめ 幾多の 著 乍が ある。 lyl 昌蜀 、锥 本忠省 • 


仁 木充長 •橫 ■貞 臣らと 親交が あつた。 この 底本と した 瀨川昌 郁 本は 誤脫の 多い 本で あるが、 阪昌 文の 子昌 
成が 寬政 に兩 度、 文政に 一度、 都合 三 囘に わたつて 諸 本と 對 校し、 完璧たら しめょぅと した もので、 今日 ま 
でに 管 見に 觸れた 諸 本 中 校合の 最も 優れた ものと 思 ふ。 

十六、 岩瀨 文庫 藏種彥 本  '  、 

これは 四册か ら 成り、 柳 亭種彥 の 筆で. のち 阪昌 文筆、 昌成 校正の 阪家 本に ょり 遂一 校合した ことが 卷八の 
卷尾に 註記して ある。 鶯亭金 升の 藏 書であつた のが 和 田 氏の 藏と なり、 いま 岩瀨 文庫の 有 どなつた。 

十七、 故 高 野 博士 舊藏山 田 通 故 本  ' 

この 書は 橫 綴四册 、第 四册 の終ヶ に 「明 和 三年 南呂念 六月 藤 原 通 故書寫 之」 の 奥 * が ある。 通 故は 通稱織 
部、 芝の 烏 森 神主で、 祖父 通 章の 代から 幕府の 御 連 衆と なり、 連歌 書を 書寫 した ものが 多く、 松 井 博士 所藏 
連歌 書 七十 餘卷は 全部 その 手寫 にか かり、 その 書 寫年時 も 大抵 明らかで ある。 この 書は 昌勃 本に 據つ たもの 
で、 句數が 少い 上に ところどころ 脫落が 多い。  ♦ 

十八、 故 松 井 博士 舊藏山 田 通 孝 本 

この 本は ^ 樣 袖珍本 五册か ら 成り 集の 一卷 から 四卷 まで も 第一と する やぅで、 每册 四卷づ つを 收 め、 作 
者は 官位 姓名を 省略して 二字に 示して ある。 每 部の 終りには 句數を 朱書して ある。 

十九、 野 坂 元 定氏藏 石 井本 
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この 本は 二册 から 成る。 その 奥 書に ょると、 仙臺 藩の 連歌師 石 井 了 心が 寬文三 年に 書寫 した 傳寫 本で ある。. 
二十、 故 北 田 彥三郞 氏 舊山內 本 

北 田彥三 郞 氏所藏 本は 歸一學 人と いふ 人が 明治 三十 八 年 五月 山內 素行 本を 寫した 四册 本で、 原本は 慶長以 
前の 書 寫に かかる とい ふ。 宮內省 本と 系統を 同じく して ゐるや ぅだが、 誤寫が 多く、 脫落が 少 くない。 
•二十 一、 家藏本 

半紙 形 上下 二卷 、上 卷は兩 序を はじめ、 卷 一から 卷十一 までを 收 めて ゐ る。 下 卷が缺 けてゐ るので 筆者 も. 
年代 も わからない。 昌勃本 その他と 相雜 つた 形の ものと 思 はれる。 

二十. こ、 家 藏別本 

東北の 某 藩侯 所藏 本、 横 綴二册 、上 卷は眞 名 序からは じめ 卷 十一に 至る。 下 卷は卷 十二から 二十 卷に 至る P 
上卷は 各紙 表裏と も 十一 行。 卷 十二の 半ばから 十二 行、 卷十三 からは 十三 行、 あとは 十五 行ぐ らゐ になつて 
ゐ る。 末に 延文二 年の 綸旨寫 しのつ ぎに 追伸と して 「依 武家 奏聞 如是 御沙汰 候 也 同 令 申入 候」 と あつて V つ 
ぎに 「此 一冊 者 志 賀自軒 因 舊友爲 形見 寫送之 也。 自者元 來久世 前 和 州 廣之舊 '臣在 故 遁去爲 桑門 晚齡寫 之 也」 
と 誌して ある。， 里 村 家の 玄陳本 •玄俊 本 •昌 逸本 •紹甫 本の 系統の ものでは ない。 久世 大和 守廣 之は 德川三 
代 將軍家 光に 仕へ、 寬永 十三 年從 五位 下に 叙せられ、 大和 守と 稱した 。のち、 關宿 十五 萬 石を 食み、 侍従に 
進み、 延寶七 年 七十 一 歲で 歿した 人、 これに 仕へ た 志賀自 軒の こ. とゅ袅 、.この 書の 書寫は 相當に 古い ものと 


いつて よく、 諸 本に 照合して 長所を 具す る こと も少 くない。 

以上 諸 本を繙 いて 感ずる ことは、 寫 句の 上に 異同の ある こと、 作者の 相違 ある こと、 句 數に增 損 ある こと 
である。 撰當 時の もの、 もしくは その 原本を さながら 寫 した ものの 存在し ない 今日に おいては、 諸 本の 系統 
を 明らかにしい 他の 資料を 考察して、 なるべく 原形に 近い ものを 求める の ほかは ない ので ある。 轉寫の 間に 
誤りを 重ねた ことは 一般の 寫 本と 同じい。 例へ ば 作者に おいて 前 大納言 尊 氏と 前 大納言 爲 氏と 混じて ゐるも 
のが 少く ない。 寂 忍 法師と 寂惠や 寂 意と 誤る もの も 多い。 經宣と 經定と いづれ が 適正 かわからない もの も あ 
る。 源氏 賴と 源賴 氏と 轉 倒した と 思 はれる ものが ある。 關闫 左大臣と 關白前 左大臣と 紛れて ゐる もの も あ 
る。 これらは 草書の 紛らは しいと か その他の 不注意に よつて 混じた ものである。 この やうに 他の 文献に よ 
つて 正す 途の ない ものは、 寫 本の 多い 方に 從ふ のが 比較的 無難で ある。 字句の 異同は 轉寫の 誤り ばかりとは 
いはれ ない。 撰者が 新 古の 句を 採る にあたつて 妥 當と考 へる 上から 多少の 更改を 試みた もの も少 くないと 思 
はれる。 數 多い 百 韻 や 千 句な どの ほかに、 古いのは 伊勢 •大和 •住吉 などの 物語、 後 撰 •拾遺 •金 葉 •績詞 
華 •古今 六 帖のや ぅな 撰 集、 散木棄 歌集 や 三十 六 家集の やぅな 家集、 八 雲御抄 •今昔. 古今 著 聞 集 •沙石 集 • 
十訓抄 •今 物語 •俊 祕抄 •袋 草子な どの 歌學書 •雑纂 類から 採つた ものが あるが、 それからの 文献に 一致し 
ない もの も少 くない。 

また 前 句と 附句 とに 止まらないで、 三 句 も 四 句 も連續 した ものを 擧げる 場合には、 最後の 附 句の ほかは 句 
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の 下に 「と 侍る に」 とか 「とい ふに」 とか 「と あるに」 などの 詞書が 附記され て あるが、 昌郁 本には これを 
脫したところがあるために、そこに句の脫落があるかと疑はしめるものがある。 

昌勃 本には 脫句と 思 はれる ものが 少くな い。 これに 反して 紹甫本 •昌 逸本には 句が 多い。 

•  ••/  ノ 


二 條良基 略 年譜 


元應一 一年 
元弘二 年 
同 

元弘三 年 
同 

建武 元年 
延元 元年 
同  二  年 
同  三  年 
同  四  年 
興國 元年 
同  二  年 
同  一一 I  年 
同  四  年 
正' 平 元年 


(正慶 元年〕 


(正慶 二 年) 


C 建 武三 年) 
(建 武四 年：} 
S 應 元年：} 
(暦 應一 一年：} 
(曆應 三年) 
(曆應 四 年) 
(康永 元年) 
C 康永二 年) 
S 和 ニー 年〕 

年  . 譜 


誕生 

權中納 言 正三位 左中將 

E 月 十五 日  辭 職/.  - 
五 fl 十七 H 本戳 に復す 
六月 十二 日  從二位 
十一 n： 五日  左中將 

晉一百  權 大納言 

八月 八日  正 一 7T 兄 
十 月 十九 P  兼 左大將 
十月 四 P  母の 喪に 服す 

七月 十九 日  內 大臣 左大將  . 

正 n: -I- Ea tu  曾祖父 入道 關白薨 去 

內 大臣 正 二位、 皇太子 傅 

四月 一日  右大臣 (北 畠 親 房の 祌皇 正統 記 成る) 
11 月 二 十 丸 日  關白氏 長者 (蘇 原 法皇の 風雅 集成る〕 


十  三  歲 
同 

十  四  歲 
同  . 
十五  歲 
十七  歲 
十八  歲 
十九  歲 
二  十歲 
11 十一 歲 
一一 十二 歲 
二 十三 歲 
二十 四歲 
二 十七 歲 

二 五 


文 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 
中ニ  ニニ  十  十 十 


元 四 
年年 


年年 


八 

年 


二 


八 六 


年年 年年 


四 三 二 
年年  年 
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(良 和 三年〕 
(寅 和 四 年〕 
S 和 五 年) 

(観 應一 一年) 
(文 和 一一 年〕 
(文 和 四 年) 
(延文 元年) 
(延文 ill 年) 

S 治 二 年) 

S 治 五 年) 
(貞治 六 年；} 

(應 安二 年) 
(應 安五 年) 


正月 五 3 
十月 二 十二： 
七月 十七 日 


EI 月 二十 五日 


十二 « 二十 九日 
六月 二十 七日 

八月 

三月 一一 十三 日 
八 ^ 二 十七 日 


從 一位 •左大臣 
太 政 大臣 
連理 祕抄を 著す 
關白 左大臣 

百 首 和歌、 頓阿兼 好 慶運判 (疎 石 寂す) 
小島の 口す さび 成る 
於 一 一條 殿 何 入 百 韻 八 人と 同賦 
菟玖波 集 一一 十卷を 撰む 
句法を 奉る 

關 白を 龍む、 在任 十五 年、 內覽 兵仗 舊の 如し 
關白 となる 

衣 かつぎの 日記を 作る、 愚問 賢 註 成る 
_ 葉 日記 

新玉津 鳥百番 歌合の 作者に 加は る 
關 白を 辭す 
筑波 問答を 著す 
連歌 新式 目を 定む 


一 一六 

二十 八歲 
二 十九 歲 
三  十  歲 

三十 二 歳 
三十 四歲 
三十 六 歲 
三十 七歲 
三十 九歲 
同 

四十 四歲 
同 

四十 七歲 
四十 八歲 


五 

五 


.  歲 
三 歲 


同 同 同 同 元 同 同 同 同 弘同同 天 同 


三  年 
授 元年 
二  年 
六  年 
和 元年 
一一  年 


中二 年 

三  年 

四  年 

五  年 


(應 安七 年〕 
(永 和 元年) 
(永 和 一 一年) 
(康曆 二 年〕 
(永 德 元年〕 
(永 德 1 一年) 


H  年 (永 德 三年) 


(至 德二年 ： > 
(至 德 三年： > 
(嘉慶 元年) 
(嘉慶 二 年〕 


大 原野 千 句 注文を 作る、 この頃 知 連抄 成る 
十一月  大嘗會 記を 作る 
一 H 一日  准 三 宮 

雲井の 御 法を 著す 
111 日  太 政 大臣に 任ず 

ra 月 十一 日  攝 政に 任ず 

假名 遣抄を 著す 
內 舍人隨 身を 賜は る 
大 內政弘 のために 十 問 最祕抄 を 作る 
十月 十  <  日  石山 百 韻を 同賦 
十一月  嵯 峨野 物語を 著す 

攝政を 辭 す、 近来 風 鉢抄 成る (跋文 年號) 
E 月 <  日  再び 攝政 となる 
SS0 II 去、 年 六十 九、 後 普 光園院 と號す 


五十 

五十 

五十 

六十 

六十 

六十 

同 

六十 

同 

六 十 
六十 
六十 
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1  一 


蔻玖波 集 (上：}  こ、 

二八 

著作 年 時の 不明な もの  * 

1 一條：^ 日日 發句  騰翔 連歌  太 閣周阿 百番 連歌 合  太閱點 救濟周 阿百番 連歌 合  玉 梅 集 S 
七 種抄 (佚)  百 寮 訓要鈔  後 普 光園 10 


一、 この 書は 連歌の 第. 一 勅撰で ある 荛玖波 集の 定本と して 發 表する ものである。 昭和 五 年に 早稻 田大學 出版 
部から 出した 校本 薬 玖 波 集 評釋に ほ 二十 一種の 傳寫 本を 考へ 、一一 その 異同を 誌した から、 讀 者は その 煩 
に堪 へない ことが 多から ぅと 信じ、 いまは 家 藏の別 本な どを 考. へ 合は せて 文の 理路 正しい ものを 採り、 と 
ころ どころ 參考に なる 本文 本 句を 註記す るに 止めた。 

一、 本書の 假名 遣 ひは 歷 史的の ものに 改め、 動詞 •形容詞な どの 活用語 尾は 從來は 助詞との 連接 上 省いた も 
の も 多い が、 これを 補 入した。 これ ^ 讀む ための 便を 考 へての ことで ある。  . 

一" 難 ^ の詞 句に 頭註を 加へ る ほど、 連歌は 詞 句には 別に 註釋を 要しない が、 前後 連接の 妙味を 感得す るに 
，は、 一方に いひ 殘し たものを 示し、 また 後 句が 前 句に 結合す る 所以を 說か なくて は、 さらに 益 もない と 信 
じ、 評 釋の體 を用ゐ た。 頭註の 整理には 服 部 松太郎 氏を 煩は した。 

LJ 

從 來管昆 に ® れた諸 本は 二三 十 種に 上って ゐる 。いま その 主な ものは 略符で 本文の 上攔に 載せて あるので 
左に それを 掲げる。 
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藤  藤 井 紫 影 博士 藏昌勃 本 
京  京大 國語 研究室 藏春隅 本 
伊  故 伊藤松宇 氏 舊藏河 合本 
土  故 土 井 剛吉郞 氏舊藏 土橋 本 
名 .名 古 屋圖書 館 藏河村 本 
甫  岩瀨 文. 庫 藏紹甫 本 
圖  宮內省 圖書寮 本 
内  內閣 文庫本 
神  神宮 文庫本 
彰  彰考館 本 
对  刈屋 文庫本 


三〇 


早  早 稻田大 學圖書 館 本 
稱  帝 國圖書 館藏_ 原本 _ 

道  故 松 井簡治 博士 舊藏 道祇本 
阪  學習院 藏阪家 本 
種  岩瀨 文庫 藏種彥 本 
高  故 高 野 辰 之 博士 舊藏山 田 通 故 本 
孝  故 松 井簡治 博士 舊藏山 田 通 孝 本 
野  野 阪元定 氏藏石 井本 
北  故 北 田 彥三郞 氏舊藏 山內本 
家  家藏本 
家 二 同 


: i 


足 利 幕府 時代に おいて わたくしの 景仰して い 
る學 者は まず 四 五 人を 數 える。 その 第一の 人は 
公で ある 。つぎは j 篠禪閤 兼 良で ある 。それに 
つづいて は 三 條西內 府實隆 である。 そのほか 歌 
人と .して は 淸 岩和尙 であり、 連歌師と しては 宗 
祇 T? ある。 良 基 公の 學 問は 廣範圍 にわた つて 朝 
廷の典 禮に關 I ては 百 寮 訓要抄 が あり、 後光 嚴 
院 の御踐 神に 關 しては 永 和大嘗 會記が あり、 禁 
中和 歌 會に關 しては 雲井の 花、 禁中の 御 佛會に 
關 L ては 雲井の 御 法、 一年の 行事を 見る のには 
年中行事 歌合せ、 禁中の 御 鞠に 關 I て 衣 かつぎ 
の日記、_狩りに關しては嵯峨臌物語がある0 
その 歌は 新 勅撰集から 新績 古^' 集に 至る 十一 一一 代 
集に 收め られて あるし、 別に 百 首 詠 もときに 試 
みて、 頓 阿* 慶運 * 兼 好に 評を させた こと も あ 
る。 そのほか 耙行や 日記が ある。 和漢の 才學" 
本朝の 諸傳を 6 かがぅ と 一 蔑 卷にあ まると みず 
からい つてい る a 

公は 終生の 活動家で、 後進に 親 ® な 人で あつ 

た 0 公を はじめ 當 時三聖 .とたた えられた 救 濟* 

周 阿に 百 番の連 歃合 せを 示 その 兩人に 匇を 
i  ^ 


附 けさせたり、 石山に 詣で て岩坊 およびの ちの 
梵灯 庵ら の 後進と 句を 練つ ている。 そういう 催 
しは ときどき 行われたら しい。 また 桂 川の かな 
たの 西 芳精舍 に 夢 窓國師 と會い / また その 死ん 
だ あとを 弔う 會な ども ® している 〇また 藤澤の 
僧 齒阿が 萬 葉 集に 精し いよ L を 聞いて， わざ わ 
ざ 呼びよ せて 親 L  くその 講義を 聞いた ことがあ 
る。 詞林采 葉抄は その 稿本で ある。 雨の 日 雪の 
あ I た、 つれづれな とき 古典を ひもといて わが 
こころの 糧 とした ことは 欽仰に 堪えない ので あ 
る。 (■筆者は 東洋 大學 敎授 •日本 女專敎 授 •文學 
博士 福 井久 藏 氏) 

◊函付 の カット ー -は二 條良 基の 下り 藤 丸の 家 
絞へ 沼田 賴輔著 日本 紋章 學四 五九ぺ ー ジに よる) 
と 本文 卷第 一春の 連歌 上に 賢 治 元年 八月 十五 fe 
白 韻 連歌 r 山 かげ L るき 雪の むら 消え」 と ある 
によって 雪摸樣 二つ (土 井利 位の 雪 華 圖說 によ 
る) を 選んだ。 


東京都 千代 田區 有槊町 朝日 新聞社 


日本 古典 全書 編修 室 
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日本 古典 全書 m 玖 妓 II へ b) 附錄 


文化の 復興は 古典の 

普及から 

むかし、 德川 家泰は 、大 阪陣の 兵馬 倥偬の 懲 
にあつ て、 旣に戰 後の 純 營を 考え、 麴家 平定 後 
にお け る 文敎の 興隆、 文化の 復興を はかる ため 
に、 しき. りに 古典の 複刻 と、 その 採集 および そ 
の 謄寫に つとめた。 この 複 刻、 採集、 cri 寫の窜 
欒は 、詳しくい うと、 もつ と 早くからは じ めら 


a て、 r なわち. 1 读とそ の ^ 對黨 との 天下 
分けめ の . \- 戰爭 、關が 原陣の 起つ た 慶長五 年 二 
六〇〇 年) の 前 I 年、 慶長四 年からは じめ られ 
ていた。 犬 下が ® れるか 取れな' 二： まだ わから 
ない ときに 當 つて、. 旣に國 家 平定 後の 經營に 着 
手 するとい ぅ〇 さす •かに 家 康の 器 M の 大きさが 
見' られ る。 すなわち その 年、 足 利學校 校主！ 兀佶 
和 尙ぉ， f:, ひ 相國寺 の 學僧禦 光寺 承 兌 和尙が 家康 
f 命を 受けて、 古典‘ Q 採集* 謄寫を はじめ、 やが 
て 五月 孔子 家 語 四册が 木 活字で 祓 刻せ b れた 。 
これは まさに 關が 原陣の 一年 四 箇月 前で ある 0 
この 活字は、 いまに 京都徵 山の 麓に ある 圓 光寺 
に 若干 保存せられ てみ る •この 後 また、 銅 版活 
字が 作られて、 幾多の 典籍が 複 刻せられ たこと 
は、 ここにく どく どし く 述べる まで もない 〇近 
a 守 ® の 右文 故事 一部は よく その 要を 傳 える で 
あろぅ 〇そ の守電 が 御 本日 記 附注の， っちに 記し 
ている ことに、 京都の ある 公家 衆の 記錄に 、家 
康が 京から 第の か/です ると きに、‘ 公家 衆の 親 
しい 人人に 談 えて、 凱陣 のころ ま - -^ におの おの 
より 台つ て 公職 補任を 寫 L て ? 〇 い'」 くれと いつ 


菟玖波 集 


<13 天地 または 陰陽の こと。 

00 詩の 六義 。そのぅち 風雅 頌は 詩の 體 
で、 賦比 興は 詩の 表現で ある。 ともに 詩 
の 仕方に おける 區 別を あらは す。 

(一- 0 五 七 七の 句の 二 行から 成る 歌。 

■(四〕 前項と 同じとの 說も 古くから 行 はれ 
てゐ るが、 五 七 五 七の 四 句から 成る 歌。 
(一? 0 詞 、反 言 すれば、 詞章 または その 表 
■現。 (六〕 と相對 する。 

0 G 思想。 

(七：} 中國 の 古詩を 集めた 詩經を いふ。 
(C 甲斐の 洒折官 で 「に ひばり 筑 波を 過 
ぎて 幾夜 か寢つ る」 と 仰せられた こと。 
以下 連歌の 起原と 代表的な ものを あげて 
ある .0 

< 九；} 大伴家 持と 尼との 連； 歌を いふ。 萬 葉 
.集 卷十西 に 見えて ゐ る。 


序 


序 


それ 和歌は、 兩儀剖 判の のち、 萬 物 未だ 成らざる 以來 、.神 
世よ 5 傳 へて 人 代に 逮び 、旣に 章句を 聯ね、 漸く 文字を 整へ、 
風 賦比興 雅頌の 六義を 分かち、 長短 •旋頭 •混 本の 諸體 .を ぁ 

3EL 4 ヽ 

らは す。 ここを 以て 詞 林ます ます 華麗の 艷を あらは し、 思 泉 
いよいよ 芳 潤の 流れを 添 ふ。 然れ ども 連歌は その 言 約に して 
その 旨 遠く、 義は周 詩に 歸し 、體は 倭 歌に 合するな 6。 蓋し 
日本 武尊 蝦夷を 平げ、 菟玖 波の 艱難を 嘆きた まひ、 ザ 納言家 

三 一 


莬玖波 集 (上〕 


三 一一 


C 一〕 大和の 佐 保 川 ハ 
00 在 原 業 平。 
00 菅原 道眞。 


<  0  ；} 春夏秋冬の 部を 分けて ある。 


(过〕 わが 國のこ と ハ 


00 前賢の •一。 

(七〕 社寺の 庭 上で 春 花咲く ころ、 宗匠を 
中心に 風雅を 喜ぶ 民衆が ともに 連； 賦， をつ 
るを いふ。 

(〇 朝廷を 指す。 

(九) 將軍 家。 華 闕風ゃ わらぐ に對 して、 
S あ r ねし とした。 

00 ) 地方の 大名。 


持は 言を 棹 川の 水に 寄せ、 業 平の 朝臣は 情を 逢阪の 關に停 
め、 天 層の 御門は 叙 旨を 滋野內 侍に 遺し ■、北 野天 神は 天の 御 
戶 漸く 舊 6 ぬるを 吿ぐ 。みなこれ 理は 幽玄に 入 b、 事は 神明 
に 通す る ものな り。 中葉 爾降雅 詠い ょいょ 暢び 、篇什 相聯な 
6、 四時の 景象 形容せ ざるな く、 萬 慮の 情 性 吟詠せ ざるな 
し。 啻に 日 域の 風俗を 述ぶ るの みに あらす、 剩 さへ 漢 家の 故 
事を 採れ 6。 然れば 則ち 代代の 聖主 これを 撰 集に 加へ、 家家 
の 前 修執範 を 作る ことを なす ◦或は 花 下に 詠 じ、 或は 月 前に 
嘯く の 輩、 美譽 後世に rl ると いへ ども、 佳句 遺 音を 傳へず 。 
嗟 呼 惜しい かな。 而 してい ま華闕 風融ら ぎ、 京洛 陽 和の 仁に 
依 b、 柳 營露遍 く、 邊藩も 天 均の 惠 みを 被る。 民は 敎 化を 美 
め、 人は 孝敬を 成す。 ここに 幽 情を 舒べ 、常に 微詞を 綴 6 て、 
或は 諷 詠の 媒とな し、 或は 敎 ■誠の 端と なす。 賢愚 誠を 致し、 


0  0 五 七 五と か 七 七の やうな 短い 語句の 
うちの 調。 

01 D ありのままを 傳 へて、 別に 新しく 筆 
を 加へ ないで。 

011 D 上は 五 七 五の 長 句、 下は 七 七の 短句 0 
0  H’) 今後に 出る 優れた 作家。 

(一 . a 中國 の 蘇 州に ある 梅の 名所。 花時に 
は. 一 M 雲の やうで、 行く こと 十數 里、 香 
風な ほ絕 えずと いはれ てゐ る。 

(一 IO 「麗 水は 金を 出し、 崐 山は 玉を 出す」 
と湘 山野 錄とい ふ 書に 見えて、 崐器 山に 
は澤 山の 珠が あると、 優れた 阼品 をた と 
へた。 

(一七〕 蟲 (レイ〕 は 法螺 只 。その やうな 小 ざ 
い J'l で 大海の 水を 测る ことと、 上の 管で 
廣い 天を 窺 ふこと とで 對に した。 


尊卑 以て 思 ひを 陳 ベ、 心に 盡 くさざる なく、 詞に 通せざる は 
なし。 ここを 以て 旦に讀 み、 夕に 見る の 暇、 itr 文集 字の 志に 
感じ、 述べて 作らず、 名 づけて 薬 软波 集と 日 ふ。 古今の 作を 
分かたす、 上下の 句を 擇ばす 、その 數二 千有餘 、鄙 俚の 詞は 

來哲の 嘲を 貽す といへ ども、 手を tfe 林に 擧げ 、纔か に 一枝を 

一* 一、*.  . 

攀ぢ 、目を 幌 山に 寓し 、たまたま 片 玉を 拾 ふは、 譬へば 猶天 
を 窺 ふに 管を 以てし、 海を 測る に fc を 以てする がごと し。 方 
に 庶幾く は將 來に傳 へ、 能 者を 待たん。 時に 文 和 五 年 三月 二 

十五 日、 編 紐 巳に 畢んぬ 。菟玖 波の 道を 尋ね、 佐 保 川の 流れ 
を受 くと' 云 ふこと 爾 り。 


00 名 • ]!] •種 •逸 •ィ •伏 本 「未成 以 
來」 大本 「未成 之维」 神 •北 本 「未成 之 
筆」 高 本 「未成 屯」 圖本 「未成 筆」 


〔原文〕 


夫 和歌 者、 兩儀剖 判 之 後、 萬 物 41 ^ 成以來 、傳ぃ 自= 神 世, 逮=于 人 代 ハ 
旣聯 -1 章句へ 漸整 U 文字〗 分， 一風 M 比 興 雅頌之 六義】 呈= 長短 旋頭混 本 


菀玖波 集 (上〕 

<1〕 扶 •名 •小 本 「華鮮 之 艷」 

00 藤本 「嗟」 

(一一 一〕 名 •大 •小 •扶本 「村 上 天皇」 

(四〕 土 本 「剰 抄漢 家」 ' 


(一 0 名 • TIT •圖 •種 •大 •抉 •イ •橋 本 

「S PBK 」 


(六〕 名 本 「鄙 便 之詞」 

03 京 本 「以 蠡焉 」 
(〇 ィ本 「織 綴」 


三 四 

之 諸 體ハ是 以詞林 益 著 uk 麗之 艶〗 思泉彌 添-! 芳潤之 流ハ然 連歌 其 言 
約 其 旨 遠、 義歸 11 周 詩〗 體合 m 倭 歌 1 也、 蓋 日本 武尊平 一一 蝦夷 ハ 嘆 n 菟 
玖 波 之 艱難〗 中 納言家 持 者 寄 U 言 於 棹 川 水〗 業 平 朝臣 者 停 U 情 於 逢阪 
關ハ ||<曆 御門 遺 Ms 日滋 野內 侍〗 北 野天 神吿 -I 天御戶 漸舊〗 皆是理 入 11 
幽玄 ハ 事 通 U 神明 一 者 也、 中葉 爾 降、 雅 詠愈暢 、篇 什相聯 、四時 之景 
象莫 ，不一 一 形容 - •> 萬 慮 之 情 性莫： ，不 U 詠吟〗 匪 111 啻述 U 日 域 之 風俗〗 剩採 こ 
漢家之 故事 -- > 然則 代々 聖主 加， I 之 撰 集 ハ 家家 前 修爲： ，作 11 軌範〗 或詠コ 
花下ハ或嘯コ月前1之輩、美譽雖， 9 1後世〔佳句不：，傳=遺音〕嗟呼惜 
乎、 而今 華 闕風融 、京洛 依 一一 陽 和 之 仁 一柳 營露遍 、邊藩 被 U 天 均 之惠】 
民 美 一一 敎 化〗 人 成 u 孝敬〗 爰舒 u 幽 情 -' < 常 綴 n 微詞〗 或爲 II 諷詠之 媒ハ或 
爲 n 敎誡之 端〗 賢愚 致， 誠、 尊卑 以陳 ，思、 心無， 不 ，盡詞 無， 不 ，通、 玆 
以旦讀 夕 見 之 暇、 感 n 片文隻 字 之 志〗 述而不 ，作、 名 日 ，一 薬 玖 波 集一不 
ン分 U 古今 之 作ハ不 i 擇 11 上下 之 句 ハ 其數二 千有餘 、雖 1L # 飼 始 II 來哲 
之嘲ハ 擧 U 手於鄧 林〗 纔攀 11 一枚〗 寓 II 目 於崐 山 -', 適 拾 U 片玉ハ 譬猶窺 
レ 天以レ 管、 測 レ 海以』 I、 方 庶幾 傳 m 將來一 待 n 能 者、 一于 時文 和 五 年 三 
月廿 五日、 編輯 已畢 、尋 11 菟玖波 之 道一受 n 佐 保 川 之 流 i 云爾。 


序 


(  〇 和歌。 

(一 0 千 早 振る は 神に かかる 枕詞。 


010 神 •橋 •併 本 「姿を 立てし」 


(四〕 _ •名 .南 •神 •逸‘ 本 「業 平 朝 
臣」 


序 


倭 言の葉は 天地 開けし ょ 6 起 6 て、 千 早 振 神代に 傳はれ b 
と 云へ ども、 人の しわざと な b てぞ 、句を ととのへ、 文字の 
數 定まれ 5 ける。 風 賦比興 雅頌の 六く さを 分ち、 長短 •旋 
頭 •混 本の さまざまの 姿を 定めし-ょ 6、 言の葉の 花色を 爭 ひ、 
思の 露光を 添へ ずと いふ ことなし。 

然 あるに、 連歌は 言 つづ まやかに、 旨 ひろくして、 文の 意 
にわた 6、 歌の 樣にか なへ， 〇。 日本 武 尊は 夷の 亂れを 和らげ 
て、 筑波峯 のこと 繁き わざを あらは し、 中 納言家 持は 佐 保 川 
の 水に 淺か ‘らぬ 心を 述べ、 業 平の 朝臣は 逢阪の 關にな さけを 
とどめ、 天曆の 御門は 滋 野の 內 侍に 勅を 殘 し、 北 野天 神は 天 

三 五 


荛玖波 集 (上) 


三 六 


(一：} 雁の 脚に 手紙を つ ;) • て 通信した とい 
ふ 蘇武 Q 故事に ょり、 かきつらね 8 序。 
(一一) ター •學 •神 •高 •種 一 •伊本 「い 

ひつら ね」 

010 芦の 下 根は 長く の 序。 

(四〕 土 本 「志 四季に」 

(一 名 •甫 •學 *扶 本 「言 あまたの」 
(六) 名 •扶 •伊 •土 本 「聖り 御門」 

(七〕 連： 歌の 上に おける 憲法の やぅな もの 
で、 一座に 何 句 物の 制と か、 玄縦の 捉、 
命 形. 句數な どの 上に 守るべき， 法規を あ 
げた もの。 

(C 藤本 「久しく も」 

(〇 民間の 宗匠が 花時、 寺の 庭な どに 好 
士を 集めて 連； 歌の 大會を 行 ふこと。 

(一 0〕 竹の 節と 節と の 間を 「ょ」 とい ふと 
ころから 「世」 にか かる 枕詞。 

( • 0 伊勢の 海からは 美しい 貝を 出す。 そ 
れを 優れ / C 作品に 喩 へる。 渚は なぎさ、 
海 沿 ひのと ころ。 

0 一 D 藻 汐草 は搔き 集める。 それを 文字に 
書く 意に、^ 'つす 枕詞。 


三 


の御戶 ふり 行く ことを 附け給 ひき。 

'  ー  ニ 

中頃ょ 5 このかた、 雁の 玉章 かきつらね、 芦の 下 根 長く つ 
づ くる ことにな 5 にければ、 花を 弄ぴ 、子規を 待 も、 月を め 
で、 雪を 詠めても、 心 四つの 季に 動き、 言葉 あまたの 句に あ 
ら はる。 或は 戀路に 迷 ひ、 或は 身を 恨み、 君を 祝 ひ、 神を 敬 
ひ、 佛を 仰ぐ のみに あらす、 大和 唐土の 人づ ての 世が た b ま 
でも、 すべて その、 レ ばえ にあらず とい ふこと なん 無 か b け 


る 0 


六 


斯か b ければ、 世々 の聖 6 の 御門 も 撰 集 


家家の 道 


七 


八 


九 


を 得た る 人 も 式目を 作 6 て、 久しく 雲の上の もて あそび、 花 
の 下の 戲れ となれ b。 月に ぅそぶき、 風に あざけ， る 輩、 その 
名聞え たるた ぐ ひ、 吳 竹の ょょに 絕えず といへ ども、 伊勢の 
猪の 玉を 拾 ひ 集めた るた めし 少 く、 和歌の 浦の 藻 汐草か きお 


r 


(一 a 圖 •名 •甫 •早 本. 「天の下」 

(一 5 高 •土 本 「はかなく」 

(i a 圖本 「あたる」 

(U0 伊本 「民を ほし ふる」 


(一七) 橋 •供 本 「木蔭 も」 


(一八) 圖 •名 •市 •學 •高 •伊本 「あま 
の 暇」 


り 


0 九) 伊本 r 言の おろかなる を」 
(一! S 甫 •名 •扶 •橋 本 「願み ず」 


け 跡 稀に なん 有りけ る。 

然か あるを、 今、 花闕 風を さま b、 柳營露 あまねくして、 
天が下の 草木ょ もの 惠 にあへ るた ぐ ひは、 折に 觸れ 、事に 臨 

みて はかなき 情を かは し、 あだなる 言葉を の みぞ 連ねけ る。 

14 ヽ. 

文を 助け、 武をや はらげ、 民を 敎ふ る媒 として、 賢き 愚かな 
るを 捨てず、 高き 卑しき を 分かず、 思を のぶる 事に なれ^ 〇 け 
れば 、風の 情 及ばざる 山陰 もな く、 露の 言葉 かからざる^! 隱 
れも無 か 6 けらし -〇 

•  一八、 

ここに 日 一にょ み、 夕に まみ ゆる あま 6、 暇 少しと いへ ども、 

j  m 

道に 耽ける 志に たへ す。 終に 集めて 菟玖波 集と いへ 6。 古へ 
今を 分かず、 上下の 句を 定めず、 撰べる 數二 千々 にあ まれ 
6。 一. I B の おろそかな るを 顧み、 後の 嘲 を愧づ といへ ども、 も* 
とめえ たるを 纔に 記せ 6。 


荛玖波 集 (上) 

C 一〕 萬 葉 集の 成立 時代に 關 して 文 屋有季 
が 勅問に 答へ 奉つ た 「ならの 葉の 名に お 
ふ宮の ふること ぞこれ 」 の 歌に ょり 古る 
の 序。 

(一 G fiT •名 本 f ふるき ことは」 

010 難 波の 浦の 名物の やぅに なつて ゐる 
蘆 葦を 善し 惡 しの 方に ぅつした 枕詞。 
(四〕 伊本 「今 拾 ひ 集めた る こと £ 

(一 0 圖 •甫 •名 •橋 •ィ • # 本 「少し」 
(1 0 圖 •學 •伊 •高 •神 本 「代代に」 
(七〕 一方では、 の 意、 古義。 

(八〕 ひぢは 泥、 塵ひぢ のは、 いやしき の 

枕詞。 

(九〕 甫 •大本 「見 そな はせ」 

(一 0) 藤本 「な ずらへ たる」 

(二) 扶 •圖 •甫 •名 •伏 •逸本 r あ ふに 

あへ る」 

(一一 一) ィ本 「ころを 得たり」 

(一一 一一) 名 •伊本 「廿 五日なん」 石 •扶本 
「二十 六日」 甫本 「廿 六日し るし」 

ハー 10 圖 •名 •甫 •神 •種 •伊本 「終りぬ 
る」 扶 •大本 「終りた る」 

05 伊本 「うけず」 

(I 六〕 圖 •大 •高 •供 本 「しかな り」。 漢 
文の 終結に 用ゐる 云爾の 語で、 これを 轉 
用した。 


-三八 

ー  ニ  三 

凡 櫓の 葉の ふる ごとは ち b ぢ b にな， 〇 て、 風の 傳少 く、 難 波 
のょ しあし は 止めた るふし も 多から すして、 波の 紛れに 朽ち 
にし かば、 今 拾 ひ 集めた る 言の葉 その 數少 く、 まことに 管を 
もて 天つ 空を 窺 ひ、 蠡を もて わ だつ みを 測らん が 如し。 然あ 
れ. ども、 この 事を 長く 末の世に 殘し とどめん とな b。 かつは 

八 

麈ひぢ のい やしき ことわざ 天つ 空まで 聞え あげて、 忝く 愚か 
な. る 心 ばせ を 見 そな はし、 あまつ さへ 畏き勒 になす ら へらる 0 
是すな はち 君 も 臣も體 を 合せ、 あ ひに あへ る 秋を えた 6 と 云 
ふべ し。 于 時文 和 五 年 三月 二十 五日に なん 記し 乾， 〇 ぬる。 遠 
きを 尊び、 近き を ば 卑しく する 習 ひ、 古を、 思 ひ、 今を 恥づと 
いへ ども、 莬玖 波の 道を 尋ね、 佐 保 川の 源を 知 6 て 流を K け 


六 


よと いふ ことし か 


菟玖 波集卷 第一 


(一〕 後峻峨 天皇の 御代の 年號。 

(一 0 現今 用ゐ られ てゐる 著しき の 古言。 
(一一 0 年に かかる 枕詞。 
c 四〕 道な れば にや あらん、 の 略。 

(5 三十 一歳の 御 時の 作。 山 蔭の 地は 雪 
の むら 消えの あとの 著しい。 それは 年の 
越え 來る 跡で あらう。 この場合の 年は 人 
の やうに 擬 化した 表現。 新 古今 集 官內卿 
〇 河〕 の 「うすら こき 野邊 のみ どり の 若草 
に 跡まで 見 ゆる 雪の むら 消え」 の 歌を 踏 
まへ させられ たもの か。 前は 事實 、孙句 
は その 理由。 

(六〕 信 濃の 國に ある 噴火山。 地名に 春な 
ほ m しとい ひかけ、 煺 りを 霞と 見立てて 
ある。 附句ょ 9 前 句へ 返して みる 格。 
(七：) 京 極 中 納言定 家の 子、 中院 大納言と 
いふ。 二 條冷泉 家の 祖。 

卷  笫  一 


春 連歌. 上 

*- 治 元年 八月 十五夜 百 韻 連歌に 

リレ るき 雪の むら 消えと 侍る に 

がらた まの 年の 越えく る 道な れや 後嵯峨 院 御製 


J.  n 

U 力 

三 


たえぬ 煙と 立ちのぼる かな 


六 


一一 春は まだ 淺 間の 岳のぅ す 霞 


b 


前 大納言 爲家 


三 


し 


莬玖波 集 (上〕 

(I〕 比溆 山を 指す。 中古 都の 人が 山と い 
へば、すぐに比皲山を思つた。 

CO 近 江の 琵琶湖。 雪の 山に 道が 通じ、 
湖上に 薄氷が 張る と 一正 一反の 對照。 

(一一 0 法 親王は 入道 親王の こと。 後伏見 院 
の 皇子で 尊 胤 親王。 延曆寺 座主と なる 0 
(IO 月光の こと。 附句 によつ て 前 句の 寒 
月は 初春の もので 月影の 寒き と 冬の 一語 
とがび つたり と附 く。 

(式) 一本に 「爲 氏」 と あるが、 藤 •京. 
圖 •名 •逸 •橋 本に より 「尊 氏」 とした。 
作者は 室町 幕府 初代の 將 軍足 利 尊 氏。 

C 六〕 花の 咲く の も遲い 山里と いふ 一般的 
の 叙述の 前 句に 對 して 具 體 的の 例を 附け 
その 意を 明らかにした。 

(七) 作者 名が 缺 けて ゐる本 も あるが、 名. 
髙 •小 •種 •石 •逸本に より 補 ふ。 作者 
は 連歌 道 興隆の 第一人者 二條良 基。 のち 
太 政 大臣と なる。 これは 四十 I 歲 の 作。 
(八〕 波を 花と 見る のは 古今 集 春 歌に ある 
源 當純 q  r 谷風に とくる 氷の ひま 每にぅ 
ち 出づる 波 や 春の 初花」 によつて ゐ る。 

(九〕 春に 霞は 寄 合。 湖上の 浪に遠 山の 雪 
を對 句と して ゐる〇 

(10〕 作者は 佐 佐 木 隱岐判 官淸 高。 


四〇 


山の 梶并坊 にて 百 韻 連歌 侍りけ るに 
なほ もこ ほる は志賀 のぅら 波 
一一 一雪 間よ 6 道 ある 山と な 6 ぬる こ 


四 


月影 さむく ょこ そふけ ぬれ 
初春は 霞な から も 冬 に ® て 

右大臣に 侍りし 時、 家の 百 韻 連歌 
花 おそげ なる 山里の 春と いふ 句に 
これを 見む 霞に 殘る 雪の 松 


品 法 親王 


うらの 春 

九 


4, 八 

や 波 


花 さく" 

^ 遠山は 霞に もな 6 雪に 見え 


前 大納言 尊 氏 


七 


關白前 左大臣 


1 〇 


導 # 法師 


(一 0 陸を 離れての 航海。 故鄕の 空を かへ 
りみ ての 作。 

(一 〇 石 本 作者 名な し。 救 濟は當 時 連歌の 
第一人者、 この 集の 撰に あづ かつた。 

(一 〇 餒は柔 らか に山& をつつ むので 霞の 
衣と； 歌に 詠む。 ここに. は 霞の 袖と かへ て 
新しくい ふ。 

(一四〕 衣の 織地には 「かとり」 繒が ある。 
附句は 霞の 立つ 場所と して 下總 の 香 取 浦 
を擧 げた。 

(一 5 作者は 藤 原信實 朝臣の 女。 辨內 侍と 

ともに この 道に 通じて ゐた。 

(HO 舟路 Q 渺茫 とした 前 句を 受けて 一抹 
の汐瀨 Q 限られた 景を附 けた 海上の 霞の 

句。 

(一 七) 赌峨 の 天 龍 寺を 創建した 有名な 禪僧 
で、 名は 疎 石。 

(一 0 中世 上流の 人は 衣に そら だきと いひ 
伏 籠に 衣を かけ、 火鉢に 濕 らした 芳香を 
焚いて その 薰りを 衣に ぅつす 習は しで あ 
つた。 そこに 風が 吹き通 ふを 大自然の 霞 
の 上に と 大きく とつた。 袖に 衣は 附 合。 
前 句は ぱっとした 表現で ある。 

(i e 春の 女神。 

0 一 0) 藤原爲 家の 子。 二 條家 の祖。 


船路の あとの 山は いづく ぞ 

二  : 

七 松原の きの ふは 見えし 朝霞 


救濟 法師 


一三 


立ち そむる 霞の 袖は なほう すし 


一四 


】 五 


浦は かと- 〇 の 春の あけぼの  後深草 院少 將內侍 


舟路の 末の ぅらは 知られす 

そこと なき 汐瀨の 波の ひと 霞み  夢窓國 .師 


一八 


誰 袖 かけて 風 かよ ふらん 


九 


10 佐 保姬の 霞の 衣たち かさね 


110 

前 大納言 爲氏， 


莬玖波 集 (上〕 

(一〕 r ふし も £ と讀 む。 句の 意義に 關係 
がなくて、 句 中の 語を 拾つ て 見る と、 诣 
■定の 物の 名を 見出だす ことの 出來 るょぅ 
技巧を 用ゐた 作。 古今 集の 物 名歌と 同じ 
趣きで ある。 白黑 の賦 物と いへ ば、 山戋 
とい ふなかに 白、 田の畔 (くろ〕 とい ふに 
黑 を外而 的に ^ はせ / C 句作り をい ふ。 こ 
こには 少女の 髮と峯 の 白雪とは それを 示 
して ある。 

00 葛 城 山に かけた 枕詞。 莴域 山は、 大 
和 •河內 の 境に あつて、 河內で は 金剛 山 
と 呼ぶ。 前 句は 獨立 しないで 春 かけて 霞 
むと 附句に つづいて ゐ る。 

010 藤 原 家隆 。定 家と 並ぶ 歌壇の 名匠。 
家を 壬 生と 稱 する。 

( II 〕庞 申の 夜には 三 尸蟲が 來て寢 てゐる 
人の 内 臟を ねらつ て 食 ふとの 陰陽 家の 說 
が 行は れ 、人人 集まり、 一夜を 眠らずに 
詩 や； 歌の 會を行 ひ 明かす 儀が 中世ょり ^ 
はれて ゐ た。 

(5 雪 槙樣〇 

(六〕 二條 良實公 。文 永 ごろの 顯官で 、良 
基 公の 祖父。 

(ヒ〕 この 附 合は 枕 草子 K: 見えて ゐる〇 前 
佝 は獨立 しない。 但し 頭に 「今日は」 な 


四 二 


後鳥羽院 御 時 白黑賦 物の 連歌 召されけ るに 

一一 

乙女 子が かつらぎ 山を 春 かけて 
一一 かす. めどい まだ 峯の 白雪 


三 


從 二位 家 逢 


四 


弘長二 年 八月の 庚申 百 韻 連歌のぅ ちに 
有 明けの 月 も おぼろに 影み えて 

• 3L 

.一一 一春の 雪げ にさ ゆる 空かな  一 縦 光園 院 入道 15 泊 


正月 二十日 あまり 風 寒く 雨降りけ るに、 內に參 りて 
ふところ 紙に 書きて、 淸少納 言の 局に さし 置き 侍り 
ける 

七  八- 

す  こし  春  ある  ここち  こそ  すれと 侍る に  前 大納言 公 壬 

九  •  / 

一一 一一 空 さえて 雪は 花に やまが ふらん  淸少 '  言 


どの 詞を 入れて 助けて 見る 句。 附句 によ 
り活が 入る。 

(<〕 「と 侍る に」 を圖 •名 •甫 •神 •種 • 
小* 石 •橋 •供 本に よつて 補 ふ。 

(九) 枕 草子には 「空 さむみ」 

(一 0) 前 句は 閏年で 舊 年のぅ ちに 立 奢の あ 
つたと きの 句と 見える。 

(一 0 足 利義詮 である。 父 尊 氏に 似て 文學 
の才が あつた。 

(一一 D 藤 •圖 • TIT 本には 「光」 の 字な し。 
常 在 光院は 京都に あつた 寺。 
(一10前仞は述懷の仞。身を實にとり、附 
仞 は 花に 對する 寄 合と した。 
a 四〕 作者は 仁 木 氏、 菘府 の 執事。 

(一 5 前 句は 菅三品 が 「桃李 言 (ものい〕 は 
ず、 春 ほとんど 暮る 。煙霞 跡 無く、 昔 誰 
か栖 める」 の 句に よつた もの か。 ， 

(一 〇 土 本には 「霞の 跡は 煙に て」 と ある。 
0 七〕 一本 「春の 空」 

(一〇 作者は 醍 _ 三 寶院の 座主と なり、 權 
力を 揮つ た 人。 

(一九〕 塊れ 木の やうに なって ゐ るのを 歎く 
述懐の 前 句に 對 し、 雪 解の 水に 春風 春 水 
一時に 至る の 自然の 狀景を 叙した。 

01 S 作者は 救濟と 同じ ころの 作家。 


一〇 


春ながら 年は 日數 もの こ b け 
一四 雪の 枝に も 匂 ふ 梅が 香 


一二 


常 在光院 にて 百 韻 連歌 侍け るに 

y ともとた のむ ばか. 〇ぞ 

♦ 

一 3¢. 朽ちの こる 老木の 梅に 花睽 きて 


一三 

身を さ 


野べ に 消えし 煙. の 跡は 霞に て 


一七 


U、 この 山里は なほ 春の 雪 


む もれ 木ながら 春を 忘れず 
一七 谷川の せせ の 白波 雪き えて 


左 近 中 將義詮 


源賴章 朝臣 


前 大僧正 賢 俊 


二 〇 

權少 僧都 永 運 


卷  笫  一 


四 三 


莬玖波 集 (上〕 

(一〕 前 句は 餘 寒の 烈し さを 述べた のを、 
附句は 月下の 残雪 か、 もしく ょ 梢 0 月光 
を 雪に 見立てた。  _ 
(一一 3 圆本 「寂 患」 藤 •伊 •ィ •神 一本 
「t 叔 蓮」 京 •橋 本 「連 意」 など 作者 名に 
諸 a: が あるが、 寂 意と すると、 足 利 家の 
臣で眞 下 滿廣の 入道 後の 名で ある。 

00 前 句の 海 ^ に 對し て附句 は 霞の かか 
つてゐる遠山に殘雪の巅に見える盍景を 
陚し たもの 0 

.(四〕 圖 •內 •高 •種 •名. 甫 •ィ本 
には 「雪 ふ 9 て」 なほ 「消えて」 も 「で」 
と 濁つ て 讀む か。 

(式：} 作者は 愛 左衞門 入道。 藤 •ィ 本て は 
「性 尊」 と ある。 

(六〕 一條の 道が 通じて ゐる遙 か 向か ふの 
平野。 前 句は 眺め 〇 野。 

< 七〕 附 句は 自分の 居場所。 卽ち 身は 山 本 
の 農家に 宿つて 朝明けに M んでゐ る。 

(<) 時宗の 人、 新 拾遺 集の 作者 。土 本に 
は rb 阿 法師と ある。 

(九) 前 •句は 人と 對談 のとき のさ まに 對し 
て附句 では 住吉 浦に ゐて 海を 隔てて 淡咨 
島に 向か ふ景 にう つした 0 

0 0〕 作者は 草庵 集の 著者。 徒然 草の 兼 好 


四 四 


.嵐の 音の さえ かへ る 空 

ズ 月に 見る 雪は 春 さへ 消え やらで  & 意、 去師 
しほ ひは るかに 見 ゆる 松原- 


三  四 

一丸. 山 あれば 霞の 上に 雪 消えて 


五 


性遵 法師 


道あらはるる野こそ遠け1' 

-b - 

こ CU 本の かすむ のきばに 夜は あけて ltA PHJ 上 \ 


むか ふ 中に も 隔て こそ あれ 
一一-住 吉. の 浦よ 6 かすむ 淡路島 
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賢 河 


阿. 法師 


ら とともに 室町 時代 和歌 四天王の 一人。 
(二) -? まらない 賤しい この 身には 春が 餘 
所に してやつ て來 ない と 身の 不遇を 歎じ 
た 句。 

■90 山里は 春と いへ るが、 雪解けの ため 

に 道がなくて わびしい と 自然の 上に ぅつ 
した 0 

(一 s' 名 本 「意 阿」 

0 四) 一說に 「花に さへ」 fir •名 •逸 •小 
本 「花に さく」 

-0 5 前 句の 及ばぬ 戀の 意味に も 取られ さ 
、っな 句に 對し附 句は 枕 草子 卷頭 にある や 
ぅに 春は 曙の 景を 最上と する 意味。 

CH0 FIT •神 •ィ •  # 本には - 1 賴 氏」 と あ 
るが、 顯 氏と ある 本に 據つた 。顯 氏は 細 
川 兵 部 少輔で ある。 

(一七〕 霞の 切れ 0 に 見える 眞木 林。 

(一八) なほ 奥深い 山の 雪殘る 境。 

<u) 名 •小 •早 •石 • !!] 一本 「氏 頼」 桃 
弁賴氏の作であらぅ。 

0 0 ) 何趑も 春と 一般的に いつて ゐる前 句 
に、 伊勢 •志 摩は 餒んで ゐ ると 具體 的な 
例を 詞の緣 であげ てゐ る。 

0  一  0 當 時の 速； 就 三 賢の 一人、 俗名は 坂 小 
次 灼。 若くて 元氣に 滿ち てゐ る。 


i  I 

敷なら ぬ 身は 春ぞ よそなる 


一二 


H 山 M は 雪 消えな /J> ら道な くて 


一三 

素 阿 法師 


一 四 


花に さく 梢 も 高き 峯の松 


一 五 


S 春には およぶ 曙 もな し 


六 


源顯氏 朝臣 


一七 


霞に のこる 愼の むら 立 


一八 


一九 


S 深山には 消 ゆると もな き 雪なる こ 原 ® 


國國は 同じ 春に やな^ 〇 ぬら /^ 


.二 〇 


S 伊勢し まかす む 浦の 明け ぼの 


谷の 小川 や 水 まさるら L 


一二 


周 阿 法師 


0  第 


四 五 


茺玖波 集 (上) 


四 六 


(一；} 小川の 水、 深山の 雪解け、 西 行の 
「岩間と ぢし氷 もけ さはと け そめて 苔の 
下水道 求む らん」 を 例と した 作。 

00 前 句は 年經て 故鄕の 春を 訪ふ 意。 
010 附句は 廢園に は 植袅た 人 も わからぬ 
古梅が なほ 咲き匂って ゐ る。 懐古の 情、 
止み難き 附合 。古 ^ に 古詩に ょく 謠って 
ある 情趣を 取り入れた。 

.(S) 二 條關白 道 平で、 良 基の 父。 

(•玉〕 立春の 霞。 山ょり 立ちな びくの 意。 
.(六) 「春 立てば 花と やみらん 白雪-のか か 
れる 校に 鶯のな く」 との 古今 集 春 歌 上の 
歌の さまで お附 けにな つた。 

C 七〕 作者は 第 八十 二 代の 後鳥羽 天皇。 
.(八〕 院は 顯德院 、卽ち 後鳥羽院を 指す。 
(九；} 古今 集卷 頭の r 年の 內に 春 li 来に け 
り」 と 同じ 意味。 

(一 3 驚の小さな聲で啼く忍び音を思ひゃ 
つた、 ひつ そりした 句。 

.(一 0 春と いへ ど 霞 も わたらないで 空の 冴 
えて ゐ ると き。 ^ 

(一一 0 然し 時節の 到來 は爭へ .ない もので、 
雪中に 梅の 匂が 香る。 春風は それを 傳へ 
る 使者と した。 

<11© 後 二 條院は 第 九十 三代の 天皇。 


一一 六 山 ふかき 春の み 雪は 下 消えて 


前 大納言 爲家 


とは ば やな ほ も ふるさとの 春 
一一 - tj 誰が 植 忌し あるじ も 知らぬ 梅暌 きて 後光明 照院錢 1 卽 


五 


，朝霞 _ 春 や 山よ b 立ちぬ らん 


六 


一一々 雪に 木った ふ鶯 の聲 


八 


'建 保 五 年 四月 院の 庚申 百 韻に 


九 


年の 內よ 6 春を 迎 へて 
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完 驚の しのぶる 聲も いかな らん 


二 


春淺 


まぬ 空は なほ さえて 


七 


後鳥羽院 御製 


從 二位 家隆 


〇四〕 風 ^ • 心なき 者 も 春は 知る と、 一般的 
、に 叙說 して ある。 

(一 5 「山が つ」 は 山里に 住む いやしい 人。 
その 山が つの ませ 垣に も 梅が 咲く。 嵌ら 
の 主人公 も その 香を めでる であらう と、 
梅に ょ 9 春を 說明 して あ. る。 

(一 〇 近 衞關 A 家 平。 

(一 七〕 さきを 期待す る 述懐の 句。 

(一 〇 根の まま 掘り 取つて 來た 梅の 咲く を 
待つ として、 人生 發展な どの幫 みで なく 
花木 觀 CA の 上に 限つて 附句 として ゐ る。 
〇九) 作者は 久我有 房。 

〇一〇〕 陸の 方で 鳴らす 鐘. の. 聲は海 岸の 里の 
方に も 響く であらう との 前 句。 

(一一 一) これに 里には 雛 波の 浦を 附け 、錬聲 
を 梅花の 芳しい 夕暮れに とつた 。新 古今 
集の 「山里の 春の 夕暮れ 來て見 れば 入相 
の鍾に花ぞ散り.ける」の歌を.思はせる。 
(一一 一 D rt は 春の 到 來を傳 へて、 わが 心を う 
きうき させる との 前 旬。 

0 一 〇 これに 風は 梅の 薰りを 吹き送つ てと 
前に かへ して 見る 附 合。 古今 集 赤 歌 上の 
「花の香を 風の たょりに たぐへ て ぞ饑誘 
ふしる べには やる」 の 歌を 逆に 取り扱つ 
て鶯 の 聲を 主に 立で た 作。 

卷  第  一 


ご 一 


一一 一〇 梅が 香に •なる 雪の下 風 


1 三 

後一 一條 院 御製 


四 


、 >L なき 身 も 春 や 知る らん 


一 五 


一六 


一-一一 山が つの 梅の 垣穗に 花咲きて 岡/本 前關白 左大臣 


一七 


今は 花暌く 春を まつ かな 


一八 


一九 


1 111 1 掘 6 ぅ袅し 根 こじの 梅は 枯れ もせで 〗 ハ條 内大臣 


二〇 


里 あれば 浦に も 鐘 やき こ ゆらん 


二 


M なには の 梅の 匂 ふ 夕 ぐれ 


前權 大納言 尊 氏 


ニニ 


我を も 誘 ふ 鶯の聲 


二 三  . 

S 梅が 香を 花に も そへ ぬ 風 吹きて  二 品 法 親王 


四 七 


薬玫波 集 (上〕 


四 八 


( 一：} 北 跸 社は 管 公を 祀 つた 聖搁。 

( 1〇 救濟が この 莬玖波 集の 撰に 興つた 時 
は 九十 才を 超えて ゐた とい はれて ゐ 0 0 
隨つて 社 も 古いので 我 も 老木と いつた。 
(一一 0 枯木 だと 思つ た朽 木に も 春になる と 
花が 咲く。 

(四〕 梅の 花は 若葉に さき 立つて 咲く。 こ 
れを細 かに ことわけ で附 けた。 梅が 枝、 
梅が 香、 いづれ にも 通じる。 

(一 iO 法 勝 寺は もと济 北 白 川に あつた。 白 
河 法皇 御發願 の 六 勝 寺の 一つ。 

(六) 昔は 老い も 若き も、 男 も 女 も 春は 野 
に 出て 若葉を 摘んで 樂 しんだ。 古今 集# 
歌 上に 「春 日 野のと ぶ 火の 野 守 出で て 見 
ょ 今 幾日 ありて 若菜 摘み てん」 と 野 守に 
謎へ た 歌が 載つて ゐるや ぅに、 誰もが 若 
菜 摘みを 心 急ぎに して ゐ る。 

(七〕 附句で は 人人は 心忙しく 出かける が 
梅の 花の 匂 ふあたりは 早く 去リ難 いと 急 
ぐに 對 して 緩の 心を 加へ た。 

(<  :} ]'.! 舍門 堂は 相 國寺 塔の 壇の 北に 位し 
南北 二 町に わた リ 花木を 植袅た 三ケ 寺の 
本尊の あった ところ。 その 下で 連 一 歌の 大 
會を行 はれた。 應 仁の 兵火に 燒 けて、 江 
戶慕府 の 初期に 山 科に 遷った 。 


北 野 社の 千 句 連歌に 

f も 老木の 花の 下 蔭  • 

S 松なら ぶ 梅の 匂に 風 吹きて 


三 


五 


寬元四 年 三月 法 勝 寺 花 下にて 


救濟 法師 


枯木と. 見し に 花の. 唉く春 
111 六 F が 枝の 盛の ほどは 葉 もなくて  導譽 法師 


普 菜つ みに と 急ぐ 心に とい ふ 句に *  . ' 
l is 皆の 花 匂 ふ ぁた b は 過ぎ やらで  寂 忍 法師 


A 


寶治元 年 三月 毘舍門 堂 花 下にて 


V 


穴 

花 3 櫻 九 

に 色 

も に 

b  空 

く  さ 
る へ - 

鶯 と 

の づ 

聲 る 

梢 

か 

な 


触 二 

メ 、ゞ、 — • 

生 

法 

師 


一二 

神 垣の 春を 忘れぬ 梅が 香に 

，一三  . 

一一 一九 そのき さらぎ も 半ば過ぎぬ る  法 印 / II 陽 


春は ひがし や 始めな-るらん 

一四 r iEL 

ao 三日月は 西ょ. 〇 見 ゆる 霞に て  源  賴 _ 


ニヽ  -  • 

思 ひ いづる 見し 世の 春は それながら  . 

一七 

四 一月 やむ かしに 霞みは つらん  後深草 院少 將內侍 


元亨三 年 四月 龜山殿 百 韻 連歌に 

四 九 


(九.〕 「樱 色の 句」 伊 •圖 •山 本には 無い。 
前 句は 美しい 花の 色を 詠んで ゐ る。 

(一 0) 妙なる 鷲の 聲と附 けて ゐ る。 空 さへ 
とづる とい ふので、 もり 來 ると 大袈裟に 
いつて を さめた 0 

(二) 作者は 鎌倉時代 初期の 花 下の 宗一 M。 
(一一 D 菅公が 流される とき 「東風 吹か ば 匂 
おこせよ」 と 詠まれ. たと ころが、 都の 紅 
梅 殿の 梅が 一夜の 中に 飛んで 太宰府に 行 
つたとの 古 傳說を 踏まへ た 神祇の 句。 

〇 111) 菅公の 忌日で ある 二月 二士 五日、 そ 
の 如月 も 半ば過ぎた と 背を 似んだ 句。 
(一四) 春は 東より、 三日月は 西よ リと 、日 
と 月、 東と 西を 對 して 句と してゐ る〇前 
句の 春に、 霞と 應 じ てゐる 。 

(一 5 作者は 足 利 氏の 一族 か。 

(U0 竭-ゴ 去つ た樂 しい 春を 囘爾 して 今は 
それと 變つ たと 現在の 境遇を 歎いた 句。 
(一七〕 f/1- 勢 物 1 gQ  r 月 や あらぬ 春 や 昔の 春 
ならぬ わが 身一つは もとの 身に して」 の 
詞を 取つた、 いは ゆる 本； 跳 取りの 附句。 
前の 述懐の 句を 春の 月 fc して ある。 

(一 0 龜山 殿は、 赌峨 にある a 山 天皇の 離 

宫 、後宇多 天皇 も 行幸 遊ばされた こと も 
ある。  . 

卷  第  一 


菀玖波 m (上) 


五〇 


(一：} 雲井 〇 春は！： •じで も、 歳月が 隔たっ 
て 懷舊の 情に 堪へな いとの 聖作 。下の句 
から 上の句に 逆に 見て 意味を とる 句。 

00 院は笫 九十 代の黎 主。 元. 亨三年 崩御 
の 前年の 御 句。  • 
010 品品が かは るとの 雜の 句。 

(四：} 月が m んでゐ たが、 つ ひに 雨の 夜と 
なった とい ふ 意味に、 源氏物語 帚 木の 卷 
の 雨 夜の 品定めの 條を 踏まへ て附 けた。 

附 句は 春の景 を 示した 句。. 

(式〕 老いを 歎く 春の 述懐。 

(六〕 月を 眺めて 淚を そそぐ、 さやかに 見 
えない のは 月の 狞で はない »o 春と 霞む 月 
とは 寄 合。 

(七〕 國 •學 •土 本 「とがなら で」 

(八〕 附句 から 前 句に 返して 讀 むと 意味は 
叨 らか である。 柔らか 味に 滿ちた 句。 
(九〕 作者は 兼 基の 子。 從 一位に 叙せられ 
た 0 

(一 S 降る と 思 ふと、 やがて 消える # の 淡 

雪。 

(二) 霞む かと 思 ふと 冴える 初春の 月を 附 
けた。 

(一一 一〕 IIT •名 一本 「空に たまらぬ J。 「月 冴 
えて 一とな つて ゐる本 も ある 0 


同じ 雲井の 春ぞ戀 ひしき 

四 一. 一老が 身に かすめる 月は 隔 b て 

I 

そのし なじな や 又 かは るらん 
5 一月 かすむ はては 雨 夜に. な . b に 
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後 宇多院 御製 


關白前 左大臣 
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老の 春を ば 誰に かこたん 
g 淚に はかす む も 月のと がなら す  二 品 法 親王 


雲 も 一つに かすむ 夕暮 

M 出で そむる 月の おぼろに 山 見えて 權 大納言 良 冬 
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時の まの 春 や 昔と な b ぬら /^ 


1 r 一 

s< 霞め ども 雲に たまらぬ 月み えて  藤 原俊顯 朝臣 

.  法 勝 寺 花 下 連歌に 

たぐ ひも あら じ 梅の 初花 

•一三 

思 おぼろなる 月は 軒端に うつろ ひて 良、 い 去 師 


(一 5 初晚 きの 梅に 軒端の 春 月を 配して ゐ 
る。 附句に ょつ て 梅の 位置が 定まる 0 
(一四) 春雨に 心の 晴れない のを かこつて ゐ 
る 句。 

(一 5 夜に 入 •つて お ぼ ^ 月の出る の を 待つ 
氣持 を附け てゐ る。 

( uo 作者は 善 阿 法師 門下の 秀才で ある。 
(一七〕 晚春の 東海道に おいての 山と 詠んで 
ゐるだ けで 不完全な 句 0 
C1 C 月の 霞む 夜半に 鐘の 聲を 聞いた、 そ 
の， 場所は 遠 a: の 小夜の 中 山で あると 詠み 
込んだ 技巧は 見事で ある。 附句に よって 
前 句. が 生きて 來 る。 

(5 圖 •名 •神 •石 •イ •逸 •橋 本 「昔 

K J 


C  一  3 有 明けの 月に對 して、 悱 春の 情を 寄 
せた 句に 什 上げた。 伊勢 物語の 「月 や あ 
らぬ春 や ^ の」 歌を 本 歌と した 新 古今 集 
の 源 道具の 「春 や 昔の. 月に 問は ば や」 の 
歌に ょつてつ くつた 0 
00 作者は 二 條爲 氏の 子。 

(一 0 涙に 托した 戀 の 旬で、 抑 へても 止ま 
らぬ淚 を 述べて ゐ る。 


/ 


寛 玖 波 集 (上〕 


51 ■ 


(四；} 眺める 月が 涙で 藝 つて 見える と附け 
て、 おぼろの 春の 月と した。 

C 5 一說 「爲 氏」 

(六〕 名残りは 花 だけに 止まらな いとい ふ 
前 句に 月を 配した。 輕く あしらつ た 句。 
前 句は 物に 離れ、 附句は 景色に 附 けた。 

C 七；} 前 句は 月が あれば とお も ひを めぐら 
し、 附句は 鐘が 鳴つ てさきに 夜が 明け 5- 
と 現實の 景を附 けて ゐ る。 

(  〇 圖 • ]!] •種 •北 •京 一 •甫一 •逸. 
樯 •土 本 「木鎭 」 京 •小 •甫 •橋 •伊本 
「木 能」 

C 九〕 枕頭に 錡聲が ひびく、 眼を 開ける と 
殘月 はお ぼろに 霞んで ゐ る。 この 感慨を 
詠’ んだ ものである。 これは 旅さき での 景 
であらぅ か 0 

(一 0〕 附句は 愛人と わかれた 直後の 夢と し 
た。 春の戀 の 句と して ゐ る。 

(10 作者は 冬 氏の 子。 法名は 紹濟。 

(一一 0 前 句は 不二の 傲に と あるので 未完 句 
である。 附句も 春の 曙の 絶勝を 翁んで ゐ 
るが、 同じく 未完 句。 前後を 合して 意味 
の 通る 完全 句と なる。 

(一一 0 作者は 平 親經の 子。 

(一 E0 思 ひがけない 夢が たりの 前 句に 對し 


M0 面影 かすむ 有 明の 月 


三 


つれな きもの や淚な るらん 


四 


なご b は 花に 限ら 


六 


‘五| 一又 や 見ん 有 明の 月の 朝霞 


•月 あれば なほ 山陰 や 霞む らん 
舌 |一  鐘よ b さきに あ it し 春の 夜 


有 明の かすむ 枕に 鐘 聞きて 
§ 別れ 程な き 春の 夜の. 夢 


前 大納言 爲世 


五 


M 一  あ b あけは やがて おぼろに 成 6 にけ. 〇  前 大納言 尊 氏 


救濟法 


A 


木鎭 法師 


前 大納言 氏忠 


て、 短い 春の 夜の 明け 過ぎた ときの こと 
として 附け た。 「春の 夜の 夢 ばかりなる 
手枕に」 の： 歌を 詞だ けを 採り 入れて 詠ん 
で ゐる〇 

(一 5 名 •小 •逸 •甫. 一本 「ただ 時の まに」 

と ある 〇 

(U0 霞が 消えて、 日の 光りが 明らかな 近 
江の 湖上に とい ふ 意味で 未完 句。 m- てる 
はに ほの 海、 照り かがやく の 意味。 月淸 
集に 「志贺 の 海の： VT ばかりは 氷に てに ほ 
照る 月を 寄す る 白波」 と Aa 照る の 用例が 
ある。 

(一七〕 春の 湖上は 波 もなくて 穩かだ と附け 
て 未完 句の 前 句の 意味を 完 くして ゐ る。 
(一 0 霞が かかる と 近くに ある 物で も、 ぼつ 
と ® んで遠 く 見える ものである。 この 句 
も、 いま 離れて 來た その 山 本 も 霞の ため 
に 遠く 隔たつた 感じが する。 

(一 0 春 月が 明けて、 官 人の 乘る丹 赭色に 
塗つた 舟は 出て 行つた。 作者は この 舟に 
乘 つて 舟 出して、 岸を 眺めた 感じが 前 句 
になって ゐ る。 萬 葉 集の 高市黑 人の 「旅 
にして 物戀ほ しきに ILI 下の あけの そ ほ 舟 
沖に 漕ぐ 見 ゆ」 によつ てゐ る。 あけには 
朱 C あけ；} に 明けを いひ かけて ある。 


霞 だに 立ち も 及ばぬ 不二の 根に 


ご一 


1 たぐ ひも あら じ 曙の 春 


一六 


霞よ 6 出で てに ほてる 日の 影に 


一七 


老 海の 春には 波風 もな 


一八 


山 本 やかす みて 遠くな b ぬらん 


一九 


五 八 おぼろ 月夜の あけの そ ほ 舟 


1 三 


前中納 言宗經 


思は ぬ 夢ぞ 昔な 6 ける 

美 乾の 夜は！^ だ 一時に あけ 過ぎて  源尊宣 朝臣 
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蓮智 法師 


藤 原.. 親秀 


卷 第 


五三 
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宽 玖 波 集 (上〕 


五 四 


(一〕 人は 何 かを あとに し、 さきに かへ つ 
たとい ふだけ で、 意味が わからぬ。 

(一 0 雁は 鲒秋來 て每春 北へ 行く。 この 鳥 
を rlB して 人の 歸つた 山に やがて 來 たとい 
ふので あらぅ か。 古今 集の 「夜を さむみ 
衣 かりがね 鳴くな べに 萩の 下葉もぅ つろ 
ひに げり」 の 一 歌詞を 取つて 作つた 附 句。 
徒らに 文字を 弄した に過ぎない 駄句。 
(一一一)： から 名殘 りを 惜しまれる とい ふ 意 
味で、 「人に」 は 他の 人の 意に も 取られ 易 
いが、 人間に の 意と すれば、 他の 動物の 
ことを 呼び出す ことなる。 

(四：} 附 句は 北へ 歸る 雁の 句を もつて 人に 
W しまれる 實體を 明らかにした。 そして 
人には «M 着せず、 自分自身で と 雁を 擬化 
して あらは した。 

(：fo 毎年 同じ 方に 行く とい ふ 意味 か、 何 
かと もに 同じ 方へ 行く とい ふの か、 明ら 
かで ない。 

(六 G 北ぶ 本據 ■とする 雁が 晚 春い つも 歸つ 
て 行く。 やがて 春 も 暮れ、 夏と なる ので 
春を 生き物の やうに 扱つ て、 雁と 同じ 方 
角に 行く ので あらう かと、 前 句の 意味を 
補って つけたので ある。 

(七〕 作者は 彥人 王の 御子。 
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(〇 圖 •小 •京  一 •甫一 •橋  一 •藤本 
「道な れ ば」 

(九〕 月の 運行は いつも か はらない、 空飛 
ぶ 雁 も 春每に 北へ 歸つて 行く。 思 ふに 天 
の 道を 知る らしい。 

( 一 S 北 越には まだ 殘雪が あるの かしら。 

(一 0 春になる と 雁は 都を 去つ て 北へ 歸つ 
て 行く。 旖 雁を 惜しむ 情は 前 句を その 方 
へ 向ける ことになる 〇 
(一一 D 作者は 西 園 寺 公 經の 男、 實 氏。 

(一一 0 前の 連： 歌と 同じ 趣き。 殘雪 がない の 
で 雁は 峰を あとに して 去る と附 けた。 

(一四：} 霞が わたつて ゐる夕 慕れ は 注意を 引 
かない。 

(一5 絲 の やうな 春雨は 大きな 音を立てな 
いでと ことわりを 附 句と し / C 。 

(一 〇 作者 名のない 本が 多い が、 名 . 內. 

種 •逸本に ょつて 作者 名を 補 ふ。 

ああ もしたい、 かう もしたい との 豫 
想 も 人事は とかく 喰 ひ 違 ひ 易く、 徒らに 
なる であらう との 述懐の 句。 

(一 C 柳の 枝は のびて ゐ るのに あたりの 花 
は 咲かぬ と 春の 句に 移して ゐ る。 

(5 一說 「六 條內 大臣」 圖 •京 •內 •一一: 
早 •山 •種本 「前 內 大臣」 と ある。 

卷  笫  一 


t 盤 井 人 U 倾 太 ⑽ 

藤 原 家 尹 朝臣 

前 大納言 尊 氏 

ん 

六條 前內 大臣 

五 五 


莬玖波 集 (上〕 


五六 


(一；} 大和の 莴 城の 大岳に は 春 花が もう 咲 
いたで あらう かとの 想像の 句。 

(一一〕 柳の 枝は 長く うちの びて 風に なびい 
てゐ るが、 その 長いと いふので 春の 永日 
にかけ て 花咲く やとした。 莴 城を 柳で 受 
ける のは 柳を かつらに 柿す ことが 古歌に 
見えて ゐるか らで ある。 近景を 賦 して 遠 
景を推 量す る。 

(一 0 一說「導 & 」圖* 11] *名*神*京. 
橋 •伊本 「道 住」 な 版 圖本 「道 性」 とも 

ある。 

(四) 逸本 「一一 一月」 と ある。 

(•五：} 法 輪 寺は 嵯峨に あつて、 虚空 藏を安 
匮 して ある。 歌人に ゆかりの 多い 寺。 
(六〕 老木の 櫻に 朽 木の 柳、 似た 春の 花木 
を對 して ゐる 。詩に 柳 眼 M るな どの 語が 
あるが、 柳の 眉の 綠は 美しい 語で ある。 

C 七〕 上流から 下つて 來る柴 舟が 岸に 着い 
た 0 

(八〕 堤の 柳が 萠 える ころ、 川邊 の水慄 は 
柳 かと 思は せる と 宇治 あたりの 春 景色。 
(九〕 この 世に 飽きた 老人が 春の 永い 日を 
かこつて ゐるや うな 雛 句。 

(一 S A 露を 玉と して 貫いて ゐる 春の 柳に 
雨が 降り かかって 來 てと輕 く 巧みに ® い 


寶治 三年 . m 沙門 党 花の 下にて 

花も暌 きぬ や 葛 城の 山 
S うち » く 柳が 枝の 永き 日に 


正 和 元年 二 月 法 輪 寺 千 句に 


道 生 法師 


花 も 老木の 姿な 6 
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六 八朽 t のこる 柳の まゆ. のぅす 綠.  善 阿 法師 
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眞柴 つむ 舟 こそ 岸に つき 
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八 


交 水の けぶ 6 や 柳なる らん 


權少 僧都 永 運 
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命は 知らす 日 こそ 永 けれ 


一〇 


七 〇 白露の 玉の 小 柳 雨 ふ 5 て 


救濟法 師 


た 附 合。 

0 0 垣根の 殘雪は 今日 この頃 消えて ゐる 
が。 春が まだ 普く 行き わたつて ゐな いこ 
とを 一 = 示して ゐ る。 條 件を 示す 未完 句。 
0 0 垣根の 草が 一一 三寸 延びた と、 具象的 
に 前 句を ことわつ てゐ る。 H 常の 瑣事を 
美化す るのは； 歌人の' つとめで あらう。 

(一 a 作 若は 西 園 寺 公經 。新 古今 集 以下の 
作家。 西 園 寺 家の 祖。 

(一一 0 春の 淡雪は 季節 だけあつて、 降つた 
と 思つ てゐ るう ちには や 消えは じめ た。 
(一 5 雪の下から 草は萠 えは じめ て來 る。 
野に 立つ 霞は 丁度 焯のゃ うに 見える。 さ 
ては 薄い 婵は 草の 下 もえ かも 知れぬ とい 
ひなして ゐ る。 消えの 緣で 下萌えの もえ、 
草け ぶるな どを つらねた。 緣 語の 仕 立。 
(一六〕 戶外の 嵐は 收 まつて、 春雨の 滴りの 
昔が 聞え る。 廬山 夜雨 草庵 中の 句を 想は 
せる。 前 句の 季は わからない が、 附句に 
ょつ て 春雨と なつた。 註 釋附で あるが、 
風 聲雨聲 交代して ゆく 有樣が 而 白い。 

(一 5 作者は 西 園 寺 公雄の 子。 新 後 撰 以下 
の 集に； 歌が 入って ゐる。 

(一 0 茫乎 とした 表現で、 ただ 眺めても ど 
この 浦 かわから ぬと ある。 


二 


春の 日に 垣根の 雪は 消えながら 


一二 


七 一若 葉の 草は なほ ぞ みじかき 


三 


西 園 寺 入道 1 太 政 


臣 


法 輪 寺 千 句 連歌に 


一四 


% 


あは 雪は 春の しるしに 消え 初めて 


一 五 


七 二 うすき 煙は 草の 下 もえ 


善 阿 法師 


音 立てて ふる 夜の 雨 かな 
窆 横の 戶の 嵐の 春は しづかに て 


前 大納言 實敎 


建 保 五 年 四月 庚申、 百 韻の 連歌に 


一八 


いづれ の 浦と 詠め わくらん 


卷  第 


五 七 


蔼玖波 集 (上〕 


(〇 附句で 、淺綠 漲る 春に 一縷の 焯 りが 
立ち * る 漁村の 1: を 色 づけ させられた 0 
(一 0 落花が はら はらと 松原の 蔭に 散り か 
かって ゐ る。 

010 ィ本 「おちし ける」 種 二 本 「ちり か 
かる」  - 

(四〕 春の 夕日は 基れ かかって ゐな がら、 
なかな P 沈まない 〇餘 情の 深い 景色。 

( 5 學 •ィ本 r 近く も」 藤本 「遠き も」 
(六〕 五：： 一の 風、 十日の 雨、 風雨 順に、 草 
木 も民潭 も 一統に 惠み ある 御代の 恩 澤を 
受けて。 

( 5 名 •小 •逸本 「得て」 の 下に 「と 侍 
るに」 を 加へ て ゐる〇 
(八〕 山野に 限らず 民草 もょ く 茂り、 天下 
到る ところ 太平の 春が 來た 、と 祝意を 表 
せられた 崇光院 の 御製で ある。 わが 國の 
养の 一語は 規模 宏大で ある。 

(九；} 夕月は 東に m て、 日は まだ 沈み 切ら 
ない 情景。 

(一 S 晝 夜の 境 も わからず と附 け、 なほ 花 
を 賞して ゐ るのに、 この 月まで も 愛でう 
ると 誦し 遊ばして ゐる。 

(一 0 故鄕は 忘れが たいとい ふ 述懐 Q 句。 
(一一 D 故鄕 の 春に 植袅 置いた 花が 思 ひ 出さ 


g 淺みど 6 春の 鹽屋 のうす けぶ 


五八 

後鳥羽院 御製 


二  三 


花 おち かかる かげの 松原 


四 


五 


W 春の 日は 山に 近き も 暮れ やらで  關白前 左大臣 


文 和 一一 一年 七月う へのを の 子ども 連歌 仕りけ るに 

草.. も 木 も 同じ 惠の 時を 得て 
W 野 山の 春 も 我が 國の春 


今上 御製 


同じ 連歌に 


九 


日影に かすむ 夕 暮の月 

10 

七 七， ょるひるの 境 も わかす 花を 見て 


花ズ 春：； 

の の 

陰  く 

こ  る 

そ 柳 
思 の 
•ひ 絲 
や を 
ら  め 
る  に 
れ か 
け 
て 


我が 故郷の 春 ぞゅ かしき 
ぅ ^ 置きし 花の ® の おもは れて 

正 和 四 年 五月 朔日百 韻 連歌に 

ご1一 

ことかた に 移 6 かねぬ る 心に て 

1 四 

軒の 樓に めかれ こそせ ね 

弘長二 年 八月 院の百 韻 連歌に 
ゆき 歸る 雲井の 雁は それながら 

一六 

花 ある 里に わかれす もがな 


，左 近 中 將義設 


伏見院 御製 


山 階 入道 左大臣 


花山院 御製 

五 九 


れ てと 前 句に 應 じてゐ る。 理由 附。 

ハ i a 藤 • Frr •京 一本 「ひと かたに」 一人 • 
ょリ 他に 心を 移さぬ と 執著す る 戀の句 。  七 八 
a 四；} 眼 も 離さない と 櫻 花の 觀賞に 轉換遊 
ばした 附 句。 

(一 5 雲井を わたる 雁は 每 年い つもの やう 
に 北の 國に かへ つて 行く ことで あるか、 

とい ひさして ゐる 未完の 句。 

(U0 「春霞 立つ を 見す てて 行く 雁は 花な 
き 里に 住み やなら へる」 Q  : 歌の 裏を いつ 
て、 花の 咲いて ゐる 里に わかれずに あつ  七 ル 
て 欲しい と 前 句に 附けた ので あらう。 
(一七)古い時代の連缺であるので一句の意 
味が 完成して ゐない 。柳の 枝の 細長い の 
を絲と 見て、 春の 來るに 絲を 繰る の 意を 
利かせて、 その 枝の たを やかな 姿を 目に 
とめて とい ひさして ある。 

(一 0 花の 陰を 思 ひやる とつ づけ、 遙見人 
家 花 便 入の 風流 心を 滿 たさう と 遊ばした S 
ので あらう。 柳と 花と を對 にした ので あ 
る。 この 前 句 及び 附句は 藤 •學 •圖 •高 
本 K: はない。 Irr •種 •石 •逸本に よって 
補つ た 0 


卷第  一 


苐玖波 集 (上〕 

(一；} •ささ 竹は 大宮へ かける 枕詞。 大宮人 
の 狩 衣と ある だけで 一句と して獨 立して 
ゐな い。 普通の 獵 夫のと は 異な リ 美しい 
意は ある。 

(一 0 花の 下に 臥して 一夜が 明けた と附け 
「てゐ る。 前の 句からの ぅつりは、 竹の節 
間を 「ょ」 とい ふので、 一夜の ょに いひ 
かけた。 

(一 〇 一夜 語り明かしても なほ 飽かぬ 名残 
りに またの 逢 ふ漱を 約束す る ■の 句。 
(四：} たれかれと なく、 春は 花に 對 して 盡 
きぬ 名残りを 惜しむ と戀の 前 句を 春の 句 
に轉じ 遊ばされた。 白樂 天の 春 興の 詩に 
「花 下 忘 歸」 の 詩情。 

(五〕 己が 心から 苦しい 思 ひを して わが 炔 
は淚で 濡れて ゐ るとの 戀か または 哀傷の 

句。 

(六〕 花の 下に 立つて ゐたら 花の： 韦は 雨の 
やぅに 降り、 そのために 袖が 湍れ たと。 
惜赛傷 花の 句に 轉 じて ゐ る。 

(七〕 作者は 右大臣 忠經 。新 古今 集 « 作者。 
(八〕 雲の かかって ゐ る高徹 にはい まや 花 
が 散る らしい。 

(九〕 あの 花を 見は やすため に樱狩 をし よ 
う。 雨が 降って ゐても それにし りごみ せ 


六〇 


<1| 


ささ 竹の 大宮人の か 6 衣 
一夜は あけぬ 花の 下 臥し 


前 中 納言定 家 


三 


またと ぞ 契る あかぬ 名殘を 
01 一知る 知らぬ 春の なら ひ. の 花の 陰  後 嗟 峨院 御製 


五 


，、七から 憂き に ぬれた る 我が 袂 


六 


a 花の しづく や 雨と ふるらん 


花 ILI 院 A 道 SI 


八 


雲ゐる 山に 花や 散る らん 


九 


〇 ぬれ ぬれ も 雨に さはらぬ © 狩 


前中納 言有忠 


ずぬ れなが ら樱狩 をし よぅ。 花に 櫻を つ 
ける。 E 稱 に特稱 をつ ける のが 正則。 

(一 0〕 作者は 六條內 府有爵 の 子。 玉 葉 集の 
作者。 

(一 0 霞の 底の 方に 山寺が あると、 見えて、 
そこから 入相の鐘が 響いて 來 る。 

(一 〇 附句は 終日 花を 賞して なほ 心殘 りが 
するとい ふ 幽玄な 附合 である。 入相の鐘 
と藉れ とはよ く附い てゐる 0 
(一 〇 作者は 善 阿 q 門人、 新 後 拾 遣 集の 作 
者。 

(一四) 石 •種 朱 本 「おそき 春」 〇 三月 晦日 
の 句で、 今日は もはや 春. の 名残り かと 思 
ふこの 日 も 夕暮れに なつた と 惜春の 情。 
0 5 新 古今 集の 飛 烏 井 三位の 「尋ね 來て 
花に くらせる 木の 間 より 待つ とし もな き 
山の端の 月」 Q; 歌の 趣きで つけて ある。 
(一六〕 春の 三 U 月を 見て 片輪と あるので 花 
見 車の 車輪が 花に 埋められ てと 趣向を 凝 
らした 附 合。 

C  一 a 作者は 四 條 道場に ゐて嗚 らした 連歌 
師で 、信 照、 順 覺 、救濟 と 同期の 人。 
CK) 他に 訴 へる 意の 戀 の 句。 

C 一 0 附句は 年年 歲歲花 相似、 歲歲 年年 人 
不同の 詩句に よった 附 合。 


法 輪 寺 千 句 連歌に 
霞の そこは 入相の鐘 

<太  一 i 一  そがれぬ 花の かへ さや 暮れぬ らん 順 覺法師 


一四 


惜しき 春 こそ 夕暮 になれ 


一 五 


5 山里に 月出づ るまで 花を 見て 


かたわに 見 ゆ-る 春の 三日月 


六 


<< 小 車の 半ばは 花に 木が くれて 


—♦ 八 


誰に 見よ とて 淚落 つらん 


一九 


性遵 法師 


t 阿 法師 


<九 古里は 花 ひと b こそ 昔な b けれ  十佛 法師 


卷  笫 


六 一 


Ttj 

山 5 柴 
は の 
な 戶 
ほ ま 
花 で 
に も 

嵐う 

の き 
い は 
と の 
はが 
れ れ 
て す、 


前中納 言 有 光 


六 一一 

北山の 花を 見て 歸り 侍る とてぅ つぼに 花の 枝を さして 一 
條の 大路を 過ぎ 侍りけ るに、 さじきの 內 ょり 女の 聲 にて 
】  二 

やさしく 見 ゆる 花ぅ、 つぼ かなと いひ 侍りければ 馬ょり 下りて 

一一 一 

さ もののふ や 櫻 狩して 歸 るらん  藤 原 基 政 

鲁 

僞 6 のい つは. 〇 ならず-見 ゆる かな 

3t 

凡 一 櫻に かかる 峰の 白雲  藤 原隆祐 朝臣 

歸 6 かねた る 雁の 一つら 
を 一花の こる 里には 人のと どま 6 て  承 m 法 親王 


踅 玖波热 (上) 

(一〕 うつぼ (靱〕 に 樱を さして 山から 歸る 
人に 呼びかけて ゐ る。 

(  〇 圖 •名 . [IT •種 •神 •石 •速 •橋. 
伊本 「侍り」 の 二 字が ある。 

010 櫻 狩から かへ 〇 と附け た。 しかし、 
わが 事で なく、 人の 上を 想像した やうに 
「歸 るらん」 と附 けたのは 力が 弱い。 
(四〕 戀の 句で あらう か。 いつはり をと が 
めて ゐ .る。 

(BO 附 句は 人事を 離れ、 峯 Q 白雲が 樱の 
花に 掩 ひかぶ さつた 一例を あげた。 取り 
成しの 附け 樣。 

(六) 多くの 雁は 北へ 急ぐ が、 その 一行 だ 
けは 雲路に 迷つた のか、 まだ 歸りか ねて 

ゐる〇 

(七：} 殘花 の ある 山里には、 訪れて 來た人 
はな ほ 留まつて ゐるの で、 雁 も 惜春の た 
めに 歸 るのを ためらつ てゐ るの かと 引き 
つけて いつた 附句 である。 歸り かねと 止 
まると をつな ぎの 詞に して ゐ る。 

(八〕 名 •逸 • 11] 本 「とどまらで」 

(九〕 世の 憂き ことは 山の 奥に 草庵を 結ん 
で M れて もやは 9 追つて 來 る と、 釋敎か 
述懐 Q 仞。 

as 前 句を 惜春の 意 K とりなして、 人里 


i  9 も 山の 方 ば- M のす さぶ ことが 烈しく 
折角 開いて ゐる 花の ためにい とはし く、 
柴の戶 の 住居に も 憂さは はなれぬ と附け 
た。 柴の戶 には 山と 應 じ、  ぅきは いとは 
れと對 して ゐ る。 

(一〇春の海岸の前仞に花の外此の朝を附 
けた景 氣附 。合して 心を ひく こと 一層。 
(一 〇 圖 •名 • •!!] •京 •早 •神 •石 •逸 • 
橋 本 「權 僧正」 一本 「權 僧都」 伊本 「良 
染」 圖 •早 本 「良 瑜」 

011 1.) 圖 •早 •種 •橋 本 r 關路ぞ 」 

(1 S 霞んだり かすまな かつ / C り との 殊更 
前 句に 對 し、 1 =くな る 松原、 慕れ 殘る芘 
の 梢を あげて fs む、 霞まず とそれ ぞれに 
附 けた。 

(一 5 _*名* 1|1 *種* /]' *早*石*逸* 


ィ •橋 •伊 •藤本 「老木は」 一說 「老木 
の」 〇懷舊 の 前 句に 老木の 花と 似た もの 
として 附け て對 とした。 

(H0 豫想 もしなかった 人の 家を たづね、 
自分ながら に 驚いた。 

(一 (5 自分の 心は 花に とら へられて、 心が 
空虚な ので 意外な ところへ も たづね たの 
であらう とつ づけた 。その 執心は おもは 
れ る。 戀の 句から 春の 句に 轉 じて ゐ る。 


浦の 霞に 松風 ぞ吹 


二 


丸 63 月の こる 花の 外 山の 朝 ぼらけ 


1 三 


越 ゆる 關路は 霞 かすまず 


一四 


いにしへの 春は 心に かへ b 來て 


1 五 


交ヽ 老木は 花 もまれに こそ 睽け 


六 


思は ぬ 方に 宿を こそと 


一七 


權 僧正 良 鍮 


^ 松原 や 花の こなたに 暮れぬ らん  源 高秀 


稱阿 上人 


丸 - ts 花に ゆく 心 や 我を 忘る らん 


救濟 •法 


卷  第  一 


六 三 


莬玖波 集 (上) 

(  〇 遠山 寺の 錡 の 音は 山風に 響を 傳 へて 
里の こなたまで 聞え る。' 

C  一 C- 花を 尋ねて 來る人 も 今日で おしま ひ 
であらぅ、 ゆ ふべ にはみ な 歸つて 行く。 
花の 散つ た あとは 訪ひ ょる こと も ある ま 
い。 すると その 名 殘リは 一層で あ. つて、 
鐘-の 音と ともに さびし さが 一段で ある-。 
惜春の 情を 物に 寄せた 附 合。 

(一一 0 里の 花は すでにな い-が、 山路を 迎つ 
て來 ると、 残花が 所所に 存 して 暮れ行く 
春が 觀賞 される。 

(四：} 京 •！！ •前 •早 •種 •橋 一 •ィ本 
「末の こる らん」 神 •橋 •伊本 「すみの 
こる」 

(.HO 伊勢 物語の 「今日 來ずば 明日は 雪と 
ぞ 降りな まし 消えず はありと も 花と 見 ま 
しや」 の； 歌の 裏を いつて、 今日 來れば ま 
た 明日 見られる とい ふ 花を 見て 晚春の 行 
樂を恣 にす る ことが 出来ょぅと 附け た。 
(六) 名 •稱 •逸 .市 一本 「前 左大臣」 
(〇 石 •逸 •種 一本 「夢の 心に て J 
.(<.) 九十 H の 春光な どと いふが、 花を 見 
る R は 少く夢 の やうな との 附 < Ti 
(九〕 種 •朮一 •石 本 「花ぞ 少 き」 

.(一 S 霞の 底を 洩れる 日、 水に 映る 花を 擬 


六 四 


里まで 鐘を 送る 山. 風 

九 A  r ふ 人の 名 餞 も 花の 夕に て.  '導譽 法師 


山路の 春 やまた 殘 るらん 

六 

九九 ft  くれ f あす もと M ふ 花を 見て 關白前 左大臣 


まち わかれい づれも 花の 心に て 


八 


九 


一 g 見る は 一. 時のは るぞ少 き 


春の 日 や 霞の そこを くぐる らん 

10 一花のう つ 6 て 水の くれな ゐ 


，二 


二 品 法 親王 


花園 院 御製 


上 東門 综 中宮と 申しけ る 時、 ぅへの 局に すませ 給 ふ 


人した 附合 。相似た ものを 對させ た。 
a 〇 上 東 門院は 一條 天皇の 中宮。 

01 d ぅへの 局は、 淸凉 殿內 の 弘徽 殿の 上 
局。 

01  一 D 名 本 「山吹の 花を」  • 

C 一！ 0 京 •圖 •伊 •藤本 「くれな ゐに 千し 
ほ」 と ある 。くちなしは 山吹を 指す 0 
0 5 附 句は くちなしと あるのを 受けて、 

■これは え もい はぬ とし、 千し ほ 八 千 入に 
色と 應 じた j 3 手 附 (ょつ で づけ：；。 

.0 5 戀 または 述懷の 句。 

0 € 附句は 幾年を 受け、 朽 木の 花を つけ 
た 0 

/S 1 C 圖 •名 • }!]• •神 •種 •京 •小 •橋 • 
伊 •藤本 「俊 實」 

00 藤 .讲 •早 •ィ本 「つけぬ らん」 

01 0〕 わづ かに 降る 雪を 落花と 見立て、 跡 
をつ ける ので 匂 ひも 惜しき と附 けた。 赤 
染衞 門の 「踏めば 惜し 踏まねば 行かん 道 
もな し 心 づ くしの 山 櫻 かな」 の 歌と 同じ 
.趣向 0 

(一一 0 夕月を 喜んだ 句。 秋の 句で あらう。 
<一 ご 0 秋の 月を 春の おぼろ 月と して 扱つ て 
しまつて ゐ る。 

0110 作者は 中 御門 氏。 


1 三 

ける 前を 過ぐ とて、 藤 原 道 信 朝臣 山吹を 折りて 御簾 
の 中へ さし 入れ 侍る とて 

ゝちな しに 千し ほ 八 千 入 染めて け h 


一 五 


10 一一 こは え もい はぬ 花の 色 かな 


伊勢大輔 


一六 


馴れ 來ても 共に 幾年 過ぎぬ らん 


一七 


1C 一 一一 いまの 朽木 はう ^ おきし 花 


太 宰權帥 俊賢 


九 


ひとへ ふる 雪に も 跡 やつけ つらん 


二 〇 


一 0 四 匂 もを しき 花の 下風 


南佛 法師 


一. 二 


山里の 夕は 月に な b にけ 


二三 


一 § 花の 陰と やな ほかす むらん 


一一 三 

前 參議宗 平 


o 

白 = か 一 
雲す 

の め 
い  る 

く  山 
へ や 
の 遠 
花く 
も な 
見 る 
え ら 
わ  ん 
か 

す、 


11 一 

權中納 言 公雄 


< 1 ：} 餿がか か 〇 と 山は 遠くなる。 

(一 0 行く手の 花 も 見分けられぬ 遠山を 結 
合した。 

01 1) 作者は 山 階 氏で 實雄の 子。 


(四〕 古今を 追懐す る 春の 俤と 大きな 包容 
の 句。 

< lo liT •名 •石 •逸本 「といへ るに」 

(六〕 南 殿の 下、 左 近の 櫻に 月が 映った 光 
景 はい まもむ かし も 忘れられぬ 俤を 具象 
した 附 句。 御 階の 「み」 に 月を 見る を か' 
けた 0 


元亨 一一 年 南 殿の 花の 陰に て 人人 連歌 仕り. ける に 
今い にしへの 春の 面影と いへ るに 


六 


一 S 月影に みはしの 花の 雲のう へ 


後醍醐 院 御製 


春の fe は荇 時に か はらぬ。 

(八；} 山 櫻に 對 して 風に 親しむな よと 諫め 
る附 合。 • 

.(九) 大納言 爲 家の 子、 冷泉 家の 始祖、 母 
は 阿佛尼。 


七 


かねて 思 ふ' も 春は をし きに 


八 


一 〇<  散 らぬよ 6 風に ななれ そ 山 © 


九 


前 中 納言爲 相 


<1 0 橋 •伊本 「雲に IA くた び」 

C 一  0 雪の 夜訪ひ 來る 友を 待つ 句を 花に 見 
立てた 附句。 

0 e- 伊 •一本 「花 の 散る」 


10 

雪 卜 


たび 友を 待つ らん 


二  ご 一 

一 0 ル 山里の 花は 散る まで 人とは で 


內大 


M 玖 波 集 0 上：} 


六 六 


臣 


(一 a 甫 •神 •圖 •種 •北 •逸本 「四月 一 

の 二字が ある。 

0 SO 名 本 「ききおきし」 の 句がない。 こ 
れが噂 に 聞いた 生 駒の峯 であらう。 生 駒 
I.U は 大和、 河內の 國境に ある。 

(一 a iM くから 山の頂に 雪が あると 見えた 
のは花の林でぁったのか、の鉸。 


11 -T 


建 保 五 年 四月 院の 庚申の 連歌に 


一四 


ききおきし これ や 生 駒の 峯な らん 


1 五 


二 0 雪と 見えた る 花の 林は 


前 中 納言定 家 


窈玖波 集 (上) 


八 


寃 m 波集卷 第一 


(一*} わが 心が たれに ぅつつた かを 御存じ 
あなたょり 外には ない との 戀 Q 句。 


力 


(〇 圖 •甫 •神 •橋 本 「とか」 名 . TiJ 
朱 •逸本 「とは」 

( =0 前の 戀の 句、 心のぅ つると いふのに 
あだを 附け 、これに 機と つづけて 春の 句 
とした 0 

( S 〕 都に もとい ふから 鄙に も 山野に も 立 
つ 霞が 連想され る。 

(式〕 吉 野は 古い 都 も あった ので、 前 句に 
應じ 、また 霞 立つ とい ふのに 花咲く と あ 
しら ひ、 や •がて ..® 戶 の 明けて と 花の 朝の 
ことにした 0 

S 葉 • T1T •神 •橋 •逸 •ィ •伊 •土 本 
「あくるょり」 圖 •石 本 「あく 〇 ょに」 
(七；} 垣の 上に 夕顏が 咲き、 露が 帶びる あ 
たりに 休んで 眺めて ゐ る。 

(〇 早 •小 •石 •種 一 •イ •北 本 5 根 

の」 

(九〕 光源氏が 夕顏の 宿を たづね た 物語を 


春 連歌 下 


誰に 心のう つると か 知る 

三 


三色まで もうた て あだなる 花 さくら 前 大納言 爲 乓 


後鳥羽院 御 時 百 韻 連歌 奉りけ るに' 

同じ 霞ぞ都 にも 立つ  • 

ニー ー吉 r 山 花 さくら 戶の あけし ょ b 西 園 寺 入道 減 太 


取り入れて、 黃诤 時に 花に つけて 物い ひ 
寄られた とお 詠み 遊ばした ので ある。 源 
氏 物語 夕 顏の卷 に 「ょり ^ こそ それ かと 
も 見め 黃诤に ほのぼの！^ る夕顏 Q 花」 
と る 0 

(1 S 長 程の 旅に 人が 急ぐ らしい。 

(一 0 圖本 「思 ふらん」 伊一 本 「忘る ちん」 
0.10 志贺の 山の# は 見事な ので ゆつくり 
眺め / C いが、 長旅の 前途を 急がれる ので 
ただ 一目 見た だけで 匇匇と 通り過ぎる。 
(1 0 名 •逸 .甫 一本 「見す つる」 

(一四〕 志 贺山 越は いまの 逢坂 山の 北、 古 關 
峠、 都から 僅か 一日の 道程 0 遠き 道に 對 
する。 

(一 5 113 •名 •藤 •高 •小 •京  一 •ィ本 
.「遠き 霞 かな」 

(uo a が 立つ とやが て 花 も 咲く、 また 高 
嶺の 花は 白雲に 見立てた 古歌が 多い ので 
花を 待つ 心を ょせ、 山の 緣で 白雲と 附け 
，たので あらぅ。 

(H) 晩鐘の 聲 はいつ でも 想し いのに。 

(一 0 檜职 から 吹き 來る嵐 は 落花を 晚 鐘の 
聲 とともに 運ぶ と 惜春の， 句と して ゐ る。 
(一九；} 名 •石 •逸 •種 一 •甫 一本 「吹き そ 

めて」 


夕顔の 垣 ほの 露に やすら ひて 
一ニ ー| 花に ことと ふた そがれの 空 


一一 


元亨三 年 四月 龜山殿 百 韻の 連歌に 


一〇 


行末の 遠き 道を や 急ぐ らん 
花を 見す ぐる 志贺の 山 越 


足 引の 山の端 遠く 霞む かな 
一 S 心は 花に かかる 白雲 


正 和 四 年 六月朔 日 百 韻迎歌 に 


一七 


後鳥羽院 御製 


後 宇多院 御製 


後深草 院少將 (內 侍) 


暮れ ゆく 鐘の音 ぞかな しき 

一八  一九 

二 六花 まじる 檢 原の 鼠 吹き そ ひて 


伏見院 御製 


卷第二 


ヽ 

ナ 


n ノ 


諮 玖 狡 集 (上〕 


七 〇 


(一〕 晚春に 閏月の あるのを いふ。 

(一 0 なほ 幾日も 花を 賞玩 出來 るのを 喜ぶ 
附 合。 

(一一 0 夜の 霞の 早く 明けょ かしと 願 ふ 句。 
(20 花の 光りで 夜は はやく e/J ける 感じ、 
花 •の 上に 殘月が 映 じて ゐる景 を 詠む 0 
(一 0 藤 •甫 •神 •種 •高. 圖 •伊本 「ま 

ぎる o' 」 

GO 1 本 「關 白太 政 大臣； 一圖 •名 .朮* 
神 •種 •橋 本 「左大臣」 

(七〕 夢 も 現 實もみ ぢか いと いふ 無常 述懐 
の 句。 

(八；} 枕頭に 吹く 嵐は 晝間見 た 花の 梢を 吹 
きつけて 來 たもので あらぅ と、 はかな さ 
を 述べた fi'^ 春の 句。 

(  〇 甫 •神 •早 •圖 •京 •種 •逸 一 •伊 
本には 「住み 侍りし」 と あつて 別に 「庭 
の」 の 二字が ある。 

(一 0〕 萬 葉 集 山 部 赤 人の 「春の 野に 芾 摘み 
にと 來 しわれ ぞ野 をな つかしみ 一夜ね に 
ける」 の； - rK に ょり、 一夜 も a ずに 歸つた 
のはと咎めた意を附％^した。 

(一 0 山の頂には 雲が かかり、 糠の 方には 
霞が たなびいて ゐて 、雲は 霞に 光りを 與 
へて ゐるや うで も あり、 また 霞の 光りが 


春く ははれ る 年 ぞうれ しき 


m ゲ いくか 花を 見るべき あらまし に 常 盤 井 人道 減 太 醜 


霞む 夜は 明け ゆく 空 もまた るるに 


四 


五 


一 K 花の 光に 月ぞ のこれる 


—f ヽ 

後光明 照院 11 g 


七 


夢もぅ つつ も 見る 程ぞ‘ か 


八 


一 U' 花に 吹く 嵐は よるの 枕に て 


導 朝 法師 


九 


花山院 入道 右大臣 花の 頃 住み 侍りけ る 山里の 庭の 菫 
をつ みて 歸る とて . 

つみて ぞ歸る 宿の 堇をと 言 ひ 送り 侍りければ 


七 


北 

月ズ 

關て 

花 ミ 

J：H 

花 二 

雲 二 

花 5 

の 
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そ 
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師 


師 


師 


雲に なつて ゐるや ぅで も ある。  一一 一 Q 
(一 a 前 句の 雲には 山、 霞には 花、 光りに 
は 月を あしらつ て、 まだ 花が 散り 殘つて 
ゐる 山の 梢に 月は 沒せん として ゐ ると 一 
一の 詞に よりそつて 四手 附 (よつ でつ け) 

をな した。 暮れ方の 花に 殘る 月の 句は 雲 
や ® の 光りで あると して ゐ る。  一一 一一 
(一一 一 D 檜 林の 下の 細道は 繁つた 葉の ために 
外より もさき K: 喑くな る。 

(一四) 名 •種 •甫 •一  •逸 •石 本 「先 くれ 
て」 學 •圖 •神. •高 本 「さて くれて J 
(一 5 檜 林に まじつ て 咲く 花に 山の端の 夕 
月が 映 じて 明るい のを、 月光が. 夕闇に 爭  一一 一一 一 
ふとして ゐる 。この 附句で 無季の 前 句は 
春と なる。 

(U0 夢 窓 國師 Q 道場で、 京都の 西南、 松 
尾 谷の 西に ぁる 西芳 寺。 そ Q 庭は 名！ 2 い。 

(一 七：} 關 所には 霞が かかつ てい ましが た、 

夜が 明けた。 關所の 春の 曙。 

(一 0 早_ のこと とて、 花 陰は おぼろで あ 
る。 關は 人を 止む るので、 月 もらぬ とい  一一 一一 |一 
ひ、 霞と おぼろとは 附合 である。 

(一九) 「か はら ざり けり」 と あ. る 本 も あるが 
名 •石 •逸 •種 一本に 「たがは ざり けり」 

と あるを ® ( る。 

卷笫二 


莬玖波 集 (上) 


七 11 


(〇 述懐の 意味の 前 句に 對 して、 附句は 
老後 手- 植袅の 古木の 花を 見 ./ C 感じで あら 

、っ 0 

00 鄕 里を 離れて 春 幾た びか 某れ て、 い 
までは かしこ も故鄕 になつ た。 

00 圖 •名 •甫 •神 •京 •北 •小 •逸 • 
橋 •伊 •藤本 「里に」 一說 「里と」 

(EO そこに 植袅 置いた 花木 も 戌 長して 故 
人を 忍ぶ であらぅ。 

(式〕 信 藤は 水無瀨 氏、 のちに 具 良と 改め 
た〇 

(六〕 前 句は 獨り 恨む、 戀の 句。 

(七：} 泣く に、 ■雨し ほし ほが 相應 じ、 雨 下 
の 花の 句と なつて ゐ る。 餘情附 とい ふ。 

(  〇 雲で 山の 高 色' が 測定 出來 るとの 意。 
(九〕 山 雲を 高嶺の花- V し、 それ. にあ こが 
れるの で 人の 心を 空に するとい ^ 。 古今 
集 春 歌 上の 「樱 花咲きに けらし も足曳 の 
山の かひょり 兄 ゆる 白雲」 が 本； 歌。 

(一 0) 關は 道行く 人を 調べる ところで、 止 
むる 3 緣語 。旅路の 夢には -^ 所は ない。 
(一 0 花の木 蔭には 人心を 引いて 止める の 
意で •、前 句の 夢に 關所 のない とい ふのを 
衷返 して 逆に 附け たもの。 

(一一 D 朝露の ごとく、 はかない 人生で ある 


一二 S 栽 il かへ し 花 も 老木に 又な b て  乘阿 法師 


春を へて こそ ふる 里に なれ 

5 う £ 置きし 人を や 花 も 忍ぶ らん  藤 原 信 藤： 


泣けば とて A は 名殘 もょ も 知ら じ 


七 


S 雨し ほし ほと ^ にこ そ 降れ 


權少 僧都 永 運 


八 


雲に こそ 山の 高き も 知ら わけれ 


九 


一一 一七 花や 心を 空に なすらん 


權少 僧都 快宗. 
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旅寢 する 夢には 關もな か 6 け 
一一 1<  心と どむ る 花の木が くれ  法眼 良 澄 


から、 長生を 希ふ豫 想は しないと あきら 
めた 述懐の 句。  . 
c  一 a 前 句の 自分の 命を 花の 命と して まだ 
蕾 も 持たぬ 若木を 植袅て 花壽を 祈り、 老 
いを 慰める ことは しないと 轉 じて ゐる。 

(一 3 .) # 本 「言 惠」 名 本 「定 惠」 と あるが、 
「玄 惠」 ■を 採る。 玄惠は 後醍醐 天皇に 朱 
子學を 講じ 奉つた 學僧の 北 小路 玄惠。 

(一 5 饋の 濃淡、 雲の 色取りが 花に 映 じ、 
月に 伴 ひ、 いろいろ 變化が ある 春 ^ を 槪 
括した 句。 

(一六：} 松 9 翠に 花の 紅白の 入り まじつて、 
絢爛な 春の 彩色を 呈す るのを、 前の いろ 
いろに 應 じて 具象した 向。 雲には 花、 霞 
には 松を あしら ふことは 常に 行 はれる。 

( 一七) 前 句の 旅の つらい のは、 旅 宿の 花を 
吹きは らふ 風の ためだと 恍 春の 上に 向け 
て ゐる〇 

(一八，) 近 衞忠嗣 。のちに 關 6 左大臣に 進む。 
(一 0 さ ざ 波の 志贺 (近 江〕 の 浦 もま だ 春寒 
くて 霞まない。 

(一 5 辛 崎の 松は 松柏 後凋の 語の やうに 常 
繫の綠 を ささへ て、 さらに 霞む けしき も 
ない と、 具體 的に 述べた 後附。 

010 種  一 •橋 •伊本 「照 阿 上人」 


卷 


第 ■一一 


命を たのむ あらまし はせ じ 

一三 


一四 


一一 u まだ 暌かぬ 花の 若木を う 急 置きて 法 印玄專 


一 五 


雲 も 霞 もい ろい ろの 春 


ニ ハ 


i 暌き まじる 花の 靑 葉の 松 見えて  藤 原 氏 政 


ぅきなら はしの 旅心 かな 
-! 一二 花と めぬ 宿の 梢を 吹く 風に 


一九 


志 賀の浦 和の 波は 霞ます 


:〇 


r 一一 松 一木 花には かは る 梢に て 


八 


中納言 忠嗣， 


二 一 


照 海上 A 


七三 


0 


I 


菀玖波 集 (上〕 


七 四 


(  〇 釋尊は 二月 (如月：} 十五 日 八十 才の高 
齡で涅 槃に 入られた。 そのむ かしの 跡を 
とへ とい ふ 句。 

(一 0 春は 半ば 適ぎ て も、 なほ たづね たな 
らば、 一房の 花く らゐは 老木の 梢に 残る 
であらう と。 前 句の 釋敎 を W 春の 句に う 
つして 附 けて ゐる 。一房の 花は 迦 葉の拈 
華 微笑に も ゆかりが あると 思 はれる。 
010 麓には 霞が 立ち わたり、 尾の 上には 
雲が / C なびいて ゐて 奥底が はかり 知られ 
なぃ。 

(四〕 尾の 上の 花は 散り、 谷間の 梢に 重な 
り 咲いて ゐる やうで あると 述べた。 前 句 
は 想像。 附句は 現實。 

(一 0 春の 一語に 樂 しき 思 ひ 出の 意味が あ 
る。 わが 半生を 顧みる と、 別段 樂し かつ 
た 思 ひ 出 もない との述 懷 Q 句。 

(六〕 親しんで ゐた花 も 一朝に して 散つて 
しまつて、 飽かぬ 別れを 告げた と恍 春の 
句と つづけて ゐ る。 

(七〕 寬胤法 親王は 勸修 寺の 法主。 

(八〕 期待して ゐた ことは すでに 過去に 葬 
られた との 述懐の 句。 

(九〕 今年 もな ほ 花を 觀 賞出來 るのは 天命 
であって 有難い と 輕く春 3 句と して 扱つ 
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■ 

そのき さらぎ の 跡を こそと へ 

二 

一 ふさの 花や 老木に のこる らん  夢 窓！！ 師 


西芳 精舎の 花の 頃 夢 窓 國師池 水に 舟を 浮けて 百 韻 連 
歌 ^ りし 中に 


三 


雲に 霞 や 立ち かさぬ らん 


四 


S 峰に 散る 花 こそ 谷の 梢な ゆ 


二 品 法 親王 


五 


後に 思へ ば 春 だに も ^ 


一 1 なれけ る も 悔やしき 花の 別れに て寬胤 法 親王 


八 


い たづら にこ そ 昔と ^ なれ 


九 


.S ハ ことしな ほ 花を 見す るは 命に て •  導 ® 法師 


.て ゐ る。 理由 附と いふ。 

<一0〕 中古 男女 相 逢へ ば その 翌朝 男よ リ女 
に 文を おくる を 常と した。 訪はれ ぬは、 
その 戀の 危ぶまる をい ふ。 

00 伊勢 物語の 「け ふ 來ずば 明日は 雪と 
ぞ 降りな まし 消えず ば ありと も 花と 見 ま 
しや」 により 花の 觀 CA. に 友を 誘 ふ 句と な 
つて ゐる 。朝に 夕、 とはれ ぬに 見る を附 
合と して ゐ る。 

(ご D 楚王巫 山の 夢の 故事 K: よる 戀 Q 句。 
<1一0 月下に 散る 花が 面影に 浮かぶ と附け 
た。 雲は 山に、 麥は 夜に よつ て 受けて ゐ 

る 0 

(一！ 〇 種 一本 「さ 夜ふ矿 て」 

(一 • © 春の述 懷 とも 戀 とも 見られ 〇 が、 I こ 
れ さへ」 がわから ない ので 不完全な 句。 
(U0 人の 訪ひ來 る緣が ある 花が 散り、 人 
も 訪ねて 來な いので 憂き 春 だとつ づけて 
ゐる 。花を 怙しむ 情は 十分に 出て ゐ る。 

0 七〕 石 . Tli 一  •逸 •橋 本 「岩 こす」 圖. 
名 . rii •神 •橋 本 「岩ぅ つ」 〇浪 の 音を 
松風に 聞きな してゐ る。  I 
(一 C 花が 風に 散る のを 花の 瀧 落ちと 見 立 
でて ゐる〇 波には 瀧、 松には 花を つけて 
ゐ 〇 •。作者は 一一 ife 良 某。 


1 〇 


とはれ ねば 後の 朝 もい さしら す 


二 


5 け ふ 見る 花の 雪の 夕暮 


救濟 法師 


關白 左大臣 家 百 韻 連歌に 


一二 


別れの 雲は 面影の 夢 

一三  一四 

S 月に 散る 花の 山風よ るふけ て 


大江成 種 


これ さへ 身には 契う き 春  ' 

一一 一一 九 人を 待つ たよりな 6 つる 花 散. 〇 て 藤 原 高. 秀 


一七 


岩 こす 浪は 松の 嵐 か 


) 八 


一 g 散る を 見る 山に •は 花の 瀧 落. ちて  關白 左大臣 


卷第  一一 


七 五 


蔻玖波 集 (上) 

< 1 〕 打ちと けて 話す つもりで 待つ てゐ た 
のに、 相手は i£L ぐに 歸る心 だと、 女人が 
恨みの 戀の句 。 

00 花の 散つた のちの 霞は 前 句の われは 
待つ に、 人は 歸る 、とい ふ 逆の 對 照と 相 
似た 趣きで あらぅ か。 

(一 0 萬 物を 生かす 春の：！！ に、 奈良の 春 H 
明 神の 神 輝を ょそへ てゐる 0 
'(四：} 座 泥に まじる 落花を 佛 Q 和 光 同座に 
ょそへ た 作。 

<5 阖 •藤本 「左 近少將 」 名 • !!] 一  •逸 
本 「善 成」 〇 作者 # 成は m 徳院 の 曾孫、 
源氏の 註釋河 海 抄 Q 著者。 

(六〕 名殘り 惜しき 春と 別れを 告げる のは 
止む を 得ない と 思つ てゐ たが、 さらに 悲 
しみを 豫 期させる ものが ある。 

.(七〕 昨日 見た 盛りの 花は 今日の 山風に 散 
り拂 はれる と輕く 扱つ た。 こ Q 句は 後 京 
極攝政 良經 8 はかなき 薨去を いたんだ 定 
家 •家隆 Q 贈答の 缺を 連想させる。 家隆 
のは 「悲し さの 昨 U の 夢に 比 ぶれば 移ら 
ふ 花 も 今：！！ の 山風」 新 後 撰 集に 載る。 
<<〕 嵐は 地上の 草木 ばかり か 湖上の 小波 
.の 上に も 吹き わたる。 

〈九〕 志贺山 櫻は 開く と 見れば 一方には 散 


七 六 


待ち 


歸る .、むな b け 


1S1 散る 花の 跡なる 山 や 霞む らん 


三 


春の 日 や 神の 光と な 6 ぬらん 

四 

5 1 一 落ちても 花は ち 6 に まじは る 


六 

とまらぬ は 春の 別れと 思 ひしに 

七 

5 一き の ふの 花は け ふの 山風 


さ ざ 波 かけて 吹く 嵐、 かな 
一 ES 白妙の しが 山 ® かつ 散 6 て 


左 近 中 將義詮 


五 


左 近 中 將善成 


權 大僧正 圓忠 


# 〇 二位 行 家 


.ると 附 けて ゐ る。 前 句に さ ざ 波を おき、 
附句 には 志賀 山を 出す 巧んだ 附 合。 

(一 0) 名 • « 一本 「從三 位」 作者は 六條知 
家の 子。 

(一 0 木の間に いざょ ふ 月を もどかしく 待 
つて ゐ る。 

(二 D 月下に 心を いらいらさせる やぅに W 
しい 花が 散る と 折り重ねた 附 合。 

(一 〇 作者は 中 御門 經馋 Q 子。 法名で 乘 性。 
(一！ 0 到る ところ 春は 終りを 告げて ゐ ると 
いふ 前 句を 受げ 、ただ 一本の 櫻で も萬朶 
の 花は 一陣の 春風に 四散す ると 名 殘リの 
一本を もつ て菸春 を 惜しむ 氣持を 表して 
ゐる 。いづく も rc 四方をから ませた 0 
(一 5 人を 止む る關所 も 春は 止め 得ないで 
過ぎて 行く。 

(HO 杉の 並木の 間の 花 もい まは 散つて 名 
喊リ もない。 關を逄 坂と したのは、 宮內 
卿の 「逢坂 や 梢の 花を 吹く からに a ぞか 
すむ 關の杉 村」 にょる。 

(一 £• 待つ はやが て 別れの 悲しみを 味は は 
ねばならぬ。 

.(一 0 花の 散る 春の ゆ ふべ Q 句と し V 花を 
待つ 倩は 散る を 歎く 心と なると 附けた 。 
<10 互 ひに 我を張り、 どちらが さきにな 


二 


一二 

望、 レつ く 


で や、 ちぬ 夕の 月は 木の間に て 
) に 花や 散る らん 


春 や いづく も 名殘な るらん 


一四 


S 六 四方に 散る 花は 一木の 風なる に 


一 五 


關屋の 春 も 今は とまらず 


六 


1 七 


1 八 


前 大納言 經繼 


品 法 親王 


一四 七 杉む らの 木の間に 見えし 花 も 介し 前 大僧正 賢 俊 


つもた だ 待てば 別れの ある ままに 


一四 八 花ち る 頃は うき 夕 かな 


前 大納言 尊 氏 


らべ によ わ b こそせ め 


卷  第二 


七 七 


莬玖波 集 (上〕 

びく かと 競爭 する うちに 6 分が 弱って し S 九 花よ 6 も 先 こ 落つ るぞ淚 よる 
まう だら うとい ふ戀の 句 0 


七 八 

善 阿 法師 


(一：} 前の 戀の句 を f.'l-- 春の 情に 轉じ 、花に 
さき 立つて 惜しむ 心に 先 づ淚が 落ちる。 
00 甫 •圖 •名 •藤 •早 •小 •伊 •高木 

「ここもう から ば」 神 •種 •石 本 「心う 
から ば」 〇〇 山に 隱遊 しても そこが 憂く あ 
づたな ら 、どこへ 行つ て 過ごさう か。 無 
常 述懐の 句。 

00 花 影を 追 ひ轉轉 する 意。 「散る をみ 
て」 名 •甫 •種 •石 •逸本に ない。 

(四〕 「厭 ふ 心の」 の 一句、 名 . frj •種本に 
よつて 補 ふ。 

( W 〕 道心 堅固の 釋敎 Q 句を 花 K: 並ぶ 常 磐 
の 松に よそへ てゐ る。 主客を 逆に 附けて 
ゐる〇 

(六〕 もう 何日したら 春に 別れを 告げ 〇 こ 
とやら。 

(七) 夕 嵐 も 心 あつて 多少の 花を 殘せ よ、 
自分は 明日 も來て 飽くまで 賞玩し よう、 
と 惜春の 情を 述べて ゐる。 

(八〕 迫らない 戀の心 の 前 句に 風の たより 
と あるを 落花の 上に 轉じ た附 合。 

.(o_  •名 •甫 •神 •藤 •石 •逸 •橋 • 


一一  • 

ここもう 力ら ばい、 つ t> ^T か^^  } 


三 


■散る を 見て 花の 影と もたの まれず 痕覺 法師 


四 


厭 ふ 心の いっか かは らん 


五 


一五 一散^ 〇 やすき @ になら ぶ 松の 風 


六 


末い く ほどぞ 春の 別れ路 


七 


信 照 法師 


5 一明 日 もこん 花な ほ 殘せ夕 嵐 


吹き かは る 風の たょ b に 任せつつ 

八  • 

一 M M ひ 定めす ちる 櫻 かな 


寂 意 法師 


九 


前 大納言 爲家 


S 八 名 七 
(こ を 
な 忘 

る れ 

後 て 
に や 
も 人 
花 の 
は 訪 
見 ひ 
る 來 
ベ  ぬ 
き 
に 

支 藤 

原 

宗 

秀 


10 


天つ 風 我が 思 ふかた に 吹きよ われ 
散る とも 花は 外/ちらさ じ 


稱念院 入道 一% 大 Ea 


一一 一 


村の 松の木の 間に 波を 見て 


一三 


凰に かかる 花のう き 雲 


1 四 

10 白 ] 19 左大臣 


關白家 百 韻 連歌に 


一 五 


田 心へ ば 今ぞ かぎ 6 な b ける 


1 六 


雨に 散る 花の 夕の 山 おろ 


救濟 法師 


, 伊本に 「前 大納言」 と ある。 

(一 0〕 天. つ 風 も わが 思 ふ 方に 吹いたら、 そ 
こて ひつた リと 止む までは 行かなくても 
吹き 弱れょ。 俳諧 體 の 前 句。 僧正 遍昭の 
「天つ 風雲の 通ひ路 吹きと ぢょ 乙女の 姿  一 ^ 
しばし とどめん」 の 歌に 據つて ゐる〇 
(一 0 作者は 兼 平。 猪隈關 白家實 の 子。 

(一一 D 土 本には 「波み えて」 

(一一 一一) 松 間に 白波を 見た 海景の 前 句を 花 雲 
を 吹く 嵐に ょそへ た。 

.(一四〕 圖 •名 •甫 •神 •種 •石 •逸 •橋 •  S 
北 •伊本に 「前」 の 字が ある。 

(一 5 絕 M もしくは 辭 世と 見える 句。 

(H0 雨に 散る 花が 夕 嵐に 吹き はら はれる 
自然の 句。 述懐の 前 句を 惜 花の 詩と して 
ゐ る。 

(一七〕 舊知が 社絕 えて 來訪 しない のを こぼ 
し、 人の 無情を かこつて ゐ る。 

0 0 橋* 伢本 「雲になる」 逸 •甫一 •種 S 六 
一本 「雪と なる」 〇花は 相に 咲き 句 ふと 
きば かりで なく、 雪と 散る 落花 も 賞す ベ 
きで あるのに、 落ち EI になつた 自分を 顧 
みぬ。 附句も 述懷の 句。 

5 

\ 

卷第二 


宽玫波 集 (上〕 


八 〇 


CO 故鄕は 一木 一草と いへ ども 心を 引く 
もの。 身は ここを 去つ て も 魂は いつも こ 
こ K: ある もの をと、 故：^ の 懷 しさを のべ 
て ゐる〇 

(一 0 折りし も 見馴れた 一本の 花が 散る の 
はわれに 名殘 りを 惜しむ らしい。 前 句の 
心に 後 句で 思 ひと 附 けたのは 擬化 Q 型。 
(一 0 名 •石 •逸 •甫一 •種 一本 「信訟 」 
(四〕 庭 P は 一面に 落花が 散リ亂 れ 、目を 
上げる と 梢には 風の 動きが ある。 山里の 
花は いかがで あらぅ と 庭から 野 山へ あこ 
がれ、 山里の 花を 惜しむ 心を 述べて ゐ る。 
附 句と 前 句とは 逆にな つて ゐる が、 附句 
を さきにい へば 平凡と なる。 春の 山里を 
擬 化して わが 遊 情を 誘 ふと 起し、 その 理 
由條 件を 附句に 擧げ てゐ る。 

(一 わが 門を 訪れる かと 耳を 傾ける と、 
小 車が ごろごろと 鳴つ て 過ぎて 行く。 
(六〕 軋つて 通り過ぎる 音を 花見 車と して 
夕- MQ 襲來に 氣を つけょ ど 警めた。 

(七：} 水のと かく 涸れが ちであつた 谷川 も 
雪 解の ために 下つ 漱は 水が 流れて ゐ る。 
(〈： } 春の 水に 雨に 催されて 咲き 散る 花が 
雪の やうに 浮かぶ。 附句 によって 前 句で 
は 花を 雪に 見立てた 句と なつた。 


ふるさと ことまる、 ひは ある ものを 
一一 fK 別れ 思 ひて 花や 散る らん 

心を さそ ふ 春の 山 M 
一 売 庭に 散る 花に 梢の 風見え て 


五 


聞けば 音して 歸る小 車. 

一 5 、いせょ花見どころの夕あら 


七 


雪に 流る る 谷川の 末 


八 


源信經 


寂 意 法師 


周 阿 法師 


一六 一風 そは ぬ 雨に も 花の また 散 b て  源  信 武 


霞 六  影 五 か 四  三 1 二 

よ  みす  こ''  さ 

b  えみ  とら 

上  し’ や  の 何 

に  木 曇  別と 

JI  のる  れ人 

え  下 鏡  はの 

た  水な  花う 

る  にる  に  ら 

山  花ら  あむ 

櫻  散ん  るる 

b  も 

て  の 

を 

2  源  源 

親  季 


光  賢 


雲に 入る 山路の 春 も 暮れに け b 

花を した ひて 鳥 やなく らん  法 印時寶 

霞の たえま 日 こそ 見え けれ 
二 

睽 きそめ し 枝よ 6 花のう つろ ひて 源 ® 朝 


(〇 雲に 集え 〇 高嶺の 春は 村里より もよ 
ほど 遲れ るので あるが、 その 高 峯の春 も 
すでに 終リ となつ た。 晚春も 果てようと  一六 一 | 
いふ ころで あらう か 0 
(一 S 鳥が しきりに 鳴く のは、 散る 花を 惜 
しむので あらう かと 細かく 述べて ゐ る。 

(一 0 霞の 絕え 間に 見える 初 咲きの 花の 散 
らうと して ゐる 光景を 扱つ てゐ る。 

(一一 D あれほどき つばり と 話を つけたのに  一 S 
いまさらな にも 恨む ことは ない。 

(110 前の 絕えた のちな ほ 恨む 戀 の 句を 落 
花を tf'r しむ 情は 押さへ なくて はならぬ と 
いふ 上に うつして ゐ る。 

(一四〕 霞を 曇つ た 鏡と むつ かしく 表現した 
附 句。  一 S 
(一 a 水の なかに 姿を うつして ゐた 花が 一 
面に 散つ ていく と、 今までの 影が 見えな 
くなる。 古今 集 春 歌 上の 「年を 經て花 Q  • 
鏡と なる 水は 散り かかる を や * ると いふ 
らん 1- に據つ てゐ る。 

(一六 0 山の 腰には 霞が かかつて ゐ て、 it K; 一 S 
は 花が 歧 き 匂つ てゐる 。一枝と 思つ て も 
折る ことが 出 來な い。 古今 集贺歌 の 「山 
高み 雲居に 見 ゆる 櫻 花 心の ゆきて をらぬ 
R ぞな き」 G 本 i3K によつ r ゐ る。 

.  卷  第  二 


宽玖波 集 (上〕 


八 二 


(一〕 前 句の 折られぬ 花の 類似と して、 高 
嶺から 落ちる 瀧の 白波を 花と 見立てて 附 
句と して ゐる 。古今 集 春 歌 上の 「春 ごと 
に 流る る 川を 花と 見て 折られぬ 水に 袖 や 
ぬれなん」 の詞を 取つて ゐる。 

(一 0 薪と ともに 折られて 梢には 花 も 殘ら 
ぬと いふ 前 句に、 花を 訪ふ 時期が おくれ 
たので、 梢 頭には さらに 花がない と 理由 
附に して ゐ る。 

010 桑門は 樹下に も 三 宿せず とい ふ釋敎 
の' 句の 意を 取つて ゐて 浮き世 r- 執著を 止 
めない 身は 雲水の 樣に さまょ ふ 位の 意。 
(四：} 蝶の やぅに 花から 花に 浮かれて、 花 
の ある 場所に 移り行く と附 けて ゐる 。少 
し 似た ところが あるが、 實は 非常に 意味 
の 違つた ものを 附け た、 違附 とい ふ。 

0 山家の 庭で 紅葉な ど 足の 踏み入れ ど 
ころもない有樣である。秋9收獲時とか 
別の 場合と も考 へられる。 

(六〕 前 句を 春の 花 散る 庭の ことと して 風 
流に 扱つ てゐ る。 雪 吹きて は 落花の こと 0 
千載 集 赤 染衞 門の 「ふめば 惜し 踏まねば 
行かん 方 もな し 心 づ くしの 山捣か な」 を 
踏んで 附け たもの。 

(七〕 山野を 6 由に 飛翔す るのは 鳥の 本性 


5 をられ ぬ 花は 瀧の 白波 


權 律師 定暹 


天 曆の御 時、 殿上のを のこ ども、 東 山の 花見に まか 
りけ る 道に、 木こりの 機の 枝を 折りて 薪に さして 歸 
りけ るを 見て、 藤 原 高 光 

花は 梢に のこ b げもな しと 侍る に 


一六 七 散らぬ まと 急ぎ 來つれ ど 山 @ 


源 能 正 朝臣 


三 


四 


き 身は よしや 宿 も 定め じ 


5 花の 散る 山の 木 かげを 住みかへ て 源 義舊 


五 


踏 tr あと もな き 山里の 庭 


六 


一六九 樓 散る 木蔭の 凰 雪 ふきて 
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文 和 四 年 五月 關白家 千 句 連歌に 
鳥は なほ 籠の 內に こそ こもれる に 
花の 後に や 雲を こふらん 


樓散る その 面影 も 忘れぬ に 
のこ b し 花の 有 明の 月 


であるから、 花の 散つ た あとには 人の m 
春の 情に 準へ て 雲を 戀ひ しがる で io らぅ 
と附 けて ゐる 。徒然 草に 「飛ぶ 鳥の 羽を 
切リ 、籠に 入れられて 雲を 戀ひ野 山を 思 
ふ愁 止む 時 もな し」 に 據 な と 思 はれる。  一七 0 

(八)  昨日 大和の 初潮 山を 越えた とい ふ 意 
昧で花見とも觀音參詣とも取られる。 

(九)  初！ 3 は 泊瀨 とも 書く。 長 谷 寺が あり 
十一 而觀 音の 札所と して 名高い ところ。 

(一 S 前 /P.1 の初瀨 行きは 花見の ためとして 
越えと いふので 波と 寄 合と し、 古今 集#  一 ± 
歌 上の 「谷風 rc 解く る 氷の ひまごと に 打 

ち 出 づ る 波 や 春の 初花」 の 歌に 基づき 川 
の. A 波 も 落花の 流れる にょ そへ てゐ る。 

〇  〇 山里は 都と 違 ひなに も 足らぬ がちで 
さぞ 憂い ことで あらぅ Q 

(一一 D 前 句を 具象す るのに、 山里の 憂き と  一七 一一 
いふのは 、花の 散つた 晩春、 月 も 二 十日 
あまり 過ぎた さびしい 夜 明-け 方と 註釋附 
とした。 

(一一 〇 櫻の 散つて 行つた W 影は まだ 心に 眼 
に 新たで あると、 花を W しむ 情を 十分に 
述べて t。  S 
(一 四：- 残つ た 花に 豫 期しない 有 明けの 月が 
さして 趣きを ^ へて ゐるの はわが さびし 


と 侍る に 

救濟 法師 


前 大納言 尊 氏 


關白前 左大臣 


左 近中將 義訟 


莬玖 波 m (上) 


八 四 


い 心を 慰めて くれる の だと 見て ゐ る。 

( 一 ) 惜春 Q 句。 

(一 0 日數の 少い 意に も 取られる 前 句を、 
附 句で 殘 月の 光り も 薄い 夜明け 方に とり 
なして ゐる 。荈 春 〇 寂寥を 一層 强く 感じ 
させる。 

(一一 0 われらに 別れて 北へ 歸り 行く春 雁の 
一列が 遠く 飛んで 行く。 

(四〕 歸る 雁を 望んだ 時と 場所と を 明らか 
に附 け、 殘 月の 光りは 淡く、 夜は 明け、 
山は 霞む 遠方と 風情を 示して ゐ る。 

(主〕 小 •石 •逸本 「ぅぢ かすむ」 

(六〕 前 句の 霞む とい ふのは 日中の ことに 
も考 へられる のを、 附句で は彌生 三月の 
有 明け 月の ころに も なれば、 と附 けて ゐ 
る。 條件を 示す 附 合。 

(七〕 藤 •圖 •學 •橋 •伊 •神 本 「寂 忍」 
名 •石 •逸 ；一 •種 一本 「寂 意」 

(<> 雑の部 類に 馬し、 附け にくい 難句。 
人 丸は 歌聖の 柿 本人 麻 g。 

(九〕 垣の 下を 柿 本に いひ かけて、 古今 集 
序の 「梢に 鳴く 驚、 水に すむ 蛙の 聲を聞 
けば 生きと し 生ける もの、 いづれ か 歌を 
詠ま ざり ける」 と あるのに よつ て 蛙を 附 
けた。 俳諧 體 の 附け 方。 


花 散る 後は 春ぞ少 き  • 

5 影の こる 月の 霞に 夜は あけて  藤 原 知 春 


別れの 雁の 遠き 一つら 

5 山 霞む 月の そなたに 夜は あけて  淨永 法師 


寬元四 年 三月 法 勝 寺 花 下にて 


五 


春の 末- 0 やうす かすむ らん 


六 


5 有 明に 彌 生の 月の な b ゆけば 


八 


人 丸に 似て 歌 やよ むらん 


九 


七 


寂 忍 法師 


m かきの もとを 流る る 水に嗚 く 蛙  前 中 納言爲 相 


(，一 S 千篇一律では 宜しくない。 變 化の あ 
るの が 歌の 本 R* だ。 この 前 句 も附け 難い。 

(一 0 淵 瀨の かは 9 易い 大和の 飛鳥 川を 引 
き、 歌の心と いふのに 對 して 古今 集の ff 
を 持ち出して、 飛鳥 川の. 蛙を あしらつ て 
附 けて ゐ る。 

(一一 0 作者は 二 條爲 世の 二 男。 中納 言、 正 
二位に 進み.、 正中 元年 歿した。 

(一一 〇 前 句 も 附句も 古今 集の 序に ょつての 

附 合。  • 

〇一〇 作者 氏賴は 佐々 木 三 郞大 夫、 法名 崇 
永の ことか、 また 吉見右 馬頭 式部 大輔の 
ことか、 明瞭で ない。 

(一 5 赤い 霞と 見る とだけ で 物を 示して な 
い。 不完全な 前 句に 對 して、 深山の 木の 
下つつ じの 花を あげて 說明附 とした。 丹 
(こ ノつつ じの 燃える. さまな のは、 前訇の 
火と 寄 合 ふ。 

(一 5 君の 惠みを 待つ 春に 松を いひ かけて 
ゐる〇 

(一七；} 前 句の 松から 藤を 引き出して、 藤 原 
氏の 祖 神を 祀る春 日 山の 花の ことに 附け 
合は せて ゐ る。 

(一 0 圖 •名 •甫 •京 •早 •逸 •藤 • # 本 
「侍け る 時」 

卷 ，第  二 


れはる や 歌の心な るらん 


一七 <  I 鳥 川き の ふの 淵に なく 蛙 


誰 とても また 歌を こそよ め 
妄樞の 鳥 水の 蛙の 聲聲に 

火よ b も あかき 霞とぞ 見る 
一<0 邮ふ かき 木の 下つつ じ— 暌 きて 


f ハぐ みを まつに かくる 身の 春 
一<一 乾 日 山 花に もれた る 藤は なし 

春 日の 社頭に こもり 一 #/ る 時、 月次の 連歌に 


a= 部 卿爲藤 


觀氏賴 


素 阿 法師 


藤 原 親 長 朝臣 


八 五 


菀玖波 集 (上) 

C  I 〕 社頭に 額づく 祈願の 句。 

(〇 祈願す る 身の 居場所を 示す。 藤 上 松 
の附け 味は 前の 二聯と 同じ。 春の 部に 入 
れて あるが、 神祇の 句。 

0 0 圖 •名 •京 •內 •早 • # 一  •種 一 • 

逸 •橋 •土 •伊本 「經員 」 藤 •甫 •神 本 
「經 貞」 石 本 r 經眞」 

(四〕 tl'f 春の 情のは げしい 句。 

(•玉〕 松 上の 藤の あしら ひは 前 三 四 聯^. 同 
じ。 その 色の 靑し 、紫と い， つて 句を つく 
つて ゐる ところは 俳諧 體。 

(六〕 山に かかる 霞の 前 句に 松 上 藤を 附け 
た。 藤 q ために 松まで 花の木に なつて 霞 
の 樣に 見える と 見立てて 强調 して ゐ る。 
(七〕 名 •石 •逸 •甫一 •種 一本 「源氏 賴 」 
(八) 老人の 花を 見て Q 感想で あつ •て、 「歳 
歲 年年 人 不レ间 J の 詩句を 下に 踏まへ て 己 
れの 生のは かな さを 豫め かこつて ゐ る。 
(九〕 「年年 歲歲花 相似」 を 底に 持ち、 樂し 
かつた むかしに かへ る > も あれと 祈 P た 
附 合。 

(一 S 逝く 春を t.'lr しむ 心 かち それを 擬人化 
して、 春が 歸リ 行く 道を 違へ て、 自分の 
ところに ih まる A- うに。 

(二) 名 •神 •種 •石 •逸 •橋 • ]{] 一  •伊 


八 六 


身の ため 君を なほ 祈る かな 
ズー ー 神 垣の 藤 さく 松の 罃にゐ て 


八 


また 見る も 別れの 花に な. 〇 にけ 


九 


5 はじめに か. へる 春 も あれ かし 


一 〇 


別れ ゆく 春の かへ る さ. 迷へ と ^ 


三 


大中 臣經員 


四 

暮れ かかる 春に 心 やくだくらん 

五 

一<111 藤睽く 松は あを しむら さき  荀 可よ 币 


山に かかる は 霞と ぞ 見る 

KS 藤 さけば 松 さへ 花の木に なりて  源 «" 基 


二 品 法 親王 
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前 參議彥 良 


左 近 中 將義證 

八 七 


A- 重たち こめて かすむ 夕暮  伏 見院 御製 
W つ 散 5 にけ b 山吹の 花 

一 WP はすと も 春の 名 殘は知 b ぬべ し 山 階 入道 左大臣 

» 

一 J とわり 知ら ばげ には かこた じ  - 
隊 ある 春の 日 數のゆ ふぐれ に  前中納 言有忠 


本 「かへ る さ」 甫 •內 •種  一 •橋  一 •ィ  ー<  六 
本 「か ヘリて は」 

C1 一一〕 八重に 霞む 夕 雲は その 迷は せる ため 
に 立. つて ゐ ると 附 けた。 前 句は 空想。 後 
句は 現實で ある。 

(一 5 山吹は 咲く と 見る 一方で 散る とい ふ 
のに 惜春 の 情を こめて ゐ る。  一< 七 
(一四) 山吹の 花は くちなし 色な のでい はず 
と附 けた。 春の 景物は 梅 •樱 •柳 等を 數 
へて ill 吹で 終る Q で、 山吹の 散る の を 見 
て、 やがて 春の 名殘 りはつき ると した。 

(一 5 道理が わかれば 不平は いはない との 
雜の句 。この 句は 本 rc よつて 諸說が ある  一八 八 
が、 「理り 知ら ばげ には」 を 採つ た。 

(一 〇 暮れ行く 春の 日數 をよ みてと 惜春の 
句と して ゐ る。 

(一七) さやかな 月の出を 待つ の 意。 

C1 C 古今 集 秋 歌 上 「木の間よ リ洩 りくる 
月の 影 見れば 心づ くしの 秋は 來に けり」  一八 九 
の 歌を かへ て晚 春を ft しむ 句と した。 こ 
の 別る ると いふには 春季に 人と 別れる 意 
と 見られる。 

(一九〕 山家 または 草庵の 落花を 惜しむ。 

(一一 S 暮れ行く 春は いづこ も 免れない と附 
け 加へ てゐ る。  § 

卷  第二 


荛玖波 集 (上) 


八 八 


(一〕 表面は 別と して 心には 忘れられぬ 戀 
の 句。 

(一 0 菘 春の 景物が 身に ついて 離れない と 
の 意で 身に ■添へ て 着る 衣の 離れない ょぅ 
にと 應 じて ゐ る。 山 霞は 春の 衣と いひ 來 
たつて ゐるの で、 これを 惜春の 材料と し 
た 0 

010 名 • [!] •逸本 「花 下の」 

(四〕 情の こまやかな 戀の 句。 

(玉〕 @1 •甫 •種 •內 •早 •土 本 「心の 別 
れかな 」 名 •學 •神 •小 •高 本 「心の 深 
きかな」 

(六〕 彌生に 閏月の ある ことを ねが ふ 惜春 
の 句と して ゐ る。 


したの 心 や 離れざる らん 
U1 ゆく 春の 霞の 衣 身に 馴れて 


寬元四 年 三月 花 下 連歌に 

逢 ひ 見て は あかぬ 心の 別れ かな 
一丸 一一 後の 月日に なほ 春 も あれ 


後深草 院辨內 侍 


京 月 法師 


(七) 歲 月の 流れる Q は 老人に も氣 のつか 
ない ほどで あると いふ 雜の 句。 

(〇 懷し い故鄕 の 春を 訪れる のが 遲かつ 
たために いた づら に 暮れて しまつた と附 
けた。 故鄕を いつて、 惜春の 情の 切なる 
ものを 表現して ゐ る。 

(九〕 圖 •名 .朮 •逸本 「關白 家の」 圖 • 
名 • !!] •種 •石 •逸本 「連歌」 

(10〕 つくづくと 思 ふと堪 へ 切れない 傷心 
の 痛ましい 戀ま たは 述懐の 句。 


七 


過ぐ る 月日 も老に 知られず 


八 


5 ふるさとの 春いた づらに 暮れは てて 常曉 法師 


九 


關白 家の 千 句 連歌に 


一〇 


思 ふに 堪へぬ 身 こそ 佗び ぬれと 有る に 


(5 前 句の 戀を 三月が ft  t  S 虹 日までの 日數 のな 
に 轉じた W 春の 句。 


i  L  衰  nr 


(/ 


010 花を 見捨てて 歸り行 く 人を 恨む 句。 
(一一 一一. V 三月の 末にな り 草庵の ひつ そりした 

有樣。 

(一 5 藤 •名 •甫 •內本 「性 尊」 


二 一 


花は とむ れど 止まらぬ 力な 
へ b 人靜か なる 柴の戶 


一三 

5 春 か 


性 敷 法師 


(一 a あでやかな 花の 俤 もい まは 全く 夢の 
やぅ だ。 

〇六〇 九十 日の 春光 も 今： n で 終りを 告げて 
はと 三月 晦日の 作。 

(一七) のちの 悲しみ. も 心 附か ないで 愛着し 
てゐ るとの 戀 Q 句 0 

(一〇 前 句 Q 戀 Q 句を 暮春の 別れの 句と し 
た 0 

(一九.} 夕暮れの 雨と いふ / C けで 未完の 前 句 
を 春を つかさどる 女神 佐保姬 Q 去って 行 
くのを しむ 淚に 見立てた 附合 。巧妙な 

ft^o 


卷第  一一 


一 五 


敷と やい はん 花の 面影 


一六 


5 


春 もこよ ひ 明けな ば 過ぎ ' ぬべ し權 大納言 實夏 


一七 


憂き を も 知らすな ほした ふかな 


一 ^ W  く 春の あ ひも 思は ぬ 別れ路に  前 大納言 爲氏 


時し も 降れる 夕 暮の雨 
U<  G 保姬や 春の かへ さを ^ るらん 


從 二位 家隆 

八 九 


% 


荛玖波 集 (上)  九 0 

菟玖 波集卷 第三  • 


(一〕 無常を いふ 前 句を 夏の 更衣の 句 K: と 
りなした。 源氏物語 末 摘 花の 卷に 「紅の 
一花 衣ぅ すくと も」 と あるのに 據つ てゐ 
る。 それは ただ 一入 染めた ばかりの 淺い 
色を いふ。 昔は 四月 朔 日に 衣替 へと いつ 
て 一般に 春 衣を 夏衣に とり 换へ た。 

(一一) 前 句で 蝉と いふので、 附句で は その 
羽に ちなん で 「薄き」' を 取り出し、 更衣 
して 夏に なつた ので、 蝉の 聲を 聞きたい 
と、 前後して 見る 附 合。 

010 三月 晦日が 過ぎる と 間もなくは じめ 
の 酉の 日に 葵祭を 執り行 ふ。 

(四〕 都では 卯月 (四月：} 中の 酉の 日に 執行 
され 0 。きらぴゃかな賀茂の葵祭の準備 
を 急ぐ ので あらう。 

(五〕 「卯月の 忌」 とは、 この 神事に 關する 


夏 連歌 

鲁 

さだめの なきや 心なる らん • 

一党 世の中の 一花 ころも 立ち‘ かへ て 後光明 照院 1 

今ょ 6 蟬の聲 や 聞か まし  ' 

一一 00 夏衣ぅ すき 袂にけ ふかへ て  '民 部 卿爲藤 

寬元三 年 三月 花の 下の 連歌に  X 


吉三河 二 
野 の 
な よ 
る  ど 
夏 み 
み に 
る 花 
ま ぞ 
で 殘 
の れ 
遲 る 
櫻 


彌生 のはての 夜半の ぁけ 方 
神 まつる 卯月の いみ や 急ぐ らん 

袖の 雪 かと 打ち はら ひけ b 
卯の花の かつ 散る 里の 夏衣 

導譽 法師 家の 千 句 連歌に 
これ や 鎧の 絲の いろいろ 
卯 花の 垣根の 草の 下 もえぎ 


，生 法師 

前 大納言 爲家 

救 濟 法師 

十佛 法師 

九 一 


人が 祭の 前に 潔齋 して 身に 汚れの ないや 
う K: する こと。 

(六：} 圖 .前 •名 •種 •神 •逸 •橋 •伊本 
「道 性」 種  一 •大 一本 「導 性」  一一 〇 一 
(七〕 冬の 句の やうな 前 句を 附句で 夏の 句 
に 化して ゐる 。卯の花は 白色、 それを 夏 
の 白い 衣に よそへ た？ 卯の花は 附句の 夏 
衣と いふよ リ前 句の 種と つらねて 見る 附 
合。 後 拾遺 集 Q 「白妙の 衣の 袖を 霜 かと 
ては ら へば 月の 光り •なりけ り」 を 本と し 
て、 霜を 雪と とり 換へ た。 

(<) 「かつ」 は、 一方では の 意。 

(九〕 鎧の ことを 總括 的に いつて ゐ る。 鎧 
は 割つた 小 札を 革 や 絲で 綴ぢ てつく る。 

絲で 綴ぢ たの を絲械 とい ひ、 それが 染め 
やうに よつて 赤 絲絨、 萠黃絨 などの 名稱 
が出來 た。  i 一 
(一 0〕 附句は 联黃械 を 示す ために 白 レ'^ の 
花が 垣根の 下に 草が 出る とい ふのに 萠黃 
緘を 匂は せた。 

(一 0 河 上の 落花を 詠んで ゐ る。 

(一一 0 吉 野の やうな 山奥では 夏まで 遲櫻が 
咲き 句 ふとして ゐる 。且つ 吉野 名所の  一  一一 S 
である 夏 見 川の 地名を いひ かけた。 夏 見 
け 萬 葉 集には 夏箕 として 詠まれて ゐ る。 
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人の 許ょり 葵 おこせたり ける を、 年經て 後、 祭の 日 
葵の 枯れた る_ に 書き 附けて 遣は しける に 

年 ごとに 昔は 遠くな b にけ b 
が ふ ひは 今日の 心地 こそす れ  赤 染衛門 

この 一聲に 生まれ ゆくな b 

パ J と 鳥を 我が 親に せし ほととぎす 素 阿 法師 
花 散る 跡を 人 やと ふらん 

この 山に また 待たる るは ほととぎす 前 大納言 尊 氏 


荛玖波 集 (上〕. 

(一：} 騖は 春の 烏の 尤物と されて ゐるが 、 

夏山に も 鳴く とい ふ附 合。 

00 前 句は 雜 の 旬。 古歌に 「年毎にむ か  一 i 
しは 遠くな り ゆけ ど 云云」 と あるのを 踏 
まへ て ある。 

0 C 圖 . Tir •名 •神 •藤 •種  一 •伊本 
「なり ゆけ ど」 

( 四〕 附 句は 前 句の 遠くの 反 對に 、近くの 
意味で 今日の 心地と 逆に 附け た。 都の 夏 
祭で 名高い 贺 茂の 葵祭に、 所所に 葵の 葉 
を かけての ちまで 遺す 風習が あつた。 從 
づて 、過去の 追憶から 今日に 相 逢 ふを 葵 
にい ひかけ て ある。  一一 0 六 
(no 母胎から 出る 子は 「おぎ や あ」 の 一 
聲で 生まれる と 人生の ことを 述べた 句。 

(六〕 前 句を 時鳥の 上に ぅつした 附 合。 己 
れの 卵を 驚に 抱かせ - e 辦 化する 時鳥を 詠 
んで あしらつ た。 

(七〕 花の 散つ た あとに 野 山を たづね るの  一一 0 七 
はちょ つと 妙に 考 へられる が。 

(八〕 初 H の 時鳥を 聞く ためにと その 理由 
を附 けた。 「行き やらで 山路 暮らしつ 時 
鳥い ま 一聲の 聞か まほ L さに，」 の 古歌に 
ょった。 本 歌 取りの 附 合。 

c 九：} 感興を 起し 易い 月の 明け方、 また 雨  ーー〇 ハ 
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4 ^  土 御製 

從二位 行 家 

後 二條院 御製 

前 大納言 爲世 

九 三 


の 夕暮れを あげて ゐ る。 

(一 0) 附句 はこれ に 時鳥を 待つ 時分を 附け 
てゐる 。その 一聲を 待たれる 時鳥よ、 月 
の 明け方、 雨の 夕暮れ だけでなく、 夜 も 
重ねて 鳴いて くれよ と 謎へ た 附け ぶり。  一一 0 九 
(10 今上は 崇光 天皇。. 

(一一 D 人が 惜しむ だら ぅと か、 なんとかと 
いふ ことに 頓着な く、 いつまでも 殘つて 
くれよ と、 有 明けの 月に 謎へ てゐ る。 

0110 月下に、 時鳥の 聲を 聞いた として ゐ 

る。  11 S 


(一 0〕 雨聲 Q さびしい とい ふ 前 句に、 草庵 
の 上を 過ぎ行く 時鳥を 配して ゐ る。 附句  一一 一一 
から 前 句に かかる 排列。 

(一 5 氣が氣 でない ほど、 夕暮れの 空を 眺 
めて 人を 待つ 意。 

010 戀句で ある 前 句に 對 して、 戀人で な 
く、 山 時鳥. よ、 せめて 一聲 鳴けと、 それ  一一 一一 一 
を 待つ 意に 轉じた 。 
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荛玖波 集 (上〕 

C 一〕 なにが 月を 殘 して、 どぅす るかの 說 
明を 要求す る 未完の 句。 

(一一〕 わが 待つ 雲井の 時鳥は それ か、 姿は 
見えない がと 附け た。 後 德大寺 左大臣の 
「時鳥な きつる 方を 眺むれ ばた だ 有 明け 
の 月ぞ 殘れ る」 を 本 歌と した。 しかし 歌 
と 違 ひ 一本調子で なく 變化が あり、 句句 
力强 い。 

010 附 句は 前 句の 「折し も あれ」 Q 註釋 
附とな つて ゐ る。 

(四〕 一本に 「京 極 太 政 大臣」 と ある。 
(no 待つ 人、 待つ 時、 待つ 場所は あげて 
ない が、 待つ 戀の 句。 

(六；} 附句 は戀 人で なく、 夜 鳴く 時鳥と し 
た。 中古の 人人は 時鳥に 非常に あこがれ 
を 持つ てゐ たことは 、後人の 想像し がた 
いほ どで あつた。 夜な夜なの 月に もとい 
ひ、 前 句と 合は せて、 時鳥を 待つ 意の 强 
烈さが 知られる。 

(七：} 五月闇で も あらぅ か、 たづね て來る 
人が さぞ 道 も 見えない くら ゐだ と戀 人を 
思 ひやった 句。 

(八；} それを 戀人で なく 時鳥の 上に 轉 じ、 
その 啼い てゐる 方角が わからぬ とした。 
說明附 であるが、 轉換 したと ころが 强く 


折 6 しも あれ 山 時鳥 來鳴 くな 


三 


■五月の 空の 有 明の 頃 


五 


雨の 降る にぞな ほ 待たれけ る 


六 


11 S 夜な夜なの 月. にも 聞かぬ 時鳥 


寬元三 年 三月 毘 沙門 堂の 花の 下の 連歌に 


七 


とひく る 人の 道 見えぬ まで 


八 


一一 K 時鳥 聲 する 方 も 夜は くらし 


九 四 


山の端 近き 月を 殘 して 

一一 一一 一一 過ぎ iQ るか 待 t, し 雲井の 時鳥  隆祐 朝臣 


後久 我 太 政 大臣 


頓阿 法師 


導 生 法師 


ひびいて ゐる 。ここまで 時 烏の 句 0 
(九 0 夏の 短 衣の 夢のは かな さを 述べて ゐ 

る 0 

a s 端午の 節句に あやめを 引いた ことを 
いふ。 短き に 對 して 長き を對立 させて ゐ 

る 0 


九 


むす ふ 枕の 夢ぞ みじかき 


一〇 


一一 一七 あやめを ば 長き 根ながら 引きつる に順覺 法師 


(一 0 松に 鶴、 梅に 鶯 とい ふやぅ にわれ わ 
れの 祖先は 配合の 美を 說 いて ゐる 。時鳥 
に 花 橘 も 同樣な 趣向。 古今 集 夏 歌 S. 「け 
さ來 鳴きい まだ 旅なる 時鳥 花 橘に 宿は か 
らな ん」 によつ てゐ る。 
a o 七十 韻の 連 itix は 珍ら しい。 三枚 懐紙 
に 認めた もので あらぅ か。  ’ 

(一一 © 五月 五日の 節句に 軒端に あやめを 聱 
く。 それに 風が 過 . r るのは、 尊き あた リ 
も、 賤が家 も 同じ やうで ある。 

(一四：} 附句は 宮中 紫宸殿の 肩 庭の 右近の 橘 
にと 附 けさせられた。 その 句 ひは さぞ か 
しと极 ひやら れ る。 


家の 月次 連歌に 


冷泉 太 政 大臣 


聞き ふ 6 てな ほ あかなく に 時鳥と 侍る に 
一一 1<  花たち 花の 宿を 忘るな  常 盤 井 入道 1 太 g 


一二 

嘉勝四 年 七月 七日 內裏 七十 韻の 連歌 侍りけ るに 前 太 政 大臣 


一三 


一三  : 

ふき つづく 軒の 菖蒲に 風 過ぎて と 侍る に 


一一 一九 右の， つか . $ に 句 ふ 橘 


後醋酬 院 御製 


(一 5 宇治川の 川 舟が 河 中の 小 烏 (橘の 小， 
島〕 に 通つ てゐ る。 


五 


小島. に 通 ふ. 宇治の 川 舟 


荛玖波 集 (上〕 

(一〕 この 小岛を 橘の 小島と 呼ぶ ので、 初 
夏に 花を 着け 芳しい 蕪り を 放つ 橘を 出し 
てゐ る。 源氏物語 宇治 十帖 Q なかには 匂 
宫ゃ m 大將が 八條 宮の姬 君に 通 ふこと を 
ほのかに 匂は せた 附 合。 

(一 0 前 句の 奇拔な 俳諧 體に對 して 附句は 
左 近の樱 、右近の 橘を 配した 當意卽 妙を 
味は ふべき である。 

(一一 0 五日の 菖蒲は 時 過ぎて、 六日の それ 
をい つて ゐ る。 富 蒲の 枕は むかし 五月 五 
R に 邪氣 をはら ふため 菖蒲を 枕の 下 rc 敷 
いて寢 たこと をい ふ。 - 
CS) 六： n の ■菖蒲の 前 句を 受けて 時期の 過 
ぎた 橘を 附 けて ゐ る。 

(一? 0 石淸 水の 八幡宮の 夏祭の 神 樂とい ふ 
題目 ばか リを 示した。 

(六〕 前 句の 季節の 橘を あげ、 神樂 には、 
きね (巫女〕 が 鈴を 振り 鳴らす が、 橘の 實 
は 全く それに 似て ゐ ると、 M 賑 しい 祭禮 
のことは いはないで 輕く あしら ふ。 中 書 
芏の廬 橘の 詩に 「枝 繫 fi 金 鈴 一 凱風 程」 と 
あるのを 踏まへ ての 作 か。 

(七〕 览の音 が 絕える とい ふのは 秋の 山里 
などでは 木祜 らしの ために 樋が 落葉に 埋 
もれる ことが 思 ひ 浮かべられる。 


il H . 橘の. 匂 かをるに 風 過ぎて 


ひだ b 右に ぞ 人の 名は ある 
一一 一一 一 橘に 枝を かは すは 櫻に て 


九 六 

關白前 左大臣 


前 大納言 尊 氏 


正 和 元年 三月 法 輪 寺 千 句に 


三 


四 


2s: 

T、H 


一三 一一 橘 


の 枕む すび 捨てつ 名 
いつかと 待ちし 時 過ぎて 


信 照 法師 


五 


八幡の 宮の 夏の 御神樂 


六 


霊 橘は きね が 袖 ふる 鈴な れや 


寂 意 法師 
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筧の 水の 音ぞ たえぬ る 
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水深く して 駒 や とどめん 

一冨！^ 月 雨の ふ b 分け 髮の柳 かげ  救濟 法師 

I 

谷の 小川 ぞ ょそに 流る る 
i 五月雨に 水上 しらぬ 瀧 おちて 

ご 一一  W 

のぼ. 〇 も あへ ぬょ どの 友 * 

貢！^ きく も 6 あやめ も纽ら ぬ 五月雨に 後鳥羽院 御製 

九 七 


(八〕 附句は それを 夏の景 に 扱 ひ、 五月雨 
に 川の 中堰が 落ちた ためにと 模樣を かへ 
た附 合。 

(九〕 端午の 節句 ごろに 咲く 樗 の 花が、 惜 
しく もはや 木蔭に 散つ てし まつて ゐる〇 
(10〕 その 樹木 I'c 繁つ てゐ .る 夏草は 朝露に 
•落花に まみれて ゐ る。 

(一 0 駒を 止める 理由 やその 場所を 明らか 
にした ほかに、 飢詠に 「氣_ 風梳二 新 柳 
髮こ など あるので、 駒の 緣で 振り分け 
髮の 柳と いひ 下し、 また 五月雨の 降る と 
いふのに 振り分け 髮の ふりを 通は した。 
複雑 味の ある 附 合。 

(一一 0 降りつ づく 五月雨に 川が 出來 たり、 
瀧が 落ちたり、 谷川 •の 水 筋が かは る 狀況。 
(一 5 上流に 上つて 行く の も あるが、 荷物 
の 重いた めか、 水勢の 强い ため か、 友 舟 
のなかには 上り 得ない もの も ある。 泣 や 
字 治 川な どの 五月雨 季節が n ひ 浮かべら 
れ る。 

(一四) 前 句に 對 して、 五月雨の ために 水嵩 
增 して、 と 理由 附に なつて ゐる 。なほ 仔 
細に 見る と、 淀の わたりは 藏や 菖蒲の 名 
所な ので、 水鄕の 文目 も 知られぬ 五月雨 
にとの 寄 合 も加昧 して あるか。 
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宽玖波 集 (上〕 


九 八 


(一；} 淚を ながす 絲口 となつ たとの 述懷の 
句。 

(一 0 欝陶 しい 五月雨に 軒先の 菖蒲から 落 
ちる 雨の 1 下に 催されて と、 心のう ちの 惱 
みとい ふょり 夏 0 自然界の 有 樣を條 件と 
した。 

(一一 一〕 見て ゐる うちに 水 ^ が 咐し 、岩を 越 
えて 瀧 彼と なつて 落ちて 來る 水勢を 敍し 

て ある。 

(E) 五月雨に ' S 水滔消 として どこが 淵 や 
ら_瀨もわからぬ有樣を附け加へた。 

(•  五；} 作者は、 按察使 光親の 子、 法名は 眞 
觀 。宗良 親王の 歌の 師範 役を 仰せ付けら 
れ 、建 治 二 年 歿した。 

(六〕 前. ハ n' は. 山 庵な どの 句の やうで あるが 
なんとも 明らかに 設定し ない 句。 

(七〕 經 るを 降る にと り、 - a: 月 雨を 附 け、 
草庵 生活が 久しくなる が、 なほ 安住の 出 
來ない 境地を 述べて ゐ る。 

(C 戶を叩 く •やうに 鳴く 水鷄 Q 聲と いふ 
前 句に、 その 嗚く 季節、 時分を 示して ゐ 
る〇た たくと いふのと 明けとは 寄 合。 


淚 もよ ほす つまと な 6 け， 〇  . 
i 五月雨に 軒の あやめの— こそ 後深草 院少 將內侍 


三 


見る ままに 岩 越す 波の おちた ぎつ 


四 


書せ せ やは いづく 五月雨の 頃 


五 


藤 原 光俊 朝臣 


六 


馴れて 程 ふる 庵な れ ども 


七 


雲 五月雨に なほこ そ 袖は ぬれ まされ 從一 一位 家 ■ 


お. のづか らたた く 水 鷄の聲 ながら 


八 


一一 三 一一 さも あけ 易き 夏の 夜半 かな 


前 大納言 爲家 


(九〕 嘵の 鐘聲 に關路 Q 殘 月を 配した。 
(10〕 甫 •種 •大本 「經 定」 と ある。 作者 
鋅宣は 經繼 の 子、 參議從 二 位。 六十 一一 歳 
で 曆應三 年 歿した。 


鳥の 音 まが ふ鐘ぞ K1 ゆる 


九 


臺明け やすき 關路の 月は 殘 6 け 


ffi 〇 參議 經宣 


(一 0 货 械の高 IA- には 風 も 高所を 吹いて ゐ 
S 。 但し それは 夜と も晝 ともこと わつ て 
ない。 

0 一 D 锯 の やぅに 冴えた 月が 夏の 夜を 知ら 
ぬ やぅに つめたく かかつ てゐ ると 夜景を 
示し. た。 

• 

(二 〇 忽ち 覺め る假疲 Q 夢を いふ。. 

(一四；} 夏の 月は 待つ 間もなく 眠つ てし まつ 
てと、 その 場合を 附け 加へ た。 短夜の 有 
樣を敍した。 


一一 


一 畐 1 i とい ふ 月には 夏の 夜を しらで  藤 原長泰 


さへ 高し 葛 城の 山 


1 三 


見る 程 もな きぅた たねの 夢 


一四 


霊 月を こそ 短夜ながら 待ちつ るに  源  氏 光 


(一 a 前 句の 草の なかの 花と いふに 夏野の 
薄を あしらつ た。 穂の こもる とは まだ 秋 
の季でなぃからでぁる。艮體的.なふさは 
しい ものの 擧 示。 


草の 中に ぞ花 もこ もれる 


一 五 


雲 夏な れば まだ 穗に 出で ぬ 薄に て. 左 近中將 義詮 


S れ はてて 涼しき 風は 秋ち かし 


0  笫  三 


九九 


萦玖波 集 (上) 

(一：} 日暮れの 凉風に 秋 近いと いふ 前 句に 
心なき 萆も 露を 帶 びて 月の 宿る を 待つ と 
擬人化して 附 けた。 

(一 0 著いた め 扇 も 手放されな いとの 夏の 

表示。 

010 撫子の 花咲く ころから はと 附 けて ゐ 
る。 撫子は 一名 常： 農と いふので 扇に 緣が 
ある。 塵拂 ふは 古今 集 夏 歌 Q 「塵を だに 
す 表 じと ぞ思ふ 咲きし ょ 2s 妹と わがぬ る 
宋夏 Q 花」 の 歌と 同じ やうに、 塵は らふ 
床に 常 H をい ひかけ た。 

(四 0 悄 然とした 人の 蝥を露 に まみれて ゐ 
る姬 百合に 擬 して ゐ S' 。 人事を 自然にう 
つした。 

(一 fi) 野 島は、 人膺の 歌に 詠 じた 淡 路の小 
島。 打ち寄せる 波は そのまま 岸邊に 咲く 
姬 百合の 下草の やうで ある。 波の 下草を 
姬百合 にょ そへ た附 合。 

( W G 戀の 恨みの 句。 心には 切なる ものが 
あつても まだ あとに 引かれて ゐる〇 
(.七：} 眞鞀 は葉裘 の 白い のが 風に 吹かれて 
目に 立つ ので、. 古來： 歌 文に 裏 見から 恨み 
の緣に 用 ゐ來た つた。 前 句は 人事、 附句 
は 自然の もので 取りな した 附 合。 

(八〕 作者 名を あげてない 本 も あるが、 名 • 


S 露に 月 まつ 庭の 夏草 


ならす 扇のう ち も 置かれす 

三 

一一 三 八 塵は らふ 常夏の 花睽 きしよ 


一〇〇 

後光明 M 院讀 :^ 


>Q 


後嵯峨 院 御製 


^. る 目 ^ き 人 もやい^^^^ し-まるらん 

m 

差 露の しげみに まじる 姬 百合  西 園 寺 入道辦 太 g 


五 


野 島に かかる 波の 下草 

言姬 百合の 見え っ隱れ つ 暌く 花に  導 春 法師 


六 


思 ふ 程には いまだ 恨みす 


七 


H 1 風 かよ ふ 夏野の 眞莴 若葉に て 


< 


善 阿 法師 


TIT •種 •石 •逸本に ょって 補った。 

(九〕 星に 似 / C 篝火だ とい ふ。 こみ 火は 夏 
獵師の 照射 (ともし) のために 設ける も 

の 0 

(一 S そのと もし 3 影に 立つ 鹿の 目を 星と 
見立てた 附合 ° 


九 


空なる 星に かよ ふ 舞 火 


一〇 


一一 四-一峯 高き ともしの 影に ly つ 鹿 や 


前 大納言 經 H 


(一 0 「も ひとりの つ ^ さ」 と讀 む。 宮內省 
の 管轄に 馬し、 樽、 水、 値 粥 及び 氷室の 
ことを 掌る ところ、 司は その 頭 役人。 

(一一 0 珍 f すべき 氷 魚を 知らないで 捨てた 
鵜 飼を 難 じられ た 句。 かがりなら ぬひの 
「ひ」 は篝の 火で なく、 氷の 「ひ」 とこ 
とわつ てゐる わけで ある。 

(一 © 鵜 飼は 夏の 夜を 生命と する が、 附句 
では 氷 魚の 「ひ」 を 冬の ものと して 附け 
合は してゐ る 0 

(一四：} 夏の 短夜の 月は 早く 入って しま ふの 
で、 その 行く 方が わからない 0 
(一 5 鵜 飼は！： 火の 影 ばかりを たよって ゐ 
て、 と附け た。 


龜山 殿に て 大并の 鵜 飼を 召して、 主 水 司の 奉りけ る 
氷 魚 給は せけ. るに、 鵜 飼 見知り 侍ら ざり ける にや、 

川の 中に 捨てたり ける に  . 

かが b ならぬ ひを ばえ 知らぬ 鵜 飼 かな 龜山院 御製 


一三 


1 1 四！ 一一 夏は こ ほらぬ 水に なら ひて 


權中納 言 公雄 


一四 


短夜の 月の' ゆ 


も 知らぬ •かな 


一 五 


言 鵜 川の かが b 影 ばか 6 して 


前參 議雅經 


卷  第  三 


一 〇一 


莬玖波 集 (上〕 


* 

(一〕 きぬぎ ぬは 後 朝の わかれ、 相思の 男 
女が 窃かに 逢うて 曉深 くわ かれる こと 0 
戀の 句。 

(  0「_は」 と ある 本 も 多い が、 TIJ •名 • 
種 •石 •藤本に 「曉 もうし」 と ある 1C • 璩 


つた- 


(一一 I  ) 夏の 夜 鳴ぐ 水鷄 Q 聲は 丁度戶 を 叩く 
やぅ だとい ふので それに 趣きを かへ た 0 
金 葉 集に 「夜もすがらは かなく たたく 水 
IS- かなさせる ともなき 聚のか り やを .1 を 
踏まへ て 本： 就 取りの 附 合。 

(四〕 梓弓を 鳴らす 人が ゐる とい ふだけ で 
なんの ためとも；， つてない が、 武に ちな 
んだ雜 の 句。 

(五 y たたく」 の 語に ょつて、 曉の 月が 沒 
した ころ、 水鷄 Q ^' を 叩く やぅな 鳴き 聲 
を 邛に して 也、 H Q 暁の 景を句 とした 0 
(〇 一本 「玄 遇」 また 「定 還」 

(七〕 秋の 谷川 か、 また 水上の 句 0 
(  〇 入江の 州 鳥を 水上の 落葉に 見立てて 
秋の前句を 51 の ^. とした。 

(九〕 靑葉の 山、 島陰の 舟、 蝉の 聲 、面白 
い 風情が 僅かの 文字の 上に 浮かぶ。 なほ 
蝉に 舟の 帆柱の 蝉の 形を した 滑車 (せみ〕 
の 名を 利かせて ある。 


一 〇 二 


二 


きぬ' ぎぬなら ぬ 德 もぅし 


三 


證横 の戶を さぞな 水鷄の 音づれ て  從二 & 家 隆 


梓の 眞弓た たく 人 あ 


五 


S 月の 入る 跡に 水 鷄の聲 ききて 


七 


落葉は 水の 上に こそ あれ 


A 


■夏 川の 入江の 洲鳥 立ち‘ か ねて 


繪の いろど 6 の靑き 夏山 


九. 


一一 E 八. 島 かげの 舟の 帆柱 蟬あ b て 


柏木の 葉 山の 陰に 里 見えて 


六 


權律 師定暹 


救濟 法師 


權少愤 都 永 運 


C1 3 端山® かげの 里と いふ 前 句に、 夏の 
夕方 農家の 家 每に恰 も競爭 する やぅに 蚊 
遣り 火を くゆらして ゐる さまを 附 けてゐ 
る。 附句は 技巧に 流れた 表現で ある。 競 
爭を 「し」 の 昔と 賤とに かけて ゐ る。 

(一 0 窓が 烛り にくす ぶづ てゐる 情景。 

(一一 D それは 螢 の 樣な蚊 遣り 火で あるが。 


一 0 


I 塱 くらべを しづが 蚊 遣 火 


煙 

一二 


らき 曝の 窓 かな 


塞坟遣 火の も ゆる S の 影な から 


良 阿 法師 


周 阿 法師 


(一 5 # にしげ るく さむら は 夏の 景で 、荒 
れた 趣き。， 

(一 S,) 無心の 螢が 飛んで ゐる憂 ひの 深い 夜 
の 景と附 けた。 


】 三 

む 

一四 


北 野 社の 千 句 連歌に 
、らま じ b にしげ る 叢 


雲-思 ひを ば 何とも 知らす 飛ぶ 發. 


品 法 親王 


(一 5 露を 分け 行く 夢 野の 涼し さを 述べて 
ゐる Q 

(一六〕 一方では 夕立が 晴れて 日影が 射す 心 
地の 良い 氣 分の 附句 。夏の 暑苦し さは 洗 
ひ 去られた 句 柄で ある。 

(一 a 傾く 日射し もし ばらく 暴って。 

(一八) 名 •前 •小 •石 •種 一本 「曇りて」 
露 •學 •高 •伊本 「疊 らで」 


一 五 


野を ゆく 道 ば 露ぞ 涼しき 


六 


晝 日影 さす 山の 夕立 かつ 晴れて 


うつる 日影 もし ばし ft b て 


花園 院 御製 


卷  第  三 


〇三 


菀玖波 集 (上) 
(一〕 山： 涼しい 夏 Q 夕景。 


1 1 1山風ゃ夕涼しくな6ぬらむ 


f 〇四 

藤 原爲冬 朝臣 


00 名 •石 •逸本 「君に Q み」 一說 「君 
をのみ」 夏の 夜の 扇の 風の 有難 さに との 

意。 

010 暑さに 心の 厚さを 寄せ 合は せに して 

ゐ兔 

(20 みな 步を 止めて 休まぬ 人は ない。 
(！fo 大和の 椅隈 川の 邊りで 夕涼みを して 
ゐ ると 附 けさせられた。 古今 集神樂 歌の 
「ささの くま 槍 隙 川に 駒と めて W し 水 か 
へ 影 だに も il ん」 を M まへ させられての 
御製。 


書 あ 


弘徵 殿の 持ち 給へ る 扇に かかせ 給 ひける 
君に のみ 扇め 風は 夏の 夜に と 有る に天曆 御製 
つし とのみ も おも ほ ゆる かな  弘徽殿 女御 


四 


立ち やすらは ぬ 人 やなから も. 


五 


一 萎 ささの くま 日の くま  川 •の 夕涼み  後嵯峨 院 御製 


(六〕 入る 月を 惜しむ といへ ば 多くは 秋の 
さや ^ き 月を 思 ひ 浮かべる のを、 いつも 
の やうに 扇を 手放されず にと 附 けて、 扇 
而の繪 を それに 見出て た 趣向。 

(七：} 折り 取った 花の 上に 丁度 風の 吹いた 
のを 風が 花に 執着して ゐ ると 見てゐ る。 


雲 


入る 月を 人 もさ こそは 惜しむ らめ 

ならす II のぅち も 置かれす  後深草 院辨內 侍 


七 


手に もつ 花 も 風は はなれず 


(八〕 前 句の 風と 花を M に 書い た繪に そら 
した 附 合。 

(〇 名 .前 •種 •石 •小 •逸 •種 一本に 
「唯一し きり」 の 前 句を 補 ふ。 


上 


(一 S 夕立 雲に 入る 日影の 涼し さ、 S: の ひ 
ね もす 暑さに 惱ん でゐた のに、 ほっと 一 
息 入れた 有樣。 


1 3 說 には 松の 一む ら繪 •にかき て 


九 


唯一し き 6 夕立の 雲 


前 大納言 宗明 


実 AO か ^ は 日影な れ ども 涼しくて  二 品 法 親 ーホ 


(一 0 時は いま、 旣に 半分を 過ぎて しまつ 
たとい ふ 人生の 半ばの 意に とられる 述懷 
の  TPO  • 

(一一 0 それを」 年の 半分の 義 とし、 萬 葉 集 
の 「富士 の撤に 降り おける 雪は みな 月の 
もちに 消ぬ れば その 夜 降りけ り」 と 踏ま 
へて 附合 とした。 六月の 十五 日に 去年の 
雪が 消える かと 思へ ば、 その 夜 今年の 雪 
が 降 ると。 

(一一 一 D 着物は ぐたぐた に 萎れて 筋目 正しく 
なくても、 旅行 中は むしろ それで 結構 だ 
との 意。 

(一四) 附合で は 長い 旅の ことで なく、 ただ 
村雨に ちよつ と 濡れた ときの ことと し、 
結！！ E 涼しくて 宜しい と附け た。 


卷  笫  一一 _ 


昧 こそ 今は 半ば過ぎ ぬれ 


I あれば 雪み なつきの 不二の 嶽  救濟 法師 


S 九 


寶治 元年 三月 毘舍門 堂の 花 下にて 


1 111 


一一 六 Q 


しほれ て も •ょしや 中中 旅 衣 
一 f むら 雨に 袖ぞ 涼しき 


しばし 立ちよ る 杜の下 蔭 

〆 


無性 法師 


1 〇五 


菀玖波 集 (上〕 


一〇六 


(1〕 涼を 取る ために、 森の 下 蔭に 休んだ 
との 附合で ある。 近 江に 歌枕 K: 載つて ゐ 
る 名所に 衣手の 森が あるので 森に 衣手を 
寄 合と した。 

(一一) その後 一向 姿を 見せぬ 人の 俤を思 ふ 
戀の 句。 

(一一 〇圾 野の 中には 河に も 海に も 注がない 
で 溜り 水の 樣にな つて ゐる 小さな 湖水が 
ある。 それを 忘れ 水と いふ。 それは その 
あたりを 離れる と 人目に も觸れ ぬ もの、 
人事の 上を 自然の 方に 移した。 新 古今の 
「あづま路の遒の冬草しへげり合ひて跡だ 
に 見えぬ 忘れ 水 かな」 を 踏まへ その 作。 

( 四〕 松風は ^ を 知らぬ くら ゐに 涼しい。 
(五〕 月光が 映つて ゐる淸 水を 汲み上げて 
飲む ときの 涼し さ。 源 英明の 「松 高風 有 II 
一聲秋 一水 冷 池 無二 三 伏裒 この 詩句に ょつ 
て 仕立てた 涼しい 句。，' 

(六：} 盛夏に なつ / C との 槪括 的の 句 _。 

(七〕 泉 川の 水を せき 入れて 庭の 池に 湛へ 
たと きの 心持ちを 具象して あげて ゐ る。 
(C 夕方 袖 吹く 風は 涼しい。 

(九〕 あまりの 涼し さに 一. 日 一す くひ 上げた 
山の' 泉 も 要がない といつ て 打ち捨て たと 
附けた 。 


一 m 衣手の たよ 6 涼しき 風 吹きて 


さて だに 見えぬ 面影 ぞぅき 
15 草の 原 しげ •き 夏野の 忘れ 水 


四 

夏な き 風 ぞ险 にき こ ゆる 

五 

I 月影の 宿る 淸水 をむ すび あげ. て 


藤 原信實 朝臣 


< 


吹く 風 も 袖に 涼しき 夕 かな 


九 


前 大納言 尊 氏 


卜 


部 兼 前 


やや 夏 ふかくな b にけ るかな 
i か 6 そめに 堰き 入れし 水の 泉 川  參 議雅經 


雲む すび 捨てた る 山の 井の 水 


民 部 卿爲藤 


(一 S 夏 畠に 高く のびて ゐる 麻の 蔭に とい 
ふに 朝 影を きかせ、 夕涼みを して ゐ ると 
いふ やうに 反 對の ものを 組み合は せた。 
(一 0 攝津 住吉 の' 神主。 社務を 司る こと 四 
十二 年、 康和五 年 八十 歳で 歿し 次。 

(一 〇 ひぐ らしの 鳴く 音. にだ まされて と 俳 
諧體に 理窟を 拽ね .た 附 合。 

0 5 行 尊は 天臺 座主。 長 承 四 年に 歿した。 
西 行は その； Mj/C 風を したつた とい はれて ゐ 
る 0 

(一四.) まだ ^ れな いのに 夕暮れに まが ふと 
いふのは、 土地の 高いた めか、 草木の 茂 
つて ゐる ため か、 ょく わからない ◦印象 
のはつ きりし ない 駄句。 

(一 6 前 句を 夏野に 扱 r>- 、 秋に なれば 花を 
见 せる であらう と應 じた 附句。 

(U0 三 字 中略とは、 例へ ば 「ちぎり」 と 
いふ 三 字 名のな かの 一音を 去つて 「塵」 
とい ふ 名詞になる。 

(一七：} 四 字 上下 略とは、 例へ ば 「夕 顏」 の 
樣な四 字から 成る 詞の 上下を 去つて 「ふ 
か」 とい ふ 魚の 名と なるやうな 類、 古今 
集 物 名 Q  i 歌の や氣 つに 一句の 意味な く關係 
なく M- 入す る 連 ^ で m る 技巧的な もの。 
(一〇 宿綠 つたなき を かこつ 釋敎の 句。 

.卷  笫  三 


平等 院 僧正 行 尊諸國 修行し 侍りけ るに、 疲れて 覺え 
ければ、 麻つ くりた る ほとりに、 より ふして 休みけ 
る 所を 馬に 乘 りて 過ぎ 侍る とて、 誰と もなくて 言 ひ 
て 遣す 


一〇 


あさかげ にこ そ 夕涼み すれ 


二 


津守國 基 


これを 聞きて とりあへ ず 


ニー 


一三 


0 


日ぐ らしの けさ 鳴く 聲にば かされて 大僧正 行 尊 


四 


この 野に なれば まが ふ夕暮 


一  E 


11 2 夏草を 秋に や 花の 見せつ らん 


性遵 法師 


後鳥羽院の 御 時、 三 字 中略、 四 字 上下 略の 連歌に 


一八 


むすぶ 契の さきの 世もう 


一〇七 


\ 


宽玖波 集 (上：} 


一〇八 


(一：} 附 句は 源氏物語 夕 顏の卷 にょつて 光 
の 君に とつて， は 一向には えない 短い 契り 
のこと を附け ^ 結ぶ とい ふのに 露は 緣 
語。 これは 百 韻の 一半に 物 名、 つぎの 一 
半には 源氏物語の 卷 の 名を賦 入した 斷片 
で、 前 句に 魚の 名の 鰻 (ふか〕 を、 附句 
には 夕 顏を陚 入して 技巧を 浮彫の やぅに 
仕立てた もの。 

(一 0 雜の述 懷の句 。 

(一 1 .-. 3 附句は 源氏物語の 玉璲 を本據 として 
附けた 。.夕 顏 Q 卷に 先づ 見えて ゐる 玉 # 
と大將 とは 親子 關係で あるので 上の句に 
連接す る。 葉末の 露の 玉と いふょ P*' 人の 
名の 玉 かづら にい ひ 下した。 

(E) 螢を賞 美した 句。 

(五〕 御祓 (みそぎ〕 は 六月 晦日に 行 ふ 朝 
廷行亊 の 一つ、 御 使 ひの ものが 川邊 にい 
たり、 祭を 行 ひ、 使用した 麻の 白木棉 や 
蕕 の 形代 (かたしろ) の 人形を ながす 儀 
式。 御祓 川 (みそぎが は) は賀茂 川を 指 
す こと も あり、 济 西の 紙屋 川の こと も あ 
る 0 

(六〕 谅昧の ある 附合 。古今 集 夏 歌 「夏と 
秋と ゆきか ふ 空の かよ ひ路 はかた へ 涼し 
き 風 や 吹く らん」 また 作者 家隆 卿の 作に 


一 一大 <  夕顏の 花な き 宿の 露の ま 


親子の 契い かが 結びし 
i 夕顔の 葉末の 露の 玉 かづら 

# 

心 ある 草の しげみの 發かな 
一一 七 〇 秋ち かしと や 誰も 知る らん 


前 中 納言定 家 


後鳥羽院の 御 時 百 韻 連歌 召されけ るに 


關白 左大臣 


後嵯峨 院 御製 


五 


御祓 川 ふち 瀨に秋 や 立ちぬ らん 


六 


ー ョ虱 も 流る る * の ゆ ふしで 


從二 位家隆 


は 有名な 「風 そよ ぐ奈 良の 小川の 夕暮れ 
はみ そぎ ぞ夏 のしる しなり ける」 の 歌 も 
ある。 


菟玖波 集 卷第四 


鲁 


(〇 藤 •圖 •名 •甫 •神 •石 •逸 •橋 • 
伊本 「七夕に」 他 本 「七日」 

00 前は 戀 Q 句。 長夜の もの 思 ひには 淚 
の 露で 袖が ぬれる。 

010 附 句は、 荻の 上を 吹き わたる 風は 秋 
の聲で 一層 哀愁を そそる。 新 古今 集 西 行 
〔 哀れと て訪ふ 人の などな かるらん もの 
思 ふ 宿の 荻の 上 風」 

(E) ものの 粉れ ょり 事を 起し、 一生の 苦 
しみ. をす るとの 述懷 。源氏物語 空蝉の 卷 
のこと を 踏まへ ての 作 か。 

(主〕 前 句を 秋の 風物で 受け、 秋は 憂いと 
いふが、 荻の 音 や 松風の 調べが ある ばか 
りで、 憂さは お ® が こころからで あると 
した。 


秋 連歌 h 


二 

袖 一 


文 和 三年 七月 七夕に 

.  :  / 

2 こそ 露のは じめ は 知られ けれ 


三  1 

S 吹く を 秋なる 获の 上 M 


今上 御製 


四 


秋の まぎれ や 憂き身な るらん 


五 


.一聖 荻の 音 松の 聲 にて 風は な 


關白前 左大臣 


卷  笫 


四 


一〇九 


宽玖波 集 (上〕 


二〇 


(〇 藤 •圖 •名 • TIT •神 •種 •北 •太 • 

逸 •伊本 「六月，」 と ある。. 

00 前 句は 初秋の M: 物を 出し、 薄 霧の な 
かに ほのめく 只は やがて 人み な もてはや 
す 中秋 名 W となる。 

00 秋の 夕 苺れ には 來ぬ 人を 待ちわびて 
袖を ぬらす と附 けた。 

(四〕 三日月は 西の 空に あるかと みれば、 
やがて 入る ものであるから、 夜を 急ぐ か 
といつ た。 

(一 一〇 月下に 吹く このごろの 風には 旣に秋 
聲が ある。 古今 集 「秋來 ぬと 目には さや 
かに 見えね ども 風の 音に ぞ驚 かれぬ る」 
(六；} 古今 集 秋 歌 上 「昨日 こそ 早苗と りし 
かいつ の 間に 稻葉 そょ ぎて 秋風の 吹く」 
の 一首を 踏まへ ての 一聯。 

，(七：} 薄の 穂が 露の 重さで 傾いて ゐる 秋の 

夕 景色。 

(C 衣の 袖 も 秋の ゆ ふべ には 涙に 濡れて 
ゐ ると 秋の 戀 として 附 けた。 

(九〕 落葉の 音が 時雨に まが へられる をい 

ふ。 

(一 0〕 藤 •  _  •名 •甫 •種 •早 •北 •石 • 
逸 •京 一 •橋 •土 本 r 音き こ ゆなり」 他 
本には「音ぞきこゅ 5' 」 


良 和 三年 六月 萩原 殿の 百 韻 連歌に 


11 


薄 霧に 見 ゆるは 月のは じめ にて 


三 


i 秋の 心の 袖の ゆ ふ 露 


花園 院 御製 


四 


■一一 日月 もよ を 急ぐ かと 影み えて 


五 


一至き の ふけ ふこ そ 虱 も 秋な れ 


二 品 法 親王 


と b し 早苗は 稻 葉とぞ な る 
g 秋い そぐ 風は きの ふに 吹き かへ て 救濟法 師 


# 


七 


尾花が 末ぞ 露に かたぶく 
碧 袖 もまた 夕の 秋は 淚 にて 


前 大納言 尊 氏 


稀 5 まズ 

元  U ナこ 

亨  あや 

ふこ 

J  契と 

龜  もし 

误 過 も 

嘉 ぎ 物 

連  ぬ 思 

f  天 ふ 

のべ 

川 き 


§  笼 


七 六 

鈎 3 

軒苜 

夕 

簾 す- 

に 

の 

の 

生 

そ 

間 

ひ 

ら 

か 

す こ ' 

だ 

け 

. る 

て 

草 

も. 

風 

の 

の 

通 

葉 

の 

ふ 

の 

夕 

な 

露 

煙 

b 

：5 


さ  にの 

ら  な 葉 

に  ほ し 

そ  も ぐ 

の  ろ れ 

名  きの 

も’  は 音 3 

つ  淚き 

ら  '袖 こ 
く  の ゆ 

成  露 な 


久良王 親 


後深草 院辨內 侍 

前 大納言 資季 


信實 朝臣 


(一 0 時雨の 音は 涙を 催す たねと なると 述 
懐の 附句。 

( 一一 0 久良 親王は 伏 見 天皇の 孫、 久明 親王 
の 皇子、 土 御門 親王と 申す。 

(一一 一〇 むかし 戀仲で あつた 人が 末 遂げぬ 戀 
とな 9、 いまでは 却つ て その 名が つらく 
なつた との 恨む戀 の 句。 

.(一！ 0 その， 述懷に 軒に 生えた 忍ぶ 革を 附け 
それに やどる 露を あしらつ て 秋の 句と し 
た 0 

(一 a 軒端に お とづれ る 風は鈞 簾の 間の 方 
まで 吹き通 ふ。 鈎 簾は すだれの こと。 小 
簾 (をす) と 書く のが 正しい。 

(H0 七夕 祭の 空烧 けの ^. りは 夕風に 輕く 
たなび いてゐ る。 宮廷 または 公卿の 邸宅 
におけるな まめかし い 七夕 祭の さまを 思 
ひ 浮かべた 附 合。 

(I 七：} 資季 は資 家の 子、 戶涼 記の 著者、 建 
長 二 年 正 二位、 正應二 年薨 ず、 年 八十 三。 
■(一  0 ことし もまた もの 思 ひに 惱 むと 大凡 
そに いつた 歎きの 述懷。 

(一九〕 附句 は逄ふ 夜 稀な 棚 機 女の 契りに ぅ 
つした。 

01 0) 名 •石 •逸 •種  一 •市 一本 「元 亨元 
年」 圖 •神  一 •京 一 •土 本 「元亨 二 年」 

卷  第  四 


莬玖波 集 (上〕  ニニ 

一 

(一〕： W 會を 祈る 戀の句 。  まため ぐ b あ ふ 逢 瀨と もがな 
(一 G 七夕に て附 合。  一一  H 

〇〇 名 •小 •石 •逸本 「たちわ かる」  一 1 今。 朝は またたち わかる とも 銀河  後 宇多院 御製 


(四) 七夕には 1 ! の 橋の 傳說も ある。  四， 

(一 0 牽牛星すな はち 彥屋が それを 渡つ で  雲に ぞ橋 のかげ は あ b ける 
.織女星に 會 するとい ふ。 雲の上の 天の川  .1  , 

に 鹊の 橋が 更ける 夜に かかる とした。  11 八 一一一 ぅば 玉の 夜 わたる 月の 銀河  前 大納言 爲家 
.(六〕 秋の 夜は 長いと いはれ るが、 初秋は  ^ 

さぅ でもない. とや や 理窟め いた 句。  ， 

(七) 七夕の 二 星 も 明け 易い のを 怨 むと 理  '六  -  , 

由附 にした。  まだ 初秋は みじか 夜の 空 

.(<〕 露の 下草は、 下草の 露の 意。  七  、 

<〇 前 句の 三つ 四つを 受けて 七夕と 附け  一 5 七夕 も 明くる そらを や 惜しむ らん 夢 窓國師 

た 0  -  一 

<5〕 圖 •內 •朮 •一  •藤本 「性 尊」 

(一 0 「秋に」 を 「袖に」 とし / C 一本 も ある  A 

が、 圖 •名 . IIT •神 •種 •-大 •京 •藤 • .  三つ葉 四 •つ 葉の 露の 下草 

北 •早 •石 •逸 •伊本、 みな 「秋に おく」  九  C  -  ,  一 0 
となっ てゐ る。 こ の 句 「袖」 と ぁれば 解  一 s ik 合 ひのけ ふは 七つの 日數 にて  性 遵法 帥 
し 易い が、 「秋」 とすれば 露 おくの 義か。 

(一一 D 附句 は今贽 「逢 ふ」 に 「扇」、 扇の.  • 

端 (つま；} に 夫 (つま) を かけて いひ 下  ‘二 

した 。源氏物語 夕 顏の卷 に 「つまこ かし  秋に おく こそ 心な 5 けれ 


先 る 扇」 の 語 も 見える。 秋の 扇は 捨てら 
れ易 いもの、 ょつて 秋の ^ を おくとの 寄 
合を 考へ たもの か。 

<1 〇 貧 句は季 の ものを いはないで ただの 

述懐 0  , 

010 前の もろき とい ふに 秋風に 落ち 易い 
，柳の 華の ことと して 附 けた。 

■(一 a 悲哀 も 極度に 達すれば 血涙を 絞る と 
いふ 雜の 句。 

<一 六 0 附句 は、 紅の 字から 秋. 新に 色 づいた 
一柿の 一葉が 秋風に 漂 ひ 吹かる る 意に とつ 
た。 前を 戀 Q 41J と 見、 玉章を 書きと いふ 
ょり 柿の 上に 移した。 

<1七) 名 •石 •逸本 「色 づき」 となつて ゐ 
ろ 〇 

<  i c 秋 野を 分け 行く：： 京に 對し 夕：！！ 影に 松 
.風の 吹く 景を あしらつ た。 夕日が くれは 
夕 E •陰の 義。 

〈一九〕#*藤本には「うきこと.やなほ」と 
あ 〇 が、 名 •石 •逸本に 「なぼう きこと 
や」 と あるに 從つ た。 

<110〕 この 上に なほ 多くの 憂き ことを 體驗 
する だら うとい ふ 述懐の 句に、 山陰の 草 
庵 に 秋風が 訪れ、 さらに さびし さが 加は 
.名 であらう 0 

卷 ■笫  四 


ご 一 


一一 ft 七夕 もこよ ひ 扇の つままち て 


一三 


もろき ぞ老の 命な 


る 


一四 


二 0 ? 風 よわき 秋の 柳の 葉は 落ちて 


一 五 


流す 淚 のはて は 紅 


一六 


一一 A< 玉章を かきの 一葉の 秋風 


一七 


野を ゆけば 淺茅色 づき 露 置きて 


一八 


15 ゆ ふ 日が くれは 松の 秋風 


一九 


救濟 法師 


源， 親 光 


良 阿 法師 


前 大納言 氏 忠 


身のぅへになほ.ぅきことゃ知らるら 4, . 


二〇 


完〇 かげの 庵は 山の 秋風 


關白前 左大臣 
ニー ー 


苋玖波 集 (上) 


一四 


< 一 〕 問答 體の附 合。 前 句の 思 ひの 切なる 
を そのまま 受けて、 秋の ゆ ふべ に 風に M 
まれる 荻の 聲は斷 腸の 思 ひがす ると 答へ 
た。 秋は 夕暮れ 云云は、 枕 草子の 卷 頭の 
丈を 聯想せ しめる。 

.(一一〕 終夜 月を 賞す 〇 ために 枕の す袅 どこ 
ろ 定まらぬ。 

'(一一 G. その 定まらぬ は、 池邊 の 荻の 吹き 來 
る 秋風に、 あるいは 高く あるいは 低くな 
る ゆ A にと 附け た。 終夜获 の 音は 止まず 
，眼は ますます 呀え るの みで あるとの 意。 

( a) 秋風は 漤く 聞え る もの .0 なほ 一層 高 
くなら ぅ。 

附 句は、 それを 庭 上の 高く 伸びた 获 
に 秋風が 吹き わたり、 はげしい 昔が 一層 
耳に ひびく とした。 

'(六 〇 名 •逸 •種 •一本 「ことく さのぅへ」 
他 本 4C は 「ことの 葉の 露」 となつ てゐ る。 
.(七〕 荒れた 園な どには、 淺茅は 普通に 詠 
み 込まれて ゐ るのに、 「花 さかぬ 草」 と 
おいた のは ことさら 難題と した もの か。 
■(<〕 ^ 句 は、 こ卜 によって 故鄕を 出して 
.秋 « 憂き 時、 故鄕は それに 似て 憂き こと 
.ばかりと した。. 句 柄は 素直と いへ ない。 


文 和 五 年 三月 家の 千 句に 

何 ゆ 糸の 我が 思ひぞ とと ひし 時 
一一 九 一秋は 夕暮 風は 狀の葉 

月を みて 枕 定めぬ 夜 もす / 6> ら 

三  . 』 

11 を 一風に おき ふす 庭の 荻 原 

秋風 やな ほ 音 高く 聞 ゆらん 


五 


六 


一 S 庭なる ^ はこと X さのうへ 


七 


澄 茅と いふは 花 唆かぬ 草 


道 # 法師 


頓阿 法師 


藤 原高秀 


八 


15 故鄕 はぅ きこと ばか b 秋に 似て  救濟 法師 


% 


(九：} 人人の 奏樂を いふ。  ， 

0 S 附句 は、 松風の 調べ もこれ に 合奏す 
る やぅ だと 寄せて、 齋宮 女御の 「琴の 音 
に 峰の 松風 かょ ふらし いづれ の緖ょ 
らべ そめけ む」 の 歌を 踏まへ ての 作 ハ 


り . 


1 5 の 音に 琴の しらべを 又 添へ て 


一〇 


霊と な b の 秋 も 松風 ぞ吹 


二 品 法 親王 


0  0 秋の 近づいて 來た ことを 風で 知る と 
いふ 前 句に 對し 、中垣を 隔てた 隣り の 庭 
の 荻の 上 葉が 見え、 風の それに 加は る 音 
に 驚かれる と附 けた。 

(一一 D 前 句に 秋 霧の しばし 立たぬ やうに と 
の 註文に 對 し、 野 一而に 錦を 織り出した 
やうな 获を 賞玩す るた めと 附 けた。/ 理申 
を 釣 張らず 美しく 述べた。 

(一 〇 戳 一本は 「からにしき」 となつ てゐ 
る 0 

C 一四) うつり 行く 秋を 恨む との 前 句に その 
說明を つけた。 恨みの 寄せ 合は せに 用ゐ 
て來た 葛 を 取り出し、 その 生えて ゐる場 
所を あげ、 そこに 吹き通 ふ 風の ためだと 
した。 ^ の 葉は 風に つれて 白白と した 裏 
が 見える ので 恨みに いひ かける。 


秋のと な. 〇 を 風に こそ 知れ 
寅 中垣の あなたに 荻の 末 見えて 


露 


前 大僧正 賢 俊 


しばし な 立ち そ 四方の 秋 霧  . 

1 4 て 過ぎむ 野 もせの 荻の 一』 るに しき 前 中 納言定 家 


ぅつろ ふ 秋を なほ ぞぅら むる  • 

一 u< fc かよ. ふ 小 野の 淺茅 のま 葛 原 .山 階 入道 左大臣 


卷  第 


一 五 


莬玖波 集 (上) 


(一〕 前 句は 具象的に 秋の 季 の 動物を あげ 
たに 對し 、抽象的に 秋は 物事に 悲しい と 
附けた 。 

(一 0 柴の •庵は 月の さして ゐる曙 がす ぐれ 

.てよ い。 

(一一 0 夕方は 深山の 秋が 最もよ いと 思つて 
ゐた のにと 後鳥羽院の 「見渡せば 山 本 か 
すむ 水 無 瀬 川 ゆ ふべ は 秋と 何 忍 ひけむ」 

の 御製を 踏まへ ての 附け 方。 

(四〕 藤 •圖 •名 .市， 種 •神 •ィ •逸 • 
橋 •伊本 「みやまの」 學 •石 本 「とやま 
の」 石 本 「みやこの」 

C 1 0 藤 •圖 •名 • 111 •京 •北 •早 •種 • 
神 •ィ •伊本 「所がら に そ」 

(六；} 前 句の 註釋附 。よその 浦よりも 難 波 
江の 月が 最もよ いとの 說明附 。宜秋 門院 
丹 後の 「忘れ 1:- な 難 波の 秋の 夜半の 空 こ 
と 浦に すむ 片はみ ると も」， を 踏まへ ての 
作。 

(七〕 月が 出る と須磨 の 浦囘を 漕ぐ 船が よ 
く 見える。 霧は 晴れて 山は ま 近くに なつ 
た 感じが すると、 源氏物語 須磨 の卷 によ 
つての 附 合。 

( 〈 ) 名 •種 •石 .屬 •種 ■一  . Tr] 一本 「圓 
葱」 藤 •伊 •學本 「圓忠 」 


山は 鹿の 音 野には 鳴く 蟲 
一一 ^ 物 ごとに 悲しき かな や 秋の 暮 


\ 


一二 


柴の戶 ぼ そは 月の あけぼの 


三 


四 


S Q 夕 こそみ やまの 秋と 思 ひしに 


五 


月影 も 所がら にぞか は 


る 


六 


一一 一 〇一 こと 浦よりも 難 波 江の 秋. 


月 出で ぬれば 須 磨の 浦 船 


七 


二ぐ 


關白前 左大臣 


今上 御 


左 近 中 將義詮 


八 


晝霧 はれて 山 ここ もとに 成 6 にけ 6 權大 僧都 圆恶 


月 も 高 根の 遠き 夕 ぐれ 


\ 


(〇 夕菇れ に 遠山を 梁む と、' 月が 高く そ 
の 上に のぼつて 見えた との 前 句を 受けて 
高极に は ill 腰の あたり 一つの 道に 霧が な 
びいて ゐる と景 氣附。 

(一 0〕 萆庵 の戶 には 池邊 の 荻の 上を わたる 
風が -7f 立てて 聞え る。 それ' だけで もさび 
しい. のにな ほ 夕甚れ に 際して はまた 格別 
である。 

..(一〇 露は 消え 易く はかない もの、 特に 風 
前の 露は 一層は かない。 

0 一 0 種 •石 本 「露のは かな さ」 

(一一 一 D 前 句に 對し 、花は 多く あるな かに 朝 
顏は もろい もの、 それに やどつ た 露は 一 
餍も ろい と附 けた。 

(一四〕 藤 •圖 •名 .甫 •種 •北 •石 •ィ. 
逸 •橋 •伊本 「一時の」 他 本 「一村の」 
(一 5 石 •逸 •種 一本 「夕 かげ」 他 本 「夕 
暮」 

(HO 秋の 夕 陰に ほんの 暫時と いふ だけで 
もろい などの 意の こもつ た 未完 句で ある 
が、 露を 聯想して これに 對し 萎み 易い 朝 
顏は すでにし をれ て 露を やどす ところ も 
ない とはかない 極みを 添 句と した。 

(一 5 圖 •名 •種 •石 •土 本 「結ぶ らん」 
京 •伊 •橋 •高 本 「跡な らん」 

卷第四 


九 


|一01|!秋霧の上一とほ6山見ぇて 


柴の戶 ぼ その 荻の 上 風 

一 〇 

一一 0 四な ほうきは 秋の 中に も 夕に て 


二  一一 一 
風に さきだつ 露ぞ はかなき 

一三が ほ 


權少 ft 都 永 運 


貞和四 年 六月 家の 連歌に 
唯で 時の 秋の 夕 かげ 
震 朝顔の しぼめる 花は 露 もな し 


一七 

なほ ざ b の 契 や これ も 結ぶ らん 


寂 意 法師 


一一 S 孤 la? の 花は あまた も 有 b ながら  寂 忍 法師 


左兵衞 督直義 


七 


苋玖波 集 (上〕 

(一〕 眞心 からでな く、 便宜 的に ょい くら 
ゐの 契りが 結ぶ であらぅ と. の 抽象的に い 
つた 戀の句 に、 結ぶ ■に. ゆかり ある 露、 し 
かも 小 野の 淺茅の 上 rc おいた それを あし 
らつ た附 合。 

(一一 3 袖の 上に むすんで ゐ るのは 露 か淚か 
と I の 前 句に S し、 秋の 自然の 景物を 附け 
た。 七草の 一つで ある 尾花の 風に みだれ 
散り、 その 下萆も 尾花の や/っ だとした。 
00 藤 •圖 •名 • 甫 •神 •種 •北 •逸. 
橋 •伊本 「露に ぞ」 他 本 「露 こそ」 苔の 
衣手すな はち 僧衣、 それが 濡れる とは、 
世を はかなむ / C めか 無常を 悲しむ ため か 
自他 迷 悟の いづれ かで あらぅ。 

(S) 附句は その 理由を 抜きに して、 山に 
入り 窟に こもつ て、 さびしい 秋の 松風を 
耳に しては と 時節柄 衣を 濡らす とした。 

•へ 'X 

(式〕 世捨て人の 身で あると ばかりで、 悲 
歎 か 執著 かを 豫想せ しめる 前 句に 對 し、 
ょし それらを 超越して ゐ 〇 としても、 こ 
もり ゐる 山里に も 秋の 憂さ だけは つき 纏 
うて來 ると、 加重 的に 附 けた。 

(六 0内 本に 「花咲か ば」 と ある。 前 句に 
撫子の 多種なる と あるに、 古今 集 3 「お 


碧 小 野の 淺茅 における 白露 


結ぶ は 露 か 袖の 淚か 
一一  一 〇<  尾花 散る 風の 下草 それながら 


三  .  ' 

露に ぞぬら す 苔の 衣手 

四  , 

髪 松風の 音を いはやの 秋に して 


二八 

前 右兵衞 督爲敎 . 


w 


一一 一一 Q 秋のう きを ばの こす 山里 


いろいろなる は 庭の 撫子 


權律 .師 定遐 


相 阿 法師. 


文 和 四 年 五月 關白 家の 千 句の 連歌に 
身を だに も 思 ひ 捨てた る 世の中に と 侍る に 


# 少 fit 都 永 運 


しなべ. て 一つの 草とぞ 春は 見し 秋は いろ 
いろの 花に ぞ ありけ， る」 を 踏まへ て 一つ 
を もつ ていろ いろに 對 して 附けた 0 
( 5 圖 •名 • !! •神 •藤 •種 •石 •逸‘ 
矯 •伊本に 「草とは」 と ある。 一本には 
「草と もょ も 見え じ」 と ある 0 
(八〕 秋を 悲しむ 淚は 袖に そそぐ 雨で ある 
との 前 句に 對し 、秋に 尾花、 雨に 風、 淚 
に M を 配し、 尾花の 露を 吹く 風は 音 もな 
い、 とさび しいさ まに 附け た。 

(〇 名 •石 •逸 •種 一 . TIT 本には 「良 阿」 
と ある。 

(一 S 金 葉 集 源 悛賴の 「鶉な く眞 野の 入江 
の濱 風に 尾花 波ょ る 秋の 夕暮れ」 を 踏ま 
へて、 浦の 波 4- 入 rr の 尾花 もと もに 立つ 
と附け 加へ た。 

(一 0 前 句に # } し、 新 古今 集 後京榇 攝政の 
「人 住まぬ 不破 の關屋 の板廂 あれに し 後 
はた だ 秋の 風」 を 下意に 持ち、 山 庵の 荒 
和て 露 さへ 凌げぬ 板廂 においては わびし 
さ 一層 切なれば、 とつ づけた。 

(一一 D 橋 •種 一 •伊本 「かくさず」 

(一 〇 廢 屋 Q わびし さは 前後 句 合は せて 十 
二 分に 盡 くして ゐる〇 
(一 S 種 一本 「軒端に」 


一一 一二 


f さけ f 一つず とはよ も 見え じ  性 遵法 師 


秋の 淚ぞ 袖の 雨なる 


八 


11 一一 一. 一歡に ふく. 尾花の 風は 音 もな 


共に 臥す 野邊の 鶉の 立ち つれて 
S  一 AO 江の 尾花 また 浦の 波 

いたくな 吹き そ 秋の 夕風 
一一 一 m M= の もる 山の 庵の 板び さし • 


一二 

あるる 板 間は 月 も かくれす 


九 


良尋 法師 


左 近 中 將經家 


前 參議宗 平 


重乾おひて，1£にも露やむすぶらん 中納 言忠嗣 


莬玖波 集 (上)  *  ニー 〇 
(一〕 早 •石 •ィ本 「音なら し」 

(一 0 衣を ぅつて ゐ るのは 里の 方で おる が  一 

自分の ゐる ところは 秋草に 露 •霜の おい  今 聞く は 里の 破の 音ながら 
■てゐ る さびしい 廢屋 である、 と附 けた 0  .  一一  三 

(一 0 學 •神 本 「さむし」 藤 •圖 . T1T •神  一- 1 H (露霜 さびし 淺茅 生の 奥  藤原忠 賴 朝臣 
一 •北 •種 •大 •京 一 •神 一本 「さびし」  -  ' 

(四〕 觀月で 名高い 須 磨の 浦、 今 ^ はと 志-  • 

して ゐる に •> 浦波の 音が 高い と Q 前 句を 

受けて、 淡路の 瀨戶の 秋風が 身に 沁む景  月を 見る 夜の 須 磨の 浦波 

氣附。  四  、’  ，五 

(5 學本 「言」 を脫 して ゐる〇  5 淡路潟 せとの 秋風 身にしみて  前 大納言 尊 氏 
(六〕 住吉の 御社の 忌垣を 照らす 月は 澄み 
わたつて ゐる とい ひかけ た 前 句に つれ、 

後 拾遺 集の 「沖つ 風 吹-きに けらし な 住吉 

の 松の 下 枝を 洗 ふ 白波」 を 踏まへ て 下 枝  いがきの 刀 も 住 吉の甫 - 
の 露まで 月に 見える、 と附 けた。  .  ,、  . 

(3 空 模樣が かは つて 月夜に な づた とぃ  波越ゆ る 松の しづえに 露見え て  藤 原 ■ 泰 
へば、 いま 主で あらた かと 思 はれる 前 句  I  f  f  ^ 
に 附 けて、 * り 日の 影が 收まつ て、 と景 
氣附 とした。 

(<) r しめ ぢが原 」 は柺 木縣栃 木 市の 郊  かは る 空 こそ 月に な 6 ぬ Jrb 
外 川原 田の 邊 をい ふ。 契 沖の 勝地 吐 懐 篇  七 

には、 近 江 伊吹山の 裾野に ぁりと も 見ぇ  一 S 雲霧の たえまに 見えし 日は 入 6 て卞鎭 法師 
てゐ る。 しめぢ は標地 •濕 地な どの 義と  . 


( 九：} しめ ぢが 原には まだ 秋草が 枯れ きら 
ないで、 との 前 句を 受け、 しめを 袖の 濡 
れる 意に とリ 、憂き 淚が 袖 K かかりて、 
と應 じた 〇新古 今 集 釋敎に 「なほた のめ 
しめ ぢが原 のさし も r さわれ 世の なかに 
あらむ 限 リは」 と ある。 

(一 5 秋色は ちよつ と 見ても 愛すべ く Irl- し 
まれる と槪 言した 前 句に、 千草の 花が 風 
i'c ^ だれる II 邊の 景色を 細かく 附 けさせ 
られ た。 附句を 上に、 前 句を 下にす A て 
見る。 花 かつみは、 花と いふより いひ 下 
して桉 詞とな し、 か. つ (一方では の義〕 に 
かかる 0 

(一 〇 すすきの 花が 夕菸れ の 空に 散り かふ 
といへ ば、 ちよつ と 秋 野を おもは せる を 
わが 庭の 竹垣が こ はれて tv ? かづら の 這 ふ 
あたりの さまと した。 

(一一 D 日暮れと いひ、 夜 あけと いひ、 橋の 
板戶 における 眺めは いつもよ いと. いふに 
場所と 季節と を 示す 自然を 加へ た。 その 
つなぎは 川霧が 周 圍の 山を ぼかして ゐる 
宇治 (横 ^ がその 小字に ある〕 を もつ てし 
た。 

(一 〇 一說に 「散りて は」 は 石； 種 一本に 
よる。 他は 「散 SN て や」 と ある。 


九 


めぢが 原は 猶 秋の 草 一 


一一 三 0 うき 夕 露と 淚に 袖し めて 


藤 原 家 尹 朝臣 


かつ 見て をし き 秋の色 かな 

一一 三 一風に 散る 野邊の 千草の 花 かつみ  後鳥羽院 御製 

尾花ち 6 r かふ 夕 暮の空 

一一 I 葛のは ふ 園の 竹垣 あれはてて  西 園 寺 入道ぱ 太 f 


ると あくと 詠め. も あかぬ 横の 戶に 


一二 


一一 一一 一一-一外 山へ だつ る 宇治の 川霧 


前 中 納言定 家 


一三 


散 b ては 松 も 枯葉に ぞなる 


卷第四 


ニニ 


莬玖波 集 (上〕 


ニニ 


(一：} 松の 翠も 散れば 色が かは ると いふ 理 
窃を こねた 句に、 松に ゆかり あ. る 常 磐 山 
は 秋に なつても 紅葉し ない と、 いは ゆる 
違 ひ附 にした。 

00 遲速 長短の 例を 對立 させた 附 合。 俳 
諮 風の つらね 方。 

(一 0 他 本には 「影 そふ」 . Jb ■•あるが、 名 • 
甫一 •石 •逸 •種 一本 「かげろ ふ」 と あ 
るに ょつ た 0 

( a 〕 藤 •種 •土 本には 「暁の 雲」 と ある。 
.(五〕 嘵の 空に 光りぅ すれ ゆく 月の さまを 
人事に 轉じ 、宇治に ゐた喜 撰 法師、 小 野 
の 山里に 世を 遊れ た 惟喬 親王の 上に ぅつ 
し、 ともに 秋風に 耳を すます 隱 M Q さま 
に 轉渙 した。 

(六)  月光に ょり 彼方の 山 も 見知られ たと 
いふに、 附句は 、月に 秋、 山. に 白雪を い 
ただく 富士を 配した。 

(七)  白雲が、 rrr 一本には 「白露」 となつ 
て ゐる〇 

(<) 枕に 夢、 月に 秋を 附 け、 殘月が 古び 
た 枕に うつり、 ひとり 過ぎ去つ たむ かし 
の 秋を 夢み て ゐる とした。 

(九〕 前 句は 心に 刻みつ けられ、 容易に 忘 
れられ ない との 感激 深い 述懷で あるに 附 


1 1 三 a 秋 とても その 色 見せぬ 常 磐 山 


牛よ b は猶 早き 馬 かな 
霊 夜は 長く 晝は 短き 時な れや 


善 阿 法師 


順覺 法師 


月の かげろ ふ曉の 空  .  、 

一一 三 六 宇治山 やを のの 秋風き きかへ て  大江成 種 


月に こそ そなたの 山 も 知られ けれ 


六 


七 


11 三 七 ふじな b け b な 秋の 白雪 


古き 枕に 月ぞ 殘れ る. 

一一 三 八 見る 夢 や 昔の 秋に かへ. るらん 


道# 法師 


左 近中將 義餘 


.けて、 附句 は條 件を 示すべく、 とにかく 
にと いふより 上の句へ かかる。 うすぎり 
の 云云は . > 新 古今 集 藤 原 淸輔の 「うす 霧 
のまが きの 露の 朝 じめ 9 秋は ゆ ふべ とた 
れか いひけ む」 を 心と し、 それを 逆に あ 
しらつ たもの 0 

o s l 二の本には「とくかるに」とある。 
0 0 名 •太 •逸本には 「人人に」 と 「に」 
の 字 ^ り 0 

〇 一  D 藤 •甫 •ィ 本には 「したは ば」 京 • 
圖 •種 •石 •逸 .也 一本に 「下葉は」。 
「したは は」 とい ふが、 兩義に とれる。 
その 人を 慕 ふとなら ば、 紅 淚を絞 る こと 
で 戀の句 となり、 「下葉は」 ならば 下葉の 
紅葉の 色が 袖に うつる 意と ^ る。 ここは 
.戀 ととる がよ からう。 

(一 a 前 句の、 慕 ふ あまり それが 紅淚 とな 
り、 袖の 色に 出る とい ふを、 後 句では、 
庭の 萩の 葉の 時雨の ために 紅くな つたと 
自然の 景に さばいた。 

(一 5 前 句は 未完 句、 つぎの 句の 季節を 示 
すに 過ぎない。 附句 は、 萩に つきものの 
鹿を とり 出し、 その上 毛に おく 露の 繁き 
.ために 乾し かねる と>ぉ もしろ い景 趣を あ 
もは した。 


忘られ-ぬべき 秋の 暮かは 


九 


一〇 


き 1 九う すぎ b の 岡の かや 原と にかくに 福 光園 院 入道' 


人人 連歌 召されけ る 序に 


ご 一 


したは は 袖の 色 •に 出で なむ 


一三 


雲 時雨 ゆく 宿の むら 萩 うら かれて  後鳥羽院 御製 


同じ 御 時 奉りけ る 連歌の 中に 
小 萩原 ふかく 露け き 夕暮に 
雲 鹿の 上 毛の ほし やかぬ らん 


從 二位 家隆 


卷  第 


二 三 


苑玖波 集 (上〕 


二 四 


<一〕 時雨は 秋の 空に 一め ぐり、 つぎから 
つぎへ と 過ぎて ゆく 〇 秋の 野の 觀賞に 出 
てゐた 物見 車は 時雨に 出逢 ふだら ぅと 附 
.けた。 咲く 花と いふより 花見 車と いひ 下 
した。 一め ぐり に 車は よく 利いて ゐる〇 
(11〕 海邊の 松林を 吹き 越す 風は 音 高く、 
海は 荒れて 波立つて ゐ る。 

•.(一一 0 附句は 荒海を 禁中の 荒海の 障子に と 
り、 これに 對し 陛下の 朝政を きこしめす 
.萩 戶を點 出し、 御 壺に咲 いて ゐる 萩に 秋 
を 知つ て 松風が 訪れる とした。 とりなし 
が 奇拔 である。 

( 四〕 尾花を 衣の 袖 や 人の 招く にたと へる 
のは 和歌に 例が 少くな い。 靑海 波は 雅樂 
め 名曲。 この 前後 句は 源氏物語に よつて 
の附 合で ある。 In 葉の 贺の卷 に 源氏の 君 
.が この 舞 ひを まぅて 天人 も 感動した こと 
.が 見えて ゐる 。その 翌日 源氏の 君より 藤 
壺へ 參らせ た 歌 「物 思 ふに 立ち まふべ く 
も あらぬ 身の 物 打ち ふ ^; し 心 知りき や」 
-藤壺 の 御返し 「から 人の 袖 ふることは 遠 
けれど 立ち居に つけて 哀れとは みき」 と 
ある。  • 

石 本には 「仙 ？ [HI の」 と 「の」 の 字を 
加へ て ある。 


ただ 一め ぐ 6 秋ぞ -L ぐるる 

一 

雪 一草に さく 花見 車の 野に 出で て 

二  ' 

松を 吹き こす 風の あら 海 
霊 大內や 花の « の戶 秋し b て 


ノ 


唐人の 立 t, まふ 袖 や 招く らん 


四 


壽 尾花に ® たる 靑 海の 波 


五 


寶治 元年 八月 十五 月夜 仙 洞 連歌に 
山里は 人の たよ b ぞなか 


救濟 法師 


後光明 照院錄 sf 


る  と 侍る に 


そょ ともす れば欢 のぅは-風と 侍る に 後深草 院少 將內侍 
M さらぬ だに 寢覺が ちなる 秋の 夜に 前 大納言 爲家 


〈六：} 以上 三句つ づけた 例であつて/ 內侍 
のは、 珍ら しく それょ と 音 づれが あつた 
と 思へ ば、 荻の 上 風の 吹いた のであつた 
と附 けた。 

< 七；} 大納言のは、 萩の 上 風が 秋の 夜長の 
寢覺 めが ちなる を 驚かした、 と附 けた。 
•(八：} 往古 朝廷では 五位は 朱 衣を つけ、 六 
位は 緣柃 をつ ける 制であつた。 諸官 人が 
.袖を 列ね た 儀式を 敍べ た。 

(九：} これに 松に 花 薄を 彩り、 美しい 秋の 
A 然を附 け 合は せた 趣向。 

(一 S 山路を ゆけば 落ちる 雫は 雨 かと 思つ 
先のに、 實は 松の 下露であつた との 前 句 
に、 多量に 水を 含んで ゐる 苔には 月 も 宿* 
る、 と附 けた。 

•(一  0 關 所の 夕- M を 詠んだ 前 句に、 番所の 
傍の 一本松、 そこに さしの ぼつた 月。- M 
にさへ ぎる 雲 もない ので、 月の 光りは 淸 
く 澄み わたつ てゐ る、 と附 けた。 すらり 
.とした 姿 Q 句。 

ご 1 0 甚れ ゆく 秋を 抽象的に のべた 前 句に 
遙か あなたの 山に 出た 月を あしらつ た。 
童ね ると いふ 言葉 K: 山より 山と いふ 句を 
附けた 。下の 山は 自分の ゐる ところを 指 
して ゐる〇 


あけ もみ ど 6 も袖ぞ つらなる 


九 


一一一一一一六 松に そふ 紅葉の 下の 花 薄 


山の しづくは 松の 下露 


祝 部 行 親 


一〇 


11 這 水 あれば 月 もこ 


やた まるらん 關白 左大臣 


關の夕 の 嵐 吹くな b 

二 一ー ー<  一木 ある 松に さはらぬ 月淸み 


救濟 法師 


夕 かさねて 秋 やゆく らん 


一二 


一 養 月 いづる 山は 山よ^ 〇猶遠 


道譽法 


卷第四 


11 一 五 


苋玖波 集 (上〕 


一一 一六 


< 一 ：> 「山歸 り」 は 狩 詞 。嫕の 名に も ある 
が、 麓へ 下つ た 鹿の また 山の 方へ 歸 るを 
もい ふ。 ここは 狩人の 山ょり 歸る 意。 

< 一一 〕 弓 張 月 (上弦の 月；} の 入る も 間 も ある 
まい。 「入る」 は 「射る」 にかけ た。 

0 一一〕 一し きり 過ぎる 村雨の 音に 目が さめ 
て 折りし もの 月に 對した との 實況 を寫し 
た附 合。 

(四〕 前 句は、 いまの わが 身は ただ あるが 
ままに 任せて 敢 へて 求め 證 むことは しな 
いと、 淡い 心境を 述べた に對 し、 附句は 
隱遊 者は 世を 厭うて 山 奧に游 れ 住む とも 
月は 山の 奥までは ついては ゆかない だら 
うとした。 逆附。 

< 式〕 舟を 棹す 人は 男 だとい ふ 前 句に 對し 
ここ 桂の 里に 來て 見れば、 なるほど 間違 
ひは ない と附 けた。 土 佐 日記に 「棹は う 
がつ 波の 上の 月を、 船は おそ ふ 海の なか 
/Q 空を」 唐の 賈 島の 詩 意を 飜 しあげて ゐ 
る。 これを 底意に もち、 且つ 狹衣な どに 
「かつら 男」 とい ふ 言 兄 あるから、 かの 
やうに つづけた のか。 

<1 0 長き 夜の 夢 さめての 句に 附 けて、 冴 
支た 月影は 身に しむ。 さらに 秋風は 吹い¬ 
て  一 #  心を  動かす  と  VO  意は隱  れ  來  ところ 


鹿の たつ 狩 場の 道の 山歸 


一一 


一 i 弓 張 月は いる も 程な し 


とほ 6 なる 村雨の おと 


三 


舟を さす こそ 男な b けれ 


五 


一 靈 空に ゆく 月の 桂の 里と へば 


ひと b 寐は猶 長き 夜の 夢 さめて 


二 品 法 親王 


3 寢覺よ b 月に こそ 又む かひ けれ  前 大納言 尊 氏 


ただ今の 身は あるに 任せて 

靈 月は よも 山の 奥まで 住みかへ じ  源賴章 朝臣 


源  信武 


はない。 

(七〕 峰の 夕霧が 隔てと なつた と あれば さ 
らに 高處に ある .% の、 空の ものな どを 豫 
想させる 前 句に 對 し、 月を 附 けて 隔ての 
ものを 山と した。 峰に 山と 連 出させた の 
は 止む を 得まい が、 而白 味を 缺 く。 

(八〕 折角の 秋 も 暮れて ゆく。 これを せき 
止める 柵 も 欲しい とい ふ 前 句に、 止めた 
いと 欲する 月 も 更けて ゆく と後附 けにし 
た。 やら じとの 語は ちよつ と 狂言め いて 
ゐる〇 

C 九) 谷水は 小さな 流れで、 その 水源は、 
「荇の 下水道 もとむ らん」 と 西 行が 詠ん 
ださ さやかな ものと 思 はれる。 

(一 0,3 月の 光りを 浮かべる 大河とは 異なる 
から、 月が 動きを 示す にはいたら ない。 
月が 動く のは 空 ばかり だと 條 件を 限り 附 
けた 0 

(一 0 秋は： # き 習は しの もの、 しかし 夕方 
の 憂き ことは 特に 秋に 限らない から、 ゆ 
ふべ とい ふ ものが 憂き ことの 始め だと 擬 
化した。  . 

(一一 D 夕月が 遲遲 たる 步みで 高く 山の 上に 
出る のを 待つ のが もどかし いと、 ひたす 
ら 風雅の 意に とりなして 附 けた。 


六 


一雪 月 も 身に しむ 秋風ぞ 吹 


だてと な 6 ぬ 峯の 夕霧 


源  高秀 


七 


靈山な くば 待たで も 月を 見るべき に 寂 意 法師 


\イ 

八 


秋と むる 


力 


らみも かな 


S 六月 ぞぅき やら じと すれ ど ® けにけ. 〇 素 呵法師 


L 


谷水は 苔の 下なる 流れに 


10 


雪 月の ゆく とは 空に こ ^ 知れ 


ダのう きぞ 秋に 先 だつ 

ご一 

一 S 〈影 ばか 6 山のは いでて 月は な 


權少 僧都 長驗 


周 阿 法師 


卷  第 


ニー 七 


免 玫波集 (上) 


一二 A 


( 一；} 秋 月の 夜は 「かく ばかり 惜しと 思 ふ 
夜を いた づらに ねて 明かす らん 人 さへ ぞ 
憂き」 Q 古歌、 また 芭葆の 「名月 や 池を 
めぐ y て 夜 もす が ^ 」 の やぅに、 月の 觀 
賞に 心. を とられ、 寢て 夢を 結ぶ こと もな 
いとして、 前 句の 疑問は 涙で， なくて 露で 
あると 說明 して ゐ .る 0 
(一 0 浦波が 寄せて 引く ときに 秋風の 吹く 
のを 風が 波を 吹き かへ すと いつて ゐ る。 
(一一 一〕 波間にい ざよ ふ 月影 も 引潮に つれて 
遠くな つたと 前 句に よせて 附けた 。その 
場所は 掛け詞を つかつて、 尾 張の 鳴 海 渴 
とした。 

(四〕 玉櫛笥 には 蓋が ある. ので、 枕詞と し 
て 二 見に かける。 二 見 浦は 伊勢、 播 磨に 
あ 〇 〇 前 句の 鉞を 月に とりなして 附け た。 
「山の端に 眞 澄の 鏡 かけたり と 見 ゆるは 
月の出 づるな りけ り j の 古歌 も 想 ひよ そ 
へられる。 

(五〕 波には 秋がない と 古人は 歌った が、 
ここに-は ^ 風に それが あると いふ。 紅葉 
の 影を 宿して か、 波の音が すごくて か、 
いづれ にしても、 波に 秋の 特別な 姿が あ 


袖に むすぶ は 露 か 淚か 

§ 九月の 夜 か 夢を見るべき 程 もな し. 二 品 法 親王 


雲 


波 吹き かへ 十 浦の 秋風 


三 


M 0 月影 も汐 干に 遠くなる み 潟 


權 大納言 實 H 


弘安二 年 八月 日吉 社へ 人人 奉納の 獨連歌 の 中に 
いつも * らぬ ます かがみ かな 
EE1 くしげ 二 見の 浦の 秋の 月  法 印定意 


四 


五 


波 も 秋なる 汐風ぞ 吹 


(六〕 月は この 毎*^ 摄ら すに、 浦も湊 Q M 霊 月に こそぅら も湊も 一つな れ  源  信 K: 


別 もな く 同樣で あると、 平等の 姿を 陚し 
て ゐる〇 

(七〕 紅葉 散る 境地 ばかりを 敍し てゐる 。 
(<〕 月 衣の ことと して 時分を 示し、 いり 
とい ふ 掛け詞を 利用して、 入江に 舟を と 
どめ、 月の 沒 する 前、 波 上に 散る 紅葉を 
眺めた 複雜 味を 見せる 附 合。 

C 九〕 松の 下 陰に 立つて ゐで 、ぼたり ぽた 
りと 落ちる 1 下を 珍ら しいと 手に でも 受け 
る 意で、 夏 か 秋 かは つきり わからない。 

C  一 S 附句は その 場所を 深山と し、 月を 出 
して 秋の 時分と し、 幽邃な 景色の 一連と 
した。 前の 連歌と 同じく、 附句 から 前 句 
へ かへ して 見る 格で ある。 

(一 0 大空の 光りに 對 する. のが 例で あると 
いふ だけ。 どんな 場合 か、 また 光り も 日 
か 月か屋 か 判然と 示して ない 0 
(一一 D 光りを 月と し、 袖に なれたと すれば 
悲しみ. の淚に 月を 宿した ことが 度度で あ 
ると いふ 意味で 歌 連歌と いつた 附 合。 

0 .〇 鹿 も 秋， のさび し ^ をつ くづ くと しの 
ぶで あらう との 前 句に、 鹿には 春 日 山、 
秋には 月を 附 けて、 空 ゆく 月に むかつて 
鹿が さびしい 秋を しのぶと いふ 一聯で あ 
る 〇 


七 


かへ での 紅葉 波に 散るな 


八 


塞 II こよ ひし も 月 の 入江に 舟と めて  權少 都親祐 


九 


11 下を： つくる 松の 下 か 


一〇 


蠢み 山には も 


る 月 も かすかに て 三 阿 法師 


蒼天の 光に むか ふため 


) て 

rv  ^ 


一二 


霊 袖 こそいた く 月に なれ ぬれ 


さびし さし かも 秋 や 忍ばむ 

rll 

雲 春 日 山峯 立ちは なれ ゆく 月 


前 大納言 爲家 


後鳥羽院 御製 


卷第四 


一二 九 


莬玖波 集 (上〕 


三 〇 


(一〕 村雨の ふりそそぐ 下に 鈴蟲が 鈴を 振 
る やうに 鳴く。 

C  一 0 一方では 峯に薄 霧が 立ち、 月が 霧の 
間に 迷つ てゐ ると景 氣附。 

00 ，名 •甫 •石 •逸 •種 一本つつ すきり」。 

「うすく も 一とな つて ゐる本 も ある。 
(四〕 うす 暗い 木蔭に 發の 光リが びかり ぴ 
かりとす る。 

(.玉〕 月を 待つ までの 夕闇の 時と ふさは し 
い 時分を 附 けさせ ^ れた 。'さながら 見て 
ゐるや うな 景 氣附。  • 

(六；} 片田舍 で 里の 名まで も 心 憂い 近邊だ 
と述懷めいた仞。名に负ふ宇治などの近 
郊を 指した ので あら ラ。 

(七：} 淺 茅の 生 ひて 荒れた 宿で 秋の 名月を 
送つて ゐる さびし さと 寂び た 秋景を もつ 
てして ゐ る。 宇治 十帖 Q 橋 姬の卷 などが 
思 ひょ そ へられる。 

(八〕 波の 花咲く と 古今 集以來 ょくい はれ 
るが、 それは； 歌人が 觀た 上から いふ こと 
で、 波 g 身には 別に 心の ない こと だ。 
(九) 附句は 「わ だつ みの 波の 花には 秋な 
かりけ る」 Q 古； 歌を 底に もち、 月の 光り 
で 水の 秋が 見える であらう と槪念 的に 附 
けた 0  - 


後鳥羽院に 連歌 奉りけ る 中に 
鈴 蟲の聲 ふ 6 そむる 村. 雨 

11  三 

一 S  月 出で まじる 峯 のうす き 


從 二位 家隆 


正 和 四 年 五月 伏見院 S 連歌に 


四 


木 かげよ 6 蟹 の影ぞ 見え そむる 


五 


美 月 まつ 程の 夕闇の 疼 • 


伏見院 御製 


寶 53 元年 八月 十五夜 連歌に 

里の 名 もす み 憂 かるべき あた b にて 
養 月に 別る る淺 茅^ 生の 宿  山 階 入道 左大臣 


八 


花や これ 波 も 心 もなか -b け 


軒 m 
な じ 
ら 憂 
ぶ ひ 
庵に 
に き 
月  く 
の は 

影蟲 

わ の 

け 音 
て 


盖 

寂 

阿 

忍 

法 

法 

師  師 


寶治二 年 H 月 花 下にて 

r 二. 

露の 白き を 霜 かと ぞ見る 
一 

■一久 方の 月の 宿 かる 衣手に 


一七  - A 

夕 ■日の 野には 置く 露 もな し 


九  一 

■月に や 水の 秋は. 見 ゆらん  高 階 重 成 

•  \  ••  • 

10 

逢は ぬ 間を など 一筋に 恨み けん.'  • 

二 r l 

灵一 杉の 板 葺月ぞ も. 〇  くる  道 生 法師 


(一 0) 再 # の 戀 の 喜びを 述べた 句。 

(二〕 逢は ぬを 葺 いて ある 板屋の 杉の 板と 
板との 間が びつた リと 合は ないで 隙の あ 
る義 ■にと り、 その 透き間から ぅるは しい 
.月光が 洩れて 來る悦 びが ある。 さきに 雨 
露の もる わびし さを 一而は 恨んだ のは あ 
たらない、 と別義 にと りなして 附け た。 
ひねくれた 趣味が おもしろく 句に なつて 
ゐる〇  - 

C 一 〇 大 •種 一本 「導 生」 

(110 露の おきどころは 地 b か阖上 か 一旬 
に 場所を 限つ てない。 

(一四，} 袖に たまつ て ゐる淚 Q 露を さす こと 
とした。 したがつて 秋の 純 客觀 の 作では 
ない。 久方の 枕詞が 少し 鼻に つく。 

(一 C 蟲の 音は 同じ やぅに 悲しく 聞え る。 

( 1 0 月影は 軒を ならべて ゐる庵 庵に 光り 
を 分けて ゐ ると 月下の 蟲 の 聲を 聞く さま 
に附 けた。 蟲のな く 昔、 月の 光りと 相對 
し、 おなじと わけてと 相應 ずる 細かい 附 
け 方。 

(一€殘照の消えない野にはまだ露もおか 
ない のに。 

(一八) 名 • 11] •石 •逸 •秤 一本 「露 もな し」。 
「霜 もな し」 となつ て ゐる本 も ある 0 

卷第四 
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菅原長 綱 朝臣 


,  一三 二 

ar , よ 6 も あなたに 月の よを 待ちて‘ 素 阿 法 3 : 


五 


こず ^ も かげ も 松の 秋風 


六 


U ょ b や 月の 夕にな^^ ぬらん 


導 * 法 師 


七 


雲 もたつ みの 明けが たの 空 


八 


出入る に 月 も 二つの 時 ありて 


二 品 法 親王 


松の 高き はな ii 霧のう へ 


九 • 


山里は よその 峯よ b 月見え て  關白前 左大臣 


莬 汊 波 集 (上) 

(一〕 山の あなたには： n の 暮れて はやく も  一一 一六 四 
さしの ぼる 月を 待つ てゐ る、 と附 けた。  • 
(一 0 秋思 斷腸 、淚 はら はらと 落ちる とい 
ふ戀 か、 もしくは 述懐の 句。 

(一一 W 山陰の 地は 秋 月の よい ころも 光り さ 
やかに 指さない ので 觀賞 する こと も 忘れ 
て ゐるだ らぅ。 それで 淚が落 ちる とした。  S 
C 四；} 作者は 茂 長の 子。 參議 式部 大輔 。正 
二 位に のぼる。 

〇 五〕 松の梢に も 下 陰に も 秋風が 訪れて ゐ 
る 0  m し 場所 も 時 も 示して ない。 

(六：} 附句 はこれ を 平地に 定め、 向か ふの 

III には 日が 蒜れ て 月が 出た。 月の ゆ ふべ  三 六 六 

は 山よ り來るとしてゐる〇 

(七〕 巽は 東南の 方位。 雲の 立つ にい ひか 

けて ある。 明け方の 空を 仰いで 見る と、 

東南に 雲が たなびいて ゐ る。 

(<〕殘 月に 思 ひを よせ、 その 入る と出づ 
ると 方位を 異にする ことを もつ てした。  S 
主觀的 な 附け 方。 

•(九〕 高山の 頂に 松が ある。 霧は その. 下の 
方に 横た はつて ゐる景 に對 し、 山里は 展 
架が きかない ので、 自分の ゐる ところの 
山には 見えず、 よその 韦に 出る 月を 見る 
と 類似の ものを つらねた 附 合。 =* 一六 八 


菟玖 波集卷 第五 


(一〕 秋風は 霧の かかった 上に も 吹き わた 
つて ゐ る。 

(一 0 風は 次第に 霧を 吹き 拂った と 見え、 
松林に 月が 出て、 こもらを 照らして ゐ る。 
秋風に 月の 景 氣附。 

(一一 0 雁の 聲は 身にしみて 寒く 聞え る。 仰 
いで 空を 眺める と、 雲の 樣子は 秋た けな 
はの 趣きが ある。 

(四) 高 •ィ •種 一本 「さびし」 

(主) 月が れづ かに 顏を出 して、 こちらの 
III の 端は 光 リをあ びて 眞先に 見える。 目 

に 見え、 耳に 聞え る 風物を 連結した 景氣 
付 〇 

Kr 

(〇 國 •名 •市 •神* 種 •北 •大 •小 • 
石 •逸 •橋 •藤本 「まづ みえて」 一本 
「松 見えて」 

(七〕 松風が 吹いて 泉の ほとりは 一層 凉し 

ヽ〇 

レ 


秋 連歌 下 


霧の 上に も わたる 秋風 

一- S 松原の 木の間に 月の あら はれて  前 大納言 尊 氏 


か^ 〇 がね さむし 雲の よそ ほひ 
一- i 山の端は 月の こなたに ま づ みえて 導譽 法師 


泉 涼しき 松風 ぞ吹 


卷  第五 


一三 三 


苋玖波 集 (上〕 

C 1 ：} 附句 はこの 泉を 國 名の. 和 泉に とり、 
この 松林を 住吉の 浦の ものと みて、 その 
南方の ちぬ C 茅 淳：} 海上に 月が 高く のぼる 
と景 氣附 にして ゐ る。 

(二  >挺 の 中垣は 雪に おされて 傾いて ゐる 
とい ふ 冬の景 .色。 

(一一 一) 前 句の 雪を 月が 冴えて 萬 物 白く 見え 
る さまに とりなし た ◦白雲を 有 明けの 月 
とみた 古： 歌 も あるが、 ここは 逆に 月光を 
雪と いつたので ある 0 
(S) 汐千の あとに 降る 雪は 直ちに 消えて 
名残り も 止めない 。この 附 合は 名 •甫 • 
石 本に だけ 載つて ゐ る。 

(一 0 影の 淡い殘 月の 光りが 干涊一 .面に 敷 
いてゐる。それを雪と見立てた。前句が 
冬の 季で あるのを 附句で 秋に かへ た。 
00 述懐の 句。 ィ本 「ぅきに だに」 

(七〕 前 句の 述懐を 具象 化した。 秋の 夕暮 
れ 月を 待つ ときに、 月光を 仰ぐ のは 嬉し 
いが、 來ない 人が 待つ •のは 悲しい。 一正 
一反の 附 句。 

(<〕草庵 の 秋は 樣 子が 他と か はって わび 
しい ものが あると 槪栝 的 rc 述べた。 

(九〕 庵の 所在地が 山陰で あり、 月の出 も 
遲 いのでと、 その 理由を 說明 した 附 合。 


5 住吉の 浦の 南に 月見え て 


雪に かたぶく 宿の 中垣 

三 

S1 吳 竹の 末 こす 風に 月み えて 


汐 干の 雪は のこる ともなし 

五  ， 

lii 影う すき 朝は 月は なほ 見え 


六 


三 四 

救濟法 


性遵 法師 


藤 原俊顯 朝臣 


うきこと に ® しき こと やまじる らん 


七 


1 3 月 まち 出づる 秋の 夕暮 


頓阿 法師 


八 


外には かは る 柴の戶 の 秋 


九 


一一 一 W 山 罃は 出で たる 月を おそく 見て  寂 意 法師 


八 

% 

七 

月 W 
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雨 過ぐ る 山には 雲の お 6 たちて 
二 

111 七六 月を も 知らぬ 柴の戶 のうち 


六條內 大臣 禪林寺 の 家に て 連歌 侍りけ る に 

わるる 鏡 や 市に いづらん 
一  £  . 

一一 I 七 九 有 明の 月影う つるし かま 川 


二 品 法 親王 


從 二位 家隆 


前 右兵衞 督爲敎 


前 中 納言爲 相 

一三 五 


C1 S 通り雨の 過ぎた 山には いま も 雲が か 
.かつて、 また 降りさぅな 模樣 である。 

0  0 附 句は 山 や 水を と' らな いで、 居所を 
あしら ひ、 密雲が かかつ てゐ るた め 月の 
出 も 知らないと した。 

C 一 . 0 遙かか なた の 人の 夕暮れの ころの 顏 
と 夕顏の 花に 托して いふ。 古今 集 旋頭歌 
「打ち わたす をち かた 人に 物申す われ、 
その そこに 白く 咲ける は 何の 花ぞ も」 源 
氏 物語 夕顏の 卷 「心 あてに それ かと ぞ見 
る 白露の 光り そへ たる 夕顏 の 花」 などの 
歌を 踏まへ ての 句。 「夕顔の 花」 は 早 • 
大 •小 •ィ本 「花 Q 夕 iff 」 

(一 10 黃昏 と附 けて あるが、 局而 を轉 じて 
黃昏に 端山の 陰の 庵で 月が 出る のをい ま 
かい まかと 待つ て ゐる體 にした。 

(一四〕 前 /PJ を 說明 する ために 年を數 へて と 
いふと ころを、 ただ 秋を 數へ てと いひ、 
秋に その 季 の 景物の 一番で ある 月を もつ 
てした。 附句 にょつて 秋の 部 U 收 めて ゐ 
るが* 前後を つらねて 祝 贺を 示す 雜の句 
と 見るべき である。 

(一 a 鏡を 月影に 比し、 市で 名高い 飾 磨の 
川に 映る 有 明けの 月と 轉じて おどけた 前 
句を 正當 化した。 雜 Q 句を 秋に かへ た。 

卷第五 


莬玖波 集 (上) 


三 六 


C 一〕 黃熟 した 稱を 野 m に 荒らされまい と 
# をす る假 9 庵で、 夜寒の ため 寢られ ぬ 
ままに ill の 男 も 月を 見て 明かす だら ぅと 
風流に 附け た。 前 句は 現實 、附 句は 想像。 
(一一〕 戀か 述懐の 句。 但し 二度と ある だけ 
で そのく はしい 理由は 示して ない。 

(一一 0 後 句は それを 明月 觀 賞の 上の ことと 
して、 月を 待づ思 ひと、 一度 出た 月が 再 
び 雲に 入り、 一一 度の 物 思 ひとな S- ことを 
具象 化した。 

(四) 藤 •併 本 「さし ふきて」 名 •小 •甫 
一 •石 本 「さしつ きて」 諸 本 異同が ある 
が、 「ささ ふきて」 を 取り、 r 符葺 きて」 
の 意昧に 取った。 

(式〕 あまり 廣 くもない 軒の 彼 屋根の 窓に 
月影が 横 さまに 射し 入る 景色で、 いは ゆ 
る rl 京 氣附で ある。 

(六〕 雲水の 生活を する 沙門の 心を 述べた 

句。 

(七〕 後 句は その ゐる ところの 景致 。木の 
間に かかる 月は 影分叹 てと いつて 前 句の 
一つに 定めずに 應じ た。 沙門が 林 問の 草 
庵な どに 泊つ た體に 取つ た。 面白い 取り 
なし 附 き。  .  , 
(八〕 むささびの 一 叫び、 山 馴れた ものに 


秋 さむくなる 小 田の 假庵 

一一 一 <〇 一い ねがての 月に いく 夜を あかす らん 南佛 法師 


一度 ものの 思は るる かな 


三 


一一1<1 むら 雲を いでつ る 月の また 入 b て乘阿 上人 


四 


程せば き 館の 軒を ささ ふきて 


五 


一一一<一1 橫 さまに 入る 窓の 月影 


救濟 法師 


すみか 一つに 心 定めず 


七 


i 柴の戶 の 月は 木の間に 影 分けて  導譽 法師 
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關白前 左大臣 


花園 院 御製 


前 大納言 尊 氏 


一品 法 親王 


一三 七 


も 氣味惡 い 感じが すろ 〇 
(ん) むささびの 叫ぶ 時處 を敍 した もの。 
林 梢の 暁、 殘 月の 消えた さびしい とき、 
凄味は 十二分に ある。 佳作の 一つ。 

(一 0) 前 句は 述懷 Q 句。 

C  一  0 はかない 意を 受けて、 少し ばかりの 
笟の 水に 映 じた 月が 澄ん. で ゐ ると、 住む 
を 澄む の 羞に取 り附 けさせられた。 かす 
かなところ に 澄-みきつ た 境地。 

(一一 D 前 句は 釋敎に 屬 する もの。 

(一 5 伴 ふ 人の ない 世捨て人に も 月が ょい 
伴 Is となる。 月は 如何なる 山の 奥に も 住 
むと、 好ましい 附け 方。 澄む に 住む を 兼 
ねさせて ゐる。 

(一 3 )あ ちら こちらの 获 の葉ヒ に 風の 吹き 
わた 〇 聲が す 〇 。 

(一 5 荻の 聲は 秋の 月を ょび 出し、 月を め 
づる 心は 月世界に もと どくで あらぅ と附 
けた。 共に の 一語は あなた こなたに 應じ 
てゐる 0 

(UO 柴の とぼ そは 柴の 戸 fc 同じ。 きらび 
やかな 住居と 異なり、 隱者か 山 居の 有樣 
を 矛す 

(一七；} 名 .朮 •小 •早 •石 •逸 •京 一本 
「むら 雲」 

卷  第五 


菟玖波 集 (上〕 


ニー ー八 


(一〕 附句 は、 秋に 月、 とぼ そに 明けを 附 
けた。山居秋雨のわびしさ |:- _の殘月を 
配した。 寂 莫たる 秋 t の附 合。 

(一一 .3 古びた 前は 淋しい 秋 だとい って、 別 
に それと 氣が附 かない ほど 靜かで ある。 
(一一 0 古き 館と いふに 主 もな きと 附け 、濱 
邊の捨 小舟は 主は ない が、 秋の 名月を 載 
せて ゐ ると、 月の 小 ^ の 上' にか かつて ゐ 
るのを 指した。 古 館には 秋の しるしが な 
い。 捨小舟 には 秋を 示す と 相反的に 景物 
を つらねた 0 

(HO 端 (つま〕 の 赤い のは 扇で あらぅ とい 
ふのは 紅白を 描いた 扇子を 指す。 壽 永の 
むかし、 八 島の ^ 軍に 平家 S 人人が 小舟 
に 竿を 立てて 紅の 扇を 掲げ、 源氏の 軍を 
をび きょせ た 故事に ょっ て 歌つ たものと 
思 はれる。 

(一 fO 附句 はつ まを 端戶に とり、 朝早く ^ 
のつ ま戶么 明 ける と、 殘月 ，の 光りに その 
赤い のが R についた と轉 じた。 宮廷の 大 
官達が 局に 通って 朝早く 歸って 行った ぁ 
とか ことを 賦 した もの。 妖 變 な 附け 味。 
(六  >孩 婦は洗 濯 衣を 砧で とんとんとう つ 
てゐ る。 櫧衣 はもの 悲しい ものな のに、 
寡婦と ある Q で 一層 も Q 悲し さを咐 す。 


1一1<<  月 あれば 明けても 夜を や殘 すらん 前 參議彥 良 


ふ b ぬる やかたに 秋 も しられず 

三  . 

一一 5 主 もな き 浦， の捨兜 月の せて 


四 


つまの 赤き や 扇なる らん 


五 


i  月殘る 朝に !  15 の戶を 明けて 


六 • 


やもめなる 身は 衣う つな 


七 


一一 冗 一秋 寒き 月夜から すの 聲ふ けて 


思 ふ 心は 身に 知られつ •る 


八 


救濟 法 ® 


木 •鎭法 師 


順覺 法師 


si 入る 月を A もさ こそは it しむら め從一 •• 位 行 家 


横 3 板 九 
の 間 
屋か 
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月す 
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れ落 
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そ  る 
荒ら 
れ ん 
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導 
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法 
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後 
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明 
日 S 

ハ、、 

院 

左前 

大關 

臣白 


に 

刖 

大 

僧 

正 

賢 


嘉 枰 四 年內 裏の 七夕 連歌に 

ゆ ふ 日 さびしぐ かょ ふ 秋風. 

二 

ぅす 霧の 晴るる 山ょ b 月見え て 

% 

二 品 法 親王 北 野 千 句に 

ご 一  '■  . 

ふ わけた るは 山. の 村雨 
うき 雲の いくたび 月に ちが ふら 

一四 

不二の ■嶺の 煙 やよ そに 知ら るら 


(七〕 附句は その 時刻を あげ、 ものさびし 
く すさまじい 境地を 添へ て 前の 情趣を 濃 
19- にした 。やもめに 鴉を 附け るのは 遊 仙 
窟の 「誰 知 可 'fit 病 鴉 夜半 驚 人」. にょる。 

(〇 戀か 述懐の 句の 前 句に 對 し、 附句は  一一 1 
思 ふ 心と あるのを 物 思 ひに 惱む 意に とら 
ないで、 入る 月を tl'r- しく 思 ふ 心と した。 

.轉渙 の 而 C い附け 方。 

(九〕 板屋の 屋根の 透き間を 防いで くれる 
のは 落葉で あらう とわび しい あばら 屋の 
上を いつた もの。 

(一 S 月光が その 透き 間 からさす やうに と 
風雅の 方に 考へ てゐた のに、 これ も 落葉  1 1 一九 四 
で. もらぬ と 世人 おしなべての 考へ 方と か 
はつた 取りな し附 き。 

(io 附 句は、 一. 方には 薄 霧につつ まれて 
ゐた 天地は 山の 方ょり 晴れて、 そこに 月 
が 出た と景 と -©. 足との 附 合。 

(一一 D 一つの 山の 一方は 雨、 一方は. 照つて 
ゐる とい ふやう に 村雨の 秋の 空。  • 

(一 © 月が 出て ゐる 空に 去來 する 1 ij は 月 i  一一  1 
反對の 方に 走る ことが 幾度で あらう と、 

而白 い變 化を とらへ た附 合。 

(一 5 富士の高-:筑の煺りはその近くょり却 
つて 遠く 離れた 處で 知られる であらう。 
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四〇 


(一;} その赌 りを 月の 半分を 掩ふ浮 雲に く 
らべた 。一種 か はった 譬喩の 註 釋附。 

(一 0 日が 暮れた Q で 越えないで 關の こな 
たに 泊る であらぅ と 旅の 句 0 
(1  一 0 前 句を 天象に 取りな し、 月の 彼方に 
漂ぅて ゐた 雲が いまは 月の 手前に なった 
のに 比した。 人事を 天象に 移した 附 合。 
(四；} はじめて 12 く 雁の 聲 -i いふ だけで、 
春 か 秋 か、 晝か夜 か、 場所 も 時 も 述べて 
ない。  • 

(一 0 秋の 月下、. 雲井に 高く 山を踰 える、 
影まで が 見える とした。 精細な 附け 方。 

C 六〕 源氏物語 初音の 卷 Q 註に、 もち ゐ鏡 
に 大根 そふと あるのに もとづき、 大根の 
異名。 前 句は これを 述べた に過ぎない。 
附け 難い 句？ 

(七〕 種 一本 「山里の」 〇附句 はかが みと 
いふので 月を 取り出し、 秋の 近郊の 月の 
句と した。 

(八〕 奥山の 秋は 人の 心を いらだたせる。 
(九〕 秋に 月、 奥山には 被 (まき./ 檜 原、 
心づ くしには 月の出の 遲 きと、 それぞれ 
前 句に 對し てあしら つた 四手 附 。常！； 木 
が 繁 つて ゐて 月の出が 遲 いので、 もど か 
しい 氣分 。「木の間よりも りくる 月の 影 


一- 5 月の 半ばに かかる 浮 雲 


底 阿 法師 


暮れ ぬれば こえぬ 關に やと まるらん 


三 


I 雲 こそ 月の こなたな 6 けれ 


四 


今き きそむ る 初 雁の 聲 


五 


一一 冗 〈峯こ ゆる 月 も 雲井の 影 見えて 
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かがみと いふは 草の 名に あ 


七 


'// し 


九 


づ くしは 奥山の 秋 


藤 原宗詮 


小槻 量實 


一晃 此の 里の むかひの 岡に 月いで て  權少 僧都 永 運 


S00 被 檜 原木の 間の 月を おそく 見て  權少 ft 都快宗 
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1 

資 

みれば 心 づ くしの 秋は 來に けり」 の： 欲を 
踏まへ ての 作。 

(一 0〕 大和の 策 窟は 一に もらぬ いはやと い 
ふ。 山伏な どの こもる ところ。 露の もら 
ぬと いふより いひ かけて ゐる。  四 Q| 
(一 0 その 窟の あたり Q 有樣を 細かに 附け 
た。 月と 結んで 秋の 句？ 

(一一 0 淚が いつも 袖 K: たまつ てゐ るとの 述 
懷 。淚を 露に 見立てる のは 通例。 しかし 
その 悲しみの 根本には 全く 觸れ てない。 

(一 a 種 一本 「袖のへ の 露」  •  S 
(1 5 附句は それを 山 庵に ひとり 住む 孤獨 
によるとし、 月光の 淸み わたると きは、 

いつも 影が 伴つて ゐ て、 孤獨 ではない の 
にと 附け てゐ る。 上句の 身を 離れぬ に應 
じた 附 合。 

(一 5 一說「我れもかけぁ 5- 」  §1 
(一六〕 明月と 松風と 相對 して ゐ る。 海 邊に 
.は 松原、 遠山には 月を 出して 景と景 とを 
附け 合は せた。 

(一七) 川 淀には 氷が 張りつ めて 舟行が 止ま 
つて ゐ るとの、 北 地の 冬の景 Q 
(一 C 藤 •土  •學本 「 *;|| よどみ」  i 
(一 〇, 附句は 川には 氷では なく、 月光が 流 
れてゐ るた めだと 趣向の あしら ひ 0 
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一四 二 


(一〕 浮 雲の 去來で 風の 姿が 見える。 

(一 0 山 もとの 方は まだ 夕菘れ であるが、 
空には はや 月が 出てゐ るとの 景 氣附。 

(一一 一〕 飛鳥は 大和 國の 古い 都の あつた とこ 
ろ、 しかもは や 荒れは てて 秋の 季節には 
一層 斷 腸の 恩 ひを つのらせる ので 訪ねる 
こと もで きない。 

(四〕 附 句は 明月を 賞し ないで 夜は 更けて 
行くのは遺憾であるとした。いたづらに 
とい ふのは 萬 葉集卷 一志 費 皇子の 「ぅね 
めの 袖 吹き かへ す 飛鳥 風 都を 遠み いた づ 
らに吹 く」 によつ たもの か。 この 句の 焦 
點で ある 0 
( 5 一說 「見し」 

(六〕 戀か 無常 か述懷 かの 前 句を 受けて、 
附 句は 秋 も 下旬、 夜更けてから 有 明けの 
月の出る ころで ある 力ら とい ひ、 前 句の 
夕暮れには 待つべき 月 もない と說 明附。 
(七〕 一說に 「一行 ぞ」 と あるが、 一行よ 
り 幾 行の 方が よい。 

(c 每晚 更けた 月下の 雁 聲を 雲井 遙かに 
聞く、 嫖渺 たる 思 ひの 附 合。 

(九〕 窟 のなかには 花 紅葉 もない から 季節 
がわから ない が、 ただ 松風の 音 (の 凄 さ 
など) によ 认 秋を 知る。 


二 品 法 親王 北 野 社 千 句 連歌に 
浮 雲に こそ 風は 見えけ れ 

i 空は 月 山 本は なほ ゆ ふべ にて  導譽 法師 


あすかの 里の 秋は とはれ す 

四 0 六月を 見ぬ 夜 やい たづら に 更けぬ らん 寂 忍 法師 


この 夕暮は 何を ま rc まし 


六 


•四 2 月は はや 有 明が たの 頃な れや 


源 成 賢 朝臣 


七 


八 


行ぞ 雲間の ■の 聲遠 


00 <  有 明になる よなよなの 月 


ffi  季直 
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松風の 音は いはやの 秋に して 


〇 


00 丄 


月の 遲き やみ 山な るら L 


ひて 三度は 越えし 鏡 山 


一' 二 


0 一  0 秋の 名に あ ふ 長月の つき 


一七 

久しく 匂へ とみ 草の 挖 


海 部宗信 


前中納 言有忠 


常曉 法 © 


法眼 良 澄 


四 三 


一一 S 深山は 月の出る のが 遲 いので、 人里 
を 遠く離れて ゐる ことが わかる と 深山の 
月、 窟の 松風を 相對 的に あげた 附 合。 
(二〕 衆の 行き かひな どで 指折り 數へ ると 
はや 十三 囘も鏡 山を 越えた。 

.(一一 D 前 句の 鏡 山から 鏡、 更に 聯想して 月 
を 出し、 十三から 九月 十. 三 夜、 すなは ち 
後の 月見を ひき 出 _ 3 、 秋 ^ ふさ i  ^ 、 ^ 
月の 月と 言語 上の 遊 a で つらねた 附 合。 
< 一一 一 D 晚秋 には 夜が 長くて 寢られ ない。 

(一 S 附句は 前 ^ の 意を さらに 强 める ため 
に、 それ も 二人 をれば さぅ でもない が、 
.ただ K 人で ゐる愁 人の ためには 殊に その 
感が 深いと 白 氏 文集に ょつ て 句を なす。 
(一 5 潤夜にはたどリにくい里の通ひ路も 
月下、 今- W の やぅに 光りの 明るい 晚には 
それが ょく ありあり と 見えて ゐる〇 
0 5 里の 方で 忙し (J に砧を 打つ 音が しき 
りに して ゐ る。 夜 も II けて ゐる から、 あ 
るいは 目を さまし、 これは と 急 打す るの 
かも 知れない と、 想像して 附 けた。 里に 
站、 月に ねざめは 附 合。 

..(一七〕 とみ. 草は さき ^ ともい ふ。 ここの i 
香の 高い遐 草を さす。 したがつ て 久しく 
.匂へ と 跳へ た。 「匂へ」 一說に 「匂 ふ」 

卷  第五 


莬玖波 集 (上) 

< 一〕 附句 では これを 稻の ことにと つて、 
春の 水を せき 入れて 作つた 田の 秋 かけて 
榮え ょと いのつ / c R 合。 

(一一〕 列を なして 行く 雁が 一羽、 友には ぐ 
れて 、うかれ 烏の なかに まじつ てゐ るか 
も 知れぬ と 秋の 鳥を 詠 じた 句。 

00 秋の， 農村の. 夕方の ぞめ きで、 いは ゆ 
る 門 田の 樂 しみ。 こ のぞめ -t には 猫 も 杓 
子 もみな はし やぎ 騷 ぐ、 前 句の 雁 も ^ も 
.上品な 人 もさう でない 人 も、 と附 けた。 
(四；} 初春 花を 賞した 梅 もい まは 紅葉して 
ゐる〇 

(一 fO 梅に 驚、 紅葉に 秋を 附 けて、 鶯のこ 
とし 孵されて 巢立つ たのは 秋に なつて 鳴- 
く と 相對附 とした。 

< 六：} 前 句は 萬 葉集卷 一 額 田 王 「秋の 野の 
みく さ刘 り - ^: き やどれり し うぢの 都の か 
りい ほし おも ほ ゆ」 の 歌に ょり さびしし 
秋に この 古跡を たづね たとの 意。 

<七〕 附句 は、 秋には 月、 名所には 名所を 
付け、 # 日 野の 鹿 も 月光を 浴びて 山の 方 
へ歸つ て ゆく さまを 敍す 。鹿は 春 H 明 神 
の おつか ひ。 本 歌 取りに 秋の 景氣 附。 
<<〕 秋に なつて 「かいよ！ かいよ！」 と 
.妻 戀 ひの 聲ばか りが 頻りに 耳朶を うつ。 


四 一一 一一 


四 S 


1 四 四 


前 關白 


春 いれし あら 田の 水に 秋 かけて 後光明 照院' 5 ガ臣 


一ぅ かれ ゆく 鴉に 雁 やまじる らん 


三 


E3 1 四 門 田の 秋は ゆ ふべ な 


>1/ 


左 近 中 將義詮 


把 見し 梅ぞ ま. た 紅葉 -^ る 


五 


鶯の ことし 巢立 つは 秋な きて 


關白前 左大臣 


砰應四 年 春 H 神木 宇治に 遷ら， せ 給 ひしに 歸座 あるべ 
きょし 聞え し 頃救濟 法師 家の 百 韻 連歌に 


六 


宇治の 都の 秋を こそと へ 
5 春 日. 野の 月に や 鹿の 歸 るらん 


性 遵 法師 
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前 中 納言有 忠 


A 


妻と ふ 鹿の 聲の みぞす ^ 


九 


四 一七 山 田 もる をし ねの 床の さびし さに 後久 我 太 政 大臣 


ご 一 


小 田を もる 庵 も 見えず 霧の 中 

C3 一九 稻 葉の 風の ふかぬ 間ぞ ある 


前 大納言 爲氏 


一 五 


月には 里の なご 6 こそ あ ^ 


六 


四 一一 0 松 一木 秋の 風 ふく 淺茅原 


藤 原資 顯 


人人に 連歌 召されけ る 序に 


種 一本 「妻 こふ」 

<〇 附句で 場所 •時分を 說明 する。 獣 や 
鳥に >ie らされ ぬ やぅに 守つて ゐる山 田の 
庵の わびし さ〇景 氣附〇 
•0 0〕 戀 の 句。 「夜」 に 「寄る」 を かけ、 
r ひたぶ る」 に 鳴子の 「ひた」 (引 板.) を 
かけ -s o 

<一0 附句は 、田畔 の 庵に / C ' だ ひとり ft む 
身には、 月の 外に 友は ない ので ひたすら 
夜を 待つ、， と 趣向を かへ た。 

< •■ 10 一說 「山 田 もる」 〇常に 見る 小 田 守 
をぢめ 往. む 庵は いまは ^ のさ 中につつ ま 
れて 全く 影 も 見えない。 

0 一一 D 稍 葉に わたる 風は 始終 吹く が、 あの 
霧を 掃は ぬを 見る と、 ときには 吹かぬ こ 
とも あるょ、 と附 けた。 

(一四) 藤 •土  •伊 •學本 「ふかぬ！ II ぞな き」 
(一 a いまは 全くの 田 舍 、しかし 名月の こ 
ろには 遠近 人の たづね て來る ので、 むか 
し榮 えた あとが 忍ばれる。 

0 六 0 一本松の 立つて ゐる淺 茅 原に 秋風が 
■吹き わたつ てゐ ると、 あたりの 景を附 け 
加へ た。 淺茅は 荒れた ところに 生ずる。 
里の 名残りに 應 じた 寄 合。 


〈一；} また 見ようと 契つ ておいた 錄の 竹は 
雪 か 何 かに 埋もれて 見る 影 もない。 

<〇 名 • ?!! •種 •石 •逸本 「よもぎ ふ」 

の 一句が ある。 〇荒れ た 土地に 生ずる 蓬 
が 深く 茂つ てゐ る。 故 鄕の 秋は うたた 斷 
腸の思ひがあると附けさせられた。荒涼 
の氣 に滿ち た附 合。 

00 秋風が PA. いて 寒さが やう やく 加は り 
一 樣に露 を 結ばせる ときに-とい ふだけ で 
未 r の 句。 つぎに 何 かを 誘起させる 句。 
，(四；} この 秋風に うら 悲しい のは 自分 だけ 
だと 鹿が ひとりで 鳴いて ゐ ると 加へ た。 
大江 千里の 「わが 身 ひとつの 秋には あら 
ね ど〕 の； 歌の 詞を踏 まへ たもの。 

.(主〕 もの 悲しい 秋の 夕 基れ、 なぜ 特に 心 
が 迷 ふので あらう かとの 述懐の 句。 

.(六；} 附 旬 は 風の 吹き まは し 工合に よつ て 
鹿の 音' がかは る。 それは 悲しい 秋の 心 迷 
ひか しらと 附け た。 

(七〕 樹 下の 露は 雨の やうで、 草 も そのた 
めに 打ち 臥す。 

(<〕 古今 集 衆： 欣の 「みさ ぶら ひ 御笠と 申 
せ 宵 城 野の 木の 下 蕗は 雨に まされり」 の 
歌に より 宮城 野を點 出し、 そこで 鹿の 鳴 
く ゆ ふべ に 草が 倒れ 臥して ゐる とつ づけ 


契 b おきしまが きの 竹もう づもれ て 


ml 一よ もぎ ふ 深き 故 鄕の秋 


後鳥羽院 御製 


弘 安二 年 八月 七日 庚申 連歌に 
おしなべて 露 ふきむ すぶ 秋風に 


四 


四 一一 一一. わが 身 ひとつと 鹿ぞ嗚 くなる 


後嵯峨 院 御製 


五 


暮ご との 秋に^ やまよ ふらん 


六 


昼 虱 吹く たびに かは る 鹿の 音 


品 法 親， 王 


七 


木の 下露に 草ぞ ふした る 


八 


a s 宮城 野の 秋に 鹿 鳴く 夕に て 


權 僧正 良 瑜 


小 = タミ 
B1 霧 

も の 
る む 

庵 す 
やび 
袖 か 
を ね 
し ナこ 
く  る 

ら 稻 
ん 筵 


藤 

原 

倫 

M 


月 出で なから 雲に こもれる 

L 

妻 戀の 鹿の 音 聞く も 夕に て  大納言 氏 忠、 

9 

文 和 三年 六月 家の 泉に てこれ かれ 連歌し 侍りし に 

1 〇 

馴れて だに 秋の 心は ぅき ものを 

二 

やまは 里に も 鹿 やなく らん  關白 前左大 S 


聲まが ひゆく 時雨 秋風 

むら 雲の さだめぬ 月に 雁嗚 きて  大江 成 P 

一四. 七 


なした。 時處 を敍 して 精彩を 加へ た 句。 

(.九) 凡が 雲に 1® れる のを JI て、 鹿の 音の 
_呼ぶ 聲を 聞く 6 も、 ともに 秋の 夕 蘇れ  S 
の 景 として 相 迚結 させた 景氣 附。、 

(一 S 秋は 愁な りと 中國 人は lir くから いひ 
來 た つて ゐ る。 每年馴 れてゐ て も 秋は 物 
悲しい のにと 前 句は 何 かを 誘起させる。 

(一 0 山地では 鹿が 村里に も來 たり 鳴き、 

一 /# 悲哀の 淚をそ そらせる と附 けた。 

(一一 D 稻 筵の 上には 容易に 夕 露が 結ばない 
との 前仞 。稍 筵は 古典には 川 添 柳に 冠ら  四 1 一六 
せたり、 また 敷く とい ふ詞に かける 枕詞 
として 用 ゐられ た。 ここでは 稻の ことを 
指して ゐ る。 稍 穂には 溫氣な どが 强 くて 
さぅな Q か 0 

(一一© 小 田 守る 庵には 夜の 備へも 十分で な 
いので、 着て ゐる 衣の 片 袖を 敷いて- M る  § 
と附 けた。 百姓の 苦しみ. を 歌つた もの。 

(一四：} 何 かの も Q. 聲が 時雨を 誘 ふ 秋風の 音 
に まが ひゆく の 意。 

(一 5 村 雲の 定めない 空、 月が 見え 隱れす 
る 下に 雁が 鳴いて、 その 聲が 時雨、 秋風 
に 紛れる とした。 時雨には さだめぬ、 秋  四 二 八 
風には 月、 聲には 雁が 附 いて、 いは ゆる 
四手 附〇 

卷  第  五 


苋玖波 集 (上〕 

(一〕 前 句には 村雨に 淚の義 を 1 含ませた 趣 
•^が^^ 〇 〇 

(一 0 宇津山は 遠 江の 國に あつて さびしい 
山 r 紅葉した 蔦紅葉の 袖に かかる さまは 
秋り 村雨の やう だと 附 けた。 かう して 全 
く敍景 の 句と なった。 伊勢 物語 js の 細道 
/) 條 Q さまが # 餘 と 浮かぶ。 

(110 後 . a 羽院の 御製 水 鄕春梁 に 「見渡せ 
ば 山 本 かすむ 水 無瀨川 ゅ ふべ は 秋と 何 思 
ひけむ」 と 遊ばして このかた、 春の 夕は 
汰むに優ることに定まつたやうである。 
(四〕 紅葉に 嵐が 吹きす さび、 特に 淺 茅の 
うらがれた 上に 露の おくのが わびしい と 
附け 加へ て ある。 

C 10 残月は なほ-天に ある、 しかも 嘵の鈴 
は鳴つた〇錡の後にも夜はなほっづく〇 
その 月影を 仰ぎ見ょ とば かりに。 

(六；} 袖に ふりかかる 數 行の淚 を敍 した 戀 
の 句。 一 註 「衣に うつる」 
ro 幾つら とい ふ數 はと 應じ 、秋の 景物 
たる 雁を 附 け、 景氣附 の 句と した。 仰ぎ 
見れば、 空飛ぶ 雁は 多く もない が、 鳴く 
聲は繁 く、 そ 4 に 催されて 涙が 落ちる。 
(<〕 %: みだが はら はらと 落ちる とい J 戀 

の 句。 


二 21 八 


嘉勝四 年 七月の 連歌に 後光明 照 院前關 白 左大臣 
: b にか かるは 秋の むらさめと 侍る に 
畐 f 津の山 蔦の 紅葉の 色染めて 


一^* ぐ ひなき 夕は 秋に ある ものを 
S 一  0 ®:" 葉の あらし 淺茅 生の 露 


見よ とや 殘る有 明の 月‘ 


四 一一 一一 


ぎ の 鐘よ b 後 もよ は 長 


% にお つる 淚い- くつら 
昼〔打-く雁の聲ょ6數は少くて 


後醍_ 院御製 


今上 御製 


左 近 中 將義詮 


導 # 法師 


(九；} 後 句は 狀景 、時分の 寂し さに より 淚 
が 落ちる とした。 G 樂 天の 廬山 夜雨 草庵 
中な どの 句と 趣きが 相 通 ふ ものが ある。 

(一 S 學 •名 •高 •小 •伊本 「夜の」 

(一 0 標茅 C しめ ぢ〕 が 原は 下野に も 近 江に 
も ある。 草 ^ I 童が その 部落に 夕方 (附 
句に よる〕 歸 つて ゆく との 前 句に、 茸に 
しめぢ とい ふ 一種が あるので 地名から 茸 
狩に ぅつし •た 附句 。野趣 横溢した 句。 

(一一 0 阁 果は 廻る とい ふ 意味で 釋敎 の 句。 
(一一 0 附 句は 推の 實 のぼたり ぽたリ と 落ち 
る 深山 Q かげの 笹原と いふ さびしい 景。 

市 I の 原始的の ものには 椎の 輪を 用ゐ たと 
いふ それに よつて 附け たもの か。 

C 一四：} 藤 •土  •伊 •名 • 71T •神 •圖 •京. 
種 •大 •石 •逸 •橋 本 「夢と 秋と や」 〇 
悲しい 秋に 人に 別れる のは 夢 かしらん と 
の 霜 句は、 抽象的 •槪念 的な 述懐の 句。 
(一 a 柴の戶 には 夜寒の 時雨と 山 おろしの 
風と が 訪れて ゐると 時 處 、狀況 を あげ、 
秋の さびし さを 具象した。 夢には 夜、 秋 
の わかれには 時雨が 附ぃ てゐ る。 一本の 
「夢と 秋と や L- によれば 、秋の 末つ方 寢 
て ^ みて ゐた のがさめ ると ともに 秋. も 終 
りを 吿げる 義とな る。 


八 


ただ ほろほろと 淚落 つな 6 
1 一  芭蕉 葉に 音 ある 夜半の 雨き きて 


しめぢ が 原に 歸る草 刈 
四 湯 茸 狩の 秋の' ai 路にけ ふ 暮れて 


權少 僧都 永 運 


救濟 法師 


一二 

め 

一三 


二 品 親王 家の 七 百 韻 連歌に 

、る 車は 世の中に あ 


No 


四 M 落椎の 深山 かくれの 小 ® 原 


周 阿 法師 


一四 


夢と や 秋の 別れなる らん 


一 五 


眞柴 の戶は 夜寒の 時雨 山 おろし  藤 原 信 藤 


卷笫五 


四 九 


苋玖波 集 (上) 


一 五 0 


(一：} 秋が 來て 時雨が 訪れても、 苔は 一向 
に 紅葉し ない。  . 
c o 木の 下露は 時雨の 後 身の やぅな もの 
であるのに、 苔 s 色を 奪 ふことは 出來な 
いと 理窟を 加へ た附 合。 

(一一 0 藤 •圖 •種 .前 一本 「山の もみ ぢ の」 
(S) 月光に 照らされた 草葉の 紅葉は さな 
がら 錦と 見える とい ふ 意。 
c rfo 月下に 秋の 蟲が 鳴く。 なかに もは た 
.おり 蟲は機 .を 織る やぅ だと 錦に 附けた 。 

「ょなょな 蟲や」 の 本文 も ある。 

( - パ〕 山 かげの すず 竹で 蘇いて ある ^ 屋の 
なかで、 はたおり 蟲が 「きりはた と 
音を 立で て 織つ てゐ ると 而 白く 附 けた。 
(ヒ〕 海邊の 秋は ゆ ふべ にます ものは ない 
と 抽象的に 述べた。 定家 卿の 「見渡せば 
花 も 紅葉 t なかり けり 浦の苫 屋の 秋の 夕 
荪れ」 を 踏まへ たもの か。 

(八〕 附 句は 秋の 夕の 實景で 前 句を 說叨し 
た。 苫屋 では 洗 ひ 張りの 衣を 打つて ゐ る。 
その 槌 の 音は 寄る 波に ひびきを 添へ る。 
(九〕 思 ひの 深さを 染色の 深さに かけ、 草 
上の 露には 淚を きかせた 戀の 句。 

(一 S 秋は 憂し の 「う」 を 鶉に かけ •、秋の H 
鶉の 聲を 聞く と、 われ も 悲しく 打ち 泣か 


苔に 紅葉の 色 やなから ん 
g 七 下露は 山の 時雨の あとなる に 


月に 見る 草の 紅葉は 錦に て 

四 

s <  よる 鳴く 蟲や機 や 織る らん 


五 


品 法 親王 


前 中 納言有 光 


にぞ蟲 の 名を も 分けた る 

養 山陰の すすの しの やに ばた 織 b て 救濟法 师 


七 


うらの 秋 こそ 夕な 


れ 


八 


四 四 〇鹽 人は 波に きぬた をう ちそへ で  藤 原 助 夏 


九 


今の 思 ひは ふか 草の 露 


れ ると 受けた。 秋思の 一連。 なほ 思 ひは 
深 草に 山城の 歌枕で 鶉の 名所を ょせた。 
千載 集の 「夕され ば 野邊の 秋風 身にしみ 
て II なくな リ深 草の 里」 にょる。 

00 「この 骁 ぬる 夜の 間に 秋は」 の 新 古 
今 集の 歌の 詞を 取つて、 夜の 紅葉は 寢て 
ゐた 間に 大抵 散つ てし まつて とい ひさし 
て、 つぎの 動作を 誘起す る。 

(一一 0 時雨は 木木を 紅に 染める。 紅葉は 散 
つた. ので、 いまは 紅葉し ない。 松に ふつ 
て ゐるだ らぅと 松柏 後凋の 心を 附け た。 
(二 10 晉の寶 滔 の 妻が 錦を 織 y、 囘文 詩を 
作つた 故事を 賦し たもの。 

(一四〕 錦に 紅葉を つけ、 音信を 示す M を 出 
し、 舞臺を 日本に 移し、 立田姬 の ゆか y 
の 紅葉の 山 端を 秋 M がわた ると 附 けた。 
(一 a 山には 雲と 霧と が一つ にか かつ •てゐ 
るとの 前 句に、 時雨は 紅葉を 染めても、 
松を 染めない と附 けた。 一は 同一 相、 一 
は 差別 相を あげて 對 とした。 

(一 i o 旗の やぅに 擴がつ てゐる 雲を 見ても 
寒い 色が あり、 吹く 風 も 寒い。 

(一七 3 紅葉を 染め出して、 また それを 散ら 
して ゆく 雨の 脚が 風の ために 絶えず 斜に 
引いて ゐる とつ づけた。 秋景 Q 附 合。 


1 〇 


卷 


第  五 


四 3 一  我 も 鳴く 秋を うづら の聲 ききて  導 朝 法師 


このね ぬるよ はの 木の葉は 散りは てて 


一二 


M 一一  染めぬ 時 b'H やまつ に ふるらん 


六條內 大臣 


■の 

一四 


文字 や ® るらん 


謹 一山 端の 紅葉を わたる 秋の 雁 


頓 M 法師 


一 五 


雲と 霧との 一つなる 山 

SM 松と 紅葉 もい かで 時雨の 分かつ らん 惟 宗親孝 


六 


雲の 旗手 も 寒き 風 かな 


一七 


四 § 紅葉 10 る 秋の しぐれの 雨の 脚 


淨永法 

一 五一 


菟玖波 集 (上) 


五 二 


¢0 甫 •神 •石* 逸'* 橋 •ィ •伊 •京 本 
「山 かげ」 一 註 「山 かぜ」 

00 紅葉に 名 ある 大和 佐 保の 山陰 も 大方 
散りつ くして、 秋は 名 殘り少 くな つたと 
の 前 句を 承け、 それを 生かす ために、 紅 
葉が 散リ ゆく は、 その 木の間から 月の 光 
りが さしこむ と附け 加へ て、 散 〇 ときの 
光景を 敍し た。 

(一一 0 松 吹く 秋風は いづこ-の 野 山に も •同じ 
やぅ だとの 前 句は 同一 相を あげ、 後 句は 
時雨は おしなべて 染める が、 松 だけは 別 
と 差別 相を 附け た。 

(四〕 風下に ある 草は 吹き 拂はれ ていつ も 
露の たまる ことがない。 前 句は それを 擬 
化して 露 灰 知らぬ とい ひ、 しかるに 松に 
注ぐ 時雨は 絕 えず 降り注いで ゐても 一向 
に 染めない と對の ものを 附け 合は せた。 
(五〕 時雨は いかに そそいでも 松は 染めえ 
ぬ。 これに 反して 殘照 のかが やく 山は み 
な 紅葉して ゐ ると これ も 反 對の ものを 附 
け 合は せた。 

(六)  一 te 「紅葉して」 

(七)  峯の 村雨は ときどき 時雨を はこぶ と 
空界 のこと を敍せ る 前 句に C 地上には 松 
原の 所所に 紅葉が まじって 彩を 裝 うて ゐ 


秋 も 少き佐 保の 山 かげ 
E 四」 C 艳散 るは は その 木の間 月 


野 山の 秋は 同じ 松風 

三 


て宏元 法師 


S S 露し ぐれ 染めぬ 木末は なきものを 藤 原 親 長 朝艮 


露を も 知らぬ 風の 下草- 

E 四 八い つ そめし 習に 松の 時雨る らん  素 阿 法師 


時雨 も 染めぬ 峯の 松原 


五 


六 


四 四 / L, 影の こる 夕日の 山は 紅葉に て 


藤 原氏秀 


ると對 照した。 

(八) わが 心は 全く 秋の 氣分に ひたされて 
ゐる との 前 句を 受けて、 滿山 紅葉、 W 翠 
■の 松原は さらにない と附け た。 心を 秋に 
染めな. すと いふ 心境、 ■附 句は 贵 氣附。 

•2 M 本 「前」 の李 なし。 

(一 0〕 秋の 夜寒に おく 露が 繁く 、身に も 寒 
さが ひしひしと 泌み 入る やうで あるから 
狩 衣を 重ねて 著ょうと いふ 意。 

0  0 名 •石 •逸 •ィ本 「皮衣」 

(一一 0 ® 狩な どに、 野に 出た ときの 句ら し 
く、 後 句の 「かたへ」 と ある 本は 片校の 
假名を 誤つ たと 見られる。 野に 立つ 古木 
の片枝 だけが 紅葉して ゐる ころと， 狩 場の 
一 小景を 點 出した。 

(一一 0利劍を秋水また秋_に.比することは 
古 來 ょりの ことで、 ここは 霜と 見える の 
は劍で あらう と 逆にい つて ある。 

(一四：} 秋の 末にな れば 草は みな 枯れて しま 
ふ。 野 守は これを みな 雍 ぎて XI] り 掃 ふ。 
かくて そこに おく 霜は 劍 の やうに 見える 
と 前に かかる 附け 方。 なほ 前 句に 劍とあ 
るので、 附句 には 三種の神器の 一つの 草 
薙劍 にかけ て 連接と した。 

(15 圖 •大 •小 本 「草な き 秋」 


ゆ ふ 日し ぐるる 峯の村 雲 


七 


■使 原は ところと ころの 紅葉に て  二 品 法 親王) 


我が 心さながら 秋に 染めな して 


_八 


3 紅葉の 山は 松原 もな 


一 〇 


露 さむみ、 重ねて や 著む 狩 衣.， 


一二 


3 一  ふるきの かた 枝 紅葉す る 頃 


1 1 一； 


九 


關白 前左大 fs 


六條 內大艮 


霜と 見 ゆる や ® > なる らん 

l ra 一 五 

霊 枯れし よ 6 草薙ぐ 秋と な h' ぬるに 救濟法 師. 


しばし 殘るは 庭の 朝 霜 


卷笫五 


一 五三 


苋玖波 集 (上) 


一 五 四 


(一〕 庭の 朝 霜は しばらく 殘る が、 長く 留 
まらぬ とい ふ 前 句に、 枯れた 草には 露 も 
おかないと、 脆き ものに も 程度の ある こ 
とを ことわつ た。 

(一 0 枯 尾花の 上に 吹き わたつて ゐ るのは 
寒い やうで もな ほ 秋風の 聲で ある。 

010 思 ひ 革は 莫 傳抄に よると、 をみ なへ 
しの 異名に なつて ゐる 。なまめかしい 花 
の 姿で あるが、 祜れ ると 惡臭を 放つ ので 
中國で •« 敗醬の 字を あてて ゐ る。 この や 
うな 花 だから、 たづね て來な いものを、 
たれが 待たう と松蟲 にかけ、 その 思 ひ 草 
の 女郎花は 秋の 末に あはれ をと どめ てゐ 
るのを 對に した。 

(四〕 石 本 「五 年 四月」 

(玄) 月を 指す ときは わが 指の ことを 忘れ 
なくて はならぬ と禪 の敎理 によつた。 〇 
圖 •名 • 1IT •京 •內 •早 •神 • .^ •逸 • 
橋 •ィ •藤 •士本 「月を」 一 註 「月に」 
(i G 前 ^PJ tc 對 し、. 寒 山 拾得の ことを 思 ひ 
よせ、 •これが いは ゆる 秋の しぐれの 寒い 
山と 附けな した。 

(七〕 山風は M りに 吹きす さぶ、 紅葉は ぽ 
つぼつ と 散る との 前 句に 對し 、時雨には 
空 も ® る 習 ひで あるが、 木の 下露の ぼた 


g 四 うらが るる 草には 結ぶ 露 もな 


尾花に きくは なほ 秋の 風 

三  - - . 

M M かれが れに誰 ま* つ 蟲の思 ひ 草 


四 


文 和 四 年 五月 家の 千 句に 


月を さしては 指を 忘れよ 


六 


M 六 これ や この 時雨の 秋の‘ 寒き 山 


夢 窓國師 


善 阿 法師 


■白 ] ill 左 ^: 臣. 


紅葉 かつち る 山風 ぞ 吹く 

1 くもらぬ は 木の 下露の. 時 南に て  寂 意 法 師 


西に ゆく こよ ひの 月を ひと 6 見て 


リぼ たりと 落ちる 時雨は 一向く もらぬ も 
の だ ど 附け た。 

.(  o frr •大 •圖 •京 •橋 •神  一 •.逸. 
藤 •土木 「寂 K 」 

(九〕 前 句には 淨土 思想を 下に もって 陚し 
た 句。 附句 はわが 齡も ふけた。 月を 賞す 
る 秋 もさぅ 多くは ある ま  いと 秋の 述懐の 
仞。 

ハー S 猶 •ィ本 「運 智」， 

(一 G 圆 • 111 •京 •早 •內 •神  一 •橋. 
藤 •土 本 「賴 氏」 一說 「氏 頼」 

(一 e 木枯らしが 吹きす さび、 尾花の 上に 
故って ゐる のは 紅葉で ある。 

0 一一 0 わが 袖の 上には 同じ 色で も 紅淚で あ 
ると した。 秋は 蘇れる とい ふを 紅に かけ 
であ， る。 


九 


翼 我 かとした けぬ 秋ぞ少 き 


蓮智法 


雲 まなる 月は いづく に 更けぬ らん  ■ 

I 、 ゆく とも 知らぬ 秋 ぞくれ ぬる  源 «= 心 


111 


尾花の 上は 紅葉な 6 け 


ご1| 


S 六 0 袖なる は 秋 くれな ゐの淚 にて 


救濟 法師 


卷 。第  五 


一 五 五 


莬玖波 集 (上〕 


一 五六 


〈一；} 籠の 下の 白菊が なほ 殘 つて ゐる ころ 
の 有 樣を述 ベた 句。 

<  一 0 時雨が はれる とい ひ、 日影 も ^ れは 
てると いふのは 前 句の ほさぬ に 應 じて ゐ 
る。 古今 集 秋 歌 下の 素性 法師が 「仙宮 に 
.菊を 分けて 人の いたれる かたを ょめる」 
を 序と して 「ぬれて ほす 山路の 菊 〇. つゆ 
Q まに いつか 千年を われは へに けむ」 と 
ょんだ 歌の 語を 踏まへ ての 作 か。 ほさぬ 
錐は たえず 濡れて ゐる籬 の 意 か。 

010 無常を 籠め た 句。 大和の 飛鳥 川は 淵 
瀬の かは り 易い ところ。 古今 集を はじめ 
古歌に その 例が 少くな い。 - 
. (5 國 •名 •前 •神 •種 •大 •北 •逸 • 
ィ •橋 •藤 •土 •伊本 「ぅつりぬ る」 一 

說に 、「ぅつりつつ」. 

C W 〕 連！！！ 時雨の ために 水嵩が まさつて 川 
の 淵 瀨が かは ると 附 けた。 古今 集 冬 歌の 
「きの ふとい ひけ ふと 慕ら して あすか 川 
流れて はやき 月 U なりけ り」 の 歌の 語を 
取つ て 句を なした。  * 
.(六〕 秋の 逃げて 行く さきは 知らぬ が、 と 
堯了 しない 表現を 用ゐ て、 つぎの 句を 誘 

起す る。 


菟玖波 集 卷第六 


冬 連歌 


ほさぬ » の 冬の 白菊 

一一 一 


四 六 一 ^ B# 雨は るる 日影 も 暮れは てて  前 中納 # 定家 


三.  >  四 

ぁすかの 川ぞ瀨 にぅ つ 6 ぬる 


五 


S 一き の ふとい ひけ ふの •時雨の 晴れぬ' 3: に 後嵯峨 院 御製 


歸る さの 秋の ゆく へは/知らね ども 

. R.. si .  ..: M へ  . tkyfc 

_ lt _ ^ _ _ _ . _ V  •  r  ... 


< じ 附句は 時雨と ともに 冬が か はって 來  S 時雨 こつけ て 冬よ 來こけ 6 
ると 前後 聯關 した 事柄を つけた もの。 


(〇 松風の さびしい 上に さびしぐ 吹けと  寂しく ばた だ 寂し か h 松の 風 
の 前 句に、 しぐれる Q で. 月影 も * つて ゐ  八 

.ると 景 氣附。 E3 S げに しぐれす^ H  S? もく もら じ 


-( 九〕 雪 模樣 にもな ほ呀ぇ てゐ るとの 前 句  • 

を 受け、， それに 關聯 た 天象、 時節の も  -なほ 雪げ にも さ ゆる 空かな 
のを 附 けた。 空に 雲、 雪げ に 時雨と 對應。  t 

〇 學 •藤 •土  •伊本 「しぐ るら し」 名.  S しぐ るら し 尾 上の 雲の 晴れ やらず |» 大納言 爲家 
種 •石 •逸 一本 「しぐれ こし」 


'(一 0〕 小夜 中に 時雨、 がまた やって 來 た、 と  またを とづる る 小夜し ぐれ かな 
の 前 句を 受けて、 四方の 木の葉を はら ひ  .10  - 
つくした あとに もと 條件 的說明 を 附け加  M 六 神無月 四方の 木の葉の 散 6 て 後  福 光園 院織 ■郎 


.0  0 時雨は 端的に 冬 だと 告げて 來た 〇從  うちつけに 冬と も吿 ぐる 時雨 かな 
つて 木の葉 も 降る やうに 盛んに 落ちて 行  一一 

くだらう と附加 的の 說明。  .  3  木の葉 もい かに ふ b まさるらん # 實朝臣 

卷第六  一 五 七 


前 大納言 爲氏 


花園 院 御製 


苋玖波 集 (上〕 


一 五八 


<  〇 名 • Irr •京 •種 •石 •逸本 「ちし ほ」 
の 句を 載す。 悲しみの あまり、 紅淚 をし 
ぼる との 述懐。 

'(一一：} 附句： 老人の 寢覺 めが ちなる 十月の 
時雨を 聞いだ ときの 感じ。 

<11 0 日の 傾く ころ、 浮 雲が それと 間違へ 
られ ると いふ だけで、 その 主體も 時節 も 
示して ない 不完全な 句。 

(四：} 附句は 時雨は そそいで. 紅葉を 染める 
.が、 落葉の 上に も 降り そそいで、 さらに 
一入の 色を ^ すと 附け 加へ た。 

< 3£. 〕別離を悲しんだ述懷。 

<〇 國 •名 •甫 •種 •神 •京 •逸 •ィ • 
橋 •土 •伊本 「山 かくす」 一說 「山 かす 
む」。 〇附 句は 懷 しき 都の 山を M ひ 出の 目 
fe にして ゐた のに、 雲は しぐれて それを 
隱 し、 遣る瀬なく 淚が はふり 落ちる と 時 
.分、 情趣を 附け 加へ た。 韓退 之の 雲 横 秦 
嶺家何 在の 詩と 同 趣。 

(七〕 一方は 平地、 松風に 月が 晴れ、 一方 
は 山地、 時雨の のち も 浮 雲が とざす と對 
照して つらねた。 

<<〕 木枯らしは 紅葉を 散らしても なほ 吹 
いて ゐ る。 ひとり 松は 冬枯れの 野に 山に 
常！； Q 色が 見えて 來 ると 松柏 後凋の 心を 


ち. しほになる や淚な るらん 


四 六 <  神無月 老の ねざめ も 


夕日に な b てまが ふ 浮 雲 


るな 


四 


S 六 九 落葉 


五 


都 別れし 淚 こそ あれ 


六 


松に 吹く 風に や 月の 晴れぬ らん 


七 


四 七 一時 雨の 後 も 山は うき 雲 


後 宇多院 御製 


また 一し ほの むら 時雨  左 近 中 將義詮 


S 七 0 山 かくす そなたの 雲の 時雨き て  寬胤法 親王 


權 大納言 冬 良 
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落葉の 後 もな ほ 風の 音， 

S 七 li 冬枯れの 梢に 松は あら はれて  源  高 秀 
また や 伏， 屋に 時雨 ふるらん 

1 〇 

CM U さそは るる その 帚 木の 嵐に て  素 阿 法師 

窓ぅ つ 音 や 風なる らん 

二  *  一二 

I 明けて こそ 木の葉とは 知れ. よるの W 寂 意 法師 


附けた 。 

(九) 屋根の 低いい は ゆる 伏 M に また 時雨 
が 降る だら う。 

(一 S 源氏物語に より 伏屋に 帝 木を 附け、 
帚 木を 吹く 嵐に 誘 はれて しぐれる であら 
うと 附け た。 源氏 「ははき 木の 心. を 知ら 
で その 原の 道に あやなく 迷 ひぬ るかな」 

の 歌に 對し 、空蝉の 「かずならぬ 伏屋に 
おふる 名のう さに あるに も あらず 消 ゆぞ 
帚 木」 とか ■へした によつ た。 なほ 溯 iL f 
歌は 阪上是 則の 「その 原 や ふせ 屋に .お ふ 
る 帯 木の 有リ とは 見えて ■あはぬ 君 かな」 
に 某づ いた もの。 

00 ゆうべ 雨と 聞いて ゐ たのは 實は 木の 
葉の 落ちる 音で あつたと 夜明けてから 知 
つた。 明けて は 窓の 寄 合。 

0 11) 名 •小 •逸 •種 一本 「よるの 雨」 一 

說 「松の 風」 

(二 0 毎夜. 轉覺 める が、 早い こと も あり， 

晚い こと も あつて、 時間は 定まつ てゐな 

ヽ〇 

レ 

0  S) その 寢覺 めの 原因を 落葉の 音が 時雨 
の やうに 聞え、 そぞろに ものの 哀れを 感 
じ、 寢覺め の 袖を 絞らせ 〇 とつ づけた。 


卷笫六 
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夜の 間の 風は 林に ぞ 吹く 
s 七 九 i： 山の 道は 落葉の かさな b て 

1" しう きことは とも 角 も あれ 

四  <0纪 明の 月よ b 後の 村 時雨 


莬玫波 '集 (上〕 

(一〕 附句は 時雨は 降り もしない CD に 音の 
する のは、 風が 木の葉を おとす ので あつ 
て、 常綠の 松の 下には ただ 露が ぼたり ぼ 
たりと 落ちる ばかりで あると、 類似の 事 
項を あげ、 前の 句の 說叹 とした。 

(  〇 名 •京 • ?!] •石 •逸本 「人ぞ 昔せ ぬ」 
の 句 あり。 この 前 句の 缺けた 本が 多い。 

隱 者の 草庵を 敛 した 句で、 草庵には 人が 
住まぬ のか、 あるいは 薪 取り 水汲みに 出 
たの か、 一向に 音 もしない。 

(一一 0 嵐は 山の 木の葉を 散らし、 通路 も 見 
えぬ まで 降り 埋めて ゐ ると、 往來 もたえ 
て 淋し さわび しさの 情趣を 添へ て ある。 
(四：} 降りみ 降らず み 定めない 空に なつて 
と 神無月の 天候を 敍し 、これに 關聯 した 
何 かを 誘起させる 前 句に 對し 、風は 常綠 
の 葉は 落し 得ないで なほ 落葉を 吹き まく 
つて ゐる に過ぎないと 附け 加へ た。 

C  .no 林 心 片此 と應 じ、 風に 落葉と 受けて 
附け た。 夜の 間の 句、 玄悛 本な どに ょつ 
て 補つた 〇 

(六；} あきらめの 述懐の 句で、 ままよ の 意 0 
「七〕 村 時雨は いやな ものであるが、 有 明 
けの 月を 貧した のちなら ば 構は ない と、 
一身上の ことにしな いで、 自然 鏗 CA の 上 


六〇 

左近少 將善詮 


權 大納言 實夏 


藤 原 親 長 朝臣 
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さだめな き 世に ぬるる 袖 かな 


八 


月に な 6 又う き 雲の 村 時雨 


安部 宗 時 


梢の 露の おつる 下草 


一〇 


山風 や 松の 時雨を 殘 すら 4, 


村 # / 法師 


にぅ つした 0 

(C 人生の 無常を 歎じた 釋敎 の 句に 對し 
さやかに 月が なつた と 思 ふと、 また 浮 雲 
が 立ち、 村 時雨が してと 自然 觀 の 上に 轉 
じた。 世を 夜に とりなして 月と 受け、 定  2 八 一 
めな きに 浮 雲を、 袖には 時雨と 塵 じた。 

(〇 梢の 露は 久し  くと どまらないで、 木 
蔭に 生えて ゐる 下草の 上に 落ちる、 下草 
の 露 もい つまで 殘る もので ない と、 下 こ 
無常の 意を こめた 前 句。 

(一 S 附句 は單 に冬景 を敍 する に 止まつ て  四 ^ 
ゐて 、露に 對し 時雨を 出し、 この 時雨 も 
山風' が 吹き はらつ たが、 松の # J には これ 
を殘 すと 見え、 そこ / C けは 煙つ てゐ る。 

下草に 露の 残つ てゐ ると 時雨の 松の 将又 
殘 つて ゐ るのと が 相 類似して ゐる 狀景〇 
(一一) 前 句は 事 もない。 附句は 風に ょつて  四 八 三 
月を 出し、 これにょ つてつ ひに 紅葉せ ぬ 
松の 操のを をし さを 示す。 

cl a 石 •逸 •種 一本 「道 生」 

(一一 0 吉野大 峰 山な どの それを 聯想させる 
奥の 窟は 高山の ことと て、 いつも 霧の さ 
中に とぢ られて ゐる〇  四 八 四 

(一 -5 橫 さまに 吹く 時雨が 行者の 白衣の 袖 
を ぬらす すさまじい 狀景〇 

卷第六 


莬玖波 集 (上：} 

(一：} 紅葉を 染めな す 村 時雨は 雲の かかつ 
てゐる 湯津磐 の 方に 時時 降り かかつて ゐ 
る。 川 かせのと ある 一說 にょると、 風に 
も 紅葉の 色を 帶び てゐ ると なる が、 ここ 
は 萬 葉集卷 一の 「川上の 湯津磐 村に 草む 
さず」 の 歌に ょつ て附 合を なした ものら 
しい。 ゅつ 磐 村は 萬 葉 集では 五 百の 字を 
あて、 澤 山の 岩石の あると ころを 指して 
ゐる が、. 中 ft には 讀み 誤つ' て、 伊勢 國ゅ 
つは の 甘と 說きな した ものが ある。 

00 名 本 「園 親」 

01 一 0 老いて 1 相髮の 身に なつて はいかんと 
もしが たいと、 老いを 歎く 述懐の 句。 

C 四〕 蓬の ほうほうと なつた (髮を 指す) 
上に 白い. ffi の おいた 初冬の 景に うつした 

附 合。 

(五) 述懐、 老いを 歎く 附合 。冬の 部に 入 
れ たのは ふさは しくない。 

(六：} たのみ 難い 戀の句 。 
r 七) 一 ふしと いふので 竹を 拈 出し、 竹の 
葉に おく 薪は 白く して 月光に 紛れる とい 
ひ、 冬の 自然界の ことに 附けな した。 

(  〇 圖 •名 •甫 •神 •種 •京 •石 •逸 • 
藤 •土 •伊本 「いく 秋まで も」 

(九〕 十 返りは 幾 秋に 對 する。 一 かへ りを 


紅葉の 色の 見 ゆる 川 かみ 
昼 k かかる かた やゆつ はの 村 時雨 

日を 重ねて や 寒くなる らん 
四 八 六 山里は 落葉の 上に 霜 置きて 


王 


我が 元 結の ゆ ふかひ もな し 


四 


S 


白妙の 霜の 蓬の ふ 6 はてて 


との 姿の かは る老が 身 


五 


四  <<  霜 白き 蓬は 髮とな りしょ 


六 

ま 


ことと たのむ 一 ふし もな 


六 二 


頓阿 法師 


大中 臣國親 


大納言 爲家 


導 朝 法師 


十 年と しても 十 返りは 長い ことを 意味す 
る。 幾 秋まで も か はらぬ 月と 松と を對立 
的に つらねた 附 合。 

(一 S 名 •石 •逸 .朮 一 •種 一本 「霜を 經 
て」 一說 「霜の のち」. 

(10 訪問の 友がない Q で、 庭には 八重 潷 
(生 ひ 繁つて ゐる〇 

0 庭の 横の 梢には 朝 霜が 深く おいて、 
これ もは らふ 人がない と、 淋しい 附合〇 
(一 a' 都を 離れて 遠く 遊行す る 人は 都 こ ひ 
しさに 衣の 袖が 絕え ず淚で 朽ち果て ると 
の 旅路の 句。 

(一四) 附句は 胡 地に やられた 王昭 君の こと 
とした。 和漢 朗詠 集の 「胡 笛 一聲霜 後 夢、 
漢宮萬 里 月 前 腸」 の 詩に ょり、 霜の 後 夢 
も 結び きれぬ と 月 前で 嘆いた 故事に ょり 
附けた 。雪の 後と ある 本は 宜しくない。 
(一 5 璺 の 明りは 新嘗 祭の 翌日、 天皇が 新 
穀を 聞し 食す 儀式で、 群臣に 饗饌 及び 祿 
を 賜 ふ。 立 歌の 奏 、五節の 舞 ひな どが あ 
つて、 夜が 更けた ので あらぅ。 

( 一六〕 官 人の 裝來の 上から 附 句を 試みた も 
ので、 諸 司の 人 も 山 ^ で 招つた 衣を 着け 
る。 その 模樣は 竹で あるので 靑摺 りの 竹 
附けな し、 その 衣 fc も 霜が おくと した。 

卷  第. 六 


七 


と 


0 八 九 竹に おく 霜 こそ 月に まが ひけれ  前 大納言 尊 氏 


八 


九 


秋 かけて 月は かは らじ 


甚 十 か 


一〇 


の 松の 翠も 霜を 經て 


友 もな き 宿は # に うづ もれて 

一二 

5 木末に 深き愼 の 朝し も 


一三 

都を こふる 袖ぞ朽 ちぬる 
§1 霜の 後 夢 も 見は てぬ 月の M 


一 五 

豐の あか 6 に 夜 や 更けぬ らん 

一 」、 

si 靑す 6 の 竹に も 霜は むすびけ 


後 宇多院 御製 


從 二位 家隆 


前 中 納言定 家 


後 S 峨院 御製 

一六 三 


苋玖波 集 (上) 


六 四 


C  i 〕 岩間を 流れる 水が 細くな つて 音が 聞 
X. ぬ。 

(一 0 稍 田には 刈り取られた 直後の ことと 
て笕 もない といつて 流れの 音 絶えて に應 
じて ゐ る。， 

00 名 •石 •逸 •甫一 •種  一 •藤 •土. 
供 本 「尊 氏」 一說 「爲 氏」 

(四〕 冬が 來て賀 茂の 山元 も 川 波が 寒い。 
(五) 鴨と いふと ころから 水鳥を 枯 出し、 
その 靑 羽の 上に 白 霜が おいてと 應 じた。 
(六〕 浦に 立つて ゐる 白波は 春の 残雪 かと 
見える。 

(七〕 潮の さして ゐ る 間は さぅ でなかつた 
のに、 潮干の のちは 浦の 一隅に 流れ こん 
で ゐる 川には 薄氷が 張つ てゐ ると、 南海 
における 冬 景色と した。 雪に 氷、 浦には 
潮干が 相應 じて ゐ る。 

(C 鴨が 羽ばたきを しても その 風が 冷た 
いので 鳴いて ゐ る。 

(九〕 冬の 月光は 恰も 氷の， 如く、 それが 羽 
において ゐる 霜と 重なり、 寒さが 一段で 
鴨は 鳴く であらう と 前 句に かへ る 表現。 
(一 S 前は 戀の鈿 。附 句は その 打ちと けて 
ゐるを 氷の ことに 取リ 、水鳥が 一向に 見 
えな かつた が、 氷が 打ちと けて、 あとは 


岩間 ゆく 細き 流れの 音た えて 
ga 刈 田には まだ かけ ひだに なし 


四 


川 波 さむし 賀 茂の 山 も ふ 


五 


四会 水鳥の 靑 羽の 


霜 おきて 


六 • 


雪を のこす はな ほうらの 波 


七 


雰 沒 干よ b 流る る 川のう す 氷 


A 


おのが 羽風に 鴨ぞな くなる 


L 


% 七 月に 敷く 氷に 霜 やかさぬ らん 


三 


前 大納言 尊 氏 


二 品 法 親王 


導 春 法師 


救濟 法師 


澤山 に來る とした。 

(一 0 社の 御 垣が 年を 多く 重ねる に從つ て 
神神しくな ると 莊嚴 味を 述べた。 

0 一 D 伊 •京 本 「神 さぶ と」 

(一一 一一〕 附句 は、 み づが きを蹼 にと つて 鴨を 
拈 出し、 神苑の 御池な どに 鴨が 下りて ゐ 
て、 霜夜の 月が 冴えた 冬の 景に轉 じた。 
(一四〕 阖 • !!] •種 •神 •北 •大 •石 •藤. 
土  •伊本 「高 朝」 名 •逸 .前 一本 「尊 朝」 
(一 5 雪が ふりかかる のを きらつ て 頭を 振 
つて これを はら ひ对 とすと ある だけで、 
主體は 何物と も 明示む てない。 

(H0 附句は これを 水鳥の ことと し 1 次の 
すきまから 浮き出て と、 冬の 池な どで 往 
往 見る やぅな 實 況を附 けた。 
as 海 か 川 かわからぬ が、 時時 波の音が 
聞 X. る。 

(一〇 氷が 張つて ゐる湖 沼な どの 岸の 松に 
は 嵐が 吹いて 波の音を 傳へ來 る。 さては 
あの 波の音は 氷の すきまから 打ち 揚げた 
もの かとつ づけな した。 

(一九：} 名 •石 •逸 • !!] 一  •種 一本 「爲 相」 

1 說 「爲弘 」 

(一一 0〕 浮 鳥が 游か林 かへ 歸って 行く であら 


.打ちと けて 後な どか 隔てん 


1 〇 


ミ<  水鳥の かげ 見え ざ. 〇 し 薄氷 


一二 


瑞 離の ふ 6 ゆく ままに 神 さびて 


ご 1 1 


四 九九 霜夜の 鴨の 月に なく 聲 


一 五 


« のか かれば 頭を ぞ ふる 

一六 

go 水鳥の 氷の ひまに 浮き出で て 


一七 


時時 波の音 ぞ きこ ゆる 


八 


五 01 氷よ 6 上なる 岸の 松の 風 


二 〇 


うき 鳥の みや 立ち M る. らん 


順覺 法師 


一四 

源. 高 朝 


平  兼貞 


前中納 言爲相 


卷笫六 


一六 五 


莬玖波 集 (上： 


六 六 


(一〕 波のう ち 寄せる rT に 薄氷が とまると 
水邊 初冬の 景を附 けた。 

00 塊 もれが ちに なつて ゐるが 、いつに 
なつたら 春が 來て 、世に 見出だされる や 
ら 、と 述懐の 意が こめられて ゐ る。 

010 附 仞 は それを 離れて、 はけ 口の. ない 
野中の 忘れ 水が、 いまや 氷に とざされて 
ゐ ると 全く 冬景 になした。 

(四：} 聖代に 星の 歌を うた ふ. とい ふので、 
吉利利 利 千 歲榮 (きりぎ り せんざいい や 
う〕 で はじま 〇 催 馬 樂の叨 星の 曲を 謠ふ 
ことを 述べた もの。 

(！) 附句 はこれ を 十 H 月下 西日に 行 はれ 
る 贺茂 臨時 祭のと きのこ、 ととし、 官人が 
著 用して ゐ る 山 藍！ 5 りの 衣の 袖に うつる 
月が 冴えて ゐ ると、 冬 月の 行事に うつし 
た。 前 句は' 背 樂 、附句 は 色彩。 

(六；} 鴛慫 のゐ る ri- 間の 薄氷は 消えた のに 
さらに また 1 和が ふりそう て呀 えて ゐ ると 
前後を つづけて 句と した。 けぬ は 消えた 
とい ふ 古語。 藤 •家 本 「けぬ るょ に」 
(七：} 谷 問の 雪は 實際存 して ゐても 空の 方 
には 知られない。 

(八〕 同季の 類似した ものを 附句に も 取つ 
て、 水は 月. 影を 宿す ものであるが、 氷の 


_ 一よ る 波の 汀に とまる 薄氷 


つ あら はれて 春に 知られん 


三 


璧解 けがた き 氷の 下の 忘れ 水 


後鳥羽院に 奉りけ る 連歌の 內に 


四 


五 


§ 四 山 藍の 袖に やどれる 月 さえて 


おなじ 連歌のう ちに 

おき そふ 霜 やい とど 呀ゆ らん 


六 


i® のゐる 蘆 問の 氷. けぬ が 上 


信 照 法師. 


前 大納言 爲家 


あきらけ き 世の 星うた ふな 5  とい 


前 中 納言定 家- 


張リつ めた 下の 水には. 勿論 映らない と、 
上下を 對に しての 附 合。 

(九〕 今 物語に 「秦公 .春と いひけ る 隨身宇 
治の. 左大臣 殿に つか ふぼ. つりけ るが、 御 
沓を 參らせ ける が、 御沓の しきに チ 鳥を 
かかれた りけ るを 見て 水：： _Q ぅちに 玄云 と 
いひ 出で たりけ るを、 取りつ ぐ 殿上人 も 
ものを いは ざり ける 〇お ほい どのし ばら 
く 御沓を はき 給は で 『難 波なる あしの 入 
江を 思 ひいで』 と. 仰せられたり ける」 と 
ある。 沓に脚 をつ けて これを 蘆に 轉 じ、 
千 烏のゐ る 難波潟の 冬を 取りな した。 

(一 S 作者は 左大臣 藤原賴 長で、 知 足院關 
A 忠實 Q 二 男。 保 元 の亂 に 死す。 高 倉 天 
蛊の 御代に 贈 太 政 大臣の 寅が あった。 
(二) 冬 月の 呀 えたのを 霜が おいた とし、 
霜が 結びて とけぬ とい ふ 前 句の 語句を 標 
とし、 萬 葉集卷 二の 有 間 皇子の 松が 枝を 
結ぶ 歌、 長 忌 寸意吉 麻呂 Q 結び 松を 見て 
詠んだ 歌な どから、 風が 冴えて 月の 霜が 
とけぬ とつ づけた 0 

(ご D 兩 親の 間に 寢 て、 寒夜 夜具の 薄い の 
も 知らないで ゐ るのは 兩 親の お蔭で ある 
との 感謝の 句。 流布本 「 哀れと ぞ見 る」 

を 取れば、 老親 をいた はる 意と なる。 

卷笫六 


空に しられぬ 谷の しら 雪 


八 


玉 ◦六 水 あれ ど 氷の 下は 月 もな 


藤 原 B 藤 


大將に 侍りけ る 時く つのし きゐに 水鳥を 書きた るを 
見て 1 X ム春 

水 2 のうら にもと ぶ 千鳥 かなと 申 侍りけ ^ - に 
3E. S 難 波 力た あしの 入江 や 寒から し 宇治 贈太玫 大 E 


むすびて とけぬ 月の 霜 かな 
M0 八 岩 代の 松 吹く 風の さ ゆるよ 


良 7 


法師 


二 


親ながら あはれ みぞ ある 
M0 九 中に ぬる 寢屋の ふすまの 寒き よに 


性 遵法 師 

一六 七 


苑玫波 集 (上〕 


六 八 


(一 V っらむ 心を たれに おかぅ かと おきの 
掛け詞を 利用して 沖の 風に 呼びかけた 述 
懷の 句。 

(一 0 沖つ 風 ふくと いふより 吹 上濱を 引き 
出し、 そこの 千鳥が 鳴く と 敍景の 句に 化 
した。 泣く と 恨む とはよ く附 く。 千鳥に 
托して 懷をや る 意 も 多少ないで はない。 
吹 上は 紀伊の 名所。 おきつ 風 吹 上と つづ 
ける 例は 新 千載 集に 白河院 め 「沖つ 風 吹 
上の 千鳥 夜 やさむ き 明け方 近き 波に なく 
な 9」 また 光明 峯寺攝 政の 「沖つ 風 吹 上 
濱の汐 干潟」 など その 例が 少くな い。 

(一一 0 前 句は 戀。 附 句は 自分の 泣く 音に 千 
鳥の •鳴聲 が 似て ゐて 間違 へられる と 半ば 
は敍 情、 半ばは 冬景 。源氏物語 須 磨の 卷 
r 戀ひ わびて 鳴く 音に まが ふ 浦波は 思 ふ 
方より 風 や 吹く らん」 によつ てゐ る。 

( 四〕 前 句は 條件 とし、 附 句は 冬の 景物 千 
鳥を 出した。 

(no 高 •小 本 「そ ^ か あらぬ か」 〇浦一 
而に 白く 見えて ゐ るのは 波 か 雪 か。 

(六〕 濱 千鳥の 足跡は 眞 砂地から おき わた 
す •霜の 上には 殘る が、 波の 上には とどめ 
ない と、 ことわつ た 跗 合。 

C 七) •冬の 風が 吹いて 松 蔭が 寒い。 


うらむな る 心を 誰に おきつ 風 
苎〇 吹 上の 濱に 千鳥な くな 6 


前 大納言 忠信 


後鳥羽院に 奉りけ る 連歌の 中に 

しばしば も訪 はれぬ 閨をこ ひわび て 


M 二な く 音に まが ふ 友 千鳥 かな 


夜もすがら 沖つ 汐風 あらければ 
'5 うきね 定めぬ 友 千鳥 かな 


波 か あらぬ か 浦の 白雪 

參 

M1B1 霜までは 跡 こその これ 濱 千鳥 


前 中 納言定 家 


後醍醒 天皇 


二 品 法 親王 


5  竺 

七  六 
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師 

種 

七 


風の 寒き はな ほ 松の か 


八 


M S 枯野 には 名 ばか 6 草の 庵に て 


九 


庭に ふる 霰は 塵に まじは 6 て 


一〇 


M S 冬 草までの 常夏の 花 


CC 枯れ野に ただ わづ かに 殘つ てゐる 一 
軒の 草庵は 格別で と 心細い 狀景を 出す。 
(九〕 庭に 降 〇 霰が 塵と 一緒にな ると いふ 
を佛敎 の 和 光 同 塵の 義に とり、 尊き 佛も 
世を 救 ふため. に 俗 •世界 Q 間に 伍して ゆく 
意を そへ て ある。 

(一 S 附句は 液に 應 じて 同季 の 冬 草を 拈出 
し、 佛 のをら れる ところには 常樂の 花が 

咲く とい ふ 意で、 冬まで も 常夏の 花が 咲 
くとし /c o 

(一一〕 日は 暮れて ゐるが 、蓬の 上に 白く お 
いて ゐる霜 が 眼に つく。 
a a 蓬に 限らず 枯れ 殘つた 草に も 例へ ば 
三枚の 中に も 一葉ぐ らゐは 生きて ゐ るの 
が ある やぅ だとし、 冬の 植木に ついて 述 
ベた。 拾遺 愚 草 「霜 さ ゆる あしたの 原の 
冬枯れに 一花 さける 大和な でし こ」 の 歌 
の 意に かょ ふ ものが ある。 

(ー  ー〇 神の ' iili つて ある 野には 道が 絶える こ 
とはな からぅ との 神祇の 句。 

(1 5 百 草は 霜に 枯れても 松は 枯れないで 
その 操が 見える と 論語の 松柏 後凋の 語に 
ょつ て參 道の ほとりの 松を 附 けた。 

a a 名 • [IT •神 •京 •高 •逸 •橋 •藤 • 
土 •伊本 T 霜に ぞ」 一說 「霜に も」 

卷第六 


玖 波 集 


一^  ノ欠 . r な  v ノ < のぐ： ^: tT  ぺ r /i v  / ノ 
デ ;- r んろが ，な >1 ザ r  i ニノ  V  4  / シ 
<« ./ /& を ^ した 革は かへ 〇  ,,, グ ' ;- 乂， 
均， f  F,M  C /- A  W r/ A '' 

ヘン！！ fc il け/'’  ：  ： ■'，ノノ'  ク 

か 1C 鳥が 絡ち て 行つ た 被 ff グ 'クン' 

祭'' 

.二 松の '  f '  - •免  J  しシ  C 

てゐ 1 ♦ 猶は 冬 窣 に财#, 素の L を权て 
^ 签11ふ移，笏を#れて |2- 軀じ,冬窣 
P? なか . 。ゆ < * の 彩を 豢私 免 t 重を 
f  二 v --> / 乂 


，〜 /:• ノ ン' //< /: をめ"/:..0る小山,ナな 
找 も 外 山には 11 から 吹— 下み す 木 粘らし 
し/ ♦ナ f ん -e ゐ 9 と袭し てゐ 冬が 
_ 勿 # 分は 承して ない • 

,*¥匈 は 夕 蘇 4V の C 44 し， 木 祐 らし 
1C つれて 被が 降つ て •烀 笼穷 の やラ な 重 
-. )*• : の かづら r あた ◊てん - 6 乏し /: 々 古 
IF m 大歌 所 # 歌の r 浓山 には 癘ふ签 らし 
rf : な/ご ■ニキの かづ C 色 づ  >广け 9 」 

の ^ '' 

) 崎！ s は C の ft には 蜂つ て も截 Q m lc 
は 洚らな い t は 往往で* C 私を M 分 Q 
といつ^ ，'の：.. 二…， ^ * vft. 走 


ょわりても ^: にな ;.: なく* 5 〇  3  6 卞 

滅1<  祺 5 へ ^ こそ ^ に 枯れ 心れ  # 殷知# 


: L:  ‘の爲 の 落 〇  /' ど享 


f 霜 かかる 松の 下 芝 II を たれて 


秋ょ 办 冬に 5 つ  >  寒 にけ*^ 
塞 箪の屎 露， C1 霜 U おきかへ て 


0 


外 山は げし & 峯の 木枯し 


雲|{ふるま多きの'かづらゅふ募に « _寺ス/て办 


.. :;  V,.. 


;-: v y; t. .;: K/ y- 


// 
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里 分の _莆 に 格を 出で つ ^ 
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は 三 
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ふ 
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七 


M-111 ふ b み ふらす み 今朝の 初雪 


權少 僧都 永 運 


日に そへ て 寒さ かさなる 山風に 
昼し ぐれし 雲は 峯 のしら 雪  林 阿 法師 


八 


冬 木に も 吹く 义 ぅめの 花 


九 


書 霜の 後 それとも 見えす 雪 降 6 て  常 廃 法師 


夕の 風に 急ぐ 山人 


1C 


3S. S 神無月し ぐれは 冬の 雪げ にも  前 大納言 爲氏 


に、 降つ たり 降らな かつたり して 今朝は 
初雪と なつた とつ づけた。 時雨に 降リみ 
降らず みとつ づける のは 古 ic に その 例が 
頗る 多い。 

(〇 名 .甫 •種 •大 •石 本 fc ょり 「冬 木 
にも」 の 句を 補 ふ。 

(九：} 冬 木の 梅は 早く 咲. いたが、 霜の のち 
は# が 降る ので、 花と も 見えない 七附け 
た。 S と 白梅は まが ひ：： 勿い。 古今 集 冬 歌 
にも 「雪 降れば 木每に 花 そ 咲きに ける い 
づれを 梅と わきて 折ら まし ' などの 作が 
ある 0 

(一 ' S 前 句は 四季い つと も わからない が、 
附句に ょつ て 冬の 句と し、 また 十月 ご ろ 
には やがて S 模樣に かは り 易い から、 こ 
れをそ のころ K とりなし* 山人が ^ りを 
念ぐのも當然であるとした。 

C 0 穿 風に かぢ けて ゐる赶 は 顯著で ある 
が、 場所を あげてない 0 
C 5 附句は 寒い 北 越 S 山 行と し、 彼の地 
kill 風 ばか 〇 でな く、 初雪 も 降つ たと ® 
く / T: して ある 0 


卷笫六 


莬玖波 集 (上) 


七 二 


(一〕 附 句は 白# の 上に かかつて ゐる 。村 
雲は 恰も 時雨を ぶり かへ す やぅ だと 顴じ 
た 0 

(〇 逸 •種 一本 「社の」 

( 5 名 •石 本 「連歌の 中に」 

(四〕 附 句の 「みき」 には 見き と 御 M とを 
策ね、 月 雪を ともに 賞す る 句 0 
( 式〕 契り もょ ほど 薄い と' の戀の 句 0 
(六〕 君に 見せょぅと 思つて ゐた 初雪が は 
や 消えて 什 方'  かないと 景物の 旬に 轉換さ 
せた 0 

(七〕 宇治には 川霧が 深く 立ち こめて、 ま 
はりの 小山 も 貝えない ほどで ある。 この 
特殊な - S: 色に ついてい ふ。 

ハ<〕 外 山の 中央の 峯には 雪が 降 9 積んで 
ゐるが 、こちらの 方 K: はそんな 樣子 もな 
いと 附けた 。 

(九) 石 •逸本 「こなたは」 ® .前 •京 • 
北 •神 •種 •橋 •家 本 「こなたの」 

(.5〕 山邊と 里とは 物の 相違が 多い もので 
あるが、 松風の 吹き 方 も かは る やらと 疑 

つた 句。 

(一 0 名 •小 •石 •逸 •種 一本 「里に や ' 

一 註 「里と や」 

(一 .—. ) 養の 里には 時雨が して ゐる に、 山の 


冬ながら 音 ある 風は 秋に 似て 
W 二 - t3 時雨を かへ す 雪の むら 雲 


二 品 親王 北 野の 社の 千 句の 連 歎の 中に 
月に 遊べば 寒き 夜 もな し とい ふ 句に 
35L 1K はつ 雲を みきの 盃と b  •むかひ 


善 阿 法師 


救濟 法師 


五 

契 もさ こそぅす く あるら め 
養 初雪は とはれ ぬ さきには や 消えて 參議宗 平 


ヒ 


外 山へ たつる 宇治の. 川霧 


八 


蠢峯 高き 雪の こなたは あと もな 


從二位 家隆 


方には 白雲が 積んで ゐて 、あたりの 松風 
も 所に よつ て 異なつ てゐ ると 應じた 0 
(一 5 山の 館で 窓う つ 雨と 思つた のは 吹き 
おろす 松風の 聲で あつた。 

(一四：} 附 句は 白雪の かかつて ゐる 尾の 上は 
多分 雪ら しいと 附 けた。 前 句は 季が 出て 
ゐない Q を附句 で 冬の ものと した。 

(一 a 圖 •名 • {!] •種 •神 •京 •大 •北* 
石 •逸 •橋 •藤 •土 •伊本 「雪に 似て」 

一 註 「雪に して」 

(H0 山家の 夏の 句と 見える。 

(一 e 庭の 白い のは 眞の 卯の花でなくて、 
雪を それに 見立てた もの。 雪は よく 白妙 
に 附 いて ゐ る。 

〇〇 汐干 潟が 一面に 銀の 氷が 張つた やう 
に 見える のは 實は 月光が さう 見えた とい 
ふ 秋の 句。 

(一 6 附 句は 曉に 遠山を 紫めば 眞に雪 が 降 
つて ゐ ると いひ、 寒月を 目覩 する ごとく 
扱 ひ、 氷 も眞の ものの やうに 扱つた。 月 
に 明け方、 氷に 雪が よく 附き 、汐 干に 遠 
山は 對應 して ゐるノ 月の 氷な どい ふ 例は 
歌に 多い。 

0  一 S 名 •甫 •大 •種 •石 •逸 •藤 •土 本 
「尊 宣」 一 註 「高宜」 


一〇 


松風 も 山と 里に や變 るらん 


ご一 


蓋 一 時雨の 


う 


は嶺の 白雪 


一一 11 


窓う つ 雨は 山の 松風 
雪 一白 雲の かかる 尾 上は 雪に 似て 


庭 白妙に 暌くは 卯の花 

一七 

M 1I1 山里 や 雪み る 比に な b ぬらん 


K 

月や汐 干の 氷なる らん 
查 S 明けが たの 遠山 見れば 雪 ふ. 〇 て 


關白前 左大臣 


前 大納言 尊 氏 


前 大僧正 賢 俊 


二 0 

源尊宣 朝臣 


卷 


第  六 


七三 


菟玖波 集 (上〕 


七 四 


C  一：} 夜泊の 舟を 漕ぎ出さぅ とすれば、 川 
上の 方は 夜寒の 風で けさは 氷が 張つて ゐ 
る。. 

(一一〕 海 浦の 松原 K: は。 薄雪が 降つて ゐ ると 
の景 氣附。 

010 さびしい 庵に 訪れて ゐた- M はい まや 
吹き 止んで 靜か となつた。 

C 四：} 降り 押 •めて ゐた 雪の 重さで 松の梢の 
折れた 音が 靜かな 天地に ひびく。 

(no 時は まだ 日中で あるに、 空は 掻き曇 
り、 さながら 夕方の やぅで あると した。 
場所は 何も ことわつ てない が、 この 喑さ 
は 吹雪の ためとし、 都 近ければ 嵯峨野 か 
もしくは 河 內の禁 野 ぁたりの 御槪場 の 雪 
景が 聯想され ろ 〇 

(六；} 純眞な 人には 僞 りと いふ 語が 大層 悲 
しみを 感じさせ るとの 述懷の 句。 

(七〕 「心 だに 誠の 道に かな ひな ば 祈らず 
とても 神 や 守らん」 の 歌な どを 聯想し、 
それょり 北 野 社を 引き出して、 雪 Q 降る 
朝な どに 參つ て眞 心を こめて 祈つ た 身に 
は僞リ とい ふ 語が つらい との 附 合。 

(<) 雲 山の 路すぢ を たづね て 登って 行く 
と、 峯の檜 原には 雪折れの 音が ひびいて 
ゐて 、登る の もなかな か 容易で ない、 と 


舟 出す この 川上の 朝 氷 

M M 薄雪 ふ 6 ぬ ぅらの 松原 


三 


ことと ひし 嵐は 庭に 吹き やみて 


四 


•i (雪の 音き く 松の 下を 


し 


かき くらす 夕の 空と な. るまでに 


五 


養： S ふの 御 狩に 雪は ふりつつ 


六 


七 


つは. 〇 とい ふ 言の葉 ぞうき 


救濟 法師 


源敦有 朝臣 


道 生 法師 


凳 神の ます 北 野の 雪に あとつ けて  寂 忍 法師 


むら 雲の かかれる 山の 道と へば 


.常；^ 翠’ 
磐 の 
山 こ 
け % 
ふ ぬ 
ふ 冬 
る は 
雪 來 

は （こ 
ぉ け 
し  b 
な 


M 一一 冗 峯の檜 原は 雪 をれ の聲  南佛 法師 

. 、 

. 麓の 里は 鳥の 聲聲 

go 降 6 おもる 松も检 原 も 雪折れて  源  宗氏 

- 、、 •••: ' '  . 

\ 

二‘  •  、 
消えず はあ^ 0 ともさ やは 賴まむ 

g 一  1 る 雪は さながら 雪と まが ふな 6 前 大納言 爲家 


て 西 園 寺 入道 揃 太 1 


暮れぬ まに 立ち や歸 らん 吉野山 

一 5: 

雪 一 ゆく 先見え. ぬ 雪の. ふる 里  後嘑峨 院御製 

I 七 五 


を附 けて ゐ る。 

< 九；} 麓の 村落では 鳥の 聲が 頻りに 聞え る 
との 前 句は、 嘵 の鷄聲 か、 百 鳥の 春を 喜 
ぶ 聲か 、はたまた ものに 驚く けたたまし 
い聲 か、 それと 別に ことわつ ては ない。 
<10〕 附句は 雪の 山里の 景で 、降り 積んだ 
雪の 重さで 松も檢 原 も 下 折れの 聲が 異樣 
の 昔 響を 立てて ゐる とし、 さては 鳥の聲 
聲は 驚いて 鳴く やぅに 取リ 扱つた。 

0  0 早晚 消える にき まつて ゐる もの は、 
まだ 残つ て ゐて も、 當て には 出來な いと 
の 前 7 PJ は 無常を 觀じ たやぅ に 見える が、 
伊勢 物語の 「今 H 來ずば あすは 雪と ぞ降 
りな まし m えず ばあリ とも 花と 見 まし 
や」 の 歌に ょつ てな した 句。 

< ■_ 一 D 附句 はかの 物語の 花を 雪に なし、 雪 
が 花に なぞ へられて ゐるが 、これ も 消え 
易い からと 附けな した 句。 

ハー 5 名 • ]!] •種 •石 •逸本に ょり 「前大 
納言饬 家」 を 補 ふ。 

0 四〕 これは 黎 tc 常 磐、 冬に S を附 けた 註 
釋附。 . 

cla 吉 ，野は 古い 都で あるので、 歌には 花 
の ふるさとな どと 詠む ことが 多い。 ここ 
は 雪の ふるを ふる 里と つづけて ある。 

.  卷第六 


莬玖波 集 (上：} 


一七 六 


<一〕 前 句の 問 ひに 對 し、 霜 ふる 寒い 時で 
も、 鴛鴦は 水に 馴れて ゐるか ら 、鳥が 物 
をい ふなら 尋ねたい と 答へ 附け をした。 
<11〕 暮れのぅ ちから 春が 待たれる とい ふ 
前 句の 意を 受け、 ぼつり ぽつり 散る 雪を 
花に なぞらへ て、 早くから 春を 待つ ょし 
につ づけて ゐ る。 

0 一 0 風下に ある 赌は 立ち' も 上らず、 もま 
れ もまれて ゐる さまは、 恰もむ せぶ やぅ 
な 有樣で ある。 

< 四：} 雪中に 拾 ひ 集めて 來たつ ま 木は、 燃 
や. しても ょく 燃えないで いぶつて ゐる。 
その 理由を 附けた 。なほ 爪 木の 柴と いふ 
のから 暫し にい ひなして ゐ る。 

.(一; 0 桑龄 の變は 如何と もしが たく、 人の 
逢て た 都 も 荒れて 人 住まぬ 野原と なる。 
洛北日 枝 山 下の 小 野の 片山里は むかしな 
がらに 殘 つて ゐ る。 

(六〕 昔から 由緖の ある 人が 遊れ 住んだ こ 
の 里は ふる 雪に も埋 み殘 されて ゐる 。心 
ある 者は 雪 ふみ 分けて ゆかりの 人を 訪へ 
よと 附 けた。 惟喬 親王が 貴い 位を しりぞ 
いて この 山里に 隱れた まうた のを、 在 原 
業 平が 元日に 雪 ふみ 分けては る ばる 訪ね 
て r 忘れて は 夢 かと ぞ思 ふ」 の' 歌を 上つ 


攻を迎 へて 里に 歸り てけ るに、 雪の ふりければ 在 原 
業 平 潮臣 

雪 夜の 霜は 置く やお かす、 やと 侍る に 
g a  •鴛 鳥の もの だに いは ばと ひて ましよ み 人知ら す 


年のぅ ちに 先 だつ 春 € 待たれけ る 

P 

畺かつ 散る 雪を 花に まがへ て 


.後鳥羽院 御製 


むせぶ 煙ぞ 風の したなる 

§ 大書 にと る 爪 木の しは し 乾し かねて 關 白 ] r /r 大臣 


ふるさと のこ る 小 野の 山陰， 


先 伊勢 物語の 故事を 踏まへ ての 作。 

〈 七〕 波間にた だよ ふ 浮 舟が 沙に もまれて 
ゐる とい ふ 前 句の 浮 舟を、 源氏物語 宇治 
'十帖 に 見える 女性 浮 舟に 見立て、 浮 舟が 
i 于治 川に 身を 投げよぅと してた めら つて 
ゐ るのは、 はげしい 寒さで 川の おもてが 
..凍つ たためで あると 思 ひ 及ぼし、 か i3l て 
河 上の きびしさを 敍 した 附 合。 

〈<  3 また だまされた-かと 思 ひながら も、 
あの-人は そのぅち 訪ねて 來る かと 夕 慕に 
.なれば 待つて ゐ るとの 待つ 戀の句 。 

〈九.〕 前 句に 對し 、空を 眺める と、 高 傲は 
白雪に 掩はれ て、 月が 冴え わたつ てゐる 
i 戀を轉 じて 峻烈な 冬の 自然を 敍 した。 
.0 S 時雨は 山の 彼方に 通り過ぎた とみて 
ゐた のに、 またもや こなたの 野邊に ばら 
ばらと 降つ て來 たと、 定めな き 空 模樣の 
. 景を敍 して ゐる前 旬に 對し 、寒月は さむ 
'ざ むと 冷たい 光 SS を 今日は 昨日よ リー 段 
，とこの 地上に 投げて ゐ ると 月光を 雪に 見 
.立てての 作。 

(一 0 落葉が 他には 見られない ほど 夥しい 
との 前 句に 對し 、なん ぼ 常 磐 木で も 雪の 
卞折れ には 冬枯れて 常綠で ない とい ふ特 
殊の 場合を あげた 附 合。 

卷第六 


六 


g -fc3 つもる とも 雪 ふみ 分けて 人 も訪へ 源賴章 朝臣 


沒 路に まよ ふ 波のう き奸 
g 八 水 こ ほる 川の面に ゆきみちて 


救濟 法， 師 


八 


九 


つは 6 と 思 ひながら も 待つ 暮れ こ 


蓋 九 月厂で 


嶺の 白雪 


.權少 僧都、 氷 運 


越えの 時雨は 野 邊にま た 降 6 て 


1 〇 


1 0 月 こ， そよ るの 雪を かさ ぬれ 


尊 阿 法師 


ょのつねなら ぬ 落葉 こそ あれ 
1 1 雪 をれ は 常 磐 木ながら 冬枯れて -十佛 法師 

一七 七 


苋饮波 集 (上) 


一七 八 


<1〕 高い 山に たなびく 白雲が、 その 山を 
越え かねて ゐ ると ^ Q 景を敍 した 句。 

(一 G 入り 方の 淡 月の 姿が 雪の 白 さに 消さ 
れて 沈む さき さへは つき リしな い。 前 句 
の 白雲を 雪に 見立てて ゐる 。忽ち (C して 
夏の夜、忽ちにして冬の竹、選擇は人人 
の 思 ひ 思 ひに 任せて ある。 

.010 年が あけた。 滿山 春の. いづこに 年は 
踰 えて 行つ たやら わからない。 これ だけ 
では 新年の. 特徵は あら はれて ゐな い。 そ¬ 
れを 日暮れて 道は.  雪に 消え、  山 も 見えな 
くな つたと、 的確に 印象的に 敍 して ゐる〇 
前 句の 「年の こ ゆ」 に 「暮れ」 を 配し、 
「道」 に 「紛れ」 を 配して ゐ る。 

(四〕 藻 鹽燒く 浦に も 時には 熥の のぼらぬ 
ことは ある。 これは 漁村な どに て 往往 目 
に 入る m 寂な 夏の 景 。それが 一轉 して、 
辦 りを 雪に 見立てて 降りしきる 雪に 松の 
枝が 塊め られた と 冬の 景を敍 し、 はげし 
い變 化に 附 合の而 白 さを 見せて ゐ る。 

< 3£. ) 前 句は 岌冬 いづれ とも 取れる のを、 
.浦 松の 雪の 高き を あげて、 冬の景 を 十分 
.に 表現した 附合 。白波を 雪と 見た。 


白雲の たなびく 山を こえ かねて 
■一入. かた 見えぬ 雪の 夜の 月 


奎 三 


一一 品 法 親王 


道を いづく と 年の こ ゆらん 


三 


暮れぬ れば 雪に まみれて 山 もな し 關白前 左大臣 


浦に だに 煙の たたぬ 時は あれ  • 

雲 ML0 ふ 6 うづむ 松の しら S 妙胞 上人 


皮 のさ わぎ ぞ 風に まぎる る 


五 


主羞 浦 松の 雪の 高き を 山上 見て 


藤 股 範高 


(六〕 桟道の 上なる 雪は とぎれとぎれて 晚 
春の 光景を 如實に あらは す。 仰げば 大自 
然の變 化は この やぅな もの かと おもは さ 
せる。 

(じ〕 十；： 庵の 庭の 池 水は 春の 氷 も 解けない 
で、 春寒 料 llif'l たる 槪が ある。 この 前 句に 
雪の 朝 山風が 早くから 雨戸を 夫たい てゐ 
ると、 嚴 しい 冬の さまを 敍 した 附合 。訪 
ひ 來る ものは 春 か 雪 か、 1 'f し 判斷に 迷は 
ざるを 得ない。 または、 前 句は 氷が 張つ 
てゐ て、 さながら 池の 戶の氷 をた / J くと 
みる 方が ^. たつて ゐるか も 知れぬ。 

(<〕 小 野の 山里は 路に 雪が ふりつんで 一 
條の 通路 もない。 た / C さへ 心細い 山里な 
のに、 交通 杜絶の 體で ある。 はるかに 峰 
をな がめ ると、 あるかな きかの 影は、 多 
分 その 炭 餡の 焯リで あるか も 知. れ ぬ。 
(〔蓋 七〕 ® ■, 註參 照〕 

(九〕 晩秋に なつたら あの 白雲は 峰を 雪で 
叩-める だら うと 思って ゐ たのに、 山人の 
爪 木を もっての 歸る さ、 峰には はや 雪が 
洚って 時節の 推移は その 早い のに 驚かさ 


xi る ことよ. 


夕日 かたぶく 峯 のうき 雲' 

'S ハ デ かけはしの 上なる 雪は とだえして 善 阿 法師 


庵 ふるき 庭の 池 水氷ゐ て 
雲 雪の 朝戶 をた たく 山風 


八 


九 


あとなる 嶺を ぅづむ 白雲 

•  / 

雲 山人の 爪 木の かへ さ S ふ 6 て 


らぬ 


るき 冬の 空かな 


寂 意 法師 


柴の いほ 6 の 通ひ路 もな し 
委 〈さらぬ だに 山の 深き に 雪 降 6 て  法眼 行寬 


丹 波 守 長 


卷第六 


一七 九 


菟玖波 集 (上〕 


一八 〇 


(一:} 冬の 空は まつた く氣が つかない うち 
に 早く もやつ て來る ものと 知つ たこと で 
ある。 木枯らしが まだ 吹かない ときで さ 
へさう であつ た。 まして それを 體驗 した 
この ころでは、 いふまで もない 9- 源氏 物 
語の 帚 木の 卷に 見える 木枯らしの 夜 も、 
かう いふ 趣きを 捉 へて 書かれた もので あ 
らラ 〇 

00 紫 野 や 1^: 峨野に 獵にで かけた とき、 
自分には 獵を する ことの 外に 樂しみ はな 
い。 殘月 かかる 狩り場の 雪の 朝の 樂 しさ 
には、 殺 洗の 罪の 報いな どは 間 題では な 
い〇泣 リを する ことの 至上の 樂しみ に 高 
い # > りを 感じさせて ゐ る。 

010 文 和 五 年の ころに 千 句の 連歌 (百 韻 
を十卷 まく) が 流行した とい ふ。 また こ 
のころ 手先に 据袅 た媿を 放ち やつて、. 雉 
子を逍 はせ 〇 技術 も 大いに 逆んで ゐ たと 
ある。 「片 山の 雪の」 は 「白 應」 の 序詞。 
(四〕 これは 前 句には その 位置を いひ、 そ 
のつ ぎの 句には 場所を いつて ある。 轅は 
その 據る ところ。 小 野の 山路の 北に して 
は その 方而を 示した もの。 

(式) この 花の 盛りは いっかとの 問 ひに 對 
し、 この 花は 古今 序 註に 見えて ゐる 「難 


M 六 0 木枯しの 吹かぬ 折 5 さへ 袖 さえて 後深草 院辨內 侍 


罪の む 


はさ も あら ば あれ 


き 月 殘ろ狩 場の 雪の 朝 ぼら 


救濟 法師 


三 


文 和 五 年 一一 I 月 家の 千 句 連歌に  . 

狩 場の きじの おのが 鳴く 聲 
き 一片 山の S のしら K 手に す ^ て 


道譽 法師 


文 和 四 年 十二月 北 野 社 千 句の 連歌に 


四 


これは 車の ながえな りけ b 
美 一一 一 炭 やきの 小 野の 山路の 北に して  性 遵法 師 


波津に 咲く や この 花 冬 こもり 今を 春べ と 
咲く や この 花」 の 詠に ょり 梅を 指し、 冬 
木の 梅が いま 窓外に 咲き 句 ふとした。 ま 
づ答 へて、 つぎに この 花の 季節を 末に あ 
げた 附合 。梅は 菅原 道眞公 の 緣 により 正 
月 二十 五日が 盛りで あると いふ。 


五 


この 花の 盛は いつの 春な らん 
，■冬 こも 6 する 窓の 梅が 枝 


信 照 法師 


莬玖波 集 (上〕  一八 11 

菟玖波 集 卷第七 


C 一〕 安樂 寺は 太宰府に ある。 

00 前 句は 天の 御戶 作る と ある 本 も あ 〇 
が、 いま 「朽 つる」 の 本に ょる . 〇 朽ちて 
ゐて もたれ も 念頭に かけ ■る ものがない と 
慨歎せられ た 句。 

(一 C 藤 •ィ本 「御戶 くつる も」 

(四〕 附 句は 天下を 知ろ しめす 上御一人で  天 
なくて はかなは ぬと お 答へ された ので あ 
ろ 0 1本「あらんは」は宜しくない0 
(.五〕 名 • Trr l •逸本 「，あらでは」 種 一. 

ィ本一 「あらず は」 藤本 「あらんは」 

(六〕 名 •逸本 「給ぶ ける」 la 
( S 前 句 「こがる」 と ある 本が 多い が、  i  世 


神祇 連歌、  / 

建久 五；；- 夏 ¢0- 頃、 安樂 寺 破損して 侍り けれども、 修 
造の 沙汰な かりけ るに、 彼 寺へ 參り たる 人の 夢に、 
束帶 したる 人の けだかげ にての たま ひける  • 

?  f  • 

の御戶 くつる も 誰か あはれ まん 

その後 また 一人の 所 司 通夜したり ける に、 空に 聲あ 
りての たまは せける 

をみ な 知れる 君に あらでは 


- こもる」 を 取る。 〇 神託 夢想な どには 傳 
說的のものが多 <^ 、神官僧侶の胺托した 
もの も少 くないで あらぅ。 一體に 名句は 
ない。 この 前 句は、 高山は 一朝に して 森 
嚴を そな へる ものでは ない。 多くの 年を 
經て E 木 大樹が 餑蒼 となる、 とい ふ 意。 
(八〕 國司が 神の 杜の 保護を したと き、 神 
官が 神の 御意を 傅へ、 兼 盛が そこには 樹 
木の こ i つて ゐて 涼しくな つた かと 答へ 
たこと かと 思料され る。 もつ とも 兼 盛 集 
には 載つ てゐな い。 . 

C 九〕 北 野は むかしの 右近の 馬場の あたり 
であるから、 いまの 北 野 も大內 裏の 一 劃 
である。 

(10〕 圖 •神 •種 •石 •橋 •藤 •土 本 「と 
侍る に」 の 語が ある。 

(一 0 大和 や 平安の 都 も その 以前には 九州 
の 日向の 都が もとで あるから、 由來 をい 
へばぅ つり かは りが あると、 類似の 例で 
附句 とした。 北 野に 筑 紫、 大內に 都、 い 
まと 神代と が對應 して ゐる 。菅公 it 筑紫 
で 薨去され、 天德 三年に その 靈を北 野に 
祀られ た緣 由に よって かく 附 けた。 

0 一 I) 神は 正 砥を根 本と する。 隨つ て僞リ 
かざらぬ 誓 ひは 神と 見られる と 述べた。 


此の 雨 句宰府 ょり 奏聞し 侍りければ、 年頃は 寺 家の. 
沙汰に て 侍りけ るを、 はじめて 公家ょり 彼 寺を 造 臂 
せられ 侍りけ ると なん。 

平 兼 盛は駿 河の 國司 にて 侍りけ るに、 富 士の明 神 示 

六 

し 給 ひける 

七 

高き 根は 年を 經て こそ こもるな 1 


これに 附け 申し 侍りけ る 


八 


.雲 今は すずしくなる やそこ こよ 


平  兼 


九 


10 

と 侍る に 


今の ^ 野 も 大內ぞ かし 

二 

H 七つく しょ 6. 神代の 都 はじま 6 て  關白前 左大臣 


一二 


神は まことの 誓な. 〇 け.  6 


卷第七 


八 一一 


菟玖波 集 (上〕 

(一：} 皇室の 尊 奉 篤い 石淸水 八幡を 出し、 

淸 水の 緣で 濁りな きと 君德 を -/ C たへ、 そ 
の 君を 守る のは 神の 誠で あると した。 

(一 G 當代 こそは 淸平の 世 だとぅた つ / C 贺 
顼 の 前 句に、 後光 嚴院の 御 心中を 披職遊 
ばした 句。 當時吉 野 朝と 京都 朝と 南北 對 
峙 して 爭つ てゐ た。 皇統が 4 一つに わかれ 
ないで、 一つに まとまつ て 太平の 御代と 
したいとの 畏き御 心を 池 ^. されて ゐろ 〇 
石淸 水は 濁りな きに ょく 附い てゐ る。 風 
雅集 のころ かち 治國平 天下に 關 する 歌が 
やぅ やく 多くな リ 、連歌に も 時代の 41 ひ 
が 見えて ゐる。 

(一 0 陛下の 行幸は 世世 絕えせ ず 行 はれて 
ゐる との 前 句に 對し 、皇室の 特に 尊崇 あ 
ら せられる 贺茂 社と 石淸水 八幡宮の 神拜 
がその 例 だと 受けた。 

8 一  註 「諸人」 

(五〕 神道は 正直を 旨と する 趣け。 

(六〕 さ 夜に 見る 夢は 2: 夢で、 實地に 適合 
するとい ふ戀の 句。 

(七〕 高 . T1T 一本 「まさし さ」 

(八〕 前 句を 神事と 見て、 「淸き 心は 月ぞ 
照らさん」 や 「凉風 吹か ば 匂 ひ おこせよ 
银 の 花」 を 詠まれた 管 神の 社顕の 月を 浴 


美 <  濁6 なき 君を ぞ 守る 石淸水 


こご b なき 世 も 今と こ. そ兔れ 


五六 九 


一八 四 

前 大納言 尊 氏 


淸水ひ とつ 流れに せきとめて  今上 御製 


老〇 


君 か 行幸の 絕え ぬみ ちみち • 、 

一一 こ rb や この贺 茂と 八幡の 神 まう で 左 近 中 將義詮 


北 野 社 千 句連欹 に 


老 一 


.すぐなる 心 我 A にあ b 
パ j の 神の いつは b もな き 影に ゐて二 品 法 親王‘ 


關白 家の 千 句 連歌に 


び、 御 埤の 梅が 香に 觸れ ては、 夢 も 疑 ひ 
ない と、 神威の かしこ さを賦 した 附 合。 • 
(九〕 地獄 變相 Q 劍の 山な ど 詠 じた 句の や 
うに 見える。 

(一 3 附句は 神劍を 納めた 熱 田の 社の 森で 
畏れ多い劍の名を聞い1へ、襟もただされ 
ると 神祇の 句と した。 日本 武 尊と 草 確 劍 
の緣 由、 との 御劍と 新羅の 奸僧 などの 物 
，語は 紙 外に M 開 さ- れ る 。日影の 熱い とい 
ふの' を 地名の 熱 田に か. けて ある。 

(一 0 むかしから 上が 上と いふが、 自分の 
いまの 思 ひは 丁度 それ だ。 釋敎 でい へば 
九 品 fff 土の 上の 上品を ねがって ゐる〇 
(一 〇 具象的には 神には 眞心で 誓 ひを 立 P 
君には 惠みを かう むる と附 けた。 

(一 〇 釋迦 入滅を しの！ ぶ 涅槃 會 g 有難い 席 
にも 出なくて、 これで ■は 佛徒 もしくは 道 
心を もつ 身と してす まない 感じが する 0 
(一四— V 前 句を、 北 野 御 忌日の 方へ うっし、 

背 原の 神 ( 天神 樣) は 二月 二十 五日 薨去 
で、 その 名が 隱れな いと 述べた。 菅家の . 
氏寺 吉祥 院では 天 仁 二 年以來 夢. Q お告げ 
によって 八講を 行は れて來 たこと が 公事 
根源に も 見えて ゐ る。 


卷第七 


夜中 夜中の 夢の まさしき 
看 一 神 垣の 月と 梅と に 袖 ふれて 


救濟 法師 


九 


名を 聞く も實 に W しき 劍かな 


〇 


還 日影 あつたの 森の 下 か 


六條內 大臣 


これ や この 上がぅ ベなる 我が 思 ひ 

一二. i 

1 神には ちか ひ 君の あはれ み  導 # 、 去 師 


月の 法の 席 仁 あ. ひもせ で 


一四 


写 玉 その 名 あらは す菅 原の 神 


榫少 僧都 永 運 


導譽 法師 家 百 韻 連歌に 


八 五 


菟玖波 集 (上) 

(一: >1 夜の 明月は 社の 境內に 光りを' 投げ 
神 iH の 紅葉は これに 照らされて、 この 上 
もない 秋の 景色を 呈 して ゐ た。 

00 前 句の 神 垣を 山城の 八幡の ことと し 
その 附近に あると いふ 天の川を 月に つけ- 
て、  ここでの  ことと した。 

010 武士の 道は 古 來すた らず につ づ いて 
ゐる とい ふ 前 句に、 武將 9 信心す る 八幡 
宮 、わけても その 源の 石淸 水の 八幡宮を 
あげ、 その もとが ^ く、 流れは いま も絕 
える ことは ない とつつ け / C 0 
(四) その お宮は 紫 野から ほど 近い。 

(式〕 社頭に 注連飾りは 定例。 ここは しめ 
を標 野へ ぅつし、 雪の ふる 中に も 道が あ 
つて 通へ ると 附け た。 なほ 萬 葉 集の 「紫 
野 ゅき il 野 ゅき 野 守は 見ず や」 の 歌の 綠 
，でつ づけた とも 考 へられる。 附句 一句と 
しては、 注 連の 雪を 往來 とい^ ■した。 
/( 六〕 桂は 月の 世界に 生える とい ふ 傳說' か 
あるので、 大井の わた r の 桂の 里は 雲上 
人の 集まる 龜山殿 かち 近く 見える と。 
(七〕 有 忠の附 句は 脫 したの か。 または か 
つらと あるから、 贺茂の 葵祭に 一一 葉の 葵 
を かつらに したり、 篚や 車に かける 習は 
しにより、 祎 の 里に 連繫 させた もの か。 


一八 六 


一夜の 月は 神 垣の 秋 

養 一一」 れや この 八 ^ まぢかき 天の川  性 遵法 


弓矢の 道は 今 もたえ せす 

達 y な もとの 流れ も 清き 石し みづ  法眼 良 澄 


紫 野ょ b 近き 神 垣 


五 


WK 白妙の しめの ゆききの 道 あ 


素 阿 法 


元亨 三年 四月 龜山 殿の 百 韻 連歌に 
一; つらめ* 里 も 近き をぞ 見る 

# まつる 頃に しなれば あ ふ 日 草と 侍る に 前中納 言有忠 


八 


養 かけ 添へ て 


賀茂の ゆ 


で  前 大納言 經繼 


〈八〕 葵と あるので 懸けと つづけ、 葵 草の 
外に 木綿 ■(ゆうしで〕 も かけ 添へ ると 附 
け / C 〇 ゆうしでは 榊に つける 白い F:1 巾 0 
<  〇 鷄の 鳴く 昔を 眞 似させて 函谷 關を拔 
け 出した 孟嘗 君の 故事に よつて、 關所の 
鷀は 氣を附 けよ とねが つた 句。 または 鷄 
が 嗚 くと 男は歸 る習惯 であつ たから、 逆 
に 夜 深く 鳴いて 戀 人を 早く 立ち 出で させ 
る ことのない ように 鷄に銚 へる 戀の 句。 
0 S 伊勢 物語の 「戀 ひせ じと 御手洗 川に 
せし 艘ぎ 神は 受けず もな 9 にけ るかな」 

の 歌の 裏で、 神 も 受納され る 御 ^ のころ 
だから、 鷄も 誤る ことない ようにの * 。 
<一0前句は戀か述懷の仞。背公は筑紫の 
流罪は 恨めしい が、 また 宽平 法皇の 信任 
や 延喜の 聖代の 恩賜の 御衣の 喜び も あつ 
たこ. とから、 神祇の 句に 轉換 させた。 

.0  一  D 皇太子と な 〇 のは 前から わかつて ゐ 
るとの 前 句に、 わが 國は 神代より 嫡 皇子 
に讓る 國柄だ からと 國體を 譜頌 した 句。 
-0  一〇 藻鹽燒 ぐた め 潮を 汲んで 運ぶ 狀景。 
(一 5 佛敎の 和 光 同族、 本地乖 跡の 說にょ 
り、續古今集の卜部兼舡の「西の海ぁを 
きが 原の 波間より あらは れいで し 住 吉の 
神 一の 歌から 避 跡の あった のは 遠き 神代 


九 


關の戶 の ゆ ふつけ 鳥は 心せょ 


i 〇 


五八 〇种 だに うくる 御 M する ころ 


後嵯峨 院 御製 


m み も あ 6 き喜ぴ も あ 


hv 


五八 一 忘れ じな 北 野の 神の そのむ か 


關白前 左大臣 


ニー 

3t <  一一 神代 


まう けの 君と かねて 知ら -^> る 

-  6 ゆ づ b 始む ，る國 にして 


品 法 親王 


一三 


住吉の 浦なる 海人の ^ 汲みて 


四 


S1 跡を 垂れし は 遠き； 6 の 代 


前 大納言 氏 忠 


卷 


七 


一八 七 


莬玖波 集〆 上) 


一八 八 


め ことで ある、 と附 けた 0 
<1〕 夏の 間、 山は靑 葉が 繁つ てゐる 。そ 
のなかに 遲櫻が 萬綠叢 中に 一點の 紅を 春 
のかた みとして 留めて ゐ ，る。 時は 夏で あ 
るのに 珍ら しい ことで ある。 

<1 一：} 都 人士の 心を 湧かす 例の 葵祭は 卯月 
に 行 はれる。 この 季節の かたみの 花は 殘 
るか、 と附 けた。 

<111) 仕官の 人が その 地位の 上下を 爭つて 
ゐ るとの 意。 

〈四：} 贺茂 社には 上と 下と あり、 下には 御 
祖 命を、 上には 別 雷 命を祀 る。 上と 下と 
81 が あるとの 意。 1i 時 上下 m 社の 刺 官な 
どの 抗爭が あつて それを 詠 じた もの か。 
〈 3U 〕 國の はじめは まが 事 もな く、 のどか 
に穏 かな 神代の 春の 趣きが ある。 

.(六) 國の はじめの 櫻 木の 話 も、 神代に あ 
つた 素盞嗚 尊の 八 雲 立つ 出 雲 八重垣の 話 
も、 ょほど 時代が たつて ゐ るとの 意。 但 
し、® 木 も、 と あるのは、 A 孫瓌 瓊杵尊 
' が 賭 摩の 吾田の 長屋 笠 狹め碲 に 留まり ま 
して、 大山祇 の 二 女 木 華 問 耶姬 とみ あ ひ 
ました ことを 指した もの か。 

< 七〕 國中で 尊んで 祭つ で ゐる衩 を 神の 御 
.庫に 藏め ておいて。 「國 祭る」 の； と附 


家の 千 句の 連歌の 中に 

一 夏の 山の しげみの 花 かたみ 
11 

1 fK 四賀 茂の まつ 6 は 卯月な 6 しに 


三 


つか ふれば その 寅を も爭 ひて 


四 


考五神のま 〇 りは賀茂のかみしも 


五 


國の はじめは 神の 代の 春 


六 


前 大納言 尊 氏 


導譽 法師 


㈣さ くら 木 も その 八重垣 も あと ふ 6 て 敗 濟法姉 


b 


國 祭る 寶を今 もを さめ 置 


八 


灵七 いく代を ふるの 社なる らん 


祝 部 


: J 
\イ 


親 


日 二 七 5 
吉っ 
と 社 
て を 
く  な 
も ほ 
ら た 
ぬ の 

神む 

の か 
そな 
の 

誓 

小 三 

槻 

千 

且 


七つの 道 も今ぞ を さまる 

一三 

この 國を 守る 日吉の 神な れば  法 印弘全 


春 日 山を 出で ずして 三年 籠り 侍りけ る 頃 百 韻の 連歌 

こ 

祈の 數やか さね 來ぬ らん 

一四 

あ、 はれと て 神 も 三と せの 官ごも 6 大中 臣祐員 


人 ごとに 賀 茂と 八幡の 神 まぅ で 

祈る 心は 二つと もな し  、丹 波良尙 

一八 九 


^ が 2 八 九〕 の-この 國を 守る」 の 句の つ 

ぎに 出て ゐる本 も ある。 

.(〇 その 社は 大和の 布留の 石 上 神社の こ .琴 
ととし、 爾來 幾多の 代代を 經たで あらぅ 
と、 布贸の 地名に 經るを かけた。 

ハル；} 作者は 行 氏の 子。 日吉の 祠官で 四 位。 

繪 千載 以下の 集に その 歌が ある。 

(一〇〕 七の 社は 日 枝の 七 社で、 大宮 、二の. 

宮 、聖眞 子へ 八 王子、 客人 宫 、三宮 、十  麦ん 
禪師宮 をい ふ。 

■(二〕 七の 社と 日吉 はょ く附 くことは いふ 
まで もない。 前後、 とも 神祇の 句。 

(一一 一，) 小槻 氏は 官務 Q 家。 

.010 七つの 道は 東海 •東 山 •北陸 •山陰. 

山陽 •南海 •西 海の 七道で、 日本 全國を 
.相す。 前 句は 天下 泰平を 示し、 その 七と 
いふょり 日吉七 社を 連想し、 日 枝 神社は 
延曆 寺の 地主 神で、 護國 の 神な ので 全國 
が 治まる とした。  § 
'(一！ 0 祈る ことが しばしばで あるとの 前 句 
に 對し神 も その 志を 殊勝と 見 そな はすと 
いふのを 三年 參 籠の 「み」 にい ひかけ た。 

<l a 前 句に 兩社を あげて ゐ るが、 祈る 心 
は 誠 一つ だとつ づけた だけで ある 0 
<一 5 丹 波 氏は 典藥 をつ かさ どる 家。  5 

卷第七 


% 


莬玖波 集 (上〕 

〈一；} 志賀の 浦 (近江)の松風の苷は琴の 
1 苷に 聞え る。 

00 志 贺鄕に 鎭座せ る 山王權 現の あとを 
垂れた ときの 瑞 相と 見なして 附け たもの 
か。 何し 山 王は 三輪 明 神 だから 鹿 島 明 神 
が 日吉の 神と して 示現す るのは 正說で な 
いが、 さぅ いふ 傳說も 近古の 世に 行 はれ 
てゐ たので 附けた もの か。 

<! 10 七の 社は 日 枝 七 社。 111- 王は 狼が 使者 
である。 その 祭は 四月 中の 申の 日、 臨時 
祭は 十一月 中の 申の H。 步を 運ぶ は 親し 
く參詣 する ことで、 未の 日は その 竹 官。 
干支に よつ で附 けた。 なほ 佛典に 羊の 步 
とい ふ 語が 見える が、 作者は 僧侶 だから 
それを もき かせた もの か。 

(S3 伊勢 國は •裔 大 神の鎭 座の 地、 永久 
にか はらない、 浮世の 風の 吹かない 國だ〇 
〈一? 0 「この 神風の 伊勢 國は 常世の 浪 、し 
き 波 寄す る國 、かた 國 のぅまし 國な り。 
この 國に 居む」 との 大 神の お 言葉に よつ 
て附 けた。 神風は 伊勢の 枕詞。 重 波よ す 
るは 磷宮の 序詞。 一宮は H 本書 紀に 「倭 
姬 命興ョ 齋宮于 -I 五十鈴川 上 — •■> 是謂 n 磯宮 T 
卽天 照大神 天降 之處也 」 とぁ る。 
<六)正四位兼員の子、神祗權大副。 


一九 〇 


琴の 音ぞ する 志賀の 松風 


二 


竞 一一 E' 島よ b 日吉の 神と あら はれて  權 律師 / E 通 


步 みを や 七の # に 運ぶ らん 
1 , つじ もさる も 同じ 神の 日 ，  木鎭 法‘ 師 


四 


伊 勢を とこ 世の とこ そき け 

五 

•五 ^ 神風 やしき 波よ する いその 宮 


ムリ 

立 口  爾  、一 E 


鏡 ひとつの 影は くもらす 

■伊勢に ては 內 外の 神と ぁら はれて 海 部宗信 
名には 隱れぬ 伊勢と こそ 聞け 


千;； 今; 

早朝 
ぶ し 
る  も 
賀 い 
茂 づ 

の  る 
み 小 
あ 野 
れ の 
の 山 
道 A 

の 


九 


に 

ム 

刖 

中 

納 

家 


< 


九 


壽 神風 や 音な ほたかき いすす 川  荒木 田經直 


この 御代に 生まれ あ ひて ぞ仕 へけ る 


1 〇 


竞七 氏子を 守る 神 や この 神 


中臣 正朝 


二 親に おくれて 殘る， あと 問へ ば 

ご 一 

奚 神と 佛の ふかき あはれ み  藤 原 a 秀 


1 111 


十 かへ 6 の 松の梢は それながら 
蹇た えす 契. 〇 し住吉 .の 神 


西 園 寺 入道 嘯 太郎 


0 國 •名 •甫 •神 •種 •京 •早 •內. 
逸 •橋 本 「鏡 一一つ」 〇鏡が 神を 象徴す る 
ことは いふまで もない。 一つ 鏡が 伊勢の 
兩宮 にあら はれた と附 けた。 

(八〕 神風は 伊勢に、 1 背は 聞く に 附 く。 
(九；} 外宮の 祠官 、新 後 拾遺 巣の 歌人。 

(一 S 前 句は 君に 仕へ るか、 神に 化へ るか 
判然とし ない。 君に 仕へ ると とる のが 普 
通 だが、 附 句は 神への 奉 什と した。 

(一 0 高 本 「一 一親を」 名 本 「後れて 我は」 
(一一 D 孤兒 には 神 佛の K 助の ある ことを 述 
ベた 句、 神と 佛とは 二親に 對 する。 

(一 〇 一  返りを 百年と する ので 十 返りの 松 
は 長い 例に 引く？ 前 句は それながら の 一 
旬で、 松は 年久しくながら へてゐ るが、 
これを 植 A た 人は どぅしたら ぅかの 意。 
(一四〕 附句は それながら を そのままに 絕え 
ずと つづけた。 祈禱の 句。 

(1 6 小 野は 山城の 北 奥地。 今朝し も出づ 
とはいつ のこと か 季節を あげてない が、 
雪 消えを 待つ て 都に 出る 意に とれる。 

( H0 都 人士の 血を 湧かす 贺茂 の 葵祭の 前 
日の 「みあれ 祭」 に 見物を 兼ね、 山の 物 
を賣 りに 出る ととりな した。 「みあれ」 は 
「み 生れ」 で、 神の 生れます 意。 

卷第七 


莬玖波 集 (上) 

(一〕 かどは 中-角 。心の かどは 心のは たら 
き、 才能 。「あらすな」 は 荒らすな で、 あ 
まり 振り 廻すな。 前 句は 敎誡 Q 句。 

(一一〕 附句は 加 茨の 葵祭の ことと し、 奉幣 
使の 長官 以下 盛装して 練つて 行く ので、 

觀 客の 心が 動く と附 けた。 

(一 0 一  註 「引きつれて」 

(四〕 水鳥の 鳴く 音が したの-で、 見る と 一一 
羽 飛んで 行つた との 叙景の 句。 

(五〕 水鳥を 鴨と し、 これを 山城の 贺茂社 
のこと とし、 二つ を上賀 茂、 下 ^ 茂の 兩 
社と 見て、 鳥の 立つ を宮 柱の 立つ と轉じ 
た。 四手 附のや ぅにょ く附い て ゐる〇 
(六；} 大三輪 神を いま も 山王權 現と して 祭. 
つて ゐる〇 

(七〕 附 句の 神む かへは、 神 還りに 對 する 
語。 日 次 日記 十一月 初日の 記事に 今日 諸 
の 神社、 俗に 神 還りと 稱し 、出雲大社 か 
ら還 座す ると 見えて ゐる 、その 神を 迎へ 
るた め 男女 數多 參詣 する 習は しが ある。 

け ふに 對 して 昨日、 祭に 神迎 へと 附け た。 
(<〕 種彥 本には この 句 冬の 部に 出 づとあ 
る。 前 句は 誠を 尊ぶ 意。 

(九〕 雪踏み 分けて 北 野に お 參 りする のは 
自ら僞 りを 去り、 誠 K つく 心から 附けた 


六 0 一 


六 0 一一 


四 


五 


つ 立つな 6 水鳥の 聲 


上下の 賀茂 のかは らの宮 柱 


六 


ふ も日吉 と 祭 b こそす れ 


0 一一 一  諸人の きの ふは 出で し 神む かへ 


八 


僞 b とい ふ 言の葉 ぞうき 


九 二 


人の、 レの かどを あらすな 

•  1 1 

纪に はっか ひの 長の 一打き っれて 救濟 法師 


L 


B 四 


神の ます 北 野の S に -^ とつけ ' 1 


品 法 親王 


350 忍 法師 


もの か 0 

(一 S 京 • # 一  •伊本 「求濟 法師」 

(一 0 はふり 子は 神主 •禰宜 •巫女。 くち 
なし 色の 衣を 著け ると いふ 前 句に、 口な 
しの 意から いはぬ と附 け、 袖を 垂れ、 つ^ V 
しんで 神を まつる 神官から、 だまつ てゐ 
て も わが 心を 神が しろしめす と附- けた。 
(一一 D 前 句の 伏 見は 山城 かも 知れぬ が、 附 
句は 古今 集に 「管 原 や 伏 見の 里の あれ ま 
くも」 と 詠んで ある 大和の 地名と して 附 
けた。 生 駒 郡 都 跡 村に 伏 見 菅原 神社が あ 
る。 附近の 菅原 寺には 行 某が ゐた ところ 
で、 跡 たれし は垂 跡を いふ。 

(一一 0 をみ 衣は 小 忌 衣で、 大嘗 祭、 五節、 

登 明 節會な どに 裝 束の 上に 着る ひとへの 
服で、 白 布に 春の 草 や 鳥な どを 靑摺 りに 
した もの。 雪の 降つ てゐ るな かで、 これ 
を 著て ゐる 大宮人が 女官な どと 近く 一緖 
で 行事を 執つ てゐ たさまで ある。 

(一四〕 雪から 神事の 柳の 白棉 布を 出し、 そ 
れが贺 茂の 社頭に なびく と附 けた。 小 忌 
衣に 摺る二 葉 葵は 贺 茂の 神 山に とる 例。 

(一 5 述懷の 前 句の 住む を 澄む と 見、 昔に 
神代と 應 じ、 祝 ひの 意を こめた 神祇の 附 
句に した。 


はふ 5 子が くちなし 染の 袖た れて 
窒い はぬ 心 も 神 や 知る らん  潰 敎 法師 


伏 見の 里に ふれる 白雪 


二 一 


S 六 跡 たれし 神の 昔の すか はら や 


、をみ 衣 袖う ち ふれし 雪の 中に 
山 S ゆ ふしで 靡く 賀 茂の 神 垣 


むかしの あとに な. ほ ぞ住 むべき 

一 5L . 

s< 五十鈴川 神代の 月 も 君が ため 


もらぬ 御代を 神ぞ 守れる 


藤 原 信 藤 


常 盤 井 入道 嘯 太 s' 


前 大納言 爲氏 
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莬玖波 集 (上) 

(一〕 曇らぬ に眞澄 鏡を 附け 、神には 榊が 
緣が ある。 かご 山は 香具 山の 轉で 、大和 
三 山の 一つ。 古 來神犁 な 山と し、 そこに 
生える 眞賢 木を 取つ て 神を 祭つ た。 

(一 0 天を 雨に とり、 御笠 山と 附け 、前 句 
の 隱れな きに 對し 名に， 高き と應 じた。 

(一一 0 哀御 通夜しての 祈りの 句。 

(四〕 祈願を こめて ゐる社 を 出し、. 短い に 
應 じて 莊 子の 「鳧 脛雖短 續之則 憂 云云」 
にょり、 一轉 して 鴨 脚と い' ひ 下した。 
(no 座の なかに ゐる 鼠が ある、 の 意。 ， 
(六：} 前 句を 和 光 同座の 佛 典の 意に とり、 
わが 山すな はち 额山 にも 鼠を 祀つて ある 
宮が あると 附け た。 鼠祠は 東 塔の 域內に 
あり、 鼠の ほくら とい ふ。 

(七〕 神の 宮も 、八幡 社は 應神 天皇を まつ 
り、 平野 神社は 仁德 天皇を まつつて ある 
ので 前 句の 親子 關 係を ぅつして 附け た。 
(〇 國 •名 •甫 •逸 •藤 •土 •亦 本 「關 
白 前 左大臣」 

(九：；} 前 句の 野 森を 野 守に かへ た。 野 守は 
野の 番人。 野 守の 鏡には し膽 を附 ける の 
は 古くからの 風習で、 M 訪明 神の 祭には 
贈の 捕らへ たいけに えを 捧げる 習惯だ か 
ら 「ハけ にえを かくる」 と ある 本 (名 • 


九 四 


S 九 _か ご 山の にかけ します 鏡 


五 

ち 


まじは る 鼠 こそ あ. れ 


部兼繁 


天が下に， は隱れ ，なき かな 

i o 名に 高き 宮居と な. b. ぬ 三 笠 山  嚴曾 法師 

# 

，夜な れば祈 b ぁかし、 つ 

六 二 ^0 が 賴む 社の 御名の かもの あし 藤 原家躬 


六 一 1 一赏が 山に これ も あかむ る W のうち  一 I  口 nt 法 親王 


親と もな b つ 子と も 名付けつ 
六 U 一宮 居せ し 八幡 平野の 跡 ふ b て 


八 


前關白 左大百 


は € 神 2 
ら の 
ひ 忌 
す 垣 

る に 

巳 引 

の  く 

日 馬 
は も 
過 あ 
ぎ、 

ぬ 

み 

し 

め 

繩 

性 

遵 

法 

師 


神の ますの も b と 誰かな b ぬらん 
契を かくる 洲 羽のは し 鷹  導譽 法師 

月み ては 我ぅ きことの 紛れし に  ， 
名は 住よ しのい ちは やき 神  .救濟 法師 


一四  > 

この 神 も 塵に まじは る 誓に て 

日吉の 宮居 ふもとに ぞ ある  權少 僧都 快 ^ 

一九 五 


甫一 •逸 •種 一〕 本 も 捨て 難い。 

(一 0〕 以前は 月を 見て は 心の 憂さ も 忘れた 
ものであつた のに、 とい ふ 前 句に、 住吉 
の 神は 名前は >c 安い やぅで 實にあ らたか 
な 神威を そな へられた 神 だと 似ょりの も  六 一四 
のをつ けた 。この 神の いちはやく 恐し い 
こと-. は、 土 佐 日記に も 鏡を 海中に 投げ 入 . 
れて神 心を なごめた 記事が ある。 

(一 0 土 本 「いちは やき 住吉の 神」 

(一一 D 忌垣は 不淨を 隔てる 社の 垣、 その あ 
た リに 神馬の 口を とる 社頭の 有樣。  S 
(一一 0 巳の 日の 祓ひは 三月 上の 巳の 日に 行 
ふ祓 ひで、 注述繩 や 人形を 作つて 身體を 
撫で、 これに その 災厄を 託して 河 海に 流 
す 式。 前 句の 忌垣に みしめ 繩はゅ かりが 
あり、 馬と いふに 十二支 J 巳と 附 けた。 

(一四.) 塵に まじは ると いふのは 優れた 神人  六 一六 
が 世撋に まじは る ことで、 '- 1 和 二 其 光一 同 11 
其 座 ことい ふ莊 子の 語に ょる。 前 句は 
尊い 神 も 下界の 人間に まじは つてと いふ 
本覷を 述べて ゐ る。 

(一 5 附句 は延曆 寺は 比 数 山上に あり、 そ 
の 地主た る 山王權 現を まつる 日吉 神社は  亡㈦ 
山の 麓に あると いひ、 前 句の この 神と あ 
るのを 具體 的に あげ、 塵に 麓と 附けた 。 

卷第七 


苋玖波 集 (上〕 

(一〕 若草は や はら かく ^ ょげ に 見える も 
のな ので、 これを 女郎花と して 年若い 男 
女の 契る とい ふ戀 Q 句を 受け、 若草は 末 
久しと つづけ、 女郎花に 對し 男と 附 け、 

若 子の 元服して 將來 Q 榮 達を 男 山 八幡宮 
に 祈る 體に した。 初 元 結と いふのは はじ 
めて 盤を 上げて 紫の 緒で たばねる 元服を 
いふ。 いまの 成人式。 

(一 0 なんの 文 か IJil らか でない が、 字數が 
多く 長文で ある。 

010 附句 はこれ を 願文と 見立て、 逢阪の 
關の あなたの 明 神に 御 神寶を 捧げる とき 
に 添へ 奉つ たと した。 

C 四〕 前 句は ものぅい 旅の 慰めは 舟遊びに 
も あると いふ だけで ある。 附句は 前の 旅 
と あるのを 神の. お 祭に し、 御旅 所に 神輿 
の 留まつ てを られ ると きに 奏樂 する こと 
とし、 土 佐 Q 一官の 神事に とりなした。 

(  5 圖 •名 •前 •種 •神 •京 •大 •北. 
石 •逸 •ィ •橋 •藤 •土  •伊本 「ことし 
にて」 

(0 111 本 「霜の」 

(七；} r. の 朝、 笛聲 のさ やかに 聞え るを、 
十二月に 行 はれる 內侍 所の 御 神樂に 思 ひ 
よせ、 天照大神の 思 戶ご もりのと き、 天 


をみ なへ しよ と 契る 若草 
太 一<  末い のる 初 元 結のを とこ 山 

書きつ づけた る 文字ぞ 數 ある 
六 一九 關 越えて やしろに 送る 神寶 


九 六 


良 阿 法師 


藤 原俊顯 朝臣 


旅の あ. そび は 舟 にても 有 b  _ 

nr 2l 

さ 一 0  土 佐に ます 神の 祭の ことは じめ  濟救 法師 


笛の 音 さ ゆる# の あけぼの 
S 一律 R よ 5 あな 面白と いひ そめて  前 中 納言有 光 


生まれし も 父母な しと 聞く汰 に 


のぅず めの 命の 神樂を 神神が あな 而 白と  §1 名は すが はらの 神の 宮も 6  關白前 左大臣 
_ し たこと を 附け た。 嗚呼の 意の あなは 

笛に ゆかりの ある 語 0  ,  ^ 

CO 早 本 「有 藤」 

(九：} 天子は 至 貴 至尊で あるから 父母が な 

いとい ひ、 源平 盛衰 記には 「われ 十 善の  ， 

戒功 にょりい ま 萬 乘の寶 位を 保つ」 と あ 

る やぅに、 佛 法の 上から 述べた。  . 

(一 S 學本 「なし も」  . 

(一 0 種 一本 「ききつ るに」 

(一一 D 附句は 背 公を まつつ. た 天 滿啻 には 世 
世子 孫が 相績 して 宮守、 Q 勤めを して ゐる 
と附 けた® 


卷第七  一九 七 


莬玖贤 集 0 上〕 


一九 八 


菟玖波 集 卷第八 


釋敎 


名 • [!] •種 •藤 •京 本 「通夜し 


京 本 「侍り」 

石 •逸 •橋 •京 本 


3 圖 

て」 

(一一〕 名 •神 •逸 •藤 
00 名 . lij •神 •種 
「御聲 にて」 

C 四〕 白絲の 瀧の 夜 落ちる 音を 現實に 聞い 
たこと を 前 句に あげたので、 白絲 の 詞に 
ょり、 大慈大悲 Q 觀 音の 手每に その 絲を 
繰 9 かけて と 詞の緣 にす がって 寄 合を な 
した。 夜に 槎 るを かけ、 手に 繰る を 寄 合 
とした。 また 淸水 寺の 本尊が 千 手 觀音佛 
で おはす ことは いふまで もない。 


淸水 寺に 通夜し 侍りけ るに 瀧の 音を 聞きて 
よる 音すな 6 漉の 白 絲‘ 


和 泉 式部 


と 申して まどろみ 侍りけ るに、 御 帳の 中より けだか 


三 


き御聲 して 


四 


S 一一 一大 悲じ やの 千千の 手 ごとに く  5 か 

V これは 觀 音の 付けさせ 給 ひける とぞ。 


て 


(主：} みるめは 海藻の 一 稗、 海松 (みる：} に  かるめ 
見る をい ひかけ、 噂 だけで、 目の あた 9  六 
見ない のにな ぜ戀 ひしい のか、 の 意。 今  0  ft み 
昔 物語には 「みるめ もな きに 人の 戀 ひし 
.き」 と ある。 

(六：} 前 ^J に 對 して、 それは いかなる わけ 
か 知らぬ とい ふべき であるのを、 いかが 
とい ふのに 序と して 用ゐ る # 香 胡の 崎を 
出し、 それは 近江國 にある ので、 さらに 
近 江なる i 加へ た。 

(七〕 甫 •京 •伊本 「いかな れご 


卷第八 


はなくて 戀を する かなと 侍る に 
なる いかごの 海の いかな れば 

此 句は 保 元の 比、 近 江に 在廳 成りけ る もの、 國中 になら びな 
き 美女を あ ひぐ したりけ るを、 國司 聞きて 彼女を 戀 ひける に 
なげき 申しければ、 國司思 ふ樣 ありて、 みるめはなくて とい 
ふ 連歌を して 箱に 入れて 封を 付けて、 此連歌 を 見ず して 付け 
たらん に、 こわと りかな ひたら ば、 汝、 かなげ き 申す 旨を ゆる 
すべし と 云 ひける に、 此男此 道の 行衞を 知らねば、 おも ふは 
かりなくて •、石山 寺に こもりて さまざま 祈り 申しけ るに、 七 
日 過ぎて 泣く 泣く 下向し ける 時、 大門ょり 一町 ばかり 行きて 
下女 一人 行き 逢 ひて 此句を 詠 じけ る 程に、 彿の敎 にこ そと 思 
ひて、 國司の もとへ 行きて ErJ しければ、 ことわり 叶 ひたりと 
て、 其 女を ゆるして けり。 是は觀 音の 御 連歌と なん 申し 傅へ 
だる。  - 

一九 九 


莬玖波 集 (上) 


二 〇〇 


(1〕 旅の 句。 もとの 都は もと 住んで ゐた 
都で、 懷 しさに 歸心 矢の ごとき 心。 

00 甫 •大 •逸本 「これにつ け 侍け る」 
0 一  0 附句は 佛敎に いは ゆる 常樂？ yrl 槃の國 
と 見て、 發心が そこに 達する ただ 一つの 
道と なした。 

(四：} 沙石 集には 明 賢坊 慈濟 律師の 作と し 
て ある 0 

(5 圖 •名 •神 •種 •藤 •北 •石 •逸. 
橋 •京 本 「ながめ」 一說 「詠 じ」 

C 六〕 前 句は いひ. さして 獨立の 意義がない 
が、 宿るべき ところがなくて と 補つ て 見 
る 旅の 句。 

C 七〕 附 句は 西方 淨 土へ 志す 人が なく、 娑 
婆の •& 界に さまょつ てゐ るのを なげく 意 
にした。 日の 暮れに 西へは ょく 附 けられ 
る。 自の句 を 他の 句に なす。 

( 八；} 藤本 「實賴 卿」 京 •伊本 「宣賴 卿」 
〇こ のこと 定賴卿 集には 見えない。 

(九〕 いやしが た い戀の 古き ずを 斷ち たい 
とねが ふ戀の 句。 

(1 S 人間は 元 來煩惱 とい ふ 無明の 界に住 
して ゐる から、 根を 斷つ ことは 容易で な 
いと 論して 釋敎の 句と なす。 戀には 無明 
と應 じ、 根には 地の 下と 寄 合。 


鎌 倉の 極樂 寺の 僧の 夢に、 文诛の 見え 給 ひて 連歌を 
せむ、 つけよ とお ほせられ ければ、 いかにと 申し 侍 
りけ るに、 かく 仰せられ ける  '  : 

一い ざ 歸 6 なん もとの 都に これにつ け 侍りけ る 


三 


四 


塞 思 ひたつ 心の 外に 道 もな し 


讀人 不知 


或 僧の つとめて まどろみたり ける に、 夢に 尊げ なる 

五 

僧 三人 つれて 侍りけ るが、 かく 詠めけ る 


，六 


あはれ な b 日は 暮れ方に な b ぬれ ど 

この 句を 二人して ながめられければ、 今一 人の 僧の 


いひけ る 


七 


S 六 西へ ゆ 


き 人の なき かな 


八 


こめ こと 權中納 言定賴 卿の 日記に 見え 侍る となん。 


紫ズ か:^ 
の か 
雲る 
の を 
む;： 藤 
か の 

へ殘: 

を る 
松と 
の ぞ 
戶 見 
に  る 


稱 

阿 

上 

人 


戀の ふるね をた つょし も か ^ 

六 一一 七 元本 や 無明 住 地の 下にす む  大僧正 實賢 

さと b の後ぞ 開は 晴れぬ る. 

癸 心には いつもす みぬる 月な れど  前 大僧正 最導 

いのる 心は 上と 中 下 

六- U 三代 かけて 仕へ し夜ゐ の 身 も ふ 6 ぬ 二 品 法 親王 


110 

關白家 千 句 連歌に 


二 〇一 


(一 0 眞如の 月は いつも 澄んで ゐる と、 前 
句を ことわつ た。 前 句は 一時の 場合、 後 
句は 常住の ことで 相對 し、 闇と 晴れは 月 
に 關 する 語。. 

(一一 D 圖 •名 • fir •種 •北 •大 •藤 •京 本 
「すみけ る」 

(一一 0 FIJ 一  •種 一 •逸本 r 最守」 

(一四) 上中下 おしなべて 祈る との 前 句を 受 
け、 三代 q 帝に 護持 僧と して 奉 11: した 年 
月 も ひさしい と 述懐した。 夜 居とは 夜分 
に淸凉 殿の 天皇の 御寢 所の 東の 間に 伺候 
して 玉體を 守護す る 高僧 ◦上中下を 三と 
.受けて 三代と なす。 

C1 玉〕 圖 •名 •甫 •藤 •神 •種 •北 •京 • 
石 •橋 本 「夜 ゐ」 

C 1 5 甫 •高 •藤本 「かかれる 藤の」 

(一七) 名 •逸 •常  一 •種 一本 「梢と ぞ」 

(一 0 梢に かかつて ゐ るのは、 春は 過ぎて 
ゐるが 藤の 殘 花と 見る との 前 句に 對 し、 
藤の ゆかりの 紫雲を 拈出 し、 前 句の かか 
ると いふ 語は 場所を 明示して ない ので、 
草庵 S 松の 戶に さがる とし、 そこに 西方 
淨 土の 御 來迎を 待つ と 松に いひ かけた。 
(一 5 逸本 「むかひを」 

01 8 藤 • [!] 本 「關白 家の」 

卷第八 


莬玖波 集 (上) 


二〇二 


(一 〕前 句 月夜の 淋し さを いふ。 季は 初冬 
か 晩秋 か 明示して ない のを、 野 寺の 錡聲 
の 幽かに 聞え る景氣 Q 附け 方に ょり 秋の 
釋敎 とした。 

(一一) 遠い 遠い 夢の やぅな 一一 月と あるので 
釋 尊の 入滅を おもは せる 句。 

0 一 0 附 句は 悉達 太子が 位を 棄て 、修道の 
ため 鷲 峰 山に 入り、 悟りを 開き、 道を 說 
かれた ことを 法の 花咲く とい ひ、 その 涅 
槃に 入られた のを 花の 散 〇 といつ た。 
'(四〕 釋 尊の 說法八 萬 五 千、 いづれ もみな 
すべての 人を 救 ふためで あるとの 前 句を 
受けて、 その 說 法と いふのは 妙法 蓮華 經 
であると 附け 、前に 說 くと ある 「とく」 

の 音を 花の 紐 解く とジ づけた。 

(  5 名 •種 .朮一 •逸 •橋 本 「一人 行く」 
甫 本 「一行の」 〇怫の 尊像を 描く のは 信 
仰の こもる ものであつて、 密敎で は 北 斗 
尊 星 法と いつて、 星を 勸請 し、 長壽 延命、 
除災招 富を 祈る。 くは しい ことは 一行 阿 
閒 梨の 北斗七星 護摩 法に 見えて ゐ る。 一 
行 道と いふのは それを 指した もので、 一 
方では 信仰、 一方では 擁護を 述べて 一連 
とした。 

C 六；} 甫 一本 「ともしの かげに」 


月 寒し とぶら ひ來 ます 友 もがな 
S 一野 寺の 鐘の 遠き 秋の 夜  救濟法 


遠き 名殘は 夢の きさらぎ 


三 


2 一一 ® の 山 御 法の 花の 散 


とくなる 御 法み な 人の 爲 

9. 

六！ 一一 一一 一 これ や この 妙なる 蓮の 花の 紐 


佛の すがた 繪に うつすな 6 


五 


5 一四 


六 


嶺 高き ともしの 下に 立つ 鹿 や 


前 大納言 尊 氏 


sfl e ltlj 左 ナ臣 


人 行く 道を や 星の 照らす らん  二 品 法 親王 


(七；} ともしは 照射の 字を あて、 S の 夜、 
獵師が 山の 木蔭に！： 火を 焚き、 鹿が 火に 
近づく のを 待つて 射る こと。 前 句は獨 立 
して ゐな いが、 附句 はこれ を 人が 迷 ふに 
擬へ た。 くらき はと もしに 反 櫬 する 0 
(C 前 句は 君恩の 洽きを 述べた もので、 
有 雛淚で 袖を ぬらす をい. ふ。 衣の 珠とは 
法 華 經 の 五 百 弟子 授記 品に ある 七喩の 一 
つで、 そつと 親友が わが 衣裡に 入れて く 
れた寶 珠も 久しく 氣が附 かず、 長く 流浪 
して ゐた のち. これを 知つて 貧苦を 免れた 
話で、 大 乘佛敎 $ 種を 受けながら 無明の 
ためには やく 氣のつ かな かつた ことを 示 
す。 前 句を 佛 恩の 高大に とる。 附仞 はは 
やく 悟りを 得たい との 意。 

(  〇 名 一  •種  一 •伊 •橋 一本 「みる 
へき」 藤 •學 • 宵 本 「いづるみ かつき」 
(一 0〕 前 句は 現實 、後 句は その 理由。 殺生 
戒を 守らないで 、罪の 淵に 沈む をい ふ。 
a  〇 圖 •名 •前 •京 •北 •神 •種 •早 • 
內 •大 •橋 •藤本 r 秀能」 一說 r 季 能」 
(一一 0 彌陀の 本願は 紫雲に 乘って 人を 常樂 
涅槃に 導く ので あるとの 前 句。 佛は 衆生 
のために 以前から 心を 碎い てゐら せられ 
たに、 と 前 句に かへ る。 


七 


S 


ら きに 迷 ふためし なる らん 


後鳥羽院 御製 


置く 露も衲 にあ まねき 惠 にて 


八 


九 


襄 衣の 珠をい つかみるべき 


權中納 言 公雄 


後鳥羽院に 奉りけ る 連歌の 中に 
よるひる わかす 求 食を ぞ する 
iik むべき ilh の 世の 罪を 知らねば や 藤 原秀能 


もとの 誓 も むらさきの 雲 


ご一 


S 八 人の 爲佛の 心く だきし に 


二月な れば さえ かへ る容 


導譽 法師 


卷笫八 


二 〇三 


苋玖波 集 (上) 


二 〇四 


(一〕 春寒な ほ嚴 しいとの 春の 句を、 二月 
十五 H 釋尊が 印度の 拘尸那 城跋提 河畔の 
沙羅双樹の 下で 入滅 y'A 槃に 入られた と釋 
敎の句 にと りなした 。あの 高く 繁つ てゐ 
た 沙羅双樹 も佛の 入滅の ために 6 鶴の や 
ぅに 變 色した といは れてゐ る。 木の祜 れ 
るが 冴え かへ る 寒さに 應 じて ゐ る。 

(一 0 前 句は ただの 說明 的の 句。 釋 尊の 出 
現に あたり、 空より 花が 降り、 異香が 漂 
ひ、 妙樂が 聞え たとの 傳說 により、 鷲の 
山と 釋尊 の緣で 、山の 花の 匂 ひを 送る と 
した。 

00 拾 身は 易く揞 心は 難い。 佛道に ては 
思 ふとい ふことは 悟入の 障碍と なると 服 
けた。 敎戒 の 句。 

(四〕 前 句は 隱れた ところがない。 附句 « 
夜は 更けて より曉 を 待つ と つづく。 その 
嘵と いふに、 彌勒 出世して 龍 華樹 下に 三 
會の 說敎 をな す ことを こめた もので、 盛 
衰記 には 「慈 尊の 朝、 三 會 の 曉を 待つ ゆ 
系に 云云」 と ある。 よつて 釋敎の 句。 
(式〕 高祖の かかげられた 法燈の 光りは 末 
の 世 もな ほ 消えずに 殘つ てゐる 。たと へ 
昔の やうに 盛んで なくと も。  . 
(六〕 心に 月の 光りが させば よいが、 迷 ひ 


2 九 各を 殘す 鶴の 林の 木は 枯れて 


わしの 峯 こそ 高き 山な れ 


產 木末よ b 花 いっく 


匂 ひ來て 


身よ. 〇 心の 捨てられよ か 


三 


B とにかくに 思 ふは 法の さは 


古寺の つとめの 


夜. は 更けて 


四 


S 11 その ill を 月 もまつ らん 


五. 


光を 殘す 法のと もし 火 


六 


救濟 法師 


品 法 親王 


前 大納言 尊 氏 


權少 僧都 永 運 


七 


六 M 月 出で ぬ 心の やみやぅ かるらん  源  維義 


の 闇に とざされて はさ だめて 憂い もので 
あらぅ と、 光リに 月、 ともしに 闇と 相應 
じて 寄 合。 

(七〕 藤 •學 •小 本 「惟義」 

(八〕 前 句は 悟入 すれば 心 月が 明らかで あ 
ると し、 附句は 反對に 山の 奥深い ところ 
では _ 起きしても 月の 光 9 が 見えないで 
哜い と、 悟りの 道でなくて、 實景 を附け 
て變 化を なした。 

(九〕 心に かけて 佛法 に たよ § との 前 句に 
その 修業と して嘵 露を 分けて 佛に 奉る た 
めに 榕を 採つ たと 附けた 。露が 玉な すと 
いふより 玉櫸 とい ひ 下し、 前 句の かけと 
應 じた。 下より 上へ かへ る。 

(一 S 學 •小 本 「後世の やみ」 

(一 0 殺生 か 何 かを 好んで ゐ ると、 のちの 
世の 罪が 恐し いと 歎息して ゐる前 句に、 
曉 早く 寺に ての 勤め 3 鐘の 聲に さぅ だと 
覺られ ると 附けた 。 

(一一 0 名 .甫 一本 「乘 阿」 ， 

(一一 0 世に わづら はされ ないで、 閑居して 
ゐる 身には、 つくづくと 當 今の 時世が わ 
かると 述懐の 句。 

(一四；} 朝は 心が ものに みだされな いです が 
すがし いも 8 、 早_ に 起き 出で て お 寺の 


心 や 法の 道に いるらん 


八 


S  お 


の 廃 起きは 月 も 見す 


かけて 心に 賴む法 かな 


九 


六 § しきみ つむ 曉 露の 玉た すき 


10 


うちな げか かる 後の世の つみ 
S 六曉 のつ とめの 鐘の 聲聲に 


1 三 


一四 


づかな る 身に 時を こそ 知れ 


S 七 心すむ 曉お きに 鐘き きて 


周 阿 法師 


平  宗行 


M 阿 法師 


權律 師玄祐 


卷第八 


二〇五 


莬玖波 集 (上〕 


二 〇六 


錡聲を 聞く と附 けた。 

(一〕 早瀬の 波が 岸 寄りのと ころでは 氷つ 
てゐる との 冬の 句。 

(一 0 心の 月は 河 上の 月と 異なり、 靜かで 
ものに み' だされな いと 逆に 相對 して 附け 
た。 早き に 靜か 、氷りに 泣む 月は 寄 合。 
(一一 0 人生を 眞 の 夢と すれば、' 眠りの 間に 
見る 夢は 假 りの 夢で あるとの 附 合。 

(四〕 中古 以來 、寺と いへ杜 三 井寺、 山と 
いへ ば延曆 寺を 指す U 法に 本末が あると 
いふ 前 ^J に、 同じ 天台宗に も智證 大師の 
寺 門 派と 慈覺 大師の 山門 派とは 流れを 異 
にし、 溆山も 東 塔 •西 塔 •横 川 C ょかは〕 
の三堪 とわ かれて ゐ ると 具象 L た。 

(式) 難 波 浦、 はい ま 遠くまで も 潮が 引いて 
ゐる 。早く 漕ぎ出た 浦 船は 遠く 沖の 方に、 
さぅ しな かつた 船は 潮の 滿つる のを 待つ 
てゐ るとの 海景。 雛 波 ば 善 光寺 如 來の出 
現された 地、 聖德 太子 建立の 天 王 寺の あ 
ると ころ。 

(六；} 浦 船の 乘 9 に 法を、 潮干に みちと 應 
じて、 いま 世に 廣がっ て ゐる佛 法の 起り 
はたれ が 知つ てゐ るかと した 0 
(七〕 佛 は、 淸淨な 蓮華の 王座に おはし ま 
す。 蓮は 佛に緣 Q 多い 花。 當 麻の 中將姬 


はやき 瀨の彼 こそ 岸に 氷， 〇 けれ 

二 

g 〈心の 月よ しづかに てす め 


か 6 なる 夢は さだかに もな し 

三 

g 九 人の 身は まよ ひを 常の、 レに て 


法の 道に も 本末は あ 6 
so 寺は 三 井山は よ 川の 流れに て 


法 印聰海 


藤 原 信 藤 


性遵 法師 


五 


六 


導！！ 家の 千 句に 

ほひは 遠し 難 波. 浦 船 


S1 世に みちし 御 法のは じめ 誰か 知る 救濟 法師 


は 蓮の 絲で曼 陀羅を 織られた とい ふは 古 
來の 傳說 である。 

(八〕 蓮の 絲から 一筋と いひ、 その 季節 か 
ら一 夏と つけた。 一 h は  一 S 安居 (いち 
げ あんご〕 の 略。 印度では 四月ょり 九月 
までの 雨期に 僧侶が 窟に こもり 修養に 勤 
めた。 これを 一 夏 安居 どい ふ。 

(九〕 思 ふ 人に 逢 ひ 難いのを 悲觀 して 捨身 
したと 戀か ら來 た釋敎 Q 句。 

(一 S 釋 尊の 說く 無常 Q 敎を 半分 聞いて わ 
かつた 顏 をして ゐる 半可通 や 增上慢 の 徒 
はとても 敎主に は 逢 ひ 雛い。 
(10名.種.逸.甫1本「親祐」 

(一一 D 前 句は 春の 惜別を 述べ、 附句 は釋尊 
涅槃の 跡を 訪 へば、 入寂の 二 丹 十五 日は 
遙か のむ かし / d が、 いま も 人の 心を ひき 
つける ので、 春の 別れは ほかの 季節ょり 
もつ らいと した。 

(一一 0 圖本 「良 證」 

0 四，) 驚の 山は 印度の 鷲 峰 山、 釋 尊の 行 道 
五十 年に 及ぶ 遺跡。 月は 佛陀を 指す。 

(一 a 鹿の 苑は鹿 野 園で 釋 尊の 成道笫 一年 
の 一月 十五 H 梵天の 勸請に 應じ てこ こで 
不死の 法 鼓を ぅたれた。 

(U0 竹の 編 笠を 目 深く かぶつた 旅僧 か 世 


b 


六 M 


佛を 織る ぞはす の絲な る 


八 


筋に この  一/夏を つとめ ば や 


九 


逢 ひがたし とや 身を も捨つ らん 


一〇 


六 M 半ばき く 常な き 法の ことの 葉 


春 こそ 人の 別れな b けれ 

一二  - 
塞 あとを とふ その 二月は 昔に て 


前 大納言 氏忠 


權少 僧都 觀祐 


•  ご 二 

法眼 良 澄 


鷲の 山に や 月は 入る らん 

臺 M の苑 出で しは 法のは じめ にて  源  藤經 


目の 上まで も かかる 竹 笠 


卷笫  A 


二〇七 


莬玖波 集 (上〕 


二〇八 


の 佗人 か、 いづれ とも いつて ゐない 0 
< 一〕 日頃 殺生を した 獵師が 死後趵 魔 廳に 
引かれて 行く 姿を 出し、 秤に かけられ、 
罪の 輕重を 問 はれる ことを 悟れと した。 
00 支那 二十 四. 孝の 一人 郭巨 のこと で 附 
けた。 漢 の 隆 慮の 郭巨は 極めて 貧しい が 
母に 孝養に つとめた。 母は また その 食を 
常に 孫に 與へる ので、 母 思 ひの H は 子供 
は# び 出來 るが 母は 得られない から、 む 
しろ 子供を 坝 めよぅと 妻に 謀り、 地を 掘 
ると、 三尺 ばかりで 天の 授け か黃 金の 入 
つた. 一つの‘ 薬を 得た 傳說 により、 むかし 
榮 えて ゐた 檀那寺の わが 祖先の 墓地で も 
金を 掘り出す よぅに 企てたら、 とした。 
0 〇 「枝ながら 見む 山 櫻」 と 歌つ た 古人 
も あるが、 佛の手 向けで あるから 一枝を 
折つ たとの 意 0 
(S〕 逸本 「手 向に ぞ」 

(五〕 しきみ はいつ も佛に 捧げる 習 ひで あ 
るから、 と附 けた。 

.(六 G 圖 •名 •甫 •神 •種 •北 •石 •逸. 
橋 •藤 •京 本 「常 Q* 花に て」 

<七〕 前 句は 怠りが ち だとい つて ゐ るのを 
附句は そのつ とめを 職業の 上で なく 勤行 
の 意に とりなし、 むかし 蘇 我 氏が はじめ 


裏 狩人の つみのは か b を 思 ひ 知れ  良 阿 法師 


いやしき 身に も親ぞ やしな ふ 
六 老寺 あら ば 金 かまへ て 掘. 〇 出 だせ  順覺 法師 


、一枝は 手 向に も 折る 山 櫻 

35: 丄 ヽ 

空 〈しきみ をつ むは 常の 業に て 


な どいた つらに つとめざる ら^ P 


七 


S 九 寺 近き 飛鳥の 里に 住みながら 


八 L 


信 照 法師 


十佛 法師 


つの つづみの 聲は聞 ゆな b 
六 S 我が もとの 身の つみ や 消 ゆらん  浼賴 朝 E 


で 佛 寺を 興した 登 浦寺や 元 興 寺な どの あ 

つた 飛鳥の ほとりに 住みながら、 佛のお 

勤めを なぜし ないかと なじつ た 句 0 

<<〕 九品淨 土に 生まれる ことを ねがつ て 

朝、 晝 、夜に 勤行す る 祈りの 聲。 

〈九〕 父の 聲か 、いまだ 考へ 得ない。 

•c 一 S 六っの 根は、 眼 耳鼻. 舌 身 意の 六 根、 

この 六 根. の 妄用に ょって 種種の 罪を 生ず 
る 0 

.0 一) いせおは 伊勢男の 意 か、 磯の 海人 か。 
海上 (C 夜 ふけて 漁り火が 見える。 

•(一一 D 圖 •名。 [II •種 •大 •北 •藤 •高 本 「夜半」 
010 前 句の 舟の 緣 語の 乘 りの 昔に 通 ふ佛 
の 御 法を拈 出し、 有難い 佛 法の み 敎へに 
•は 心が 引かれる と、 漁獵を 事と し、 殺生 
に從つ てゐる 漁夫の ヒを思 ひやつ て附け 
た。 

(一四) 悟りを 開く は 怫 法の お蔭で あ . 〇 とい 
ふを、 ひらく とい ふに つけて 法の 花と 出 
し、 併せて 妙法 速 華を 讃 歎した。 

■(一 5 佛敎を 開かれた 靈山に は そのみし る 
しを 收 めた 箱が あると 傅へ、 前 句の 関く 
に 對し 箱と 置いた。 大谷 派な どに も その 
佘祖の 遺物を 收 めた 二 九 一の 函が ある。 
<u o わが 垣の 後方に あた リ野 寺が ある。 


散木弃 歌集 卷 十には 


九 


ここのつ のちの こ ^ 遠くき こ ゆな 


六六一 
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わがむ つのね のつ みやき ゆらん  安藝 守 重 基 


後鳥羽院に 奉りけ る 連歌の 中に 


一二 


せ ib の あまの 夜の つ b ぶ ね 


1 三 


3 i 御 法には 心の など かひ かざらん  源 家長 朝臣 


四 


さと 6 ひらく は 法の 花 かな 


一 五 


S 一一  名 も 高き 山に ひとつの 箱 あ b て  二 品 法 親王 


1 六 

垣の 


へは 野 寺な b け b 


卷笫八 


一一 〇九 


八  七 


誰 二 

. t こ。 

一八 

9 七 

か 

だ 

聲 

て 

知 

<■  ■  .■為 

ち 

な 

る 

法 作 

聲 

十 

の 

_  —  ■* 

一 ■  ■  * 

に 

聲 

花 

つ 

い 

も 

ぞ 

の 

i こ 

お 

し 

河 

る 

な 

な 

の 

彼 

じ 

を 

中 

.の 

み 

分 

の 

國 

す ご， 

け 

道 

の 

す こ 

名 

に 

る 

立 

鏡 

阿 

觀 

法 

上 九 

師  人 


一二 〇 

穴 S (打へ ば佛ル 前の ぬか づきに  久良 親王 
高 野の 嶺の曉 の 月 

春： xra いでむ 後の 佛の よは 遠し  關白前 左大臣 

带子 はかなら す 師を ぞいた だく 
m、 , 陀のま すうて なの 前にす す 取 b て救濟 法師 


蔸玖波 集 (上〕 

(一 3 佛前に 額づ いて お經を 讀んだ りお 勤 
めを すると お 寺の 行事を 附け た。 寺に 佛 
の附 合は 勿論 だが、 前 句の しりへ には. 佛 
の 前の 字を 利かせた。 萬 葉 集の 笠郞 女の 
r 大 寺の 餓鬼の しりへ に 餌づ くごと し」 

の 歌に も 思 ひ 寄せが あるので はな， いか。 
00 一說 「ぬか づきて」 

〇〇 弘法 大師の 開かれた 高 W 山の晓 の 月 
.は 如何にも 森と して 人を 深く 思は せる。 
(四〕 前 句の 月を 受けて 出で とつ づけ、 釋 
.尊 入滅 Q  Q ち 彌勒 菩薩の 出で られ るまで 
にはょ ほどの 歲月が あると 長大息した 釋 
敎の句 。 

(式〕古 へ は弟子七尺^^ つ て師 の影を踏ま 
ずと いひ、 師道の 篤かつた ことを 述べた。 
(六；} 前 句を 釋敎 の 句に と 9- なし、 阿彌陀 
如 來 の 蓮の 臺 の 前に 珠數を つまぐつて、 
末世の 佛 弟子と してつ かへ る さまに 附け . 
た 0 

<七) 淨土に も 比の 上、 上の 中、 上の 下以 
下 九 品の 階級を 分けて あると 差別 觀を述 
ベて ゐ る。 

C 八〕 彌陀の 名號は 一度 唱 へても 十 度唱へ 
て も 同じ やぅに 往生が 出來 ると 無 差 81 觀 
を附け 添へ てゐ る。 


C.O 一說に 「法師」 

(一 S 一度 南無 阿彌陀 佛と唱 へさへ f れば 
かならず 極樂に 行ける とい ふ 淨土敎 の 本 
旨を 述べて ゐ る。 

(一一.) rs 槃經な どに ある 二 河喩 (にが ゆ；} を 
引いて、 迷界 の 此岸から 極樂の 彼岸に い 
たるのは 容易で ない と附 けた。 一一 河は 水 
河と 火 河。 貪欲は 水、 IJE 恚は 火に 當 る。 
その 間の 中の 道とは 觀經散 善義に 說かれ 
た 二 河 白 道で、 いは ゆる 白 道は 淸淨な 信 
心、 すなは ち 阿彌 陀佛の 信仰を 示した も 
ので ある。 易と 難との 反 對附。 

(一一 0 前の 句と 同じく、. 法然 上人の 敎義を 
述べた 前 句に、 常樂涅 槃の國 を 心に かけ 
てゐ るので、 遠くは ない と附 けた 0 
(一 〇 大乘 佛敎に 常に 用 ゐられ る 「三界 唯 
一心、 心外 無 別法」 をぅた った もので、 
佛 •衆生 •怨 婆 •極樂 とい ふの も、 各自 
の 心で 作り出す ものであって、 結局 同一 
物で 差異は ない。 

(一四) 悟り 得て は怫の 座と なる 蓮華の 國は 
やがて 自分の すみかと なると 添へ た。 

(一 5 學本 「頓阿 上人」 

0 5 殺生 戒を 讀んだ もの。 

0 e 深い 信仰を いふ。 


行き 生まる るは 一聲 のうち 


一二 


S 彼の 國も 心に あれば 遠からで 


心の 外は かの 國 7^ なし 
so 冗 こえて はやが て 蓮 ぞ栖な る 


木鎭 法師 


一 五 

頓導 上人 


家の 千 句 連歌に 

朝夕の 釣 6 たるる 身の いとまな み 
S 1 つみな きこと に 世を 渡れ かし 


深く たのむ や佛な るらん 
rs 一一  後の世を 罪を おそる る 心に て 


前 大納言 尊 氏 


高 階 重 成 


卷第八 


二 


莬玖波 集 (上) 


一二 一一 


(一〕 むかしは、 一日を 十二時に わけて ゐ 
た。 藥師 如來は 十二の 誓願を もつ て をら 
れた ので 附合 とした。 なほ、 藥は 人の 病 
を. 宽す ものな ので、 佛の 誓願を 藥に たと 
へた ことは いふまで もない。 

00 國の制 法が きびしいた めに 人の 爭ひ 
がない 〇  ' 

(一一 0 前 句の 法を 佛の 道の 法の 意味に 取り 
被 (まき) の 蔭を 流れる 谷川の 淸淨な 水を 
汲んで 佛に 奉る とした。 したがつて 爭ひ 
がさら にないと。 

£ 〕 京 •低 本 「賴 言」 

(其) 雛 波の 浦の 夕暮れと だけで も 意義は 
さまざま に 取れる のを、 難 波の 浦の _ 夕暮 
れ のさび しさを 感じる とし、 それに 四 天 
王 寺の 入相の鐘を 聞いて 一層 だと 附け加 
へた もので あらぅ か。 能 因の 歌には 「夏 
尊の かリそ めに とて 來 しか ども 難 波の 浦 
に 秋ぞ. 暮れぬ る」 • 

00 名 .朮一 •逸本 「師 義」 

(七〕 壁の 中の 鼠の 穴の あなの 音を 感歎詞 
の あなに いひ かけた。 鼠が 穿つ 壁の 穴、 
古寺で 薄 一" いとき rc 蝙蝠の 鳴く 聲が 聞え 
るのも同じゃぅに不快でぁるとし企。 
(<) 一 本に 「明きよ に」 


十と ふたつは ょるひるの 時 

し  一 

交 一一！ 藥をば 蹄 ももつ と 聞きつ るに 


導 # 法師 


法の ためには あらそ ひもな し 


四 


S 四 被の 葉の 蔭 ゆ •く 水に. あか 汲みて  賴玄 法師 


け ふは 難 波の 浦の 夕 ぐれ 


五 


£ 龙 寺 あれば また 入 41 の 鐘き きて 


源 


兵 


かべの 鼠の あなむ つかし や 

七  八 

$ハ古寺のかはほ6鳴きて暗きょに  常智 法師 


交 

cz> 

つズ 灯:; 
き の 
せな 
ぬ ほ 
法 も 
は の 
我 こ 
が  5 
山 て 
に 長 
あ き 
b  夜 

に 


__ I— 

七 

閑 3 つ 
か と 
な む' 
る  る 
山 こ 
と と 
思 も 
へ  ■ ~ う 

ば 夏 
休 二の 
ち う 
ひ ち 
て 


源 


親 

光 


二 品 法、 親王 


一二 


露 や 衣の 珠を見 すらむ 


一二 


六 K 曉の 月に も あかの 水と るに 


藤 原 親 長 朝臣 


一四 


高野山む ろの 戶 深き あとと へば- 


一 五 


2 九 法に、 レ ぞ 


六 


さだま ^ る 


導 


法 師 


後れ 先たち 行く はかの 國 


ニニ ーー 


(〇一 夏 (いちげ). は 一 夏 安居の 略。 一 夏 
九十： n 佛徙 Q 修行を いふ。 

0  0) 閑 かな 11.1 では 月日の めぐる の も遲い 
やうで、 とかく 怠慢と なり 易い と附 けた。 
(一 〇 圖 •名 •逸 • TIT 一本 「やすく ゐて」 
(一一 0 衣に おく 露は 法華經 にいつて ゐる衣 
の 裡の致 珠を 示す やう だと Q 前 ^] 。 

(一一 0 附 句は、 それを 佛に 奉る ために 問 伽 
(あか.) の 水を 汲まう と曉に 起き 出で て 立 
つて ゐる袂 におく 露と した。 

(一四〕 名 •種  一 •橋 本 「ふるき」 

(一 a 高 野 ■山に 弘法 大師の 御廟 q 奥深い あ 
とを 訪ねる と、 あたりは 靜か に、 心 も 澄 
んで 、發 菩提心が しつかりと 身に つく や 
うで ある 0 

(R0 名 •逸本 「さ ？ C まれる」 一本 「さ だ 
めた る」 

〇 七〕 秋の 夜長に 灯の 影が 殘つ てゐ ると あ 
るのは、 閑 かに 文 見る 人の 上 か、 もしく 
'はしめ やかに 友とう ち 語ら ふため か、 寢 
もやらぬ ほどの 意。 

(一 0 薇 IU* には 傳敎 大師以 來絕 えない 灯が 
いま も 根本 中堂に 點ぜ られて ある。 それ 
に 結びつけ、 長き 世 につきせ ず 法燈が 輝 
いて ゐ ると 釋敎の 句に した。 

卷  第  八 


菟玖 波. 集 (上〕 


二 一四 


C 1 ；} 早晚 ゆく のは かの 極 樂國と あるに、 
よし 自力でなくて も、 彌陀 Q 力で と附け 
た 0 

00 月が 明るくて は 魚が 取れない ので、 
鵜 飼は 闇を 待つて 下流から だんだん 上へ 
さかの、 ぼつて 行く。 

(一 0 名 .朮 •京 •種 •石 •逸 •橋 •伊本 
によ 9「 « の 山」 の 句 及び 作者 名を 補 ふ。 
〇附 甸 は釋 尊の 行 道され た 鷲の 山には 有 
明けの. 月が 輝い. てゐ るのを 顧みないで と 
附 け、 佛の敎 へを よそに 殺生に いそしん 
で ゐるの を 諷した。 

(a) 名 •逸 •甫一 •種 一 •橋 •京 •伊本 
「四 年」 一本に 「二 年」 

(玉) 名 •小 •種 •甫一 •逸本 「なほ 世に」 
一本 「なき 世に」 〇 「なき 世に なりて 榮ぇ 
まし」 となつ てゐる 本に よれば、 死後に 
榮え よと いふ 意と なる が、 諸 本を 考 へ、 
「なほ 世に こえて」 と ある 本を 取つ / C 。 
(六；} 附 句の 三つの 寶は佛 法 僧の 三つを い 
ふことは 勿論で あるが じ词 時に 寺の 名の 
三 寶院も 詠み 入れて ある。 末の 「のり」 
は あるいは 「より」 の 誤リ か。 

(七〕 前 句は 常夜燈 をい ひ、 附句は 灯に ち 
なみ、 あかしと 應 じ、 佛祖 の 敎 へを 究め 


六 <一 我よ. 〇 も 人の ちからの 渡し舟 


のぼる 鵜 飼の 闇を まちつつ 

三 

穴- 1 鷲の 山 その 有 明を よそに みて 


救濟 法師 


藤 原秀能 


文 和 四 年 十二月 前 大僧正 賢 俊 三 寶院に てこれ かれ 百 
韻の 連歌し 侍りし に 

■五 


この 寺 やな ほ 肚 にこえ て 榮 えま 


六 


ナヽ  <一11 三つの 寶を庳 へ來 しの 


よるひる もな き 常のと もし 火 


BS 白 fa fe ナ臣 


六 <5 書き 置ける 法の ことわ？ 見 あかして 藤 原俊顯 朝臣 


あ S 

惜 

法 

心 

か 

し 

の 

に 

< 

ま 

師 

深 

む. 

ぬ 

の 

< 

に 

ゆ 

敎 

世 

ぬ 

へ . 

を 

る 

に 
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い 

る 

身 八 

道 

と 

は 

を 

に 

ひ 

J: 

ぞ 

入 

つ 

し 

捨九 

b 

つ 

や 

て 

そ 

苔 

つ 

め 

の 

る 

て 

袖 

用 二  京 

遍  月 


師  八  師  師 


法  上  法  法 


空しき ものと 我が身を ぞ 知る 
ー トー さぎよ ^* 、 じを 月に かけし よ b  高山 

誰が 聲、 にて か 我を 呼ぶ らん 
t こそ おく  b むか ふる 誓な れ  行 阿 

V 

しめじが 原に のこる 枯草 

ニー 五 


つくして、 斯 壇の 光りと 仰がれる よぅに 

いひな す。  す 

(八〕 名 •逸本 「身を ぞ」 一本 「身を も」  '六 <五 
と ある 0 

( 〇 藤 •圖 •名 •甫 •京 •北 •伊本 「捨 
てつる」 一本 「捨てぬ る」 

(一 S 苔の 衣は 僧衣。 衣の ぬれる の もい と 
は ず、 佛に 奉る 淸き 眞淸 水を 汲んで 歸ら. 

ぅとす る。 附句 によつ て 前 句の 捨身の 身  六 八 六 
が 生きて 來 る。 

(一 0 石 .前 一本 「用 通」 種本 「圓 遍」 

(一一 0 この 身を / c Q まず、 みな 空と 知る 境 
地に いたつ た 原因を 附句 とした。 佛陀 の  六 八 ゼ 
光りを 月に なぞらへ てゐ る。 

(一 a 自分を 呼ぶ のは たれの 聲か しちと い 
ふ 前 句を、 附句 は佛 のみ 聲で あると した。 

佛は 衆生を 常樂渑 槃の國 に 送り 迎へ るの 
を 誓願と してを られ ると 附け た。  六 八 八 
(一四) しめ ぢが 原は 下野 國都贺 郡、 その他 
にも 同名のと ころが ある。 さし ^ 草の 野 
生す る 地と して 歌に よまれて ゐ る。 前 句 
は 冬枯れの さびし さを 詠む。 

卷第ヘ 


菟玖波 集 (上) 


一二 六 


(一〕 附句は 新 古今 集釋敎 Q 部に ある 「な 
ほ賴 めしめ ぢが 原の さし も箪 われ 世の中 
にあらん かぎりは」 とい ふ觀音 〇 歌に ょ 
つてつ づけた。 

(一 ^ 本來 空と いふ 思想から、 現と いふの 
もみな はかない 夢 だとい ふのに、 釋 尊の 
一代に 說かれ た 八 萬 四千の 敎法 だけは 僞 
りがない と附 けた。 

(一一 0 市は 人の 雜沓 すると ころ だが、 大隱 
は 市に 隱る ともい ひ、 空 也 上人の 作には 
「なかなかに 市の 中 こそ 住みょ けれ 人の 
多き -^ 深山 木に して」 の 歌 も あるので、 
さわがしき 市に あつても 獨 り心淸 *< 澄ん 
で ゐ る、 との 意。 

(四〕 高 •小 本 「ぅる こと あるは まことな 
き 道」 と ある。 〇 求める とか 欲と かいふ 
ことがなければ、 それが 誠の 道で、 淸く 
すまれる と附 けた。 得る の 音は 賣るに 通 
ひ、 市に 附 く。 

(五〕 意馬心猿と いつて 心は 放逸に なり 易 
い。 梵網經 には 「心 馬惡 道を 馳せ 、放逸 
禁制し 難し」 とも 見えて ゐ るのを、 馬は 
乗りと いふので 法 (のり〕 に 通は せ、 心を 
制する といつ てもなくすべき ではなく、 
よく  導けば 佛道に かな ふとい ふ 意。 


K 九 そのち かひ ちぢの 佛を ただ 賴め  文 屋行持 


ぅつつと いふ も 皆夢ぞ かし 

一一  V  、 

六 九 0 とき 置きし 御 法 ばか 6 はまこと にて 淨圓 法師 


三 


さわ かし ^ 市の 中に もす む >[> 


四 


B  うる ことなき はまこと ある 道 


源  氏賴 


五 


こころの 馬は の 


こそ あれ 


六 


六 九 I 一う きこと をはな れし 後は 语 6 にて 藤 原 親尙 


かけて 祈る はこの 世 後の世 


七 


SI1 二つな き 心は 西に あ なが 


母 阿 法師 


(六〕 まづ爱 きと いふ 情を 離れば 悟りに な 
ると 說明を 加へ た。 前 句は 一般的に、 附 
仞は 局所を 說 く。 

(七〕 この 世の ちの 世と あ 〇 の ■を 二つと 受 
け、 一筋に 彌陀を 念ずる 心は 現世を のが 
れ 、彌陀 のまし ます 西方 淨 土と 志しな が 
ら 、現當 二 世の 幸を 祈る とか かる。 

(八〕 前 句は わが 國 Q 敎へで も支邵 Q 中席 
の說で も 同じ ことで あるのを、 弗 敎の上 
に とりなし 、法の 緣 語の 乘りに 船を つけ、 
極樂國 に 送る 船が 水に 浮かんで 衆生を 濟 
度し よぅとして ゐる と附 けた。 

C 九〕 淵に 湖に 鵜 川を 立て！： 火の 影が 水に 
きらめいて ゐる H 景を前 句と し、 殺生の 
咎に ょリ來 世には 重い罪、 輕い 罪に あて 
られ ると 釋敎 の 句に とりなす。 

(一 S 三 句 連績の .例で ある。 む ば 玉は ぅば 
玉の 轉で、 「ひ あ ふぎ」 の實 をい ひ、 そ 
の ^ レ 色 力ら 夜の 枕詞と 使つ て來 たのを 
ここは 夜 Q 義と なす。 

(一 0 夢は さめ 易い との 前 句。 しかるに 長 
夜の 眠りから 覺 めず、 は-かなき 人生に 執 
著して 悟りが 開けない と附 け、. つぎには 
それを 悔いる 心を 述べて ゐるが 、第三 句 
は 少し 輪 周の 嫌 ひが ある。 


かは らぬ 道を の 6 とこ そき け 


八 


六 a 彼の 岸に おく， 〇 むか ふる 船 浮けて 稱阿 上 A 

ふち 世の 鵜 舟 かが 6 火の 影 
臺 後の世は 罪に よ 6てゃがはるらん照廉と\ 


貞和四 年 六月 家の 百 韻 連歌に 


一 0 


やすく 驚く む ば 玉の 夢 
いかにして ながき 眠は 覺めも 
と 侍る に 

安、 迷 ひそめぬ るかた ぞ海 やしき 


せぬ 左 兵衞督 直義 


前 大納言 尊 兵 


'ノ 


卷第八 


ニー 七 


莬玖波 集 (上) 


一一 一八 


(〇 甫 •種 •石 •逸 •橋 •一  •大 一本 

「侍り」 

(一一；} 公忠 集には つ. ぎの 詞書が あつて、 公 
忠 一人の 歌と なつて ゐ る。 公忠 集を 誤リ 
なしと す. ると、 これを たれ かが 連歌の さ 
まに 作り かへ たもの か。， 

延喜御 時に、 月 あかかりけ る 夜、 藤壺 
など. めぐりて 御覽 じけ る 御供に、 ただ 
一人 侍 ひける に、 たれと も 知らぬ 女の 
一人いで ゐ ていみ じう 泣く が あるを、 
うへ にいみ じう あやしが らせ給 ひて、 
，かれより てと へと 仰せられければ、 よ 
りて 物い へど いらへ ざリ ければ よめる 
M ふらん 心のう ちは 知らね ども 
•  なくを 見る こそ 哀れな り けれ 
公忠は 三十 六 歌仙の 一人。 

(一 10 時雨は 紅葉の 色を 染める ものである 
ので もの 思 ひに 悲しみ.、 紅涙を 袖に そそ 
ぐ 意に とリ 、冬の 句を 戀に轉 じた。 後 ^ 
遺集に 「忍 ぶれ ど 淚ぞ しるき 紅に もの お 
も ふ 袖は 染 むべ かりけ る」 の やうな 類歌 
が 古 來少 くない。 


菟玖波 集 卷第九 


戀連歌卜 


女御 〇 さぅ しょりか たちょき 女の いで 來て物 思 ひす 
がた にて 泣く を御覽 じて  • 

なくを 見る こそ 悲し か b けれ 
とお ほせられ 侍りければ 


延喜 御製 


六 ^ M ふらん 心の中は 知らね ども 


時雨は じむる 神無月 かな 


源 公忠 朝臣 


三 


<四〕 待つ 戀を 詠んだ もの。 

_(lo 名は 疎 石、 嵯峨の 天 龍 寺な どの 開山。 
芷平六 年 入寂。 

(六〕 前 句は 虚言 も 時に とつて はなさけ だ 
* と 人の いふのを 素直に 承知して、 恨みを 
ぅはべ にあら はさず 待つ 戀を附 けた。 
(七) 學 •北 •高 •藤 •京 本 「しめ ど」 
名 •逸本 「しめて」 

(八〕 夜 床に そょ と 訪れる 秋風は、 なんと 
.なくなつ かしい 愛が 湧く。 これを 身に あ 
びて いろいろの ことが 聯想され るので、 

_ 千千に もの 思ふ戀 人の 心が 秋風で 知れる 
と附 けた。 床 夏は 撫子の 一名、 可愛い 人 
の 上に も ゆかりが ある。 源氏に 「撫子の 
床な つかしき 色を 見 ば もとの 垣根を 人 や 
たづ ねん」 

(九：} 一本に 「宗 長」 と ある。 

0 0〕 いなばに 往な ばを かけ、 松に 待つ を 
かけた 中納 言行 平の 「立ち わかれい な ば 
の 山の 峯に生 ふる 松と しき かばい ま歸リ 
こん」 の 歌を 踏まへ ての 作。 旅に 行った 
人の ゐる ところの 松に わが 待つ と吿げ て 
くれ。 〇名 •甫 •大本 「人を」 

'(一 0 學本 「松を」 


前 太 政 


六 九 八 物 思 ふ 袖よ 6 色を 見せ 初めて  常 盤 井 入道 ば プ § 


更 くる 夜 もさながら 我は ねられぬ に 


四 


W 九 待つ らんと だに 人は 思は じ 


げ 

六 


つは 


情な 6 け 


七 


身に しめて 床な つかしき 秋風に 


八 


七 〇一  戀 ひせん 人の 心を ぞ细る 


後鳥羽院に 奉れる 連歌の 中に 


10 


A のい な ばの 松に つげ こせ 


五 


夢 窓國師 


七 00 來ぬ まで も 待たる る 程は 慰みて  源敦有 朝臣 


九 


源 家長 朝臣 


卷第九 


一二 九 


菟玖波 集 (上) 

(一〕 附 句は 本に ょり 異同が 多い。 先方の 
.松に 照る 月 も 過ぎた 思 ひ 出は ありあり と 
見える ぐら ゐに と附 けた。 

-(一〇 あきらめの つかない 戀の 句に、 袖に 
おく 涙は 玉の 井の 水の やう / C と あきらめ 
.られぬさまを附けた。〇學本「淚の露」 
.(一一 0 添 ふことの まだ 出來な い 人を 思 ひつ 
つまどろ むと、 手枕の 夢に その 人に 逢 ふ 
.と 見た との 前 句に、 夢の 俤 .をつ けた。 

-( 四〕 名 本 r 淚なが らも」 

<5 一本 「兼 茂」  ， 

-( 六：} 夢に 愛人の 許へ 通 ふと 見る のは、 現 
.實に 逢 ふ瀨を 導く やうに 思 はれる との 前 
旬 に、 流す 淚は 川の やうで 身 も そのな か 
に 浮かぶ ほど だと 古歌の 詞を 借りて 大袈 
装に いひ、 寄る ベない 身は あちらこちら 
に 漂 ふと 附けた 。 「身を うき 草」 は 小 野 
小町が 文 M 康秀に 送った 「佗び ぬれば 身 
.を 浮き草の 根を たえて 誘 ふ 水 あら ばいな 
.ん とぞ思 ふ」 の 歌に ょる。 うき 草は 誘 ふ 
に 附 く。 

.2〕 一本 「流れに て」 

<<>E 逸本 •章 祈 本に より 「身に つも リ」 
の 句を 補 ふ。 


一一 一一 〇 


七 0 一一 


一田 心 ひ 出は そなたの 月 もみる ばか 6 西 園 寺 入道？ 5 太 M 


うき 人を 戀ひ さめぬ こそ 愚かな れ 
奎 淚の 袖の 玉の 井の. 水 


良 阿 法師 


そは ぬ 契の 手枕の 夢 
-ts g 面影は 淚なが らに ぅかび 來て 


五 


源  兼義. 


# 


あ ふせを さそ ふ 夢の かよ ひ路 


六 


七 


七 § なみだ 川 身を うき 草の ながれき て 周 阿 法師 


八 


身に つも. 〇 ゆく 罪ぞか なしき 


九 


一〇 


七 0 六 II ひしき も おなじ 思. ひの 世の中に 前 大納言 爲家 


〈九〕 釋敎 の 句を 戀に轉 じて ゐる〇 思 ふ、 レ 
は あリな がら、 浮き世の さがと て一緖 K: 
住まれな いで、 互 ひ. に 戀ひ しく 思つて ゐ 
るのは、 か へつて 罪の 深い ことで、 執着 
が 悟りの 上の 罪障と なるとして ゐ る。 

0 S 藤本 「爲宗 」 

0  0 寺 寺で 鳴らす 鐘聲が 鯓 よりも 前に、 
更け 行く 夜を 知らせる。 

.(一 a 淸少納 言が 行成 卿に 「夜を こめて」 
.と 答へ た 故事に より、 男女の 相逄 ふとい 
ふことは 承知した 譯でな いから、 鐘の音 
が 更けて 行つても 什 方がない と附 けた。 

0 10 いかに 口說 いても 靡かない あの人の 
氣 立てで と 前 7PJ を 思量し、 自分の 胸中 ま 
もえて ゐ るのを 知らす 由 もない と财 ナ、 
靡く に炖リ をつ け、 心に 胸を 配した。 
(一四〕 人に 見えない やぅに こちらの 袖より 
他の 袖に 玉章を 入れる とい ふのは 1 a 文で 
.あらぅ。 附句は それを 落す と、 密通は tp 
法度、 必ず 憂き目を 見る とこと わつ た。 

.(一 5 一本 「涙に」 

'CH0 學本 「前 關白前 左大臣」 

<5 一本 「人 Q」  . 

.〇〇 前 句は 現在の こと、 附 句は 過去の 語 
り 草と した。  . 


鳥ょ 6 さきに 鐘ぞ 夜. ふかき 


一二. 


道 逢阪は 誰 ゆるしけ る關な れば 


さても なほな びかぬ 人の 心に て 

一三 

セ0<  胸 のけぶ りは 立つ も 知られす 


從二位 行 家 


品 法 親王 


袖ょ b 袖 


，フ 


つす 玉音- 


1 四 


，落すな ょ やがて 淚と 見えつべし ifir 白 前 左大臣 


一七 


つつめ ども あやしと 八 やとが むらん 


一八 


± 0 世が た 6 には や 名 こそ 立ちぬ れ  前 大納言 尊 ^: 


我 - ぉ 一 
が  く 
忍 に 
ぶ ぞ 
心 文 
し を 
ら か 
す、 き 
な と 
あ ど 
な め 
か つ 
し る 
こ 


救 

濟 

法 

師 


これよ b しては. 河と な b ぬる 
1 ^ が 淚 袖の ほかに や 流る らん  前 大僧正 賢 俊 

後鳥羽院に 奉りけ る 連歌のぅ ちに 三 字 中略、 上下 略 
の賦 物に て  ,  . 

つく ばね や 瀧の 岩根を ゆく 水に 
f かれぬ 戀ょぃ かに 忍， ばん  前 中 納言定 家 

ぅすき 衣のと がに なしつ る 

A つつめ ども 下く ぐ 5 ゆく 泪をば  信實 朝臣 


苋玖波 集 (上) 

( 一 ；} 書物 かなに かの 奥に 思 ひを 書きと め 
たとの 意、 だが、 必ずしも 戀の 句では ない。 

'(一 0 名 本 「我が 忍ぶ」 の 句と 作者 名な し。  七 二 
〇 忍んで 心の たけを 書いた のを、 氣がき 
かないで 人に 知られる のは 愼 まねば なら 
ぬと戀の句にした。消息文の終に書くあ 
なかし こを 用ゐた 。 

010 名 本 「これょり しては」 の 句な し。 

(IO 前 句は 瀧の 末 か、 湖 尻 かな どを 詠ん  七 ご 一 
だ 誰 句を、 淚の 川な ど 古歌に も あるので 
戀の 句と した。 

(式〕 たと へば 「いはね」 の 三 字の なかの 
音を 略し、 いね C 稻：} を 詠む こと。 

(六〕 「つべば ね」 の 四 音の 上下を 略し、 く 
わ (桑〕 を 詠み 入れる やうな もの。 

(七〕 前 句作 者 不明。 前 句は 「ゅく 水に」 

とい ふい ひ 切らない 表現で 一句 獨立 しな 
い。 附 句は それを 受け、 その 堰き止めら 
れぬや うな 戀は忍 び お ほせぬ と 序 歌の や  七ーーーー 
うにつ づけた。 

'(八〕 色が うつり かは つたり する のは 衣の 
薄いた めだと する 前 句を 受け、 包み 隱し 
ても顷 き 出る 淚は 如何にす る こと も出來 
な、 と 汴け /c o 

へ 九；} 松に 待つ を かけ、 たのめし はたょり  七 一四 


にさせた 意。 住吉の 松は 幾 久しい 意に 用 
ゐ る。 行く さきを たよりに する ようにと 
約朿 された ので、 待つて ゐ たのに、 の 意 0 
(一 S あだ 波は なぜ 袖を ぬらさ _ せ るので あ 
らうと 應 じた。 住吉の 浦の 波は 高く、 公 
の 下 枝に もうち かける ほどで あるから、 
そで ぬらす とい ひ 下した。 

(10 三 句 連接の もの。 雁が 北べ 歸 るのを 
急ぐ か、 夜 深く 啼 いて 行く との 春の 句に 
對 し、 漢 Q 蘇武が 書信を 雁の 脚に 結び 附 
けた 故事に より、 雁に 玉づ さを 附 け、 夜 
半には 明ける を 附け 、玉章を 開ける 意と 
なし、 開き . M ない 書翰には どう 書いて あ 
るかと 戀の句 に轉 じた。 つぎに 御製は 玉 
章に 文字を きかせ、 筑 前の 地名に うつし、 
門 司の 關守が 番をして ゐ て、 戀の通 ひ 路 
を ゆるさぬ と 戀の句 を 重ねられた 0 
Q a 忍ぶ 草は 露に 度度 あつて 色は かは つ 
てゐ るが、 根は 枯れない と表而 は 冬の 句 
だが、 人を 思 ひ 忍ぶ 戀草を 詠んで ゐ る。 
0 5 前 句は 伊勢 物語 「百年に 一とせ 足ら 
ぬつ くも 髮われ を 戀ふら し而 影に 立つ」 

の 歌に より、 老女が なほ われに 心を 寄せ 
る 意。 附句は 前 句の 心を祇 けて 述べた。 
「いふ」 は髮を 結 ふの 緣。 

卷笫九 


九 


住吉の 松に たのめし かひ もな 


一〇 


さ W なに あだ 波の そで ぬらす らん  山 階 入道 左大臣 

*  - 

立ち 歸 b ぬる 夜半の 雁が ねに  後深草 院少將 
あけて 見ぬ 人の 玉章い かなれ やと 侍る に 


± 六 ゆるさぬ 道の もじの 關守 


露 ■をへ て 色 こそ かは れ忍草 
ミ 我が ゆ 表と だに 人の 知れ か 


後嵯峨 院 御製 


冷泉 前， 太 政 大臣 


一三 

A に 心を なほつ くもが み 

七 一<  我が 思 ひ. いふ ばか 6 なる ひま もがな 訖阿 上人 

一二 一三 


宽玖波 集 (上) 


一ー ニ 四 


(一} 枕 定めは とも 寢 のこと。 前 句は 相 知 
るな か f-c とも 寢は した ことは なしと あ 
るに、 上べ はさなくて、 下く ぐり 流れる 
淚の 川に 袖 も 浮く と 歎く 戀を强 調した。 
(〇 大 一本 「うきつ」 

(一一 0 月の出る のを 上べ は靜 かに 待つて ゐ 
るが、 心の なかは 落ち 著き もな く 胸騷ぎ 
をして ゐ るとの 前 句に、 男の 通つて 來る 
のを 他に 知られぬ ように 心配して ゐる夜 
の 心は と、 待つ 戀を附 けた。 

(四〕 大 •橋 •伊本 「思 ふには」 

(五：} 藤 •甫本 「信 眼」 
a G 名 士 本 「いかで」 

(七〕 高 本 「人目には」 〇 人目に かからな 
いように 忍んで とい ふのを 信夫摺 りに い 
ひかけ た。 信 夫は 岩 代の 地名、 むかし そ 
こより 信 夫 もじす りと いふ 布帛を 出し 
た 。それにう つした ので、 亂れ の緣諝 に 
もなる Q 

(〇 圖本 「うた ひ S 名 •甫 一本 「した 
ひも ぁ. へぬ」 

f 九) これ も 三 句つ づき。 前 句の 「人 や」 
は 人を やの 意。 附句は 宵 の 間に 來る とか 
かる。 しのぶは 堪 へしの ぶ 意。 したひも 
はてぬ は 蔭 ばかりでは 思 ひ 切れぬ 意。 鷄 


いかなる 夜半 か 枕 さだめし 
七 一九！ j たくぐ る淚に 袖もう きぬべし  善 阿 法師 


月を 待ちし に 似ぬ 心 かな 

七 一一 〇 ドょ ひ路を 人に 見え じと 思 ふょは 信 照 法師 


六 


M ひ亂 ると いかに 知らせん 


七 


七 二 一 八 目を ばよ そ 


のぶの 摺衣 


前 大納言 爲氏 


來 てもと まらぬ 人 や 恨みん 


八 


のぶとて したひも 果てぬ 宵の まに 後 宇多院 御製 


と 侍る に 


の 八聲は _ 方に しばしば 鳴 

^ ■を  いふ。 中 

の附 句には. f/ と あるを、 これは 曉の こと 
と 進めて 附け た。 

(一 0) 名 • Trr 一本 「忠房 親王」. 

(二) 一本 「名に」、 

(一 a 鴛とい ふ も 水に 浮かぶ 鳥 だと W しと 
憂き とを かけた 前 句に、 附句は をし を亞 
者に 取り、 ものいは でと 附 け、 思 ふ靑を 
いはずに 忍ぶ のは 不安で あると した。 

(二 11 ,) 表而 はつつ み 隱 しても、 涙が 心の な 
かの 切な さを あらは すとの 前 句を 受け、 
心の なかが おの づと 人に 知られる と附 け. 
た〇斯 くしつつ に隱 しを かけて ある。 〇 
大 一本 「かくしつる」 

(一 ' 5 大本 「かくれぬ に」 

(一 a なき 名は 無根のぅ はさ、 濡れ衣な ど 
と 同じ。 一度ぐ らゐは 逢 ひ 見た ことがあ 
るから、 擺れ 衣と いはれ ぬと 附 けた。. 
c 一六) 藤 •京 •學 •高 本 「なされぬ」 甫一 
本 「なさね は」 

(一七〕 甫一 •藤本 「行 宗」 

(一 0 大 一本 「恨は なほ も」  , 

(一九〕 高 •イ本 「うき 心とは」 學本 「しら 
ずと もしれ」 高 •小 本 「知らず とも かな」 
恨み 戀の句 。 

卷第九 


九 


き 一 鳥の 八聲 はな ほほ どもな し 


をし とい ふ 名もう き鳥ぞ かし 

一二 

七 1 H 忍ぶ には 下 安から す 物 云 よで 


一〇 

忠房 朝臣 


關白前 左大臣 


つつむ とすれ どもる 淚かな 


七 一一 四 


一.三 


力く しつつ 心の中 や あらは れん  信實 朝臣 


一四 


つつめ ども 逢 ひ 見し ことの かく rt ね I'r 

一 五  一六  ‘ 

セ宝 えこ そな き 名と いひ もな されぬ  從一 一位 E 家 


一八 


おの づから 恨は やがて 淚 にて 


L 


セ1| 六う き 心を ばいは ずと も ^ ^ 


左兵衞 督直義 

一ー ニ 五 


茺玖波 集. (上；} 


ニ ニ 六 


四 


(一〕 學 •高 本 「人を 恨み まし」 

(一 0 浮き名が 立つて は その 人に 氣 の 毒で 
あるとの. 前 句に、 下 燃えは 下 だけ 燃えて 
上は 煙 リば かりで むせぶ と 火の 上に いひ 
なして、 實は 情火 胸に 滿ち てむ せび 泣く  七 一一 七 
と附 けた。 

(一一 0 學本 「知れ かし」 高 •朱 •ィ本 「と 

才力 I 」 

(四：} 「忍ぶ」 に 陸 奥の 地名 信 夫を かけ、 

「陸 奥の」 を 枕詞の やぅに 加へ た。 

(no 海景の 漁火を ょんだ 前 句に、 思 ひに 
こがれる と附 けて 戀の句 とした。 火と こ 
がれる とは 附合 。附句 の 知らず やと ある 
は 人に 呼びかけ、 知ら ば やは 自分の 氣持 
を あらは す。 

( 六 〕 學本 「知らず や」 

(七： 一と ふ 灰 占は たづね 問 ふの 意 か。 埋み 
火 や 火 柿の 灰を 見て 吉凶な どを 卜する 灰 
占が 後に ぴたりと あたつ たと 詠歎の 句。 

( 〈 ) 名 •逸 . Tii 一本 「末 まさし かれ」 

(九〕 附 句は 跳ね 火に 胸 さわぎす ると 附け 
た。 灰には しり 火は 附 合。 灰 占の ことは 
林 葉 集に 「むつごとの 我が 手す さびの 灰  七 一一 一 0  は 
うらを よそげ に 妹が 恩 ひ 顔なる」 と ある 0 
as 名 本 「胸の みいた し」 


C 


名のた 7-2 ばいと どや 人のう 力ら まし 


の みぞむ せぶ 下 もえ 


善 阿 法師 


H 


深き 心の おくを とへ か 


-tj x 道の くの しのぶと たに もよ も 知ら じ權少 僧都 K 宗 


いさ b_ 火の 影と ほざかる あま 小舟 


五 


六 


-tl 完田心 ひこが るる ほどを 知ら ば や 


七  八 

とふ 灰 うらの 末は まさし も 


前 大納言 爲家 


九 


一 0 


6 


火に 胸の みいと ど 騷ぐか な 六條內 大臣 
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紅葉の 橋の 色に 見えつ る 

戀 ひわた る 心を 人に かけ そめて  後深草 院少將 
思は ぬ 方に 波ぞ よせ <? る 

いた づらに 逢は でむな しき かたし 貝從 二； 行 家 
建 長 六 年 五節の 頃 有心 無心の 連歌 侍りけ るに 

ニニ 七 


0  0 夏が 過ぎ 秋が 訪れる につれ て、 初 雁 
の聲が 早 や 聞え る。 

(一 5 秋は 悲しい 時、 しかも 初 雁の 聲を聞  奎 一 
レて  一 r の淚が 袖の 上に あちらこちらに 
流れる と附 けた。 末 句 諸 本に よリ 異同が 

お ほい。 

(一一 0 袖の露は 淚 、濡れた 上に なほ 袖を濡 
らすの は 憂く つらくて この 世が いやにな 
つたり、 また 人の 上に 同情した リす るた  七 S 
めだと 原因の 句を 附け させられた 0 
〇 四〕 圖 •名 . ft •石 •逸本 「うきにな り」 

神 •早 •內本 「うきに 馴 る」 藤 •京 本 「う 
きに 成る」 橋 本 「うきにな ど j 
a a 紅葉の 橋は 天の川に わたす 橋を いふ 
のが 普通で あるが、 前 句 だけでは 紅葉の  i 
散り かかつて ゐる 橋を 指し、 それが 紅の 
色に 見えて ゐたと 詠んだ ものら しい。 橋 
には かけ、 わたるが 附合 。それを 利かせ 
て戀 の 句と した。 

CH0 名 本 「よせけ る」 

0 七〕 豫想 しない 方に 波が よせる との 水邊  0 
の 句を、 もと 合. つて ゐた i-l の 離れて、 な 
かの 空しくなつ たやう に 逢は ないた めに 
汝性が 外によ る やうに なつた と戀 の 句と 
した 〇片し 貝は 片 U と 同じ。 

卷笫九 
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いた. づらに 年の ちとせの 數 そへん 
七 111 六默 のぅき 名 もたつ る 錦 木  京 月 法師 

むすびし 夢ぞ はや 覺め にけ る 
g 七 逢 ふことの かたしき 衣 袖ひぢ て  十佛 法師 

ぅきなち はしに 又ぞ あやぶむ 
室  <  戀 ひわた る眞 間の 繼橋我 ばか 6  前 大納言 爲氏 

その 家と きく 四つの 緖の聲  • 


莬玖波 集 (上〕 

(  〇 良く もない 衣 被ぎ の 婦人が なほ 舞つ 
てゐ るとの 狂句に、 だれに 心を か 付て ゐ 
る だら ぅと 有心に 附け た。 玉 かつらは か 
けの 枕詞。 衣 被ぎ はもと 高貴の 婦人の 外 
出 服、 轉 じて それを 被つ た 人を 指す。 
00 徒らに 長生す る だけ だとの 述懐。 
010 附句は それを 戀の 句と した。 前 句の 
徒らに 敷を そへ ると いふに 多くの 錦 木を 
立てる ことを あげた もの。 錦 木は むかし 
輿 州 地方で 男が 逢は ぅと 思 ふ 女の 家の 戶 
口に 立てる 習 ひであつた 木。 五色に 彩 ゅ 
長さ 一尺 ばかりで、 女が 同意す ると 直ぐ 
にこれ を 取り入れ、 同意し なければ つぎ 
つぎ 加へ て 千 束に 及ぶ ときは、 志 深いの 
を 知り、 取り入れて 相逄ふ 習俗が あつた。 
詞花 集に 「思 ひかね 今日 立て そむる 錦 木 
の千來 も 待たで 逢 ふょし もがな」 

(四〕 前 句は ただ 夢 覺め たこと をい ふ 雑の 
句。 附句は それを 獨り疲 の わびしい 戀の 
句と した。 紀貫 之の 袖 ひぢ ての 歌に ょり 
むすびし に 寄 合と し、 また 衣片 敷きに 逢 
ふこと 難しと いひ かけた。 

(主) 一時 安心して ゐたが 、憂き 世の こと 
は 好事 魔 多し などい へば、 また 氣に かか 
るとの 前 句を 戀の 上と し、 手 古奈 傅 說で 


名高い 下總 Q 眞間の 繼ぎ 橋を 自分 一人で 
わたるは 危い と附 けた。 

(六：} 四つの 緒は 琵琶。 宇多 源氏の 一統 綾 
小路 庭 田 氏が 朝廷での その 專 門の 家。 さ 
すがは その 家筋の 音 樂と聞 くと いふ 前 句 
を 四つの 緖の附 合の 引く. の 語に 結びつけ 
て、 人の 心を 引きつけ る ^ き 女の 名を 問 
ひ、 その 家に 行かぅ と戀 の 句に 轉じた 。 
(七；} この 薰き 物は 伏 籠に くゅらせた そら 
だき だとの 前 句に、 香« 香爐で くゅらせ 
る、 その 香爐は ひとり (火 取〕 ともい ふの 
で、 これを 一人に 轉じ 、あなたの ため 私 
一人の もの 思 ひとなる と戀 の 句に した。 
思 ひに 火を かけ、 焚き物に 應じた 0 
(八〕 伊勢 物語の 「名に しおは ばい ざこと 
とはん 都鳥 我が 思 ふ ひとは あり やなし や 
と」 になら つて 女神 •男 神は あるかない 
かと 問 ひかけ た 前 句に、 泣いて わが 涙に 
たづね ると、 伊 弊 諾 •伊 弊 册二 神の 名を 
いひ かけ、 あり やなし やと 同じ 語法を 用 
ゐた a 

(九〕 播 磨の 飾 磨の 市では 褐 布と いふ 黑ず 
んだ染 物を 出す。 前 句は その 染めを 思 ひ 
染めと いひ 下し、 戀の 意を 寓 した。 附句 
の 意は 明らかでは ない が、 白の赋 物と し 


直 九 心 引く 人の む* すめの 名を とひて  救濟 法師 


これは ふせ この 下の たきもの 
七 四 0 君が ため ひとり 思 ひとなる ものを 導譽 法師 


、女神 男 神は あ 6 やなし やと 
き. いざな きてい ざな みだに もこと とはん 良 河 法師 


後鳥羽院に 奉りけ る 白 黑の賦 物 蓮 歌の 中に 
思 ひそめし しか まの かもを 尋ぬれ ば 


九 


奎ぁ ふには かふる 市人 もな し- 


從 二位 家 隆 


おろかなる 心よ b こそ 迷 ひつれ 


卷第九 


ニニ 九 


菀玖波 集 (上) 


二 三 〇 


て あ ふとい ふ ものを 出し、 これを 逢 ふ 意 
を寓 して 附け たもの か、 後考を 待つ。 

(  〇 神 •京 •北 •逸 •橋 一本 「そめ つれ」 
(一 G 戀 の 句が 三 句つ づけて 出して ある。 
はじめのは 釋敎と 見るべき を、 御製は 氣 
づ ょく 人の 思 ひも 平氣で すごす 人に 懸想 
してと なびかぬ 戀の 句に なし、 實敎 のは 
自分は あきらめねば ならぬ # であるに、 
ょし 遂げず とも 戀は 抑へ がたい 趣きに つ 
づけ、 經繼 Q はこれ に眞を こめた 言葉を 
聞きたい と附 けなした。 

00 名 •甫一 •逸本 「契りし 中 も」 

C 四；} 神には 森が 寄 合。 あはでの 森は 尾 張 
にあり、 不逢戀 によせ た 註 釋附。 


つれな き 人を 思 ひそめつつ 
と 侍る に 


後 宇多院 御製 


おの づか らうき 身の程は 知るべき に 前 大納言 實敎 
と 侍る に 


_ 一一い つは 6 ならぬ 言の葉 もがな 


神 かけて 契 6 しこと も賴 まれす 

七 四 四 名 さへ あはでの 森の こ ^ のは 


前 大納言 經繼 


前 大納言 爲家 


(no ふとしたい さか ひから、 親しい なか 
の 互 ひに 相 見ぬ さまになつ てゐ たのを、 
自分は 根負けが してと いふ 前 句に、 相思 
の 情には 競爭 がない のにと、 われから 訪 
ふ 理由を 附けた 。 


我が 方よ b. はまけ てとは ま 


五 


晝 M ひには、 o' くら 


なきものを  安倍 宗時 


幾度 もまく る 方ょ， 〇 やる 文に 


四 

九 
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七 S 六 戀ひ しとい ふは 同じ 言の葉 


善 阿 法師 


賴む ほどには 契ら ざ b け. 〇 


六 


七 


七 a 七 隙 あら ば 又 この 暮と いひす てて  闬遍法 師 


燃え わたる 夜の 螢を しるべに て 

九 

みさをに 物 や 思 ひしる らん 
と 侍る に 

一〇 


後深草 院辨內 侍 


岛 〈あしのね のうき 身は さぞと 知 6 ながら 同院少 將內侍 


(六 0 さほど 深く は 契らない. とい ふ 前 句に 
ひまが あれば、 今宵 逢は うな どと いひ 捨 
てた 風情。 淡淡し い戀 Q 句。 

(  5 圖 • ?!] . •神 •北 本 「用遍 」 名 • 大 • 
甫一 •橋 •藤 •京 本 「用 通」 一說に 「周 
遍」  . 
(〇 名 •大 一本 「ょはの 發」 

(九〕 名 •逸 • !!] 一本 「 ,K ひみ だれむ」 

C1 S 源氏物語に ょる附 合。 源氏の 大將が 
几帳の 帳 子 一枚を あげ、 澤 山につつ んだ 
螢を 卒然と さし 出された Q で、 螢兵部 卿 
宮は 玉 '* • の 君の 美し さに ひたすら 思 ひこ 
がれる やうに なつた ことを 指して いつた 
句。 千載 集に 「あはれ にもみ さを に 燃 ゆ 
る 螢かな 聲た てつべき こ' の 夜と 思 ふに」 
の 歌が ある。 みさをに は K 靑 (螢の 光り 
の 色) の 意と また かは りの ない 平氣な 有 
機の 意との 一一つ の 意を かけ M ゐて ある。 
一方の 燃え わたると 異なり、 第二 句は 落 
ち 著きながら 物の 哀れを 知る であらう ど 
附け た。 

(二 分の 上を 氣の毒 だと 思 ひ 知らせて 
やりたい との 前 句に、 人に さきだつ て戀 
ひ 死なう として ゐる 身を と附 けた。 切な 
る 心附 け。 

卷笫九 


荛玖波 集 (上) 


一一 三 二 


(一〕 賴りな い 身を 歎じた 述懐の 前 句を 片 
戀ゆ袅 とし、 淚は袖 にた まると いふので 
よるべの 附合に 舟を 出し、 それより 筑前 
にある 袖の 湊とい ひ 下した。 

(一 0 前は 春の 句、 野澤は 野邊 Q 水澤 。か 
たみは 籠の 古語、 それを 互 ひの 意に とり、 
、七より 濡れる とい ふ 袖を 絞りながら と附 
けた。 澤邊に 芹を つむと きは 衣の ぬれる 
と緣の ある ことい ふまで もない。 

(一 0 縹 (はな だ：} Q 帶は月 革の 花で 染めた 
靑 色の 帶 。前 句は 催馬樂 の 呂 の 部の 石 川 
に 「石 川の 高麗 人に 帶を とられて 辛き 悔 
する、 いかなる 帶ぞ標 Q 帶 の 中は たえた 
る」 による 0 ここは なかは たえで とした 0 
帶には 結ぶ、 めぐりあ ふな どは 緣 語。 契 
りむす びて 帶の 左右の 手の やぅに 逢 ひた 
いとした。 めぐりあ ふは 神代の むかし、 
伊羿諾 •伊 弗 册の 男女の 神の 天眞 柱を め 
ぐちれた 物語に も ゆかりが ある。 

(IO この 鐘聲は 初夜 か 後 夜 か 明示して な 
いが、 とにかく それを 聞いて からは 寢ら 
れな いで 夢 も おちおちむ すばない との 前 
仞 。これは 老年の 境界と も、 若い 戀に惱 
む 人の 境界と もとれる。 附句 はい まは 音 
信を 聞く / C けで さめた 戀仲で あるから 別 


ょるべを 知らぬ 身を いかに せん 
七 M0 戀ひ すて ふ淚の 袖の みなと 夼  藤 原則 俊 朝臣 

野 澤の根 芹-かたみに ぞつむ 
き 心から ひ づてふ 袖を しぼ b つつ  從二 位家隆 


元亨 元年 十月 龜山殿 連歌に 

人心は な だの 帶の 中絕灵 で 
と 侍る に 


三 


W1 契む すび てめ ぐ 6 あは ば や 

鐘よ 6 後は みる 夢 もな し 
il 音信を 聞く ばか 6 なる 契に て 


從 二位 家隆 


爲冬 朝臣 


五 


高山 上人 


に if い 夢 もむ すばない とした。 

CM  VI 說 「尊 山上 人」 

(六〕 京 •早 •甫一 •伊本 r 是を 恨と」 
(七：} これが 最後の 別れと いひながら 幾度 
も 同じ ことを 繰り返す やらとの 前 句を 釋 
して、 後の 契リは 天命で. あると 附 けた。 
(〈： } い ままで 結んで ゐた 露は 時候の 寒く 
なる につれ て 霜と なつて ゆく とい ふ冬景 
を敍 した 前 句を、 かは ると いふ 點か ら、 
いひ かは した 言葉は かは つてし まふ やう 
なは かない 契りで ない と 逆に 附 けた。 
(九；} 旅に 關 する 前 句、 野中の 淸 水を また 
ft うて 飮 むと いふのは、 古' 今 集 雑歌 上の 
「古への 野中の 淸水 ぬる けれどもとの 心 
を 知る 人 ぞくむ」 の 古歌に ょる。 附 句は 
心 かは りして ゐる 人に 本の 心に 立ち かへ 
れと 遊ばされた もの。 

(一 S 行き あ ふ 道 もなかつた とい ふに、 新 
古今 集 の r 夜 や 寒き 衣 やうす き片 そぎの 
行き あ ひの 間ょ 9 霜 やおく らん」 の 神 歌 
■を 踏まへ て、 屋极 の 片方‘ そいで 葺いた 神 
社 建築の ある 建 式 〇. やうに、 われらの 情 
交が ちぐはぐになる のかと 自ら 歎じた 附 
け 方。 


卷第九 


六 


幾度 かこ れを 限と yjl るらん 


七 


_ 後の 契は 命な 


h- 


權 律師 賢 海 


むすびし 露 も 霜と なりつつ 


A 


W 土 言の葉 も かは 6 はてぬ る 契 かは  前 大納言 爲世 


嘉曆四 年 七月 七夕に 

野中の 淸水 またむ すぶな 

_ 契 6 置きし もとの 心を 思 ひ 出で ょ 後醍_ 院 御製 


おの づから 行き あ ふ 道 もなか 

一〇* 

塞な どかた そぎの 契な るら. ん 


前 大納言 經繼 

二三 三 


宽玖波 集 (上) 


二三 四 


(一〕 昨夜 もさう であつた が、 今晚も 夜が 
更けた とい ふ 前 句は 待つ 人の 心を 敍した 
もの。 附句 はは やく 來ると 心から 契つて 
おいた のに 差し 支へ/が あつて 遲くな つた 
と自らのことに附けなし /c o 
00 ささが には feD 蛛 Q こと。 蜘 ■蛛は 「わ 
がせ こが 來 べき • ¥/ な リささ がに の 蜘蛛の 
おこな ひ 今 竹 しるし も」 の 古歌の やうに 
男女 相 逢 ふ 喜びには 早く 引かれ 來た つて 
ゐ る。 ここは その 結んでも とけぬ 絲 とい 
ふのは 知り そめて うち どけない 男女 間の 
情事に よせ、 附 句は 軒端に かけて ゐる蜘 
蛛の巢 の 風に 吹かれて 賴り もない やうな 
契りと 聯 ねた。 軒に 絲か ける 夕暮れの 淋 
しさ も 人の 上 も 思 ひ 合は せられる 附 合。 
(一一 0 憂き 思 ひを たれに 告げよう か 吿げる 
人 もない との 前 句のう きを 浮きに とり、 
あま 小舟を 附合 とし、 舟が 他方に 向か ふ 
やうに 情人は わが 方には 來な くて よそに 
は 通 ふとした。 

(四) 相愛の 男女の ことを 長 恨 歌には 比翼 
の 鳥と いひ、 雌 維 羽を ならべ 一緖 になつ 
て 飛ぶ に、 われらの 契りは どうして 盡き 
たかと 歎く 戀。 

(一 むすぶ は兩 手です く ふこと。 前 句は 


，正 和 四 年 五月 伏 見 殿 百 韻 連歌に 
今宵の 夜半 もや や 更けに け 6 
七 M< さし も 我れ 僞 6 ならす 契 6 しに. 按察 使資朝 


寶治 元年 八月 十五夜 常盤并 殿 百 韻 連歌に 
むすべ どと けぬ ささが にの 絲 


一一 


1 今よ 6 は 人 も 軒 ® の 契に て  後深草 院少 將內侍 


うきて 思 ひよ 誰に 吿げ まし 
塞 賢 あれば よそには 通 ふ あま 小舟 常 盤 井 入道 1 太 § 


人の 契の いかでつ きぬる 


山, む 
のす 
井 ぶ 
の 水 
あ に 
か ぞ 
ぬ 人 
契 も 

に か 

袖げ 

ぬ あ 
れ^ る 
て 


一一 品 法 親王 


H 一  鳥 だに も 羽を ならぶ る ゆ ^ あるに 前 大納言 尊 氏 


A に 我れ 思 ひか さねて ぅき 物を 
七 5 さきの 世 この 世い かがち ぎ， 〇 し  關白前 左大臣 

夢の 枕に かすむ 月影 

七 六 63 あ 6 しょ の 契 •いかにと たどられて. 救濟法 師 

嬸 

年月は 遠山 鳥のへ だてに て 
望まて と 契. 〇 し 頃は 過. ぎぬ る  藤 原秀能 

t. r 一一  五 


手を むすび 掏つ て飮 まう とする 水に も 人 
の 影が 映ず ると いふ。 この 影は われので 
あるを なつかしい 人の 影と し、 紀贳 之の 
「むすぶ 手の 1 下にに ごる 山の 井の あかで 
も 人に 別れぬ るかな」 の 名歌を 踏まへ て 
附けた 。梵語には 淸淨な .水を 閼伽 ( アヵ； > 
とい ふ。 山の 井の 水と いふのを 「あか」 
とい ひ 下して 枕詞と し、 それを 飽かぬ に 
うつした 技巧的の 作。 

(六〕 前 句は 思 ひ 思うて 志の 遂げられない 
ので、 歎いて ゐる となび かぬ 戀を よんだ 
もの。 附句は 前の かさねと いふを 受け、 
佛敎 Q r 廻說に より 前世 この 世 ^ 何なる 
因緣を 結んで さうな つた かと 永劫に かけ 
て 憂 思を 述べた 附 合。 

(七〕 昌 逸本 「ありし 夜の」 藤 井本 •學習 
院本 「ありし 世の」 〇夢 みて ゐる 枕元に 
窓から 射し 入つ た 月影が ほのかに： 霞んで 
ゐ るとの 現實を 歌つ た 前 句に 對し 、前夜 
契り かは した 有樣が 心に 描かれる と附け 
た ' 〇 藤 井本の ありし 世のと すると、 前世 
の因緣 如何と たどられる となる。 
cc iM 山鳥は 古くより 「よそ」 とつ づけ 
て來 た。 年月は f' 巡 山鳥の 「よそ」 に 隔て 
てとの 前 句に 對 し、 逢 ふと 約束した 日は 

卷第九 


荛玖波 集 (上) 


« 1 一三 六 


疾くに 過ぎて ゐる にと 待つ 戀 の 心を賦 し 
た。 新 古今 集の 「雲の ゐる 遠山 鳥の ょそ 
にても ありと し 聞けば わびつつ ぞ ぬる」 

の 歌の 詞を踏 まへ ての 作。 

(九〕 名 •小 •逸本 「契りし 頃 も」 

(〇 名 •甫一 「忘れ 打は」 

00 北 本 「義 經」 

(一一 一) いまし 方まで 見て ゐた のは、 さては 
夢であつた かと、 枕を もたげて 見れば、 
獨り寐 の 袖が 冷えび えとして、 もし かし 
たら 淚に ぬれて ゐる かも 知れぬ との 戀の 
句。 夢の 枕は ゆめみて ゐる 枕の 意で ある 
が、 また 神が 夢の なかに 示現す る 意に も 
用 ゐられ る。 その 意に 取る と、 人間の 約 
東には 違へ て來な いこと が あるが、 神の 
お告げは 間違 ひは ない、 と 神祇の 句と な 
る 0 

(四〕 第一の 句は 一般に 秋の きまりの やぅ 
にこ こに 夕 露が おいて ゐる にと いひ さし 
てつぎ Q 句に 解決を 促して ゐる 。つぎは 
露に ゆかりの むすぶ と附 けて、 その やう 
な 普通 一般の ことなら ば、 結ぶ 契り もた 
よりになら ない とたの み 難い 戀 Q 句と し 
た。 第三 句は 結ぶ に 帶を附 け、 その 雨の 


いにしへの 契を 今 も 忘れぬ は 
七 六 六う きな からな ほた のむ 中 かな 


左 近 中 將義詮 


花の 頃 報恩 寺に て 關白百 韻の 連歌 侍りし に 

夢の 枕は 獨 6 ねし 袖 


三 


K 七 來ぬ ときは A と 人との 契に て 


S 譽 法師 


後深草 院辨內 侍 


大方の 秋の なら ひの 夕 露に 
むすぶ 契を いかが 賴ま .ん 
と 侍る に 

七六<  下帶 のめぐ b 逢 ひても かひな きに 花 山院前 右大臣 


手は 左右から めぐり 逢つても 志の 遂げら 
れない と 第二 句の 理由を 註附 とした。 

(一 0 名 •逸 .甫 一本 「前 左大臣」 

(六〕 今日は 積もる が 日が 立てば •積もらぬ 
とい ふだけ では 詳細を 缺 いて ゐるが 、雪 
の 上の句と 見るべき であらぅ。 最初の 附 
句は これを かは る義 とし、 自分を よく 思 
ふとい ふ 人の 言葉 もたより な いと 附 け、 
つぎには 人は 賴み にならない とい ふのに 
自分 ひとりで 泣いて ゐ ると 附 けた。 

(七〕 冷泉 前 太 政 大臣は 公 相。 

(八〕 霜が ひややかに なつてから 冬 月は い 
よいよ 呀え まさるので、 夜の 夢 もと かく 
破れ 易い との 前 句、 夢の 附合に 結ぶ を も 
つてし、 結ぶ 契りの 淺 いのは 憂いと 戀の 
句と した。 淺 きよの 「よ」 は 夜に 通 ひ、 
月影に つく。 

(  〇 名 •甫 •神 •石 •逸 •藤 •橋 •京 本 
「夢に だに こず」 一說 「夢 だに もみず」 
(一 S 實際 こない ばかりでなく、 夢にも 見 
えぬ 眞に 憂い 契り だとの 前 句に 對 し、 終 
夜寢 ずに 待って ゐ たのに と 待つ 戀 Q 句。 
(二) 名 .前 一 •逸 •甫 •藤 •伊本 「家 尹」 
學 •高 •小 •京 本 「家中| 


つもる つもらぬ 月日 \ /r T て 

思 ふて ふ 人の ことの 葉賴 みな や 山 階 入道 前 左大臣 

と 侍る に 

H 九 我の み獨 6 袖は ぬらしつ  r 泉 前 太 政 大臣 


霜の 後 夢. も 見は てぬ 月影に 


八 


七 七 0  むすぶ ちぎ 6 の淺 きよもう し 


前 中 納言定 家 


關白家 百 韻 連歌に 


九 


契のう きは 夢 だに もこず 


一 〇 


室 人を 待つ その 夜の 內 はねぬ ものを 藤 原 家 尹 朝臣 


ことの 葉は なほ ざ 6 な， 〇 し 契， 〇 して 


卷笫九 


二三 七 


莬玖波 集 (上〕 

(一〕 前 句は しかと した 口約束では ない が 
兎に角 來る とい ひ おきなが ら 、の 意。 そ. 
れでも 待つ 方に して 見れば 當て にして ゐ 
たのに、 音信 もない と附 けた。 

00 附句 はわれに つらい 人で も 待つ 夜に 
は B はしくて 不平 もない。 

00 自らの 心 弱さを 歎いた 述懐の 前 句を 
約來 して 來ない 人を も斷然 恐 ひ 切る こと 
が 出來な いでく ょくょ として ゐ たと 戀句 
にした。 

(四) 僞りが 情け だと 矛 -)5 した 表現の 前 句 
に對 し、 たづね ない のは 實は 人目を 忍ぶ 
ためだと 辯 解して、 もつ ともらし い 理由 
を附 けた。  . 

C 五〕前向.は身に泌む風はいつもきくと一 
般的 にいつた 秋の 句。 「ものを」 と 抑へ 
て あるので、 この菸 れに 特に 人の 戀 ひし 
いは 何故 ぞと 、特殊な 心境を あげた。 附 
句は 待つ 戀。 

(六〕 名 •.逸本 「中なる に」 一說 「中な れ 

ば」 

(七〕 前には 戀ひ しきは 何故ぞ とか、 離 情 
をく どく どい ふには 及ばない などの 意を 
補つ て 見るべき 句で あるが、 附句は あき 
ら めが 出來な くて、 矢張り 訪はれ るのを 


一一 三 八 


七 七 1 1 


f 


待つ 時は 音信 もな し 


前 中 納言有 光 


賴む 心に いつは b もな し 

<  * 

二 

Wi 一 待つ とき や 人のう きを も 忘る らん 隆圓法 師 


など 我は かく 心よ わきぞ 

三 

七 七 S 僞 b と 思は ば 待たで あるべき 


平  時 助 


いつは 6 ながら It な 


盡來 ぬ A は 忍ぶ ゆ ^ ぞとい ひなして 源  忠 長 


つと なく 身に しむ 風は 聞 


五 


S いかなる 暮ぞ 人の 戀 ひしき 


のを 

藤 原俊顯 朝臣 


.命に かけて 待つ とした。 

<<〕 學 •高 本 「詑び て も」 

〈九〕 前 句の 「われから J は 自分からの 意 
であるのを、 藻に 住む 蟲の われから に 音 
の 通 ふので、 附句は それにと りなして あ 
まの 刈る 藻と 附 けた。 m -L 刈る 藻の 音 か 
ら若 しやと いひ 下し、 上の 五 音を 序の 體 
になした。 人を 恨んで 自分で 自分を. 苦し 
めて ゐ るとの 前 句は、 その 場合を 示して 
■ない のを 附句は それを ことわつ た。 

.(一 © 神 •北 •橋 一本 「政 織」 

(一 0 前 句、 吹く 風が 身に 泌 むのを、 身に 
しめと 強調して 述べ、 身に 泌む 風は 秋の 
ものな ので、 やがて 附句に は 秋と いふ 語 
を枯 出し、 これを 飽きの くる 意に 用ゐ、 
ものぅい ゆ ふべ、 われに 秋風の 立って 訪' 
れ もしない 人を、 愚かに も われは 相 かは 
らず 待つ てゐる と附け た。 

01 D 前 句は ゆ ふべ になれば たづね ると い 
つて、 たょりに させ / C こと も 嘗ては あつ 
たのに、 との 戀〇 

(一 6 附句 はさび しい 秋風が 吹いて 心を い 
たまし める。 こんなと き 待つ 人の 感じは 
どうで あらう 。さだめし われを 恨んで ゐ 
るかと 思 ひやつ て附 けた。 


六 


別れても 同じう き 世の中な るに 


七 


七 七 -- ts とはる る ことを 命に ぞまつ 


源  氏 光 


八 


恨み 佗びて ぞわれ から ぞうき 


九 


10 


W 八 あまの かる もし やと 人を 待つ ほどに 丹 波 政 戳 


なほ 身に しめと 風は 吹くな 


二 


七 ^ うき 夕 我に 秋なる 人 待ちて 


藤， 原親尙 


一二 


ゆ ふ暮 とたの め } こと も ある ものを 


一三 


七 <〇 待つ A いかに 風は あきな 


藤 原長泰 


卷第九 


二 三 九 


二 四〇 

.  ベ  - • 

ぅき 心なる ひと 6 ねの 秋 

Kl  F 遲く人 もまた るる 夜は 更けて  神眞嗣 
'  .  - * 
淚な そへ そ 我が 袖の露 

K 一一  待つ 時の 心は 月の 影 ふけて.  良 U 阿 法師 

.「パ  ',-:.:.: - 一二' 

たがう き ゆ ^ ぞ戀 の關守 


鉻玖波 集 (上) 

<  一；} 月の出 も おそく、 深夜 人を 待ちつつ 
きびしい 戀を詠 じた 句。 憂心を 抱いて 獨 
り 寢 の 前 句に 附 く。 

•C  一  0 圖 • lir •京 •神 •早 •大 •石 •橋. 
藤本 r 眞嗣 j 名 •逸 . ft 一本 r 貞嗣」 

(110 さぅ でなくても 露で 濡れて ゐる わが 
袖に、 さらに 淚を 添へ さすな と 制した 句 
に、 深夜の 月は 人 待つ 心を 一屉喑 くす る 
.と 時刻と 氣 分と を附け 加へ. た。 

(四〕 名 •逸 • TIT 一本 「良 尋」 

-( 3U 〕 戀の通 ひ 路を鹈 の目鹰 の 目で 番をし 
て ゐる關 守ょ。 たがために 身を こがす の 
かとの 前 句に、 每晚 待つて ゐても 逢は な 
いのに 馴れて と附 けた。 下紐は 下 袴 (5 紐' 
で、 その 結び目の 自然に 解ける Q は、 人 
に 思は れる しるしで あると 古くから いは 
，れ てゐ る。 下紐を 結ぶ とい ふのを ゆ ふべ 
にい ひ 下した。 . 

(六；} 荻の 葉の そょ ぎは 他から 吹いて 來る 
■風に まが ふと 秋景 を敍 した 句。 附句は 人 
の 來る音 が获の 葉風に まが ふとな し、 •夕 
暮れの If 信は 待って ゐるわ が 方で なく、 
よその 邸へ 行つ. たと、 歎き Q 戀 とした。 
〈七〕 逢うての 喜びは 述べて ない が、 それ 
Hr 次いで 別れての ちの 孤獨 のさび しさを 


S 下紐の ゆ ふべ ゆ ふべ 


2 待ちな れ て救濟 法師 


荻には 風 やな ほ まが ふらん 

七 <四 音信は ょその 夕になる ものを  源尊宣 朝臣 

別れて ぞ A ■ひと b ねになる 


詠 じて ある 前 句を 受け、 その 二つ を 夢現 
に # ]!? して ? > きらめの 心を 附 けた 〇 
.( 八〕 手紙の 文句が 一向 あてに もなら ぬ ^ 
りであるなら ば M はしく もなる が、 しか 
しそれ で すら 自分の 嘗て 信愛し きつて ゐ 
た 人の 手書と すれば ゆるされる との 前 旬 
に、 來な くても その 玉章に ょつて 音信を 
聞く ときは 自分の 心は 暗然と くもつて 行 
くと 逆に 附け た。 

C 九〕 いつでも 同じ ことを たびたび 聞かさ 
.れ てと いふ 前 句に 對し 、今夕 訪れる との 
約束 もまた ぅそ 僞 りと 見え、 _時が 過ぎ行 
く、 錬の聲 が 聞え る。 この 鐘聲も 眞を傳 
へぬ 僞リの 響かと 附 けた。 

0  0〕 名 •逸 •前 一本 「鐘の おと」 

.(一 0 さきの 報いは 戀の 上に あら はれる と 
聞いて ゐ るとの 前仞 に、 なんの 報い か自 
分は 爱き思 ひを して ゐる 。あの人は 一體 
たれを 待つ のか、 拾 てられた この 身は お 
t どころ もない のに、 とつ づけた 0 
.<1 0 夕方 人を 待つ ょ リ_ の 別れが つらい 
ときぬ ぎぬ の 戀の前 句に、 入相を 知らせ 
るも錡 、曉を 告げる も 鐘、 一つ 錡 の 聲を 
聞きながら 格段な 差別が あると その 理由 
を 加へ た 註 釋附。 
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七 

來ぬを 夢-くる' をうつつ と 思は ば や 承 胤' 去 親王 


いつは 6 ならばょ しや 玉. 章 

八 

3 (こぬ にさへ 音信 聞く はかき くれて 導' # 去師 


かねて 聞きし は 同じ 言の葉 


九 


一 〇 


K 七 この 暮もま たいつ は. 〇 の 鐘の こ袅二 品 法 親王 

むくいは 戀 にあ 6 とこ そ 聞け 
二  -  . . 
犬<  我 ぞうき 人は 誰を か 待ちつ らん  前 大僧正 賢 俊 


夕よ 

戈 九 膨れ 


なほう きは あかつき 
も 待つ にも 鐘を 聞きながら 源 

二 四 一 


高秀 


荛玖波 集 (上) 


二 四 一一 


〔一：} 前 句は 風は ただ 一聲 松に 訪れる との 
敍景の 句。 その 松を 待つ にと りなし、 や 
がて 來 るとの 晚錡 の馨は 松風に 傳つて 行 
くと 景氣附 ◦しかも 待つ 心が、 ぞくぞく 
と 動いて ゐる戀 の 句。 

00 藤 •內 •北 本 「性 尊」  、. 
(一一 一〕 日の なかで もさぅ であるが、 夕方は 
.とりわけ 吹く 風が もの 悲しく 身に 泌むと 
の 秋の景 の 前 句に、 附句は 約した 人は 待 
つても 待つ て も來な いので、 遲く 出る 月 
を 待つ さまに して ゐ ると 待つ 戀の 場合と 
した。 

(四；} 名 本 「なほ 待ちて」 

0 前は 雲間に いざょ ふ 月を 詠 じた 句、 
附 句は 表には 月を 待つ とし、 裏には 戀人 
を 待つ ことを 捣 した 句。 紫 式部の 「雲が 
.くれに し 夜半の 月 かな」 も 男の人を 指し 
てゐ るが、 式部の 歌を 背景に したと も 見 
られな いこと もない。 

0 0 名 本 「季 賢」 

(七〕 ちょつ と 眠つ たと 思 ふ 間 もない やぅ 
な 極く 短い 間の 思 ひとい ふ 前 句に 對 し、 
待ちに 待って 更け 行く 鐘 •のこ 糸を 聞かせ 
で、 その 長い 苦. しみを 知らせて あげたい 

と附 けた。 


一聲 風は 松に 吹くな b 

S  來んの 夕の 鐘を きき そへ て  性遵 法師 

I  m  , 

•  % r 

わきて 夕は 風ぞ 秋なる  • 

七 九 一 r き 人の 來ぬ につけても 月 待ちて 救濟法 


師 


雲間の 月の出で やらぬ かな 


五 


六 


者 一 さ， 〇 ともと 待ちつ る ほどに 夜は 更けて 源  秀賢 


.  ぅちぬる ほど もな き 思 ひ •かな 
S1 一 聞かせば や 待ち 更 くる 夜の 鐘の 聲藤 原範高 


尋 九よ 


ぬ 

も 

ベ 

の 

含 

み 

人 

そ 

を 

ら 

や 

ち 

今 

霞 

は 3 

む 

ま 

山 

つ 

ベ 

の 

に 

風 

藤 

原 

秀 


軒端に かかる ささが にの 絲 

八 一すぢ に來べ き 宵と やた のむ らん 前 大納言 爲 兵 

/  • 

後鳥羽院に 奉りけ る 連歌に 


また 聞 ゆ •るは 入相の鐘  ,  . 
契らねば 待つべき こと も 知らぬ 身に 法眼 行 觀： 

思は ぬ 人の など か 戀 ひしき 
とはれ す ば 我 も 心.. のか はれ かし  平  景 

二 四 三 


(八〕 軒 さき K: ぶらさがつて ゐる蝴 蛛の絲 
と賴 りない さまを 詠んだ 前 句を、 衣通姬 
の 「わがせ この 來 べき 背な りさ さがに の  七 九 四 
くもの ふるま ひこょ ひしる しも」 の 歌に 
ょり、 必ず 來べ き ti で ^ ると 賴り ある さ' 

まに 詠んだ 戀 Q 句。 一す ぢも絲 を 受けて 
働いて ゐ る。 

(九) 山の あたり、 その 四方の 大空は 春の 
霞が 立ち こめて ゐる〇 さう して その 山に 
は 松が あつて 風が 吹いて ゐる 。霞の なか  V 
に 人が たづね て來 るのを 待つて ゐるや う  七 空 
だと 待つ に 松を かけた。 

(一 0〕 圖 •名 •甫 •神 •大 •石 •逸 •橋. 

藤 •京 本 「今は」 

C 一  0 入相の鐘， がまた 聞え るとの 前 句は 戀 
か 無常 か いづれ にも とれる。 附 句は 別に 
約束した こと もなければ、 待つ こと もな  セ ^ 
い 身で あるが、 それでも 入相の鐘は 心を 
引きつけ ると 附け た。 

C 一一 0 名 •逸 • }!] 一本 「行 寬」 

0110 どうしても 自分を 思つ て くれない 人 
がな ぜ A 分には 戀 ひしい のか しら。 

(一四) 名 •逸本 「なに か」  七 九 - -ts 
(一 6 先方が 先方なら ば、 自分の 心 も かは 
つて 向か ふの 人を 思は ないやう になつて 

卷第九 


右 


荛玖波 集 (上) 


二 四 四 


ほしいと ねがつ た附句 。しかし それが ま 
まならぬ 〇 

(一〕 契つて ゐた 人が ほかに 心ぅ つリ して 
か、 わが 許には 全く 來な くな つたこと を 
歎く 戀 。この 不幸な 契りを 知る ものは 汨 
である。 

(一一〕 附句は あきらめて ゐて も、 もの 思は 
せる 夕が また やつて 來 ると 附け 加へ た。 

00 名 •逸本 「人 9」  . 

(四；} 悲しい * 1 の 身. にと つては、 自分に つ 
らい 人 も 自分の もの 思 ふ 種と なる。 隨つ 
て そのこと を 心に おいて 待つ てゐ るぅ ち 
に 夜は Eg け、 遲く rc 出る 有叨 けの 月を も 
仰ぎな がめ ると 附け .た。 壬生忠 見の 天曆 
歌合に 詠んだ 「有 明けの つれな く 見えし 
わかれょり」 の 歌に ょつて、 つれな くに 
有 明けは 附合 とした。 

(一 0 T1T 一本 「夕藉 は」 一本 「夕游 の」 

(•一 0 名 •逸 . ilT 一本 「資 明」 藤 •圖 •神 
.一 •京 本 「賢 朝」  • 

(七〕 もの 思 ひに 沈み、 うつらう つら 空を 
眺めてから 數 多の 日 數を經 たが、 まだ さ 
う 多くは 終ない との 前 句に、 夕方は 一層 
人戀 ひしく 空を 眺めが ちで あるのを 先方 


來ぬ 人の 契 思 ふは 泪 にて 
尧 诗 たね どもな ほ 夕 •にぞ なる 


三 

ぅき 身には つれな き 人 も 心 
ra 

七 ^ . まつよ も 更けぬ 有 明の 月 


妙智 法師 


賴玄 法師 


いひし 契を 忘れ やは せん 


五 


A 0 夕暮 はう はの そらにて 待たれけ る 前中納 言有忠 - 


•來ん とい ひし 人の 情を 待ち かねて 
<01 更け ゆく 鐘の 聲 もぅらめ し  按察 使資朝 

.詠め そめて し日數 やは. ふる 


は鉍が つくまい と附 けた。 

(〇 早 •石 •ィ本 「導 生」 

(九〕 いつも 夕 慕れ になる と、 僞りを いつ 
たこと が、 わが 身を くるしめる と ®. 述 懷 
に、 自分は 人を 待つ ことは あつても 人に 
待たれる 習は しは ない と、. 前 句は 己が 身 
から 出た M の やうに いつた © を、 附 句は 
人の 上に なした。 

(一 0 名 .甫 •石 本に より 作者 名を 補 ふ。 


<0一 一 待つ とだに 人は 知ら じな 夕 ま 暮- 道. 生 法師 


いつは b は 我の みぞうき 暮每 


九 


<0 三人に またる るなら はしは なし 


MO 譽於師 


卷第九 


二 四 五 


宽玖波 集 (上) 


菟玖波 集 卷第十 


戀 連歌 中 


一一 四 六 


(一〕 前 句は 日暮れまで も 出御の ない のは 
いかが、 いままでに 例の ない ことと 人 待 
つ 戀 の 心に、 朕 も 春の 永い 日を 待ち 荪ら 
したとの 御附 合。 拾遺 集卷 十八に も 見え 
てゐ る。 女御は 廣幡中 納言源 庶明の 女。 
00 名 本 「建 久」 


內 へま ゐらせ 給 ひたりけ るに、 遲く 渡らせた まひた 
りければ 

くらすべし やは 今までに 君  廣幡御 息 所 

と 侍りけ るに 

一*.  « 

A 四と ふやと て 我 も 待ちつ る 春の 日を 天曆 御製 

建 長 四 年 九月 常 盤 并太政 大臣 有 馬の 溫泉 にて 人人 連 
歌し ける に  •- 
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こょ ひも 又 やい ねがて にせん 


四 


五 


< § たのめても とひ 來ぬ 人の爲 


我 力 袖を まがへ て 匂へ 庭の 菊 

九 

<〇<  ぅつろ ふ A はと ふ暮も 2 し 


前 左兵衞 督爲敎 


前 大納言 爲家 


寂 忍 法師 


順覺 法師 


(一一 0 昨夜 も 一昨夜 もさう であつた が、 今 
符 もまた 寢つ かれぬ であらう。 

(四〕 必ずと いひながら、 約に 背いて 訪問 
しない 人の 僞りに 馴れて ゐ てと 恨む 戀の 
理由を 附け た。 

( 5 圖 •甫 •神 •京 •北 •大 •早 •石 • 
橋 一 •家 本 「人は」 

(六〕 大納言 爲家 Q 子。 家を 京 極と 號 す。 
(七〕 そら だきを して芳 ばし い 香りの する 
わが 袖の やうに、 良い 匂 ひを 放てと 庭の 
菊に あつら へた。 

(〇 名 •逸 •甫 一本 「我が 袖に」 

(九〕 花の 色の か はつて ゆ  くのを うつろ ふ 
i いふので、 人の 心の かは つたこと にう 
つし、 さう いふ 人は いつの 夕暮れ も 一向 
訪ひ もしない ので、 と附 けて ゐる〇 
(一 3 翅像か竹像畫かあらはしてはないが 
兎に角 その 人と 思つ て 蔭に 添 ひたい。 

(一 0 前 句の かげと いふに 灯を 附け 、今. W 
も 灯を 點 して 君の 來 るのを 待って ゐるに 
と附 けた。 

(一一 D 名 .疳 一本 「けたで」 


ぬるる 袖を も ほす 隙 ぞなき 


卷  第 


二 四 七 


莬玖波 集 (上〕 


一一 四 八 


(一〕 待つ. 宵は 來 るの が遲 いので 袖を ぬら 
し、 通つ て來 たかと 思へ ば、 夜が 更けて 
すぐに 別れねば ならない。 隨つて 袖は 始 
終 ぬれて ゐる とつら ねた。 

(一一) 前 句は、 あなた か 私 かどちら が 悲し 
くつら いか 知ら-な いとい ふに 對し 、入相 
のさび しい 錆の 音は 人 待つ ゆ ふべ も 待た 
ぬ ゆ ふべ も 同じ 響で、 さらに 區別 はない 
のに、 と 異に 同を 附 けた。 

010 暁に 別れて 行く と、 有 明けの 月は： 大 
の •一方に なほ 殘つ てゐ る。 さも 心 殘リの 
する やぅに との 前 句を 戀 の 意に 取リ 、夕 
暮れの 再 會が 全く わからない ときぬ ぎぬ 
の 別れ. の つら さを 一層 切實に あらは す。 
(四〕 甫 一本 「ものを」  ■ 
(1! 0 月の出を 待つて ゐ るのは 丁度 相 逢 ふ 
ことを 約來 した その ゆ ふべ の やぅな 感じ 
がする と附 け、 戀ひ しい 人の 而 影は 永久 
に 忘れられない と 結合 させた。 

(〇 藤 •名 •大 •早 •高 •逸 • !!] 一本 「彥 
良」 京 •伊 •早 •甫一 •家 本 「孝 良」 

(七) 時雨を したやう に 袖が 濡れて ゐるの 
は 蕗が おいた ためで あらう か。 

(八〕 松は ひさしい ものであるので、 古く 
からつ れな いと 歌に 詠まれて ゐる が、 松 


<0 ル 待 宵の 更くれ ば やがて 別れに て  前 大納言 尊 兵 


知らす 誰が うき 契なる らん 


< 一 0 入相は またぬ 夕 も 同じ聲 


さの 別れに のこる 有 明 


三 


<二 又も 來ん 後の ゆ ふべ はい さ 知らす 救濟 法師 


EI 


忘れぬ ものは 人の 面 か 


五 


<一1 一月 待つ も 契に 似た る ゆ ふべ にて 


ムリ 


六 


參議彥 良 


七 


袖の 時雨は 露 や 置く らん 


八 


< = まつの みかつ れな きは. なほ 人 こころ 導 # 法師 


ばかりでなく、 人の 心が つれない ので、 
この やぅに 袖に 涙の 露が おくの だと 附け 
•た。 新 勅撰に 「つれな しと たれを かいは 
ん高 砂の まつ ^ いと ふ も 年は へに けり」 
の 歌を 踏まへ ての 作。 

(九〕 なびく かなび かぬ かと、 人の 心を 引 
\て み る あの人の 心 こそ わが 身には つら 
いもので ある。 

.(一 S いつの ゆ ふべ になつたら-、 あの人が 
たづね て 來るか 全く 知られな いと 歎きの 
戀を 示す。 ひくの 緣語に 弓を もつてし、 
知らぬ とい ふを 白眞 弓と いひ 下した 0 
(二 V つき 身を ば 人は 隔てる 氣味が あつて 
あまり たづね て來な いとの 前 句を 承け、 
時た また づ ねて 來るに も日菇 れて莊 <'' で 
.はなく、 更けてから では 思 ひの たげ を盡 
くしが たいとの 註 釋附。 

(一一 0 戀に 待つ 杖 附 合。 浦の 濱 松は 待つ を 
引き おこす 序。 

0 a 苺れ ゆく ゆ ふべ の 氣 分は 憂き の 一語 

につきる。 

(一 四.} もし 今 f/ 來る といつ たのが 僞 りと 知 
つたなら ば、 かくまで 待ちは しないで あ 
らうと 恨み かこつ 意を 附け た。 

(一 5 京 •伊本 「定めて」 


九 


ひく 心 こそぅき 人に あれ 

1 〇 

八 一四 とはるべき 暮を いつと かしら ま 弓木鎭 法師 

ぅき 身には 人 こそ •いつも 間遠な れ 
< 一 M まれに 訪ふ にも 宵 過ぐ る ほど  善 阿 法師 


戀. ひ戀 ひて 君に あはん と 思 ふかな 


111 


AM ハ哺 の濱险 まつと 知ら ' t' や 


道 生 法師 


ぅき や 夕の こころなる らん 

一四  、一 五 

<一 七い つは b と 思 ひ 定め ばよ もまた じ 藤原宗 篤 


卷  笫 


四 九 


莬玖波 集 (上) 

(一〕 光りの 冴えた 秋の 月は はや 中天に か 
かつた との 秋の 景の 句。 

(二〕 人も來 ず、 自分 も 行かない ぅちに 夜 
が. 更けた と戀の 句に 織りな した。 

00 名 •甫 •逸 •京 本に より r 內よ り」 
の 三 字を 補 ふ。 

( s 〕 實方 集には 「雲の 戶を 月より さきに 
出で つれば」 と あり、 禁中を 雲の上 また 
は 雲のと ばりな どい へば 禁中を まかりい 
づる ことを 月の 雲間を 出る にたと へて 雲 
の戶 云云と いふ。 月を 待つ には 立 待ち、 
居待ち、 寢待 ちな ど唱 へて 上弦 •下弦な 
どに よつ て區 別が ある。 前 句は 遲く 出る 
月と なし、 附句 はこれ を寢 待ちに 取 9、 
伏 見の 里に 人が われを 待つ かと 戀の 句に 
取りな す。 

( 式) 名 • I1J 1 本 「苺れ の 淋しき」 

(六：} 來 べき ほどは 來 ると 約束した 夕方。 
(七〕 圖 •名 • 7IT •神 •內 •北 •逸 •橋 • 
藤 •京 •伊*  土  •家 本 「かへ て.」 

(八 ' vly 花の 色の かは つて 行く のを このまま 
で 待って みようとの 前 句の 意は 別に 說明 
を 要しない。 つき 草は 空色の 花が 咲く 俗 
に ぃふ螢 草で、 ものに 染みつ きやすい の 
でう つろ ふの 枕詞と する。 附句は 古今 集 


二 五〇 


半天になる 秋の よの 月 


<一< 人 も來す 我が身 もとはで 更けに け 6 頓阿 法師 


三 


五節の 頃內 ょり まかり 出 でんと いひけ るに 

雲の 戶を 月ょ 6 さきに 出で やせら 
. と 女房 申し 侍りければ 


四 


A 一九 ふしみ の M に 人 やまつ とて 


實方 朝臣 


正 和！： 年 五月 伏 見 殿の亩 韻の 連歌に 


五 


いまやと 待ちし * の 久しき 


<1一0 


六 


べき ほどけ ふさへ 又 や 過ぎぬ らん 伏 見院卸 製 


七 


ぅつろ ふ 色と かくて # ちみん 


戀歌 四の 「いま 來む とい ひし ばかりに 長 
月の 有 明けの 月を 待ち 出で つるかな」 の 
歌に ょり 有 明けの 月と い. ふょり 月 草と い 
ひ 下し、 やがてぅ つろ ふを 人情の かは つ 
ていつた 意味に 取られた.。 

(  〇 名 •逸 •甫一 •橋 了大一 •京 •伊 

本「たのめしほかに」 

.(一 S わすれ 草には 二 種 あり、 萱草も その 
一つ。 住吉の 岸の わすれ •草と 古くから 詠 
み來 たつて ゐ るので つづけた 。初めの 句 
は萱 草の 深く 茂つ てゐ るのに おどろいた 
倉。 つぎの 句は 赀 草の 附合に 住 吉を出 し 
松を 待つ に 通は せ、 待てと 人に 期待 させ 
て おきなが ら 、はやく も 忘れて しまつた 
と 恨む 戀 の 句と なし、 末のは 住吉 の 浦に 
は 波が 高くて、 衣の 袖が 濡れる とい ふの 
を 表に し r 、 眞 實， のない 薄情 者の ために 
袖 を ぬらす とつ づけた。 

0  0 前 句は 秋風の 身に 泌む實 感を敍 した 
. 景の 句。 附句は 夜の 更ける ■まで 今か今か 
と 通 ひ來る 人を ひとへ に 待つ 戀 の 句。 

.(一一 D 前 句は 思 ひ 切れぬ ことを 自ら あざけ 
る 述懐の 句。 附仞は 別れと いっても、 死 
別で なければ、 またの 逢 ふ瀨 もと 心 長く 
待つ 意を 附けた 。 

卷第十 


八 


後鳥羽院 御製 


前 大納言 爲家 


後深草 院辨內 侍 


<一11 今來ん とい ひし 有 明の 月 草の 

今 さら 深き. わすれ 草 かな 
住吉の 松と たのめし ほどに 又 
と 侍る に 

八 一一 一一な にあ / r 波の 袖 ぬらす らん 

寒くな 6 ぬる 庭の 秋風 
二  ' 

<一 一一 -一 ぅき A を 待つ とせし まに 月 ふけて 藤 原高秀 

I 

今 も 心に たのむ はかな さ 

一一 一 

<1 5 同じ 世は 別れながら もな ほ まちて •藤 原氏秀 

二 五一 


/ 


莞玖波 集 (上) 

< 1 〕 古への 書狀に は 立 文と. 結び 文と が あ 
つた。 略式の 結び 文には 宛名 も書い ン」. な 
いとの 雜 の 句。 岩 代の 結び 松は 紀伊國 の 
缺枕に 入つ てゐ ると ころ。 むかし 有間皇 
子が M ひを かけられた ので 名高い。 前 句 
の 結ぶ とい ふより 岩 代を 出し、 その 結び 
.松の 松に 待つ をき かせ、 結び 文には ただ 
#つといふだ.けで差し出した人の名も書 
いてない が、 それと 知られる と附 けた 戀 

ジ  f— >0 

の 食  . 

'(一一〕 藤 •京 本 「盃 Q ぅらに」 

.(一一 C IIJ 本 「つき 松の すみに て」 

馬に も乘ら ず、 徙步で 渡る にぬ れな 
いくら ゐの 江で あれば とい ふ 旅の 句に、 
濡れぬ に 男女 情を かは す ことを 匂は せ、 
えに しに 緣を かけ、 逢 ふよし を 祈る 附句 
を 加へ た。 附句 の邊坂 に. 逢 ふを かけ、 や 
がて その 關を こえなん とつ づけで、 父兄 
の 見{ 寸る關 門を 容 ^ く 通りたい とした。 
盖筲 君の 故事、 淸少納 言の 歌な ど恕ひ よ 
せられる。  ， 

.( 5 圖 •大 •伊 •勢 本 r 關 は」 

(六〕 表而 はわれに つらく あると も、 心の 
なかは さう であるまい とたよりに 思 ふと 
め 戀 Q 前 句を 吉夢に よって さう 信賴 する 


二 五 二 


むすぶ 文には うは 書 もな し 
'< s 岩 代の 松と ばか 6 は. 音 g れて 


信 照 法師 


女の かたより 出せる 盃の 底に かきつけて 侍りけ るを 見れば 
かち 人の 渡れ どぬ. れぬ えに じあれば 


と ありて 末は なし。 盃 のぅちに 繼 松の 炭して 末を かきつく 

四  五 

.<11 六 又 あ ふ 阪の關 もこえ なん  業 平 朝臣 


さ 

六 


ともと 心の うらは 賴むか な 


<二七 みしよ の 夢に 思 ひ あはせ て 


前 大納言 爲家 


正 和 四 年 五月 伏 見 院百韻 連歌に 

とほき も ^ き 中と おもべ V6 
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セへ だてな き 心 もさす が 知 b ぬらん 伏 見院 御製 

文 和 四 年 十二月 前 大僧正 _ 賢 俊淸閑 寺に て 
悌なが ら のこる 移 6 香 

我がた もと 人の 枕に せし ものを  關白 左大臣 


と 理由を 附け 加へ た。  <一一 八 
<七〕 枕 草子に、 遠くて 近き ものと して 極 
樂 、舟の 路 、男女の なかの 三つを あげて 
ある。 附句は それを 男女の なかとし、 さ 
ぅはい ひながら わが 隔てな き 心を 悟る で 
あらぅ と 添へ させられた。 さすがと いふ 
一語 附 句の 眼。  ' 

名 •甫 •逸本 「 淸閑 寺坊 にて」 

■(九〕 奥つた 人の 袖の 香は その 人の 姿の ま  〈一一 九 
まに わが 衣に 残つ てゐ るとの 濃 ! 1 な 前 句 
に、 それ. を わが 衣の 袖の 匂 ふと 註 釋附。 

〈一 S 學本 「殘 るらん」 

•0  0 前 句は 一年に ただ 一度 逢 ふ 七夕. の 別 
れの つら さを 思 ひやつ た 句。 附句は その  八 一一ち 
註 釋附。 

(flo 別れ 憂いので、 それを ふせ 止める 關 
所の あれ かしと 切切た る 情を 述べた。 

(一 〇 附 句は そのく せ 相 逢 ふ 夜に も. , f/ の 問 
は 人：！：： を * if り、 また 夜の 更け ゆく  Q も氣 
遺つた と附け た。 歌枕には 陸 奥に *! f りの  <一一 一一 
關を 載せて ある。 それにょ つての 附 合。 

<一10 名 •逸本 「人を かへ すぞ」 

'0 5 學本 「夢の かょ ひ ぢ」 一說 「夢の わ 
かれ 路」  . 

卷第十 


宽玖波 集 (上〕 


二 五 四 


(一〕 一本 「夢の かよ ひ路」 と あるのは 敏 
行 朝臣の 「夢の 通 ひ 路 人：！ よくらん」 の 
.歌と 同じく、 人 on を if り 通 ひ來る 人を か. 
へす 意。 別 本 「夢の 別れ路」 と あるのは 
はかなく 夢中の 別れで、 夢ぅつつ のぅち 
に歸ら すのは 心の こりの する 意。 

.(一 0 名 .甫 •逸本に より 「作者 名」 を 補 ふ。 
010 人生の 旅 か、 まだ 知らぬ 境地を 行く 
旅， か、、 いづれ にしても 茫洋 たる 前途を 意 
昧 する 旅の 句。  . 

.( 四〕 附句 は、 心は 通じて ゐても 夢 だけの 
逢 ふ瀨 はたより ない、 と戀の 旬と した。 

.( 3L 〕 婦人の 許から 歸り 行く 道す がら、 別 
れを惜 しんだ 人の 黑髮が 目に ちらついて 
忘れられない。  , 

.(六〕 附句は その 俤は夢 には 見えながら、 
別れての ちは たやすく は 逢へ ない 意を こ 
めた。 む ば 玉は 夜に かかつて ゐるが 、黑 
髮 にも かかる ので、 それを つなぎと した。 
なほ 髮 Q 垢と いふを 飽かぬ とい ひかけ た 
のは 貫 之の 山の 井の あかと 同じ 筆法。 
(七〕 わが 待つ 人は 日暮れまでに はと 約來 
しながら 期待を 裏切つ て訪 ひもし ない。 
<<〕 附句は 一度 相 見た のちに もな ほ もの 
由 じひ もせよ とい ふ 積 もり 力と、 ことさら 


<111-1 關守も 心の ゆく を ゆるせ かし 


源  氏賴 


三 


我 も 知らぬ は 旅の ゆく す 忌 


四 


<童 逢 ひ 見る は 心 ばか 6 の 夢路に て. 藤 原親秀 


五 


その 黑髮の あかぬ 歸るさ 


六 


<湯 む ば 玉の よるの 夢には 見えながら 神  爲淸 


七 


恃つ 人は 暮 るるまで こそ 賴 めしに 


八 


< •1 逢 ひ 見ての ち もな ほお もへ とや  善 阿 法師 


九 


ぬるる 袂に月 おぼろな 


一〇 


<三六 逢 ひ 見て や 時もぅ つら •す 明けぬ らん 南 佛法沛 


に 理窟を こねた 附け 方。 

(九〕 ぬれた 袖に 月が やどつて おぼろに 見 
える との 意 0 

0 0〕 やう やうに 逢つ たと 思へ ば、 時 もた 
たない のには や 夜は 明けて すぐに 別れな 
ければ ならない ときぬ ぎぬ. の戀〇 
(一 0 附句は 雷鳴は げしく 雨の 降る 夜に、 
相思の 君に 似た 人が たづね て來 てと 古い 
物語に 見える さま K 敍し 、■思 ふなかには 
僞り もな しの 句に 連接 させた。 

(一一 D ただいまの 心境は 滿悦 して ゐる とこ 
ろ、 後日に いたり、 かは らうな どとは 全 
く 夢 K- も 思は ない。 

C 1 0 附句 はの ちの 思 ひ 出 K: なる ためた だ 
1 夜で もうれ しい 夢を 結びたい と 淡く 詠 
じた。 濃と 淡と 對に する 戀。 

(一！ 0 懐し い 而影は せめて 暫くで も 限に う 
つれと ねが ふ 意。 その 俤は 故人の 追憶 か 
或は 一度 相 見た 人の ぁこがれ か 明示して 
ないがい 附句 は戀 人の 上と なし、 寢覺め 
勝ちな 折り 折りに 忍ぶ の 戀を詠 じた。 

(一 a 書信の 往復ぐ らゐは そ め の ち も あつ 
たが、 いまは それ も 全く 杜絕 えたと 絕戀 
をうた つた 前 句に、 それでも 心の なかに 
ははかない 夢を見る と附 けた 0 


思 ふ 中には 僞 b もな し 


二 


S 神の 鳴る 雨の よにたる 人の 來て  十佛法 帥 


かは るべき 後の、 レは いさしら す 


一三 


へ 一一 一八 一夜な b とも 思 ひ 出の 夢 


關白 左大臣 


俤にだ 


ばし とどまれ 


一四 


<三 九 戀 ひしき ややが て寢覺 めに な 6 ぬらん 源* 宗无 


文た にも かよ ひし 後は 絕え ぬるに 


1 五 


八 四 0  心のう ちの 夢のう きは 


菅原長 綱 朝臣 


卷笫  丨 


二 五 五 


菀玖波 集 (上) 


一一 五六 


〈一：} 人目を 憚って 內證 の 人には 逢 ふこと 
もなぃ。 

<1〇 附句は 夜の 夢に 入る ばかりのは かな 
い 契り だと 結んだ。 

00 TIJ •北 •高 •藤本 「成 宣」 名 •逸. 
甫 一本 #-n 盛憲 法師」 

(四〕 前 句には 契った なかで も 誠意を 疑 ふ 
舍が潛 んでゐ る。 そこで 附句 には 憂いな 
かには 現實も 夢になる かも 知れぬ。 實に 
はかない もの だと 附けた 0 
(一 0 圖 •神 •石 •逸 •橋 •京 本 「助成」 
(六 〇 君が 來 まさず なりて- 以來 、一向に 拂 
はない ので、 ぅづた かく 積もって ゐる塵 
の 枕を 見せて 上げたい。 

< 七；} 京 •早 •藤 •家 本 「ふるき 枕」 

(八〕 この 思 ひ 出 深い 床の 上に たれと とも 
に 寢たか 別に 契る 人は ない と附 けた。 

(  〇 名 •神 •高 •小 • !!! 一  •ィ本 「ふる 
き 思」 一本 「ふるき 衾」 

(一 S 一正 一反の 附 合。 

(一 0 身分の 高い 女性 または 女官な どの 屑 
.にさした まゆ m の 色が 片方 だけが 亂れて 
.ゐ るとの 前 句に 對し 、むかしは 衣片 敷く 
.といつ て、 獨り寢 のとき は 衣の 半分を 下 
.に 敷き、' 半分を 上に 着て 寢る ことがあつ 


忍ぶ 人には あ ふこと もな し 

1  一 . •  三、 

<S1 ねぬ るよ の 夢 ばか b こそ 契な れ  盛 宣法師 


むすぶ 契の まこと 知ら ば や 


四 


五 


<四11 ぅき 中 やぅつつ も 夢に な b ぬらん 藤 原 助成 


J、  b 

見せば や 塵の ふかき 枕を 

A 九 

S 三 誰と かは ふかき 思 ひの 床のう へ 


かかる 中には 心隔 つな  . 

< g 近づく は 遠ざかるべき 始 にて 


かた 亂れな る まゆす みの 色 


導譽 法師 


品 法 親王 


先ので、 眉墨の 片方が まづ くな つたのは 
■泣きな どした ためとし、 寢なが ら泣 くと 
卞 の 袖は 濡れ、 上の 袖は ょも や 濡れない 
であらう と 取りな して 附け た。 

<一 一 D 前 句は 思 ひに堪 へない やうな 情けな 
い 契り だと 现實 を悲觀 した 仞で あるの， を 
.附句 は 夢の なかの ことと し、 いやな 夢が 
半ば 破れて V. 氣がつ くと、 夜は しんしん 
と 更け わたつ てゐ ると した ，0 
*01 0 淚に袖 が 湍れ て、 帛 地の 模樣が わか 
らぬ やうに なつて ゐ るとの 前 句に、 契つ 
てゐた 人が 來 〇 か來 るかと 月下にび とり 
泣きながら 夜更けまで 待つ てゐ たから、 
訴 へる ものがない ために 月に 不足を 述べ 
ょうかと 附け た。 

*0 四) w l'l 句は 人生は 種種の 憂き ことを 味は 
ふ ものとの 義 。附句 は 夢と いふに 夜を 拈 
出し、 戀 人を 待ち明かし、 每夜袖 は淚に 
ぬれて ゐる とした。 

/s l a ^ の 別れとは 夢の なかで 人と 別れる 
ことを 指す 場合 も あるが、 ここは はかな 
い 別れを いって、 それは 人生の 恨事で あ 
るとの 前 句を、 附句は 夜に なれば いつも 
M . で 衣を ぬらす と應 じた。 


二 


卷 


< M ねて 泣か ば 上なる 袖は よも ぬれ じ 救濟法 fep 


思 ひも あへ ずう き 契 かな  , 

111 

< s 名殘 ある 夢の まよ ひに 夜は 更けて 寂 意、 去 師 


袖のぅ へさへ 曇る 淚に 

一三.  • 

八 四 七 A の 來で更 くるを 月に か. こた ば や * 原 冬隆朝 臣 


かずかす うき ぞ 夢う. つつなる 

一四 

<s< 夜ごとに や 袖の 泪をか さぬ らん  尊 雄 法 也 

うらみは 夢の わかれに ぞぁる 
S 九. いつと なく 我がな きぬら す さょ 衣權 律師 道圓 

二 五 七 


菀玖波 集 (上〕 

<1 〕 伊本 「つれ 仏 くも」 〇 先方が 自分に つ 
れな いなら 押し かけて 訪ねて やりたい。 
<1 一〕 有 明けの 月の ころに なつたら、 たづ 
ねるといつた約束もあつたに、いまに音_ 
沙汰がなければ、 と附 けた。 つれな くに 
.有 明けを つける のは、 壬生忠 見の 名歌に 
ょる 0 

<1 一 0 夢の 手枕は 手を 枕に、 ぅたた 寢 をし 
て 夢を見る のをい ふ。 

(四〕 圖 •京 •很  一 •大一 •伊 •家 本 「わ 
がな く」 

< 3£. )佾 •京 本 「ょは も」 

(六〕 前 句 '^ 夜は 全く 鳥 さへ 鳴かないで わ 
びし いとの 意。 夜半の 鳥は、 孟嘗 君の 故 
事。 附句は 夢の 通 ひ 路まで も關 守る 人が 
あつて 容易で ない と附 けた。 

■(七 D 期待して ゐた のに、 差し 支へ が ある 
と 聞いて、 すつ かり 心が 滅入つ てし まつ 
.たと 意氣銷 沈の 有樣 の 前 句に、 暗い 燈火 
の 下に 淚の 雨を 流して ゐ ると 附けた 。項 
羽の 「燭喑 くして 數； 订 虞 氏の 涙」 の 故事 
を 踏まへ ての 作。 

<<〕 わが 思 ふ 人が 歸っ ていったなら 情け 
.ないから、 ぞの 人は 勿論、 傑を もと どめ 
.たいとね がふ 前 句に、 俤に夢 を附 合と し 


二 五 < 


つれな きは また 行きて とは ば や 
S 0 有 明の 月の 頃に と 契 5 しに 


昌信 法師 


長き 夜の •更け 過ぐ るまで 人は 來で 
0 n 又 ひと 5 ねの 夢の 手枕  源  0  0 


E  •五 

わ 6 なく 夜半は 鳥の 音 もな 

六 

八 M 一一 夢まで も關 ある 人の、 心に て 


さ fi るぞと 聞きて、 レ や盡 きぬ らん 

七 

< 1 M の 雨の くらき ともし 火 


周， 阿 法師 


藤 原長泰 


て、 夢の なかでの 契りは そのまま 現實と 
なれと ねがつ た。 

(九〕 夜の 衣を 重ねて ひと y 寢てゐ る わび 
しさを 述べた 前 句を 受け、. 衣を 裏 かへ し 
て- fe* ると、 戀ひ しい 人を 夢に 見る とい ふ 
が、 さぅ いふ 人が あれば ょいと 附け た。 
衣に かへ すは 寄 合。 

(一 S 學 •高 本 「程 も」 

(一 0 忙しいた めか、 惱みつ づけて か、 し 
ばらく もま どろみ 眠る ときがない との 前 
句を 戀 のた めと し、 實際に 逢 ふこと が 出 
來な いだけでなくて、 夢にも 相 見る こと 
が 出來な いとの 註附。 

(一 —. ) 逸 .前 一本 「ことは」 

(一 5 夢の 浮 橋は もと 大和の 吉 野の 夢の わ 
たに かかつ て ゐる浮 橋を 稱し たもので あ 
るが Q ちには 單に夢 のこと、 さらに 轉じ 
ては 世の なかのは かなくて 渡り わづ らふ 
意に も 用 ゐられ た。 ここは# 會の 期し 難 
いのでぅ き # を 見て ゐる 、それが 淚にな 
ると 附け た。 續 古今に r 淚川 渡らぬな か 
の 思ひ寢 はみ る も あだなる 夢の 浮 橋」 

(一 5 圖 •名 •神 •北 •藤 •石 •逸 •橋 • 
土  •家 本 「かへ る」 學 •高 本 「かかる」 
M * Fly 一本 「かくる」 


いなばう し 面影まで もと どめば や 


八 


<盖 夢の 契よう つつと もな れ 


重ねぬ る 我が ひと b ねの さよ 衣 
< 羞夢に 返して みる 人 もがな 


しばし うちぬる 程の なき かな 


惟 宗親孝 


前 大納言 氏忠 


二 


\ 


<美 夢に だに 逢 ひ 見る まじき 契に て  良心 法師 


.一二 


あ ふこと を 又い つかは と 思 ふに 
S 七 淚に かへ る 夢のう きは し 


俤は淚 よ 6 なほ 身， に そ ひて 


道 生. 法 師 


卷笫十 


五 九 


菀玖波 集 (上) 


一 H ハ〇 


C 一〕 淚も 常に 出て ゐる が、 それよりも そ 
の 人の 俤がい つも 身に 添うて 離れない と 
の 前 句に、 俤 の 附合に 夢を もつてし、 は 
かない ことを あらは すため に 現在に 逢つ 
.て も 夢の やう だとつ づけた.。 

(  〇 名* 逸 •甫 一本 「良 證」 神 •橋 • 
京. •藤本 「印 澄」 甫 •北 本 「良 澄」 

(一- C 先方は われと 親しく 契る ようにす る 
が、 眞に たのみになる か 凝は しいと 危ぶ 
んだ前 句に、 實 事はなくて、 わが 思 ひか 
ら相 契る 夢を みて ゐる のかし らんとは か 
なく 附 けた。 

(E) いままでは 言を 左右に 托して きまら 
なかつ たが、 今 ^ こそは 枕を ともに す 〇 
であらう とい ふに、 これまでた のみに さ 
せて 來た夢 の やうな はかない 便りが いよ 
いよ 實現 する ことにな つてと その 道行き 
を附け 加へ た。 

C  M ,) 名 •大 一本 「夢の たた ぢは」 學本 

「 #• のた より」 

(六 0 ただ ぢは直 路に て、 曲らない 直ぐな 
路を いふ。 現實で は 無論の こと、 夢の な 
かで も ^. ぐに 通 ふ路が 全然た えてし まつ 
たとの 前 句に 對 し、 古今 集の 「む ば 玉の 
闇のう つつは さだかなる 夢に いくら もま 


0 八うつつ にあ ふ も 夢に か はらず 


契る とすれ どた のまれば こそ 

八売 把が 思 ふ 心 や 夢を みせつらん 


法眼 a © 


法 印 定淸 


今宵 ばか わ や 枕 さた めん 

八 六 〇た のめ こし 夢の た， よ b をうつつ にて 前 中 納言定 家 


さだかなる 夢の ただ ぢも かきたえ て 
八 六 一 やみのう つつは 寢んか たもな し  後 §： 峨院 御製 


天 •■の 御 時、 宵に 久しく お ほどの ごもら ざり ける に 

小夜 更けて 今は ねぶた くな 6 にけ 6 


さら ざり けり」. の 歌に 某づ いて、 さだか 
なる 夢に やみのう つつを 附け 、ともに 寢 
ると ころもな いと あ ひしら つて ある。 
(七〕 拾遺 集 十八 並びに 八. 雲御抄 にも 見え 
てゐ る。 なほ 拾遺 集には しげの の 內 侍の 
下に 小文字に て少贰 命婦と ある。 所 傅を 
異にして ゐ る。 

C 〈ビー 人の 心が 互 ひに 行き かふ や 否やと 
問 ひかけ た 前 句に 對し 、一人は 行く が、 
他は さう でない との 意に て、 彼の わたり 
へ 通 ふわが # も 先方では 知らない さう だ 
と、 ひと リ思 ひに 惱む さまに 附け た。 
(九〕 京 • !!] 一  •伊本 「知らず とも」 

(一 S 前 句は 末の 梁み も かけられない はか 
ない 戀を 抽象的に 述べた もの。 附 句は 逢 
うての 夜 も覺め .ると 夢の やうには かなく 
なると 具象的の 例を もつ てした。 

(一 0 高* ィ本 「夢と」 

(一一 0 諸 本 「思は ぬ こと」 と あるが、 名 古 
屋圖書 館 本の 「思は ぬ 中に」 に 從ふ べき 
であらう か。 〇 相思の なかで ない と、 虛 
僞が 多い との 意。 

(一一〇 附句 はいかに われに うとうとしい 人 
でも、 自分の 身の上に. 引き あてて 考へる 
ならば、 全く 夢で あると 逆に 應じた 。 


と 仰せられければ 


七 


<s 夢に あ ふべき 人 や 待つ らん 


ふた b の 心行く やゆ かす や 


滋野內 侍 


sll ^^ らすと ■よ 我が かよ ひ路の 人の 夢 關白前 左大臣 


九 


何と 契 b て 末を また ま 


10 


<s あ ふよ さ •へ 覺 めて や 夢に な b ぬらん 導 # 法師 


一二 


田5 はぬ ことぞ まこと 少き 


一三 


<窒 秦 にしれば うき 人 とても 夢 やみし 救濟 法師 


ことしは あま 6 寢覺 めが ちなる 


卷第十 


一一 六 


猪 XX 淤集 (上〕 


二 


(一:} 例年に かは つて ことしは 寢覺 めする 
ととが 多い との 前 句は、 齡 Q 高くな つた 
ため も -^) らぅ -' » 季を 示して ない が、 秋の 
夜の ことと 見るべき であるが、 附句は 常 
は 短-く 感じられる 春の 夜です らもの 思 ひ 
に 沈んで ゐる と、 夜が 長くて な ふなか 明 
け やらない と 逆に 附け た。 

(一 0 石 上は 大和の 地名、 布留 (ふ る〕 は そ 
この 字 (あざ) の 名で あるので、 ふるを 呼 
び 出す 枕詞と して 用 4 'られ て來 た。 忘れ 
水は はけ 口の ない 沼澤 。野' 中の 忘れ 水に 
は 「もとの 心を くむ 人ぞ 知る」 の 古 詠が 
あるので、 それを 踏まへ て 嘗て 見た 俤が 
再び 思 ひ 出に なれば ょいと 逆に 附け た。 
(一一 0 ただ 忘れない と 情けを こめた 一言に 
引かされ てとの 前 句に、 われは 眞劍に な 
つて ゐる が、 一向に 手 ご. たへ がない。 せ 
めて は 前に 契つ たこと を 先方 も 思 ひ 出す 
かと 聞きたい くら ゐだ と、 たょりな いも 
の 思 ひの 附 句。 

(四：} 前 句の W 影は 幼く して 別れた 親の 姿 
とも 見られる を、 附 句は 淚に ぬれた 袖に 
映つ てゐる 月と し、 歎きの 戀。 

( 5¢. 〕 涙の そそいで ゐる 袖は いつも 湍れて 
ゐる 。わけて 時雨が もな 秋 Q ころは 一段 


S 物. 思へ ば 春の 夜 だに も 明け やらで 順覺 法師， 


石の 上 ふるの 野中の 忘れ 水 
<六七 見し 俤のお も ひ 出で もがな 


前 大納言 爲氏 


忘れ じと. いひし 情 ばか 


三 


<穴 はかなく も 思 ひ いづ やと 思 ふかな 信實 朝臣. 


吗け やらで 寢覺 めの 後 も 長き ょに. 

夢を. いくたび また 重ぬ らん  後光明 照院錢 1 S  ‘ 


面影 だに もさ だかには なし 


四 


<き 袖に うき 淚や 月を ぬら. すら / L, 


關白前 左大臣 


であるとの 前 句を 承け、 袖の. 上に 月を や 
どして をれば、 身の 憂さ、 人の つら さは 
忘れる ときはな いと 附け た。 

(六〕 神 • 京 •伊本 「忘れと や」 甫本 「忘 
I め や」  • 

(  5 逸 •甫 一本 「契りの 末は」 〇現 在の 
和 逢 ふこと ばかりが 全部での ちの こと * ti 
不定 だとい つて ゐる〇 
(八〕 附句は 具象的に. わが 通 ふ' も 人の 歸っ 
て 行く の も 全く 夢の やうで と附 けた。 古 
今 集 戀歌三 の 「君 や 來 しわれ や 行きけ む 
思 ほえず 夢 かうつつ か寢て かさめて が 1-- 
の 歌の 意に 通 ふ ものが ある。 

( 九〕 古人を しのぶ 述懐の 前 句に 對し 、附 
句は 月は 世世の 人の 而 影と いふ 心で、 そ 
の 世は いまに 殘つ てゐ ると 逆に 附け た。 

玉 葉に 入道 左大臣の 歌に 「久方の 月は む 
かしの 鏡な れや むかへ ばう かぶ 世世の 而 
影」 と 同じ 趣き。 但し 見し ょの 「ょ」 を 
夜と すると、 いまは 相 亙の 親しい 關 係は 
全くない が、 二 人で ともに 眺めた その 夜 
のことは ただ 天上の 月の 姿に ばかり 殘つ 
てゐ るの 意と なる。 

(1 S 別れを 惜しむ 名殘 りの淚 で また 袖を 
濡らす 前 句に、 夜叨け を 待たないで、 月 

卷第十 


<七 一 


なみだの 袖 ぞいつ も 秋なる 

て 主人のう きを も 忘れ' め や  二 品 法 親王 


契の 末は おも ひ 定めす 

< 七  一一# が 行く も 人の 歸るも 夢路に て 大江成 種 


A はまた も か へらす 


S1 疒こ こそと もに 見し よは 殘 b けれ 素 阿 法師 


名殘 のな みだ 叉 袖の露 

< s 一月の よを あかさで 人や歸 るらん ¥ 忠時 


1 一六 1 一一 


宽玖波 集 ハ 上〕 

下に 歸つて 行く 人は 空から 降る 露で 袖を 
湍ら すと 細かに ことわつ た 附合〇 

C  一  W 京 •伊本 「逢 ふこと を」 〇 秋の 季節 
の 悲し. みを 述べた 前 句を _ぅ け、 憂き こと 
を 念頭に おかず、 明月を CA すべきで ある 
が、 さぅ でなくて 淚を 催す と附 けた。 一 
本の 「逢 ふこと を 思は で」 と あるのは 戀 
を 示す 手段の 意と なる。 

(一 C 夢の なかに 別れを 沿 しんだ ときの さ 
まが、 その 人を 慕 ふたび ごとの 面影に な 
るとの 前 句に、 月下に 人は かへ つて 行つ 
たが、 自分は 手枕の まま 月を 眺めて その 
人の 俤を しのんで ゐてと 離 情 切切た •る さ 
まを 註附 とした 0 

(110 拾遺 集卷 十八、 大和 物語 及び 八 雲 御 
抄にも 載つ てゐ る。 人心 憂し に 丑を か 
け、 丑の 三 刻すな はちい まの 午前 三 寺 ご 
ろまで も來な い 以上は もぅ 待つ ことは し 
ない との 前 句。 附 句は 寢に十 二 支の 子を 
かけ、 その 俤が夢 に 見える かと 寢過 ぎた 
とい ふに 子の刻 過ぎて 丑の 時に なった と 
技巧的に つけた。 

(四〕 冬で ない のに 肌に 泌みる 夜寒の 感じ 
は 風の 吹き 來 たったた めだと わかつ た。 


二 六 四 


秋 こそい とど 露な みだな ^ 


<七五 うきこと を 思は で 月を 見るべき に大中 臣經肓 


別れの 夢ぞ 面影になる 

ヒ  ，  - 

<H 手枕に A のな ご h ノの 月を 見て 


村譽 法師 


ぅちに 侍ら ひける 人を 契りて 侍りけ るに、 夜遲 くま 
• うでき ける に、 丑 三つと 時 申しけ るを 聞きて 云 ひ 遣 
しける 


人心う しみつ 今は 賴 まじよ 


三 


<名 夢に み ゆやと ねぞす ぎに ける 


よみ A 知らす' 
良 岑宗貞 


文 和 四 年 五月 家の 千 句 連歌に 


四 


夜寒む は 風の きたるな.、 


(五〕 待つ 人は 來ない ので、 毎夜 涙の 露で 
扰を ぬらしながら、 枕 上の #* に 戀ひ しい 
人を 見て、 寒風の ために # が 破れた さま 
を 述べた。 

(六：} 身は 一つ 秋 も 一， つ だとの 前 句は、 身 
にかけ が ひが あれば 憂き 秋の 來 〇 の も 厭 
はない が、 一つ身 e ある c 秋 も 二つ はなく 
ただ 憂き 秋が 一つ だと Q 俳諧 體 の前仞。 

ハ 七〕 附句は 涙と 露とは 相似て ゐるが 、涙 
の 袖に さらに 露を 重ねるな と あつら へて 
附 けた。 

C 八：} 附句 は、 驚く とい ふのに 踏の 鐘を 配 
し、 その 聲に因 ざめ て、 飽かない 別れを 
せねば ならない。 かくて 淚は 止めどなく 
袖が ひた 湍れに 濡れた と附 けた。 

(九〕 來る 人を 待つ のと 別れを 惜しむ のと 
そのつ i さは どんなで あらぅ との 前 句に 
對し 、待つ には 夕甚れ の 鐘を、 別れを 惜 
しむには Hi Q 鷄の聲 を 配した。 

(一 3 圖 •名 • 1!! •逸 •橋 本 「尊 朝」 

(一 0 思 ふ 心の 姿が なほ その 身に 立ち 添 ふ 
のかし らんと いふ 前 句に、 暖い夢 の 破れ 
た 瞬間 立ち上つ て 枕の ほとりを 見よ。 わ 
が rfil 影が あなたに 立ち •添 ふで あらう とそ 
の 場合を 附け 示した。 

卷笫  十. 
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<じ<  露なら す 夢の 枕に 人を 見て 


關白前 左大臣； 


身は 一つ 秋 も 二つ は， な 


力 


七 


<•: なみだの 袖に 露な 加へ そ 


相 阿 法師 


驚 

八 


ま 


どに 袖は ぬれ 


<<〇 曉の鐘 こそ 夢の わかれな れ 


;/r 近 中 將義診 ： 


待ち if 


二つの 思 ひい かならん 


九 


八 八 一夕 暮の夢 あかつきの 鳥 


一 〇 

高 朝 


なほ 面影の 立ち や 添 ふらん 

<<一 一夢 さむる 枕の あたゎ •おきて 見ょ  救濟 法師 

二 六 五 


菀玖波 集 (上) 


: i 六 六 


(一〕 名 •逸 • ![] 一本 「空う かれ ゅく」 

C 一一 ；} 夕方 も 明け方 も 空模樣 が變で あると 
の 前 句の ゅ ふべ には 待つ を、 明け方には 
別れを 附け 、一一つ の 場合と も 魂が 身に 添 
はないで 空に うかれ 行く となした。 

00 前 句は 月の 盈虧に ょりい まは 暁の 月 
の 残らぬ ころ だとい ふの. を、 附句は 飽か 
ない 別れで 泣きぬ らして ゐ るので 曉の月 
は あつても 見られない とした 0 
(四〕 衣を 裏 かへ して 著て 寝る ときは、 戀 
ひしい 人の # に 見える とい ふ 信仰 re 某、 つ 
き、 淚に ぬれた 衣は そのままで、 裏 かへ 
して 著て、 別れない やうに する 夢が 見ら 
れるか しらんと 附 けた。 

(式〕 名 •甫 •逸本 「さだかに もの 前 句 及 
び 附句 共」 

(六；} 源氏の 君' が 軒端の 萩に 逢つた やうに 
しつかりと 思 ふなかで なく、 一夜の 假リ 
初めの 契りで、 別れた ためとい ひさした 
前 句に、 鶏は 別れの 汐 時を 知らせて 鳴' い 
たと 附 けた。 

(七〕 明け わたった のちに も 夜の 名 殘り惜 
しさが 身に 添うて 離れない やう だとの 前 
仞に 、飽かないで 歸った 人の 而影が 目に 


雲ぅ かれけ 6 夕ぁけ ぼの 

一一 

<公-1 別れに ぞ 待つ にも 心身に そは で  源  氏 賴 


今は 月見る 曉、 もな し 

H  I 

<< 四な みだ ある 袖の 別れに かきくれて 權少 僧都 永 運 


なき ぬらす 夜の 衣は それながら 


四 


八 S わかれを かへ す 夢 や 見 ゆら / V 


關白前 左大臣 


五 


さだかに も 思は ぬ 人 ^ 別れ ゆ 炎 


八 八 六 時 知 トノ が ほに 吿 ぐる 鳥の 音 


二 品 法 親王 


公 

〇 

八 

九 

我 ミ 

人 2 

ヾ別二 

淚 5 

ひ 

に 

れ 

を 

と 
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つ 

の 

b 
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し 

夢 

せ 
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す 

の 
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有 

名 

け 

枕 

明 

殘 

さ 

に 

の 

に 

の 

ま 

月 

又 

玉 

た 

寢 

早 

ね 

し 

し 

て 

て 

1 れぞ 今は かぎ b な. 〇 ける 


中 納^ 一一 F3 忠嗣 


f 尊宣 朝臣 


六 七 


夜の なご b や 身には そふら 八 
<公& かげに かへ b し 人を なほと めて 藤 原 光遠 

W  くに まかせて 露 も か はらす 
«へ y ぬぎぬ の淚を だに も 形見と や 隆祐 朝臣 


.とまつて と 註 釋附。 

■(八；} 露の おいて ゐる ところは 草の葉 か、 
-花の 上 か、 はた 袖の 上 か、 それは ことわ 
つてない が、 繁く おくま まにして 掃は な 
い 〇 で、 露 そのものと 同然で ある。 

< 九〕 附句は 後 朝 (きぬぎ ぬ〕 の 悲しみに 堪 
へないで、 泣きの 淚を 形見と 袖の 上に 露 
の 思 ふ 存分に おいた とした。 

'(一 0) 夜明けまで 殘つ てゐる 月は 人は 留め 
■ないで 淚ば かりを そそがせ ると、 月下の 
もの 思 ひの 有樣。 

(一0附句は別れを悄んでも、人は歸つて 
行き、 あとに ひとり 殘つて 立ち 出で た 人 
の 枕に ょつて 再び Vi ながら 涙を 流して ゐ 
ると 敍した 心附で ある。 

(一一 0 きぬぎ ぬの 手紙を 隱し てゐる さま。 
(一 〇 人の 立ち 出た あとに、 また 臥して さ 
.びし く 夢を 池つ てゐ ると き、 ぅれしく も 
■忘れ 雛い ょしの 文を 得て と附 けて、 喜び 
を あらは して ゐる〇 

.(一四；} 圖 •名 •甫 •北 •石 •逸 •橋 •藤 • 
嵩 本 「尊宣 J 神 •京 •橋 一 •# 本 「高宜」 
(一 5 この 別れを 最後と して また 逢 ふ 期は 
たいとの 前 句。 

卷第十 


薬 政 波 集 (上)  二 六 八 
い < 鷄聲 いて— と 歸り行 く 人を 恨 公一. 矿の音 も 我がな くう へはよ もき かじ 藤 原 家 尹 朝臣 


〈一一〕 名 •他 本に ょって 「別れ も」 の 一句 

を 補 ふ。 

.(一一 一〕 しのんで 通 ふうちは、 家人に さとら 
れない やうに _  Q 鐘の音で 別れて 行く 習 
ひなので、 その 音に 別れ も 憂い 思 ひもす 
.るとの前甸に、この鐘の外'に鷄の_を告 
げる音 も 同樣で あるから、 淚な がらに 聞 
きそへ て 歎いて ゐ ると 附 けた。 

_( 四〕 鷄の音 に 別れを fr. しみ、 ともに 泣い 
てゐる 男女 二人、 いづれ が 深き 歎きに 沈 
むかと 連結した。  . 

.(五；} 愛人 ic 別れた と 夢み ただ 打で、 實際 
にはと も寢 もしない ので あるから、 焚き 
しめた 衣の 移り香 もない と、 ひとり 寢に 
應 じて 附け た。 

(六〕 相互の 關係も 全くう すらぎ、 もう 一 冉 
び 逢 ふ 夜の ない との 前 句を 承け、 自分に 
II 係の ない 鷄の聲 を 恨んで やりたい。 い 
つも 鳥の 鳴き 音で 別れを fr げる習 ひで あ 
.るから と附 けた。 

〈七 >|!本「重持」 [|1 1本「重將」名本 


鳥の 音を さへ 又 かこつ かな 
S1 曉の A の 別れに われな きて 


別れもぅ きも ぁかつきの M 


三 


<会 鳥の 音を 淚の 中に きき そへ て 


權 僧正 良瑜 


高 階 重. 成 


淚は 誰か 落 もま さるらん 

八 九 四と もに なく 人の 名殘の 鳥が ねに  寂 意法沛 


ひと 6 ねは なほ 秋風の 身に し A て 


五 


<金 夢の 別れは うつ b 香 もな し 


高 階 重 成 


「宣 持」 

〈  〇 莴域の 神は 一言 主の 神と いふ。 むか 
し 役の 行者が、 この 神に 命じて 金 峰 山と 
莴城 山と Q 問に 岩 橋を 架けさせた が、 こ 
の 神は 姿が 醜い ので、 晝はや めて 夜 だけ 
働き、 工事が 涉らな かつた から、 石橋の 
一部 だけが 存 して ゐる とい ふ 傅 說に 基づ 
き、 夜 だけの 契りは 恰も莴 城の 神の やう 
だとの 前 句を 受け、 遺憾で あるとの 意を 
示す ため、 神 名を 取り、 遲く來 て 一言 も 
いはない うちに 夜が 明けた と附 けた。 拾 
遺集に 「岩 橋の 夜の 契り もたえぬ べし あ 
くるわび しき かつらぎ Q 神」 Q 歌を 踏ま 
へての 作。 

(九) われ も a ひ 人 も われと 刺れ ない との 
胯 まじい 關 係を 述べた ^ 。 

(一 0〕 學本 「鐘は」 〇 夜深い 鐘の 昔、 鶏の i 
聲は きこえても まだ 夜の 明けない うちで 
あるから と 一時の ことの さまに 附けた 。 
■0  0 月は 人の 面影と いへ ば、 月見る とき 
.は 憂き 人の ことが 先づ 心に 浮. かぶ。 

(一 〇 圖. • 11] •神 •石 •橋 •藤 •京 •本 「人 
待つ に」 名 •逸 • -[ij 一  「人 さへ に」 

<ーーー0 月下で 別れた ことまで が 淡い 夢の や 
うだと 附けた 。 


今は よそ. にて あ ふ 夜 もな し 


六 


一二 


月見れば 憂き 人 まづは 思 はれて 


一三 


<兑 その 別れまで 夢に なりぬ る 


七 


<交 鳥の ねを 別れに なして K みば や  平  宣 時 


ょるの 契は かつらぎ の 神 

S  一言 もい はぬ 別れに 明け 過ぎて'  丹 波 政 職 


我 もした へば 人 も わかれず 

< 九 〈鐘を きき 鳥は なけ ども 殘る 夜に  藤 原忠賴 朝臣 


妙智 法師 


卷  第 


二 六 九 


荛玖波 集 (上〕 

•〈一〕 こちらは 慕つて ゐ るのに、 自分の 慕 
つて ゐる 人は とめても 留まらぬ 0 
•.(一 0 普通の 道路なら ば 關所が あるが、 別 
れの 道には 人を とどめる 關守 もない と 憂 
き 契りを M- した。 

(一一 0 鳥が 鳴く のを 相互の 悲し V 契りを 歎 
くの か、 の 意。 

(〇 名 本 「契りと や」 

C W 〕 まだ 夜深いのに、 その 聲で 夜明けが 
: 近くな り、 やがて 別れねば ならない ので 
と 理由 附。 


二 七〇 


我に うき 人は したへ どと どまら で 


11 


丸 0 〇 別れの 道は 關守 もな し 


權 律師 定遛 


三  四  .  . 

ぅき 契を や 鳥の 鳴く らん 

五 

さ 一 ふかき 夜を 明け 安くな す 別れに て 寂 意 ^ 0 


<1 0 これ もつれな ぃ戀の 句 ハ 


なほつ れな くぞ 人は 覺ゅる 

<  一  A 

巷一別れにも死なれぬものは命にて  救濟 去® 


(七〕 ゆ ふべ と あけぼのとは いづれ も 人の 
、ん を ひくと い ^ 前 句に 對 し、 ゆ ふべ には 
待つ、 あけぼのには 別れ、 ともに 憂い も 
のとい ひながら、 それぞれ 異なつ たつら 
い 情趣が あると した。 


鳥の 音は まだ 夜 深し と 思へ ども 
§i A こそい そぐ 別れな- 0け1 


前 大納言 尊 氏 
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